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1917年（大ਖ਼6）に設立された日本建築協会は、2017年（ฏ成29）3月30日に100周年を迎えた。設立の翌年、
ॡ޻௚後の大阪市中ԝ公会ಊで第1回の૯会を開࠵した。長年͝支援いただいたݸ人ٴびஂମ会員のօ様に͝
。ਃし上げるँײできたことに࠵わり、100周年の記念ࣜయをこの同じ場ॴで開ࣀ集をࢀ
まͪͮくりに೩えたย岡安以Լ38໊の関西ࡏ住の建築界のϦーμーたͪは、「զが国の建築界の堅実な発展」
を໨ࢦして関西建築協会を設立した。翌年74໊の建築家が集まり第1回૯会を開࠵し、その翌年日本建築協会
へվ໊した。1926年（大ਖ਼15）には建築関܎の࠷ॳの公ӹ法人となった。౰時、行政の中心こそ東ژにあったが
阪神の経ࡁ活動はژ඿をӽえていた。それ࢈、ނ業の発展に൐う֗の成長֦大にインフラ੔උが௥いつかず、
ੜ活環境がѱ化し始めていた。݈康で文化的なまͪͮくりが建築家の੹務であることをೝࣝしていた൴らは、
日本建築協会に建築家を結集し、建築と社会をつなぐ場、実ફྗのある組織として活動した。そして市֗地建
築෺法（後の建築基४法）や都市計画法の੍ఆにਚྗする。ຳ面ࡩϲٰ住宅վ଄博ཡ会を開࠵して、住環境のվ
ળの࢟を۩現化し協会の໾ׂを社会にࣔした。設立以来毎月発行する機関誌『建築と社会』は2017年（ฏ成29）
の3月号で1140号になる。関西における代表的建築の紹介にՃえて、ଜ野藤ࢯޗの「様ࣜの上にあれ」や、᮫
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ॏな研究و日では関西の近代建築のࠓ、の「田Ԃ都市」౳のஶ໊な論文がछ々ऩ࿥されてきたものでありࢯ
。ྉとなっているࢿ
ઓ૪のࠞཚ期をજりൈけ、য౔と化した都市のઓ後復ڵにਝ速にݙߩするため、1947年（昭和22）の創立30周
年にఆ׺を変ߋし、「建築関܎各部໳の連ܞ協ྗによって、建築に関する学術・技ܳ・事業の進า発達を図ると
ҭ・研究・設計・施ڭ・の行政܎日の建築関ࠓする」ஂମとなった。そしてݙߩに、建築を௨じ広く社会にڞ
の交流と研ᮎによりઐ໳家として各々のޓ人や法人を౳しくਖ਼会員として迎え、૬ݸわるܞ建材・ൢചに・޻
໾ׂを発شし、講श会・講演会・見学会・出版・各छのݦজ౳の活動を௨じて建築に関わる技術の向上と、݈
全で文化的な社会の形成にݙߩするஂମとして発展した。
この年にૣくも地Ҭの特࣭をੜかして活動すべく、ژ都・中国（広ౡ）・東ւ౳の支部が設立された。౰時の

Ϧーμーたͪの行動にはڻ୰する。その後、経ࡁ界のු௜の影響を受けながらも発展し、1970年（昭和45）の万
国博の年に会員数はピークを迎えた。しかし近年にࢸり、গࢠ高齢化の೾にᎍまれてୀ会ऀの૿Ճと、若い会
員Ճ入ऀの減গが進Μだことに対Ԡし、インλーネットによる新しい৘報の֦大とਝ速化、そして心の௨うັ
ྗ的なコϛϡニςΟーとしての場のఏڙを図るなどվળを進め、会勢の回復に౒めている。
現代はάローόルで多様性の時代である。多発する自然֐ࡂとその復ڵ、持続Մೳな地ٿ環境の維持、歴史や
文化Ҩ࢈の࠶ධ価と活༻などさま͟まな社会のཁ੥に対して、ࢲたͪ建築人はԠえてΏかなければならない。
こうしたࠓ、さま͟まな৬ೳの会員が集う本協会の社会的໾ׂがվめて見いだせるのではないか。その一つと
して次世代を୲う人材のҭ成は、建築と社会をつなぐ結અ఺の໾ׂを୲う日本建築協会のςーϚでもありۓ٤
の՝題である。635（35ࡀ以Լの会員）の活動や青年技術ऀ、޻高ੜデβインコンクールのݦজ、若い研究ऀの発
。えているߟしたいとࢦ化し「新しい地ฏ」を໨ڧ౳をڙの場のఏݴ
日本建築協会は創立以来「建築を௨じ広く社会にݙߩする」ことを໨ࢦし、多彩な活動を続けてきた。この
100年史は、日本建築協会が積みあげてきた歴史の記࿥である。本書をඥղくことによって歴代ઌഐのۤ心の
੻をたどりつつ、日本建築協会のはたしてきた໾ׂをཧղしていただくともに、ࠓ後の建築界の発展のための
一ॿとして໾立てていただければ幸いである。
この100年史の׬成を機会に「日本建築協会100周年記念事業」に͝協ྗ、͝援ॿいただいた各Ґに対し心か
らँײの意を表すとともに、編ࢊにܞわった委員をはじめ関ऀ܎の͝౒ྗにվめてँ意をささげる。
。のことばとしたいץいし発ئわりますことをおࣀՃ、͝支援ࢀ後とも日本建築協会の活動へ͝ࠓ
ɹɹ2017年3月

一ൠ社ஂ法人日本建築協会会長ɹ߳西تീ࿠
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1　「関西建築ڠ会」ઃཱ前໷

20世紀を迎えるこΖ、すなわͪ明治30年代半ばから、大阪に
おいて洋風建築がٸ速にීٴする。それに൐って、それまで྆
手で数えられる΄どであった建築家の数もにわかに૿していく。
多くはఇ国大学建築学Պの出਎であったが、年齢や৬छをҟに
して意ࢥのૄ௨はԁ׈ではなかったようだ。1907年（明治40）
͝Ζ、ย岡安がএಓして「Φキナ会」という਌ກஂମが作られ
る。その໊は大阪のΦ、ژ都のキ、ಸྑのナをとったものであ
る。しかし、次々と૿える若い世代は、「Φキナ会は໊前のとお
り、年دりばかりだ」とܟԕしがͪであり、自分たͪだけの࠙
਌組織を持つこととなる。その動きは明֬ではないが、1911年
͝Ζに「ϘンϘン」を自শして「建๥会」が結成され、その中
の、大ਖ਼年ؒになってから大学を出た世代が1916年（大ਖ਼ 5）͝
Ζに「大ਖ਼会」をつくった。また1917年͝Ζには「建๥会」の
論٬だけで「ਫ༵会」を結成する。
1917年 1 月30日、建築学会௨ৗ૯会が開かれる。そこでの会
長選ڍで、それまでԆべ17年ؒ会長৬にあったୢ野ۚޗをམ選
させようという޻作が進められていた。ࠤ野རثはじめ若い世
代が、建築界にݖ勢をৼるうୢ野を௥いམとそうとしたのだ（結
Ռ的にはୢ野が౰選した）。この出来事は、関西の建築界には௚઀
のར֐はなかった。しかし、東ژにいる「中堅」たͪが๊いて
いるڧ྽な変ֵの意志を஌って、「明治建築界」のߏ଄が変わΖ
うとしていることを஌らされることとなる。
『日本建築協会ࡶ誌』の1919年 1 月号と 2月号に、「野人ੜ」
という筆໊の作ऀによる「回૝࿥」という文ষが載っている。
中਎はというと、関西建築協会（以後、協会とも表記）設立の経
Ңを新入会員にڭえるという設ఆの一छのϊンフΟクγϣン・
ϊϕルである。1917年 2 月11日に「˓˓会」が建築学会に関西
支部を置くべしというఏҊをしようという会を開いたが、その
後、ݕ討するうͪに、関西建築協会設立へと転じたのだ、とઆ
明されている。「˓˓会」が建๥会であることはのͪの回ސஊな
どから明らかである。
建๥会が建築学会支部建議を議論した際の出੮ऀは೾ߐఌ
夫、大林࢛ݡ࿠、஑田መらであった。つまり、ย岡安はここに
は関༩していない。しかし、実はย岡はこれに近いఏݴを同時
ฒ行的におこなおうとしていたのである。1917年ॳ頭、ย岡安
は「同૭建築技術家に告ぐ」という小ࢠ࡭を建築関ऀ܎に൦෍
する。

そのझࢫは、都市問題がऒ
し、ΦフΟスビルという新ى
しい建築ܕの成立を見、మے
コンクϦートߏ଄が一ൠ化す
るʕという時代の転換఺に
あって、建築家は「૬連ໍし
て」「その意ࢥを交換」する
ための「建築協会を組織」せ
よ、というのである。
ย岡が新たな৬ೳஂମを組
織しようとし、「建๥会」が建
築学会の関西支部を立ͪ上げ
ようとしたのは、それまで建築界の意ࢥをଋͶ、ಋいてきた建
築学会がその性֨をᐆດにしてきたからである。学術ஂମとし
ての活動が中心になるにつれて、実務面への関༩は減গし、社
会へのスλンスも時代にଈԠしなくなっていたのだ。
一ํ、自Ӧ建築家をڄ߹して日本建築࢜会が1914年に発足し
ていた。ย岡もそのཧ事を務めていたが、同会においては建築
家の৬ೳの֬立がその໨的の΄とΜどすべてであって、建設業
ऀや建材ϝーΧーの社員はഉআされていた。それに日本建築࢜
会の中心人෺たͪは都市問題には΄とΜど関心を持っていなか
った。かくして、ย岡は社会的発ݴをするڌ఺をもう一つผݸ
に作らなければならないとࢥいఆめた。そのとき൴の念頭にあ
ったのは୯७な৬ೳผのஂମではなくて、঎޻会議ॴのような
企業家ஂମではなかったかとࢥわれる。౰ॳ、会頭に後藤新ฏ
をਾえようとしていたことがࣔすように、行政へのಇきかけを
はっきり主؟においているからである。

2　೔ຊ建築ڠ会の஀ੜ

危機ײがつのる中、「建๥会」が建築学会関西支部をߏ૝した
のは、ย岡にとってئってもない޷機であった。൴は、若手を
呼び集めて、関西の建築家全ମをڄ߹して大きなஂମにまとめ
るべきだとࣤᄖする。௚ͪにย岡と、൴のॴ員で若手の代表֨
だった೾ߐఌ夫との連໊で、関西ࡏ住の建築家52໊に呼びかけ
る。その際のझࢫは「関西の建築家のஂ結を๳り૬ޓの意ࢥを
ૄ௨して建築界の向上発展を期する」というものであった。1917
年（大ਖ਼ 6）2 月27日、39໊を一ಊに集め、5人の委員を選出し
てஂମの創立Ҋの作成を委৤することの߹意をとりつけた。こ
の創立委員（஑田実・ย岡安・෢田ޒ一・೾ߐఌ夫・設楽ః雄）は、3
月17日に会ଇҊをಘたが、それは਌ກஂମの性֨を主にしてい
て、໊前も「関西建築۞楽部」とするものであった。これに対
し、若手の「ਫ༵会」から「建築クラブでは෺足ら͵」という
意見がでて、 3月30日の創立૯会の場で「関西建築協会」とい
う໊前になり、会の໨的も「զが国建築界の堅実なる発展を期

ୈ �ষ

日本建築協会ͷൃ଍と౰初ͷ׆ಈ

ੴా५Ұ࿠

図 1　ยԬ҆
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しʜʜকに໐らΜとするᐁ৊第一のۚ߶٩たらΜとཉす」と大
上ஈにৼりかͿったものにܾまった。
会の໊শが࠷後にܾまるというのは建築家を組織することの
イϝージが人それͧれに分かれていたからであΖう。しかし、
ย岡安は「建築協会」に明֬な二つの機ೳを期待していた。「同
૭建築ʜʜ」の文ݴをआりれば「内にԙいては建築に関する大
観小࡯ຆΜどଖのਮを集むること」、「外に向かっては社会をࢦ
ಋして、都市建築の大վ଄をଅす」ことの二つである。発足し
た関西建築協会はそのߏ૝にԊった社会的ӡ動ମとなる。
協会内に設けられた委員会のςーϚは、ย岡らが、協会という
ಓ۩でԿをなそうとしていたかをڭえてくれる。すなわͪ「現
行関西にԙける建築取క規ଇվਖ਼の研究」「都市建築法規」「࢓
様書ٴびܖ໿書Ҋ」「ࡉ民住宅問題」「建築に関するٴ֐ࡂび時
事問題の調査研究」「建築に関する໎信఻આの研究」などであ
る。ࠓまさにੜじている問題をわがこととしてଊえていること
がわかる。「都市建築法規」については次にड़べるとして、「ࡉ
民住宅」をとりあげたことにも໨を向けておきたい。不ྑ住宅
վྑといった社会政ࡦが一ൠにॏཁ視されるのは、1920年のถ
૽動によって社会的֨ࠩが๫動となって国家を༳るがす事態が
現実化して以߱のことである。その 3年前ʕ第一次大ઓによ
る޷況が໠྽なインフレを引きىこす前ʕに、ย岡安がこう
した視఺を持ͪえたのは、൴が、どうすれば建築家は「対社会
的に活࿏をٻ」めることができるかをߟえつͮけていたからに
΄かならないだΖう。
新組織「関西建築協会」の໊前が世に出たのは、都市計画法
規੍ఆのӡ動においてであった。発足௚後の1917年 4 月、協会
は大阪市都市վྑ調査委員会から「都市建築৚ྫの調査」を依
頼されたのである。次いで1918年 1 月、関西建築協会の໊にお
いて「都市建築法令調査会設置に関する建議」を作成し、建築
学会・日本建築࢜会・都市協会にもಇきかけて 4ஂମ߹同の形
をとって、翌 2月 6日に後藤新ฏ内務大ਉに௠৘におよͿ。
この߈勢に内務省は動かされ、新しい都市法規の੍ఆをめ͟
して調査会を発足させる一ํ、౰面のા置として大阪΄か 6大
都市ఔ度のൣғに東ژ市۠վਖ਼৚ྫを४༻することをܾめる。
1918年 3 月 8日いわΏる「४༻法」が議会にఏ出され、同月25
日に成立のӡびとなる。この४༻法は翌年には都市計画法に取
ってସわられる୹໋の法令であるが、それでも東ژ市۠վਖ਼৚
ྫと同様の੍度をٻめ続けてきた大阪にとって、30年以上にわ
たるເの実現であった。
1918年 1 月には「日本建築協会」とվশし、1920年にいたっ
て、機関誌を『建築と社会』とվ題する。この誌໊はย岡のࢥ
をͻとことでଋͶたλイトルであり、ย岡安自਎も協会といߟ
う機関を༻いた活動にかなりの手Ԡえをײじとったことがうか
がえるのである。

3　ॅ୐վྑのເ

౰ॳの໨的であった都市・建築法規の੍ఆが成ޭ裏にܾ着し
たのͪ、協会が次の໨ඪとしたのは郊外住宅の問題であった。
協会設立時のย岡の関心はもっͺら都市とそこに建ͪฒͿΦ
フΟスビルに向けられていたかにみえる。しかし、住宅問題を
ܰ視していたわけではない。1918年（大ਖ਼ 7） 6 月というૣい
時期に、大阪市の依৤を受けて「৬޻住宅」の設計図Ҋを作成
し、1920年 3 月には大阪住宅経Ӧࣜג会社の委৤によって「վ
ྑ住宅」の設計ݒ賞ڝ技をおこなっている。こうした前ஈ֊を
経て1921年 2 月に発Ҋされたのが「住宅վ଄博ཡ会」だった。
さっそく 1౳作品を建設展ࣔするという৚݅でこの年と翌年
に「վྑ住宅設計図Ҋ」のコンϖを行う。また、博ཡ会のํࣜ
も、会場それ自ମを住宅ஂ地とし、౔地෇きでചり出すもので
あった。1922年 9 月、大阪๺郊・ຳ面市のࡩϲٰにおいて「住
宅վ଄博ཡ会」が開࠵された。໿ 1万5000௶のෑ地に25戸を建
設し、 2Χ月ؒ展ཡにڙするもので、૯事業අは໿27万ԁをཁ
した。内༰も࢐新なら、事業規໛も大きかったから、日本建築
協会は४උに๩ࡴされた。まさに「௼؄でܵを௼ったようなも
の」だったのである。しかし、会員たͪが自画自ࢍするように
「あの影響がʜʜ建築界全ൠにٴΜだ」「文化住宅なるものをଅ
進した」「見෺人はʜʜԆ10万人」と、その成Ռは大きかった。
1932年（昭和 7）には、協会創立15周年を記念してふたたび住

宅博ཡ会を਱行した。ࠓ度はࡖ市大ඒ野とҏ୮市྘ϲٰが会場
となり、いずれもࠓ日まで続くྑ޷な住宅地となった。1942年
には、創立25周年の記念事業として大阪ిيؾಓࣜג会社が経
Ӧするಸྑ市郊外の়ו஑住宅地においてްੜ住宅展ཡ会をڍ
行し、ઓ時中にもかかわらず、24戸を建設した。

4　「ࣾ会のڭҭ」ʹ ͚ͯ޲

創立15年໨に、「協会の意義」を問われたย岡安は「大なる
໨的はʜʜ建築家が集まって社会をڭҭする、社会のҝにਚく
すことは建築家の社会に対する義務であり、その໋࢖である」
とड़べている。そのݴ༿どおり、協会設立౰ॳから広く都市と
建築に関してܒ໤的活動を੝Μにおこなっている。特に大阪市
中ԝ公会ಊを主たる会場とした「௨ଏ建築大講演会」は、1918
年（大ਖ਼ 7）12月の第 1回が2
000人、その後も1
000人内外のௌ
ऺを集めている。ͪなみに第 1回の内༰は、᮫一「都市住宅問
題」、׉野ᆴ一࿠「家૬論」、ย岡安「大阪市۠վਖ਼について」、
௚໦ྙଠ࿠「大阪港のক来」、「デモクラγーと建築」ث野རࠤ
というಊ々たる෍ਞである。
また技術ऀ向けの講श会も1920年から1931年（昭和 6）までコ
ンスλントに開かれた。మےコンクϦート技術の講義が中心だ
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が、安井෢雄による「内外ඒ的૷০޻法」、দ本ّീによる「家
۩の意ঊߏ଄様ࣜの関܎」などは聞いてみたかったとࢥわせる。
1923年 9 月 1日にىきた関東大਒ࡂに際しての協会の活動は
め͟ましいものがあった。ย岡安以Լ調査委員会を組織して、
東ژに 8໊、ভೆ地ํに 7໊を೿ݣした。その調査結Ռをژ阪
神 3都の΄か໊古屋、岡山、ࡖで講演し、各地とも1
000໊前後
のௌऺを集めた。1924年10月には『関東਒Րࡂ視࡯記』を出版
している。同時に組立ࣜのԾ設住宅をߟҊし、二度にわたって
建設した。ॳ回はԆべ5
000௶、2度໨は 2万ないし 3万௶とい
う。また義援ۚ1
000ԁを集めて大阪෎に託している。
1925年 5 月23日のୠഅ地਒、1927年（昭和 2） 3 月 7 日の๺

୮後地਒にあたっても視࡯員を೿ݣして、਒֐を調査し、市民
向けの講演会をおこなってඃ֐ঢ়況をղઆするとともに、଱਒
଱Ր建築のએ఻をおこなった。
創立15周年を迎えた1932年、ย岡安はそこまでのาみをৼり
ฦって「会員が向こうみずであって೤があったʜʜ௚ぐޮՌが
見え͵ことを長いؒࠓ日までもঘやっているʜʜ建築協会が社
会に対する੹೚を、໋࢖をどうしてਚくそうとӠう全ମの空ؾ
は一ఆ不変である」と自らにࡃ׃をૹっている。
日本建築協会が存ࡏ意義を高めていったي੻は、その会員数
に೗実に表れている。発足時にはਖ਼会員74໊であったものが、
5年後の1922年（大ਖ਼11）にはਖ਼会員だけでその 3ഒ以上の249
໊、।員や໊༪会員などまでؚめた૯数は894໊を数えた。1926
年にはਖ਼会員は400໊を௒え、1942年にはઓ前期࠷多の1502໊
に達した。

1　೔ຊ建築ڠ会と歴史的建築へのࠩ͠؟

日本の近代建築の歴史は、西洋の建築文化をͻたすらに受༰
するとこΖからはじまったが、19世紀຤以߱、古社ࣉ建築の保
あるいは民家調査などに見られるように、近代化によって、ޢ
失われつつあるものへのධ価や保存の動きもࡏݦ化してくる。
ै来、近代化への志向のみがࢦఠされてきた日本建築協会の活
動においても、歴史へのࠩ؟しや近代化への߅いの志向が見出
せる。それは協会の特࣭としてධ価すべきものであり、 1ষを
ׂいて、ࡉかく見ていきたい。

（1）੍ ౓と͠ ͯの歴史への関༩

日本建築協会のܒ発活動として、1920年代より住宅վྑや建
築の଱Ր଱਒化に関する講演会がしばしば࠵されているが、一
ํで古社ࣉに関する講演会や見学会も֬ೝされる。こうした協
会内における఻౷建築への関心のڌ఺となった建築家として、
෢田ޒ一、দࣨॏ光、ఱপ俊一らがあげられる。
昭和ઓ前期までの時期においては、ࠓ日ではઐ໳分化してい
る設計、歴史研究、文化ࡒमཧの分野はいずれも建築家のྖ分
であり、そのすべてをแׅする建築家が存ࡏしていた。1897年
（明治30）に古社ࣉ保存法が੍ఆされると、ॏཁとߟえられる古
社ࣉ建଄෺を「特ผ保ޢ建଄෺」としてࢦఆし、保ޢする੍度
が֬立する。同時に近代的な意ຯでの建଄෺のमཧ事業が開始
されるが、それらの多くはఇ国大学でのਖ਼規の建築ڭҭを受け
た建築家が୲うこととなる。歴史的建଄෺の多い関西にあって
は、建築家と文化ࡒमཧ技ࢣとを݉Ͷる人෺がഐ出する。
෢田ޒ一（1872�1938）は、ଔ業論文に஡ࣨのԊֵを取り上げ、
日本建築史への଄ܮを有したこ
とで஌られる。ژ都෎技ࢣとし
てもֳۚやฏ౳Ӄ๟႗ಊのमཧ
を手ֻけている。こうした日本
の఻౷建築へのཧղは、೻भਗ਼
ਫࠜࣉ本中ಊ・大講ಊ（1917年）
やᅵࣉڭຎೌ఼（1933年）などの
఻౷意ঊを༻いたࣉӃ建築の設
計においてはもͪΖΜのこと、
Ҵാ勝ଠ࿠ఛ洋館（1915年）、چ
Լଜఛ໳（1918年）のようにモμ
ンデβインを఻౷的な意ঊによ 図 2　෢ాޒҰ　　

ୈ �ষ

日本建築協会に͓͚Δྺ࢙΁ͷ·ͳ͟͠

ੴ઒༞Ұ
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って変૗するかの೗き作品にも൓өされている。なお、『建築
と社会』（1929年）には෢田によるԭೄ民家についての連載が見
られ、෢田の関心が民家に対しても向けられていたことが分か
る。
দࣨॏ光（1873�1937）は、ژ都

෎の技ࢣとしてキϟϦΞをスλ
ートさせ、ژ都෎ிࣷなど新築
設計のかたわら、ژ都෎内のࣉ
社建築のमཧにܞわり、その調
査成Ռを౿まえた日本建築史の
。していたとされるࡧ築を໛ߏ
設計においても、൴の代表作の
一つであるچ෢ಙ఼（1899年）の
ように、日本建築の意ঊをߏ࠶
成する作品を残している。
ఱপ俊一（1876～1947）もま
た、ಸྑݝやژ都෎で古社ࣉのमཧにܞわり、ژ都ఇ国大学に
おいて日本建築史研究を行う一ํで、本ೳࣉ本ಊ（1928年）やۚ
ռ光明ࣉ本ಊ（1944年）など歴史研究の成Ռを൓өした社ࣉ建築
の設計を行っている。

٢ٱ໺͔Βの歴史への関༩：ຊؒԵ඙と஑ా୩ࡏ（2）

日本建築協会の機関誌『建築と社会』においては1927年（昭
和 2）から特集号の編集形ࣜが࠾༻された。この時期に編集ৗ
務として活༂するのが、本ؒԵ඙、஑田୩ٱ吉、ҏ藤ਖ਼文、岡
田孝உ、新໊छ夫、小林ਗ਼らであった。൴らのうͪ、ことに歴
史的建଄෺に関する記事に೤意を஫いだ建築家として本ؒと஑
田୩をあげることができる。本ؒや஑田୩は、෢田やఱপらの
ようにΞΧデϛζϜや文化ࡒ行政に਎を置く存ࡏではなく、あ
くまでࡏ野の一ݸ人として歴史にࠩ؟しを஫いだ建築家であっ
た。日本建築協会はそうした૲のࠜの建築史家のॏཁなڌ఺と
なった。
ᾜ　ຊؒԵ඙

本ؒԵ඙（1892�1937）は、東ژ高౳޻業学ߍ建築Պଔ業後、
大阪、東ژでの設計の࢓事を経て、1924年（大ਖ਼13）から1929年
（昭和 4）まで市立大阪޻業学ߍ（1926年より大阪市立都ౡ޻業学ߍ）
務する。このؒ、1927年には日本建築協会のධ議ۈ員としてڭ
員となり、『建築と社会』の編集に大きく関༩している。本ؒは
この時期、同誌において「ڷ౔建築（ڷ౔記念෺）」の保存を論じ
ているが、同論ߟは『建築と社会』の「ڷ౔建築」特集へと展
開し、協会の歴史的建築に対する取り組みに大きな影響を༩え
ていく。
都ౡ޻業ࡏ৬中の1927年に本ؒԵ඙事務ॴを開設し、同ߍୀ
৬後には本֨的に設計業務を手ֻける。同時期の作品としてौ
୩ޒ࿠とڞ作のࣳ川ビル（1927年）や小川ビル（1930年）などが

஌られている。
本ؒの活動において特筆すべきは、民家をධ価するࠩ؟しで
ある。本ؒは1931年から໿ 2年ؒ、月ץ『住宅』の編集にܞわ
った。1934年ࠒより同誌に近畿周ลの民家や೶ଜ景観を取り上
げる記事をߘدし、1935年より36年まで「ඒしき民家」を連載
した。民家や೶山ଜ風景のඒしさをධ価し、それが失われてΏ
くことをѩ੯するこの連載は、翌年、『ඒしき民家』としてץ行
されている。ઓ前期までの民家研究は、民家࠾集とその分ྨを
ϕースとしたものであり、本ؒが行ったような民家を୳๚して
記࿥した成Ռは、民家࠾集の調査に充分にد༩するものであっ
たとߟえられる。本ؒは、建築家として、民家࠾集から民家の
持つ空ؒへのධ価と現代住宅への展開へと向かう。民家の大き
なݢԼや౔ؒ空ؒを࠾り入れた自ఛ（1933年）や、ғ࿍裏を࠾༻
した大西ఛ（1937年）などの作品を残している。それでも、ࣉ社
建築の分野で行われてきたࠟ੻調査の手法を༻いた復原的な研
究がなされるようになるのは、1950年代を待たͶばならなかっ
た。
ᾝ　஑ా୩٢ٱ

本ؒと同様にࡏ野の立場から古建築に関わったのが஑田୩ٱ
吉（1897�1956）であΖう。஑田୩は市立大阪޻業学ߍ（現大阪市
立都ౡ޻業高ߍ）をଔ業後、大阪๰੷޻場建築の技ࢣや、市֗地
建築෺法の施行を受けてվ組された大阪෎࡯ܯ部建築՝などに
務する。そして1926年（大ਖ਼15）には஑田୩建築事務ॴを開設ۈ
している。
大阪෎ۈ務のࠒより近畿地ํの古社ࣉの調査に຅頭し、各ॴ
に論ߟをߘدしている。中でも『建築と社会』に発表された「法
ॏౝと空ಎの調査研究」（1926年）は同ౝ心ૅԼの空ಎのޒࣉོ
存ࡏをࢦఠし、学会においても஫໨されるものとなった。やが
て法ོࣉの࠶建・ඇ࠶建論૪へも਎を౤じることになり、حし
くも『建築と社会』が建築史学の大論૪に関༩することとなっ
た。
஑田୩は、「古ࣉ८ྱ」「古建築行٭」と題する一連の論ߟを

『建築と社会』౳に発表しており、それらは1928年（昭和 3）に
ஶ書『झຯの古建築』としてץ行もされた。また、1934年には
大阪෎の史੼໊勝ఱ然記念෺調査員に೚໋されている。஑田୩
はઓ後も設計活動のかたわら古建築の調査研究を続け、ことに
౔史家としての地Ґを築ڷཬのઘभ地Ҭにおいては໊だたるڷ
くこととなった。
஑田୩建築事務ॴが関༩した設計業務のうͪ、࠷も多いのは
社ࣉ建築であり、成田山明ԦӃ本ಊ（1934年）、ۚ光ۄڭਫڭ会
（1935年）などがあげられる。こうした受஫は஑田୩の古社ࣉに
対するૉཆなしにはՄೳとならなかったであΖう。また、復ݩ
とはݴい೉いものの؛和田৓の໛ٖఱ主（1953年）の設計をՄೳ
にしたのも古建築に対するਂい଄ܮによるものといえる。
大学ΞΧデϛζϜによってҭてられ、法令と行政組織に支え

図 3　দࣨॏޫ
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られる建築史研究はおのずから国家的ཁ੥をଳびて、ࣉ社を第
一とし༏品主義をとりがͪであった。ࡏ野にଐする本ؒや஑田
୩の民家や古社ࣉについての取り組みは、保ޢの対象となる国
家的੍度によって成立しているΞΧデϛックな調査研究からは
ൈけམͪてしまうྖҬをิ׬する໾ׂをՌたした。

2　h 建築とࣾ会ʱʹ ͓͚Δ「ڷ౔建築」保ଘ࿦

日本建築協会を෣୆とした൴らの活動の中で、もっともめ͟
ましいものが「ڷ౔建築」のশ༲とその保存のΞピールであっ
た。本ؒԵ඙は1928年（昭和 3）、『建築と社会』に「զらが෕૆
の建築文化記念෺を保存せよ」をߘدする。この中で本ؒは、
住宅建築、あるいは明治期に建築された洋風建築などを「ڷ౔
記念෺」として取り上げ、神社෹ֳ౳が保ޢの対象となってい
るのに対して、「ڷ౔記念෺」がその価値をސみられることなく
ফ失していくことをࢦఠして、その保存をૌえている。翌1929
年、『建築と社会』は「ڷ౔建築」を特集する。「ڷ౔建築」と
は本ؒのड़べた「ڷ౔記念෺」と同義で、その事ྫとして民家
やொ家を取り上げているが、明治期の洋風建築にもٴݴされて
いる。「ڷ౔建築」特集は1930年と1931年にも掲載されている。
本ؒがड़べるように、ઓ前期の文化ࡒ保੍ޢ度が対象とした
のは古社ࣉ、৓ֲといった఻౷的かつๅ෺的な建築であった。
古社ࣉ保存法౳をվ組して1929年に੍ఆされた国ๅ保存法はݸ
人ॴ有෺݅へも対象を広げたが、民家建築としてࢦఆされたのは
小川家住宅（ژ都෎）、吉ଜ家住宅（大阪෎）の 2݅のみである。
いずれも規໛の大きい上૚民家である。ॸ民建築としての民家
が本֨的に文化ࢦࡒఆされるのは、高度成長を経た1970年代を
待たͶばならなかった。また、明治期洋風建築のॏཁ文化ࢦࡒ
ఆは、1956年ࢦఆのچ଄ฎྈர଄ॴਖ਼面ݰ関とઘ෍館が࠷ॳの
෺݅である。
ॸ民建築である民家、あるいは近աڈのҨ࢈であり఻౷建築
という֓念からは外れる洋風建築をධ価し、その保存を主ுす

る視఺は、ઓ前のๅ෺保存的で
かつイデΦロジΧルな性֨とは
ҟなる。「ڷ౔建築」保存論は
ઓ後の文化ࡒ保ޢ、とりわけ地
Ҭ文化ࡒへのධ価をઌ取りする
ものであったといえる。
本ؒは、新しい都市空ؒを築
くための自らの設計活動が歴史
的な建଄෺をյすことによって
成立していることについてジレ
ンϚをు࿐しているが、こうし
た意ࣝをڞ有する建築家たͪは
গなからず存ࡏしていたのでは

ないか。൴らのڞ有するジレンϚが、日本建築協会による「ڷ
౔建築」保存論に現れているとݴえよう。੍度としての文化ࡒ
保ޢの࿮組みを大きく௒えて、いまだ国家によってೝ஌されて
いないྖ分であったҨ࢈の保ޢに取り組Μだという఺に、国家
的੍度を୲う組織とはҟなる日本建築協会の性֨が表れている
といえよう。

͓ΘΓʹ

本ؒや஑田୩らの設計活動は、都市の近代化や市֗地建築෺
法による建築業務の؅ཧによって需ཁをಘたものであるともい
える。近代化のために失われていくものをධ価し、保存をૌえ
るというジレンϚは、ଞの建築家たͪもڞ有していた意ࣝであ
り、近代化のաఔをഽ਎でײじるମݧであったはずである。੍
度に組み込まれた学会や、৬ೳの維持を໨的とする組織とはҟ
なり、ΞΧデϛζϜからࡏ野の活動家までを横断的にแׅする
という性֨を有した日本建築協会は、近代化に対する建築家の
ジレンϚを۩ମ的な活動に変換する場となったのではないだΖ
うか。੍度に組み込まれた歴史研究や文化ࡒ保ޢからはこ΅れ
མͪてしまう歴史へのࠩ؟しにϕクトルを༩える໾ׂは、同協
会の成Ռとしてධ価されるべきものである。

主なߟࢀ文ݙ
・২দਗ਼志「建築家・本ؒԵ඙について」『大阪人ؒՊ学大学紀ཁ13』2014年
・大૲一ݑ、ᓎ井හ雄「建築家஑田୩ٱ吉の経歴と設計活動の֓ཁ」『ઘࠤ野市史
研究第 7号』2001年

・酒井一光「建築家・本ؒԵ඙と『ڷ౔建築』保存論」、日本建築学会大会学術講
演֓ߎ集、2003年

図 4 　h 建築とࣾ会 ɦڷ౔建築߸ɺ
1929年 4݄߸
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1　「ඇৗ࣌」へのస׵

日中ઓ૪が始まった1937年（昭和12）は建築界にとっては、明
から暗への転換の年となった。この年、建築ྔ、主ཁࢿ材のੜ
のѱ化ہ大ྔをࣔしたが、時࠷において、第二次大ઓ前のྔ࢈
とともに、一ൠの建築活動はॖ減の一్を୧ることとなる。国
内では、1937年10月に「మ߯޻作෺築଄ڐՄ規ଇ」、1939年11
月に「໦଄建෺建築౷੍規ଇ」が施行され、౷੍がڧ化されて
いった。
毎年、『建築と社会』1月号では、協会の会長であったย岡安
が年頭ॴײを掲載しているが、1938年にはܹٸに変化する時代
を൓өした「ඇৗ時に௚面する新य़の建築界」を記している。こ
の中でย岡は、建築に関わるऀがそのઐ໳的஌ࣝと技ೳを活か
すべき࢓事として、とくに内にむけた「都市෢૷の実現」と、
外にむけた「大཮の勢ྗݍ内にԙける各地の建設޻作のٸ設」
をあげた。また、1941年には「迎य़のࣙ」で、こうした՝題に
Ճえて、「国民大ऺの෱ར૿進の基ૅをなす住居の安ೡを期する
事」のॏཁ性をࢦఠしている。

2　「都市෢૷」࣮ へのऔΓ૊Έݱ

1937年（昭和12）10月の๷空法施行にあわせて、内務省計画ہ
に๷空՝が新設され、๷Ր๷空に関する国家的な施ࡦが実行さ
れていったが、協会による「都市෢૷」の実現への取り組みは
それにઌ行する形で進められている。
1934年 9 月、日本建築協会は౰時の内ֳ૯ཧ大ਉ岡田ܒ介や
主ཁ都市のट長にѼてて、「都市෢૷に関し๷Ր๷空建築෺の
ଅ進に෇建議」を行っている。その内༰は、現行の๷Ր地ٴී
۠を֦大させるとともに、଱Ր建築෺に対するۚࢿ面でのํࡦ
（ิॿۚの交෇や௿རۚࢿの༥௨、家屋੫の減ֹなど）をଧͪ出すこと
をཁ੥するものであった。また、1940年10月には「ॏཁ都市に
おける建築෺の๷Րํٸࡦ施に関する建議」を行っている。౰
ॳは長期的かつ大ہ的な見地から「都市෢૷」のଅ進をૌえた
が、遅々として対ࡦが進まないままٸۓ性が૿していく中で、
より現実的なط存໦଄家屋の๷Րվम事業のඞཁ性をઆくにࢸ
っている。
協会における「都市෢૷」の取り組みをઌಋしたのは、1934
年に特設委員会として組織された都市෢૷ଅ進委員会であっ
た。委員長は、大阪の建築行政のઌऀۦであった஑田መ（1934～

36、40～42年）、後に協会の会長となる஛݈ࠊ଄（1937～39年）が
務め、委員には、井上新二、古Ӊ田መ、೾ߐఌ夫、坂੩雄、安
井෢雄、ଜ野藤ޗ、৿田ܚ一、ࠓ林඙ଠ࿠ら᭞々たる面々が໊
を連Ͷている（年度によりҟなる）。
๷Ր๷空建築のීٴやଅ進に関わる協会の事業は、『建築と社
会』における都市෢૷特集（1934年）、๷Րվम特集（1942年）な
どの出版活動のみならず、๷空大講演会（1934年）、ژ阪神๷空
演शへのࢀՃ（1937年）、日中ઓ૪でのര஄による建築෺のඃ֐
ঢ়況調査および報告会（1937・38年）、๷空関܎法規に関する講演
会（1939年）、空ऻの実૬と๷空建築に関する講演会（1940年）、
実ര஄ฒ実মҔ஄౤ര演शへのࢀՃ（1941年）、 8地Ҭ८回の都
市๷空講演会（1942年）、๷Րվम技術講श会（1942年）など多ذ
にわたる。また、都市෢૷ଅ進に関するݒ賞論文およびϙスλ
ー「都市෢૷ଅ進」図Ҋื集（1934年）、都市๷空建築トーキー
展出品図Ҋื集（1941年）、家ఉߺ本ื集（1935年）、市民๷空٭
๷空施設図Ҋݒ賞ื集（1942年）と様々な֯度からݒ賞ื集に取
り組Μでいる。
より社会に開かれた活動として、一ൠの人々が集まりやすい
ඦ՟ళで開࠵された「市民๷空ߺ展ཡ会」（1941年）、「建築と๷
空展ཡ会」（1942年）があげられる。後ऀは、協会創立25周年事
業のͻとつである。「๷空なくして国๷なし」をスローΨンと
し、「住宅๷空」「都市๷空」「建築的๷空」「๷空ࢿྉ」「協会
೓ޒ年記念展」の 5部からߏ成されるものであった。都市の分
ࡦ計画や都市空地のར༻といった公的なスέールでの๷空対ࢄ
から、ِ૷、౮Ր؅੍、๷Րվम、๷ࣨޢや๷空ߺ、対比施設
といったݸ々の施設や建෺における۩ମ的な対ॲ法までࣔされ
た。

3　ॅ୐໰୊ʹ関ΘΔ׆ಈ

ઓ時ମ੍Լにおいては、޻場࿑務ऀをはじめとする࿑ಇऀのた
めの住宅不足がਂࠁな問題となっていた。国の対ࡦとしては、
1939年（昭和14）から始まる܉需޻場を中心としたްੜ省の࿑務
ऀ༻住宅ڙ給事業がઌ行したが、1941年には住宅Ӧஂ法および
ି家組߹法が施行され、住宅ڙ給の新たな࿮組みが੔උされて
いった。
『建築と社会』でも、1940年 6 月に住宅問題を特集し、住居ඪ
४のߟえํについてड़べた高山英՚「国民住居のඪ४」、経ࡁ的
ଆ面に着໨した小ݡٶ一「景ؾ変動の住宅企業にٴ΅す影響」、
住宅設計における社会的視఺のॏཁ性をઆいたԞ井復ଠ࿠「住
宅論の社会的性֨」など多֯的な視఺をもたらす論ߟを掲載し
ている。ྔ的ଆ面ばかりが஫໨され、࣭的ଆ面が置きڈりにさ
れかͶないঢ়況の中で、࠷௿およびదਖ਼な住居ඪ४の୳ٻにも
とͮく「国民住居」の֬立を໨ࢦす建築界一ൠの動きとيを一
にするものであったといえる。

ୈ �ষ

ઓ時ମ੍Լに͓͚Δ日本建築協会ͷ׆ಈ

ฏҪ௚थ
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協会による஫໨すべき取り組みとしては、1942年11月28日～
12月 6日に、創立25周年事業のͻとつとして開࠵された়ו஑
ްੜ住宅展がある。関西ٸ行మಓ়ו஑ఀ留ॴ（現近畿日本మಓ
あやめ஑駅）に近い大஑（現֝ވ஑）のೆଆを実際のෑ地として、
8社（上田組、大林組、岡本޻務ళ、໦ଜ組、ਗ਼ਫ組、૒੕社、஛中޻務
ళ、藤໦޻務ళ）の出品による24棟の「໛ൣ的ްੜ住宅」を実際
に建設して展ཡ会を開࠵するとともに、会期終ྃ後には分ৡし
て実際の住宅地を形成するというものであった。
開࠵にઌ立って、設計図Ҋのݒ賞ื集を行っている。このݒ
賞でٻめられたのは、「様ࣜの࣭実なる、ฏ面のརศなる、設උ
のշదなる、ߏ଄の安全なるはݴをေた͟るとこΖ、現Լの国
際৘勢に対Ԡし、ࢿ材不足勝の折ฑ、༰қに入手しಘべき材ྉ
を༻ͻ、100ฏํถ຦の比ֱ的༨༟ある国民住宅のཧ૝Ҋ」で
あった。100ᶷというচ面積は、Ӧஂ住宅の基४であったްੜ
省の住宅規֨協議会によるඪ४規֨の໿30～80ᶷを௒える面積
であると同時に、໦଄建෺建築౷੍規ଇによる੍ݶを受けない
度であった。つまり、౰時の法的࿮組みの中で実現しうݶ大࠷
る「国民住宅」のあるべき࢟を実際に建設してみせるというこ
とであった。中西࿡࿠がװ事長を務める住宅展ཡ会װ事会が৹
査にあたり、集まった105఺から入賞 3఺、Ղ作 5఺が選出さ
れ、実現に移された。入選Ҋのͻとつは、建築ܳ޻技術研究ॴ
に௨うঁ性によるҊであり、その఺でも、ঌ集にともなうஉ性
技術ऀの不足からঁ性の建築技術ऀのཆ成を໨ࢦしたこの時代
を൓өするものであったといえる。

4　�৽建築ମ੍と߹ซ໰୊

時ہにԠじた建築界の新ମ੍問題について協議するため、࢛ 会
連߹（建築学会、日本建築協会、日本建築࢜会、建築業協会）から委員
が集められ、1941年（昭和16）3 月、ࠤ野རثを委員長とする建
築連߹協議委員会が設置された。本協会からは、井上新二、ย
岡安、ླ໦一幸、஛݈ࠊ଄が委員を務めた。協議委員会には、
5つのઐ໳委員会が設けられ、それͧれ、建築行政機׭、ߏி
ӦસならびにそのଞӦસ、建築設計؂ಜ業務、建築施޻組織、
建築技術家ஂମについてݕ討された。協会内にも新ମ੍委員会
を置いてこれに対Ԡしている。
このうͪ、建築技術家ஂମに関する協議において、協会と建
築学会とを߹ซして新ஂମを組織するํ向性がఆまる。こうし
た経Ңについて、஛݈ࠊ଄は「協会は社会にαービスするのを
モπトーにしている、学会は学問ばかりやつていると΢έがѱ
いので協会の࢓事の真ࣅをし出した。ຢ協会も学問的な事をや
り出し、྆ऀがだΜだΜࣅて来たので新ମ੍の問題がىきて来
た」と回૝している。ただ、新ஂମの۩ମ的なありํについて
は、二ऀのؒで大きなִたりがあった。まず、そのମ੍につい
て協会が主ுしたのは、関西と同֨の関東支部やそのଞの全国

支部を設置して地ํແ視とならないようにすること、本部は支
部により維持されること、事業は会අ主義とすることなどであ
ったという。
も大きな問題となったのは新ஂମの会໊である。1942年11࠷
月に「建築新ମ੍ཁߝ」の成Ҋをಘるにࢸったが、新ஂମの結
成に関するཁߝはผ࡭で、会໊も「日本建築学協会（Ծশ）」と
なっている。協会ଆは「日本建築界」をީิとし、「学」を入れ
ることにڧい఍߅をࣔしたため協議が೉ߤした。ઌにあげた஛
༿からもうかがえるように、この主ுは、建築学会とはݴのࠊ
ҟなる学ऀ、設計ऀ、行政関ऀ܎、施޻業ऀ、建設ࢿ材ϝーΧ
ー౳が一ମとなったஂମとして、建築に関わる実ફ的あるいは
することをॏ視してきた協会ݙߩ໤的な活動を௨して社会にܒ
としてのࢥいを൓өしたものであった。
1943年 2 月以߱、྆会から委員とѺટ໾を出して、同年 6月
まで 7回の協議をॏͶた。以後の折িのためには߹ซ後のࡒ政
計画がඞཁということで、それͧれ立Ҋを進めることとして協
議を中断する。1944年 3 月に 8回໨の協議会を開࠵したが、や
はり会໊でฆڄし、いったΜ協議会をଧͪ੾る。
しかし、大阪෎特高՝から出版事業੔උཁ߲に基ͮいて『建
築と社会』誌の発行ఀࢭを໋じられるにٴΜで、同誌を1944年
3 月号で終ץとし、以後『建築ࡶ誌』へ౷߹することとした（終
行は記事内༰から見てץ号の実際のץ 4月以߱で、以後、1946年11月まで

はࢠ࡭形ࣜの「会報」を 6号発1945。（ץ年 1 月に建築学会会長小林
政一が来阪してย岡安と会ஊし、会໊を「日本建築学会」とす
ることなどで一Ԡの߹意を見た。その後実行委員 2໊ずつを出
して協議を進めたが、「ઓ૪がͻどく、ఢୂ؋୆࿷ԭに現る、と
いうのでそれॴではなくなった」（「35周年記念࠲ஊ会」での中西࿡
࿠の発ݴ）。߹ซ協議がਖ਼ࣜにఀࢭするのは終ઓ後の1945年11月
のことである。

খ݁

1937年（昭和12）以߱の日本建築協会の活動は૯ྗઓମ੍の中
に組み込まれたものとなっていった。上に見た๷空対ࡦや小住
宅のվྑをはじめ、ઓ時規֨委員会の設置、新ڵ໦ߏ଄住宅の
講演会開࠵などいわΏる「৬Ҭไ公」が活動の中心となる。そう
した中、古建築の見学会が1943年11月まで継続しているのは、
協会がなお国家とあるڑ཭を保っていたことをײじさせる。ま
た1942年、43年の『建築と社会』誌において、住宅Ӧஂがその
ඪ४ฏ面集に7�5௶の࿑務ऀ住宅をՃえたことを൷൑する記事が
ෳ数掲載され、あるいは།෺史観の筆法をもってܡ཭ٶのݶ界
をࢦఠする論ߟが見出せるとこΖに、関西の建築界の持つ自由
さを見ることができる。
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͸͡めʹ

ଠฏ洋ઓ૪の終結を迎えてからの20年ؒは、ઓ後復ڵ期を経
て高度経ࡁ成長期にࠩしֻかる時期に౰たる。大阪・神戸など
の大都市はരܸを受けたことにより、それまでに築いてきた都
市空ؒの多くを失ったが、関西の建築界は都市復ڵの事業にᬏ
進し、その後、朝઱ઓ૪による特需景ؾを迎え、東ژΦϦンピ
ックを߇えた景ؾをഎ景に建設ラッγϡにࢸる。ઓ後ࠞཚ期か
ら、「もはやઓ後ではない」とએݴされ高度経ࡁ成長のيಓに৐
り始めたこの時期に、「広く社会にಇきかけるஂମ」をඪᒗする
日本建築協会はどのような取り組みを行ってきたのか。その足
੻をたどってみたい。

1　ઓࡂ෮ڵと೔ຊ建築ڠ会

ऴઓޙの࠶ग़ൃ

終ઓ௚後の日本建築協会は大きな変化の時を迎えていた。創
設時からॳ代会長として協会をϦーυしてきたย岡安が1946年
（昭和21） 8 月に຅し、第 2代会長に஛݈ࠊ଄（ࡏ೚：1946年 8 月
～58年 3月）がब೚した。஛ࠊは会長ब೚の挨拶で、౰時の建築
業界の問題として以Լの三つをڍげている。 1）都市復ڵの問
題、 2）国民住居の問題、 3）占ྖ܉施設の建設、である。特
に都市復ڵに౰たっては、建築に関心を持つ諸ஂମが一ؙとな
って取り組まなければならないとߟえ、1947年຤に協会のఆ׺
をվగし、それまで「建築家Ϯ以ς会員トス」となっていたも
のをվめ、建築技術ऀ、施޻業ऀ、材ྉ業ऀ、設උ業ऀを会員
にՃえることにした。これはわが国の建築界の発展をଅ進させ
ようとの意図を込めてのことであった。ઓ時中の౷੍によって
ഇץを༨ّなくされていた会誌『建築と社会』も1947年 3 月に
復ץし、協会は࠶出発した。そのؒの1945年12月と46年 7月に
は復ڵӃなどにѼてて、ઓ後復ڵについての建議をおこなって
いる。

઎ྖࢪ܉ઃの建ઃ

復ץしてؒもない協会誌の誌面には、占ྖ܉কߍ༻Ξύート
やฌࣷのվमおよび新築などがฒͿ。協会員によって阪神地۠
の઀ऩ住宅のվमやデΟϖンデント・ϋ΢ス（占ྖ܉家଒住宅）、
その家۩デβインなどが報告されている。඿ࣉ公Ԃに建設され
た進ற܉家଒住宅（図 �）の見学会を1947年（昭和22） 5 月に࠵

したとこΖ、༧૝をはるかに௒える200໊近いࢀՃऀが集まっ
たとこΖにも、関心の高さが表れている。実際に神戸ϕースの
技ࢣとして施޻に関わった協会員はΞϝϦΧの住宅設උ、ྔ࢈
ํࣜの技術の高さをධ価している。また、大阪෎占ྖࣷ॓܉༻
家۩ੜ࢈協ྗ会でࢦಋ員を務めた協会員は、占ྖ܉施設を建設
した経ݧがわが国の技術ਫ४を国際的なレϕルまで高めること
にد༩し、終ઓ௚後の危機を৐り੾るॿけになったとࢦఠして
いる。このこΖ関西では、民主的な都市復ڵをཧ念として掲げ
る連߹܉૯࢘令部（()2）経ࡁՊ学ہの৬員を講ࢣに迎え、都
市と住宅問題の講श会も開࠵されるなど、ΞϝϦΧの৘報にも
හײだった。

Ϟσϧと͠ ͯのΞϝϦΧ

ઓ後の日本は、ଠฏ洋ઓ૪を௨して໨の౰たりにしていたΞ
ϝϦΧの技術ྗから཰௚に学΅うとした。建築技術については

図 �　඿寺ʹ৽築͞Εͨ઎ྖ܉Ո଒ॅ୐（ถެཱࠃࠃจॻؗॴଂ1114$��
342342ɼ1949年 3݄4೔ࡱӨ）

図 �　ΞϝϦΧതཡ会（ถެཱࠃࠃจॻؗॴଂ1114$�3�818�ɺ19�0年 �
݄14೔ࡱӨ）

ୈ �ষ

日本建築協会ͷઓޙɿ19�5�19�0
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施ํ޻法と材ྉが஫
໨され、మߏࠎ଄や
建材としてのΞルϛ
ニ΢Ϝが஫໨を集め
た。その後も協会誌
には現地を視࡯した
国内のθネコンから
ΞϝϦΧの施޻技術
やデβインの新܏向
についての報告が続
き、࠷新のΞϝϦΧ
の住宅事ྫもఆ期的
に誌面で紹介される
ようになった。そう

した中、西ٶでΞϝϦΧ博ཡ会が開࠵された（図 �）。ΞϝϦΧ
の中流֊ڃの住宅֗が大林組や஛中޻務ళのモデル住宅により
形成され、モμン・Ϧビンάのイϝージを఻えた。協会は1950
年代半ばにϦνϟーυ・ϊイトラや΢Υルλー・άロピ΢スを
টいた講演会を開࠵し、国際的なை流を広く఻えることにد༩
した。
連߹܉૯࢘令部の一部ہである民ؒ৘報ڭҭہ（$*&）は、日
本占ྖԼの文化面の৘報ऩ集と行政ࢦಋを行い、ڭҭ੍度վֵ
などを実施した機関であるが、民主化政ࡦの一環として各地に
図書館を設置し、ΞϝϦΧの図書・ࡶ誌を自由にӾཡできる環
境を੔えていた（図 �）。$*&による民主化のཧղのଅ進はデβイ
ン面に影響を༩え、特に঎業建築に༩えた影響は大きかった。
ΞϝϦΧの෺࣭的なൟӫやਫ਼神、そしてઓ後ΞϝϦΧのデβイ
ンにも学びつつ、わが国の࠶建を໨ࢦしていくことになる。
わが国の建築デβインはઓ後にٸ速に流れ込ΜだΞϝϦΧ文
化をٵऩする中でঃ々に変化していく。後ड़するように日本建
築協会は多くの住宅博ཡ会をڍ行しているが、そこでの出展作
でも୦Ӌ໨൘ுりの外น、ย流れ屋ࠜを༻いたϚルセル・ブロ
イヤー調の意ঊが໨立った。
しかし一ํで、安井෢雄は「近ࠒはΞϝϦΧのデβインが日本
に多いが、もうগしམͪ着いてデβインしなくてはいけない。
近ࠒの日本のデβインは上׈りしている」（『建築と社会』1951年
8 月号）と౰時の心境をు࿐している。౉ᬑઅもこれに同意して
おり、表面的な໛฿から཭れ、日本のデβインをߟ࠶すること
が一つの՝題になっていた。

2　都市とॅ୐の෮ڵ

ઓࡂ෮ڵの都市Ϗジϣϯ

終ઓ௚後の՝題は都市と住宅の復ڵであった。1946年（昭和
21）には「明日の都市復ڵ」論文および「大阪市۠公館地۠」復

賞ื集をおこない（入選ऀܾఆは1947年ݒ設計Ҋのڵ 2 月）、1947
年 2 月には大阪市長と近藤博夫を講ࢣにটいて「都市復ڵ講演
会」をڍ行している。一ํ、࠲ஊ会「これからの建築はどうあ
るべきか」（1948年）では、ݩઓࡂ復ڵӃ૯ࡋの小林一三を迎え、
౰時の՝題が議論された。第一にڍげられたのが建෺を不೩ম
にすることである。次に経ࡁ性をྀߟし、小規໛都市を計画し
ていくඞཁがあるとしている。住宅については、෧建的な面を
෷১し、居ࣨ面積も大きくし、ੜ活様ࣜを変えてҜ࠲ࢠにする
こと、そして大ྔੜ࢈の技術をಋ入していくことがٻめられる
という意見も出された。ここで小林は市民の意ࢥを行政機関に
ૌえることのॏཁ性をڧ調しているが、これは協会がྗを入れ
て取り組Μだことであった。࠲ஊ会では౰時の都市復ڵのビジ
ϣンがఏࣔされたが、ઓࡂ復ڵ期におけるۓ٤の՝題は঎業建
築と住宅の復ڵである。次のஈ֊として、ようやく都市ඒや建
築ඒをߟえることができる。復ڵが進Μでいたのは主に঎業建
築であったため、長期的な視఺で建築・都市の࢟をߏ૝し、建
築家が社会的な੹೚をՌたしていくことが๬まれた（図 �）。
住宅については、1946年 2～ 3月に大阪市ఱԦࣉ動෺Ԃで開
かれた「復ڵ住宅展」を後援し、1947年には大阪෎による「復
住宅展」の設計Ҋの৹査の委৤を受けて、西山პ三・ଜ野藤ڵ
をおこなった。同年12月にはߟ小林ਗ਼らを৹査員として選・ޗ
Ӊ治山田市での「ฏ和博ཡ会復ڵ住宅」設計ݒ賞事業を後援し
ている。1949年 8 月にいたって、日本建築協会の୯ಠ主࠵で「こ
れからの住宅展」を開࠵した。これをൽ੾りに住宅展ཡ会を復
活させ、1950年に「৳びる住宅展ཡ会」、1952年に「これから
の住宅展」を開࠵した。これらはඦ՟ళ内で໛ܕとύネルを展
ࣔするものであったが、1952年11月の「Ӌҥ住宅展ࣔ会」は協
会35周年記念事業として、実෺28棟を建設するもので、ઓ前の
住宅վ଄博ཡ会、あるいは大ඒ野、あやめ஑などでの住宅博ཡ
会の復活となった。

図 �　େࡕ$*&図ॻ （ؗถެཱࠃࠃจॻؗॴ
ଂ1114$�3�8184ɺ19�0年 �݄2೔ࡱӨ）

図 8　ਆݩށொジϡϥϧϛϯ֗　ত࿨21年10݄׬੒ɺ12݄ʹӦ࠶ۀ։
（ਆݩށொ঎ళ֗ॴଂ）
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都市ෆ೩Խのଅਐ

ઓ後 5年たってもόラックが建てられることも多く、౰ॳࢥ
いඳいていた不೩都市の建設にはまだఔԕいঢ়態であった。協
会はඃࡂ཰をܰ減させることを໨ࢦし、都市不೩化のਪ進に取
り組Μだ。1952年（昭和27）2 月、日本建築学会、都市不೩化同
ໍ౳の機関とともに「๷Ր建築ଳ଄成ଅ進に関する௠৘書」を
ఏ出した。「଱Ր建築ଅ進法」が施行された年に『建築と社会』
では都市不೩化特集が組まれ、大阪市の๷Ր建築ଳの計画が紹
介された（図 �）。
1953年には建設省・大阪෎などとの࠵ڞで「೩えない都市建
築展」を೉೾の高ౡ屋において実施している。なお、଱Ր・଱
೩材をؚむ建築材ྉについては、1949年に建材৹査委員会を設
置して、༏ྑ品に対して༏ྑূ明書を発行し、さらにその周஌
をおこなうこととした。これによって、ઓ後続々と出現した新
建材の向上を図り、ૈѱ品のഉআ・վળのಓےを෇けた。

代建築ʹ͓͚Δ఻౷とϏϧ建ઃϒʔϜݱ　3

代建築ʹ͓͚Δ఻౷の໰୊ݱ

ઓ後まもなく、建築ධ論家のᖛ口ོ一は『ώϡーϚニζϜの建
築ʕ日本近代建築の൓省と展๬』（1947年）を上Ѹし、日本の
近代建築のありํを問い௚した。国際的な建築を໨ࢦす以上、
わが国の近代建築は日本的なものにはなりえないとし、人ؒ性
をॏ視した国際的な建築へと展開するべきだと論じた。日本建
築を国際的なものへとํ向ͮけ、世界の近代建築ӡ動へと઀続
させた意ຯは大きかったが、1952年（昭和27）から「఻౷」の問
題が建築ジϟーナϦζϜで取りࠫଡされるようになる。ブルー
ϊ・λ΢トによるܡ཭࠶ٶධ価に続き、΢Υルλー・άロピ΢
スの๚日をܖ機に日本的なるものをৼりฦるؾӡが高まり、ニ

ϡーϤーク近代ඒ術館に建設された吉ଜॱ三の書Ӄ଄が人ؾを
博すなど、日本の఻౷をߟえる機会が૿えたことも影響してい
る。1957年͝Ζまで続く、いわΏる「఻౷論૪」は日本建築協
会にもٴͿ（「日本の現代建築における఻౷の問題」『建築と社会』1954
年 7 月号）。西山პ三は「民଒的఻౷と国民的建築」（『建築と社会』
1955年 1 月号）と題する論ߟの中で、のͪに積極的に見出される
ものとして「఻౷」をҐ置ͮけ、国民の௚面する՝題に対して
真᎜に向き߹うことで国民的఻౷を発展させることができると
する。近代建築の発展をྫྷ੩な໨で見௚す機会となった。

Ϗϧ建ઃϒʔϜ

1950年（昭和25）に朝઱ઓ૪がຄ発すると、ણ維、機ց、ۚଐ
部品のւ外需ཁが૿大したことによって日本国内は޷景ؾを迎
え、ビルの建設が૿ٸする。これは、౰時ઓࡂによって事務ॴ
建築が極୺に不足していたこと、特需により多くの国内企業に
経ࡁ的な༨༟がੜまれたことがഎ景にある。また、同年 5月に
ྟ時建築੍ݶ規ଇ౳の法令がഇࢭされ、「建築基४法」ٴび「建
築࢜法」が公෍されたことにより、建築のྔを規੍するものか
ら࣭を୲保するための規੍へと移行したこともビル建設ブーϜ
を後ԡしした。日本の޻業界の中で࠷も特需のԸܙを受けたの
はણ維業であった。いわΏる「ࢳへΜ景ؾ」は日本の建築業界
にもٴび、๰੷޻場や関連の事務ॴ、ۜ行౳が次々と建設され
た。
こうした機ӡの中、1954年から1958年まで「コンクϦート
技ೳ講श会」を࠵した。また1957年からは「現場؅ཧ実務講श
会」が始められ、໊শを変えつつࠓ日まで受け継がれている。
若い世代のҭ成という఺では、ઓ後の学੍の変化にあわせて、
1952年度から޻業高ߍの༏लଔ業ੜの表জを開始し、1955年に
は「޻高ੜデβインコンクール」をスλートさせた。社会人に
対しては、1954年に「青年建築家」（1968年から「青年技術ऀ」）の
জが開始された。また1957年からは事業委員会内に「若い会ݦ
員の集い小委員会」を設けて、意見交換や見学会の機会をつく
っている。

͓ΘΓʹ

ઓ後の日本は建設ࢿ材が不足する中で都市の復ڵが進められ
ていたが、1949年（昭和24）のυッジ・ラインに基ͮくࡒॖۓ
政により復ڵ計画はॖ小・変ߋを༨ّなくされ、建設޻事は一
時減ୀした。とこΖが、朝઱ઓ૪の特需景ؾによって建築業界
はにわかに活発化した。ઓ後のࠞཚ期を୤した1950年代後半か
ら、協会は住宅վળのためのܒ໤活動、建築技術の調査研究、
行政機関へのఏݴにՃえて、技術ֵ新の成Ռをීٴさせる活動
を多様化させ、高度経ࡁ成長への४උを੔えていくことになる。

図 9　େࡕ市๷Ր建築ଳ図ʰ建築とࣾ会ʱ19�2（ত࿨2�）年ɺୈ33ाୈ
12߸
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1　௒ߴ૚建築࣌代へのରԠ

日本の経ࡁ成長に同調するように、1960年（昭和35）に前後し
て、新朝日ビル（1958年、高さ45N）、関ిビル（1960年、高さ45N）、
新阪ٸビル（1962年、高さ41N）などの高૚ビルが次々と大阪にॡ
にΦフΟスビルが建ͪฒび、高さの揃ったスΧےಊޚ。した޻
イラインが形成され始めたのもこのࠒである。『建築と社会』
1963年12月号で「௒高૚建築」特集が組まれたのも、都市化進
行にともなう౔地の高度ར༻をڣͿ時勢を൓өしてのことであ
った。
౰時の建築基४法においては31Nのઈ対高さ੍ݶがあり、前
ड़の高૚ビルはいずれも建築基४法第57৚の特ྫ的なద༻আ外
を受けて実現したものである。その後、ΦフΟスビル需ཁを受
けて法վਖ਼が進められ、ઈ対高さ੍ݶから༰積੍ݶへとγフト
し、௒高૚建築の時代へとಥ入することとなる。ただし東ژで
は、ΦϦンピック関連施設の建設がٸ務であったためか、ط存ビ
ルを૿築した東ٸ会館（1954年、高さ43N）以後、高さ੍ݶを௒え
る高૚ビルのొ場は1964年のϗςルニϡーΦーλニ（高さ72N）
を待つこととなる。大阪駅前の第一ੜ໋ビルデΟンά（1953年、
高さ41N）が開いた高さ੍ݶを௒える高૚建築時代は、1960年代
前半の大阪でৢ成されたのである。
それΏえに、大阪市の中೭ౡ高૚地۠ߏ૝に基ͮいて計画さ
れ、౰時の高さ日本一の高૚ビルとしてॡ޻した新朝日ビルは
新時代のཬఔඪとなった。『建築と社会』もこれに஫໨し、1958
年 6 月号で毎日大阪会館ೆ館（1958年、高さ31N）と߹わせて特
集を組Μだ。特集誌面は計画からॡ޻後の؅ཧにࢸるまでを௥
った記࿥性の高い内༰で、ઐ໳的な৘報もؚまれる。ઌ୺技術
と஌見のڞ有が図る特集の࢟勢は協会が主࠻する見学会にも現
れ、1950年代後半から1960年代にかけて高૚ビルを中心に建設
現場への見学会も実施された。
関西建築界は神戸঎޻๵қセンλービル（1969年、高さ110N）

によって௒高૚建築時代を迎え、1973年にॡ޻した大阪大林ビ
ル（高さ120N）と大阪国際ビル（高さ125N）がこれをܾఆ෇けた。
『建築と社会』はそれͧれ特集号を組み、「高૚建築問題」特集
（1970年 6 月）でఏىされた՝題へのղ౴ྫをࣔすかのように、各
分野のղઆとともに関ऀ܎の࠲ஊ会を௨じてཁ఺をղઆした。
そこでは高૚化の一ํで進められた޻ఔ؅ཧや設උ੍ޚへのコ
ンピϡーλಋ入についても取り上げられている。
時ٓをಘた『建築と社会』における記࿥性の高い特集や見学

会・講श会の開࠵は、૿ Ճの一్をたどった会員による活発な交
流もあり、業界における技術や経ݧの஝積・ڞ有にد༩した。
協会50周年をきっかけに1968年に編ࢊ・発行され૿ิ・վఆが
続けられた『建築デーλγート』もこれを大いにॿけた。こう
した஌見は、1960年代におけるઌड़した高૚ビルや日本ੜ໋保
高31Nݢಊビル（1965年）をはじめとするޚ本ళ（1962年）やݥ
の「఻౷的」高૚ビル1970、܈年代に本֨化した大阪駅前市֗
開業やѨഒ野࠶開発事業などにもؐݩされていくこととなる。

2　ઍཬχϡʔλ΢ϯと೔ຊສࠃതཡ会

都心部で建築の高૚化・高ີ度化が進む一ํで、スプロール
的な近郊開発がىこった。その対ࡦとして、大阪෎๺部のઍཬ
ٰྕでは都市スέールの開発事業が進Μだ。1958年（昭和34）に
開発ܾఆしたઍཬニϡーλ΢ン（1962年第 1期入居開始）と、1965
年に会場ܾఆした日本万国博ཡ会（1970年開࠵）の建設である。
『建築と社会』には計画ஈ֊から׬成後のフΥローまで記事が掲
載され、都市計画関連の特集も続いた。
日本万国博ཡ会の開࠵に関連して、日本建築協会はいくつか
のॏཁな໾ׂをՌたした。ͻとつは日本万国博ཡ会協会から委
託を受けたコンストラクγϣンΨイυの作成である。日本建築
協会は1966年 2 月に「&910 `70 日本万国博コンストラクγϣ
ンΨイυ੍作委員会」（委員長：Ӝล௟ଠ࿠）を組織し、諸外国に
഑෍される公ࣜΨイυを 9Χ月で׬成させた（図1�）。もうͻと
つは、万博期ؒ中におࡇり広場を主会場として開࠵された第 2
回日本建築ࡇにおいて日本建築協会が事務ہとなり、東ാݠ三
会長が日本建築ࡇ委員会委員長を務めたことである。日本建築
܎は建築関ࡇ 8ஂମ（建築業協会、全国建設業協会、全国建築࢜事務ॴ
協会連߹会、全日本建築࢜協会、日本建築家協会、日本建築学会、日本建

築協会、日本建築࢜会連߹会ʦ50音ॱʧ）による連߹大会である。そ
の第 1回は東ژΦϦンピックを記念して国立屋内૯߹ڝ技場で

開࠵された。いずれの໾ׂ
も、大阪をڌ఺に分野横断
的なネットワークを組織し
てきた日本建築協会への期
待がもたらしたものとݴえ
よう。
万博後の建築界は、経ࡁ
不況にՃえて建築基४法վ
ਖ਼などへの対Ԡもഭられ、
೜଱の時代を迎える。協会
の会員数も年々減গし、
1976年の創立60周年も記
念事業は見ૹられてささや
かなॕլ会のみに留まっ

図10　&910�`�0�೔ຊສࠃതίϯεトϥ
クγϣϯΨΠυ

ୈ �ষ

ͷ日本建築協会ޙҎظ੒長ࡁܦ౓ߴ

୐୓໵ࡾ
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た。それでも、1970年に『建築と社会』への掲載が開始された
法規員会による「法令コーナー」、1975年に同じく開始された
建材委員会による「新建材紹介コーナー」など、堅実な活動で
業界を支え続けた。なかでも若い会員の集い小委員会は活発に
活動し、東孝光・山崎泰孝・安藤忠雄らを迎えた講演「若手建
築家に聞く」（1975年）、ヤニス・クセナキスによる講演「建築と
音楽」（1976年）、二川幸夫の講演（1980年）など、多彩な企画を
実現させる。会員の高齢化が危惧される中、事業委員会も青年
会員の活動に期待し、これを積極的に支援した。
なお、協会の分野横断的なネットワークは会勢の維持進展に
ついても期待された。1971年に組織された会勢委員会によって
建築クラブが復活し、月一度の朝食会は会員交流の場となった。

3　歴史的環境・自然環境の保全

都市化の進行と郊外開発は、歴史的環境・自然環境に対する
影響も大きく、日本建築協会の諸活動でも保全問題が話題とな
った。とりわけ歴史的環境をめぐっては、1959年（昭和34）～61
年に設置された近代建築調査委員会の活動、1962年の創立45周
年記念出版『ふるさとのすまい：日本民家集』（毎日出版文化賞受
賞）、『建築と社会』の特集「民家の系譜と保存計画」（1969年10
月号）や「歴史的環境保全」（1974年 1 月号）など、様々な形で継
続的に取り組まれた。1973年の第 1次石油危機後には、建築の
省エネや景観問題なども取り上げられるようになる。
特筆すべきは近代建築調査委員会の活動である。政岡基次の
呼びかけによって瀧澤眞弓を委員長として組織された同委員会
は、西日本に残る明治建築を主対象とした「近代建築調査委員
会報告」を『建築と社会』に1960年 1 月号から連載する（図11）。
この連載は全62回を数えた。なかでも神戸・川口の洋館を網羅
した1962年 2 月号は、「居留地建築」特集として誌面の中心を
占めた。瀧澤は連載開始時に「遅巧よりも拙速をとる」と語っ

たが、近藤豊、林野全孝、坂本勝比古を主とする委員らの報告
は、外観写真だけではなく時に小屋組内部や棟札、原図が掲載
されるなど学術的価値をともなうものであった。日本建築学会
有志が明治建築研究会を結成するのが1960年、同学会内に明治
建築調査委員会が組織されるのは1962年のことである。開発の
裏で失われつつあった近代建築の意義を社会に向けて発信した
近代建築調査委員会の活動は、近代建築保存黎明期において価
値あるものであった。

4　1980年代前半の都市と建築：21世紀への視点

万博に始まり石油不足に終わった70年代を経て幕を開けた
1980年代前半の建築界は、インフレの影響による不況を引きず
り、住宅建設をはじめ厳しい時期を迎える。『建築と社会』1月
号巻頭に掲載される会長の新年挨拶も暗い論調が続き、明るい
話題といえば関西国際空港と関西文化学術研究都市の二つの国
家的プロジェクトの進行であった。
1970年（昭和45）のピーク以来、会員数の漸減が問題となって
いた日本建築協会は協会の活性化を図るため、近畿建築会館か
ら大阪駅前第三ビルへと移転（1983年12月）し、協会創立70周年
を前に大きな転換期を迎えた。協会創立60周年記念出版『建築
技術選書』（1978年）全37巻が出揃う1983年には企画委員会を設置
して「21世紀に向かって協会はいかにあるべきか」を討議し、
翌年の『建築と社会』1984年 1 月号で特集「21世紀の関西」を
組むなど、来るべき21世紀を視野に入れた活動を展開した（図
12）。実際の事業にも変化が見られ、1984年からは調査研究業務
を受託するようになる。都市の人口動態や住宅需給モデルの調
査といった住宅建設に関するものを中心に、行政・公社・企業
からの依頼を受けて調査研究を実施した。
各委員会は1970年代からの活動を着実に継続した。こうし
たなか、『建築と社会』には作品作風小委員会が企画編集する

図11　「近代建築調査委員会報告 3」宝山寺客殿（獅子閣） 図12　「21世紀の関西」特集：21世紀をめざす関西のプロジェクト紹介
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「("--&3:：まͪ・建築・ͻと」が1985年 1 月号から巻頭にՃ
わり、ͻとつの建築を「作品」として紹介するようになる。こ
うした「作品」をめぐる建築デβインへの関心は、1986年 6 月
号の「現代デβイン：ϙストモμニζϜ10年」特集へとつなが
る。1985年に安井෢雄やଜ野藤ޗの特集が組まれたことも、モ
μニζϜから一ઢを画した自由な建築への関心をࣔすϙスト・
モμン時代へのԠ౴であるとともに、東ژを中心に࣭ۉ化する
建築界にվめて大阪のΞイデンςΟςΟをࣔすものであっただ
Ζう。その機ӡは1987年の「創立70周年記念号」における向井
ਖ਼໵による記念論文「大阪モμニζϜ変༰の70年」およびผ࡭
写真集『大阪モμニζϜのਫ਼՚』（写真：東出ਗ਼඙）にも見て取れ
る。

�　ࣾ会・世代をͭͳ͙ ：ࣾ 会׆ಈとදজ・ݒ৆ۀࣄ

日本建築協会は、建築を社会へと開き、市民と建築をつなぐ
活動も展開した。ઓ後復ڵ期を経てこうした活動が充実し、や
がてఆ着していった。
1950年代から住宅に関するΧラースライυを੡作し、ςレビ
൪組を企画してきた住宅委員会が、1964年（昭和39）から1981年
まで開࠵した「よΖず૬ஊ住宅展」もその一つである。年 1回
の同展は協会が೿ݣする૬ஊ員が市民から持ͪ込まれる住宅に
関するあらΏる૬ஊをԠえるもので、ϚイϗーϜ需ཁと૬まっ
て活況をఄした。
1969年には๺඿の地Լಓに協会のγϣー΢Οンυを設置し、
2～ 3Χ月͝とに、「大阪の建築・ࠓとੲ」、「֗を྘に」、「大阪
にも௒高૚ビル時代」などの建築写真主ମの企画展ࣔを開࠵し
て市民にΞピールした。ここでは1977年までに32回の展ࣔを実
施している。協会創立50周年事業「関西の建築50年回ސ展」、

同70周年記念出版『住まい
のֆ本』（1986年）もこうし
た活動のԆ長にҐ置ͮけら
れる。
『建築と社会』では1982
年 8 月号から連載「関西の
昭和ੜまれ建築家」が始ま
り、1987年 7 月にはొ場し
た50໊をまとめたྟ時૿ץ
号を発行するにࢸる（協会
創立70周年記念出版）。若い世
代に光をあてる一ํで、ख़
達の建築家や設計事務ॴの
特集が組まれたり、「大ઌഐ
に聞く」といった企画がొ
場し、世代を௒えた交流を

後ԡしした。
1967年に協会創立50周年を記念して開࠵された「大阪৓公Ԃ
内に建つܜٳॴのデβインコンクール」も、若い࠽ೳを世に出
すこととなる。これは大阪৓公Ԃに実際に建設されるܜٳॴを
対象として大阪市の協ࢍをಘて実施されたデβインコンクール
で、౰選を勝ͪ取ったのは事務ॴ設立前の安藤忠雄であった（図
1�）。
日本建築協会の表জ・ݦজ事業は若い世代を対象としてきた
が、協会創立70周年を記念して1986年に創設された「日本建築
協会賞」はݸ人やஂମを広く対象とした。同賞は建築に関わる
あらΏる分野において社会にݙߩした業੷をݦজし、公ڞの෱
༩することを໨的としたものである。第دにࢱ 1回以来、数年
͝とに日本建築協会賞と同特ผ賞をत༩してきたが、受賞ऀと
その業੷の多様さは、分野横断的な日本建築協会の性֨をよく
表している。

খ݁

1960年代の高度経ࡁ成長は社会的・文化的な変動をもたら
し、国家的イϕントに向けて建築界は活況をఄした。都市化が
進行するなかで、建築は技術ֵ新に支えられて高૚化・高ີ度
化していくこととなる。しかし1973年（昭和48）の࿷؛ઓ૪をܖ
機に石油危機がຄ発し、1975年度に実࣭成長཰がॳめてϚイナ
スを記࿥すると、石油危機がഥंをかけた建設ࢿ材の高ಅと長
引く経ࡁ不況によって建築業界は1980年代半ばにࢸるまで長い
ۤ境を迎えた。
この転変の時代においても、協会は大阪にڌ఺を置く業界ஂ
ମとしての存ײࡏをࣔし続けた。それは日本万国博ཡ会に関༩
したというだけでなく、時代に߹わせてߋ新され続ける技術や
法੍度のڞ有を主ಋし、都市問題への機හな൓Ԡをみせた఺か
らもӐえる。これはすなわͪ、各委員会がそれͧれに主ಋする
出版෺や『建築と社会』のコーナー連載、見学会、講श会など
に象௃される堅実な活動の継続と集積の成Ռでもあった。業界
の景況にԊうように協会の会員数も変動したが、会員ؒや協会
内外との交流で会勢の維持に౒めた。こうしてഓわれた஌見や
人的交流が、関西建築界の成長を支えたのである。

図13　େࡕ৓ެԂ಺ʹ建ͭܜٳॴのσ
βΠϯίϯクʔϧೖબ࡞඼（҆౻஧༤ Αʹ
Δ౰બ࡞඼）
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このষでは、1980年代後半から現ࡏまでを၆ᛌする。この時
期の前半はόブル景ؾによってછめられ、後半はฏ成不況と阪
神୶࿏大਒ࡂといういわば現ࡏ進行形の問題によって規ఆされ
ている。

Լの建築گ޷　1

1973年（昭和48）からのΦイルγϣック、1980年からの第二次
Φイルγϣック、1985年からのԁ高不況と、日本経ࡁは௿成長
を༨ّなくされてきた。1987年にいたって、のͪに「όブル景
況が౸来す޷となっては神話的なʕࠓ―と呼ばれる「ؾ
る。われわれはその結຤を஌っているのだが、その時代の人々
は౰たり前のことながら、໨前の޷景ؾをૉ௚にتΜだ。『建
築と社会』1988年 1 月号に掲載されたࠤ野ਖ਼一会長による挨拶
は、こう書き出されているʕ「Կ年かつͮいた不況のなか
で、建築界もさえないࡀ月をॏͶておりましたがʜʜ内需֦大
に転じて以来、住宅建設、公ڞ౤ࢿをきっかけにʜʜ、建築界
はࠓ年しばらくԕのいていた明るいงғؾをࢥい出したようで
あります」。
この޷況は建築界に二つの大きなうͶりをもたらした。一つ
は、1970年代後半に஌られはじめたϙストモμニζϜを広く۩
ମ化したことである。『建築と社会』誌上では積極的に取り上
げられることはগなかったが、日本建築協会がこの਼勢からແ
ԑだったわけではない。1988年 5 月から「話題建築を聞く」と
いう講演会が始まるが、ॳ回が「ڮの博෺館」（૔ෑ市）の上田
ಞ、第 2回が「りりͺっとはうす」のԕ藤߶ੜ、さらに 8回໨
の「ә୩νルυレンϛϡージΞϜ」の若林広幸という作品の選
୒には、この時期の会員の関心のありようがうかがえる。見学
会においても、たとえば安藤忠雄の「ライΧ本社ビル」には287
໊がࢀՃするといったとこΖに時代のை流を見ることができる。
大プロジェクトを次々と実現した。見学会ڊは一ํでؾ景޷
の対象を௥っていくと、 1、 2年のうͪに、神戸ΦϦエンλル
γςΟ、大阪ビジネスύーク、大阪Ֆと྘の博ཡ会、関西新空港
などが次々と実現していったことが֬ೝできる。1990年 5 月に
は「東ژ話題建築見学会」がڍ行されている。対象は都ிࣷ、
日本ిؾ本社、東ژαレジΦ学Ԃなど、ࠓでもஶ໊な 6݅で、
あらためてこの時期の建築界の೤ؾを૝ىさせる。
1994年から『建築と社会』誌では 1年に 1度、1作品 1ϖー
ジのスϖースを༻意して会員から掲載作品をืる企画を開始す

る。96年度に「ࢲの建築作法」の特集໊がఆ着して、ࠓ日にࢸ
っている。これは1980年代຤からの「作家性」のॏ視の܏向が
『建築と社会』の編集に൓өしたݦஶなྫであΖう。

2　प年ه೦ۀࣄ

1987年（昭和62）3 月に創立70周年を迎えた時఺では記念出版
として『昭和ੜまれ関西の建築家50』『なっͪΌΜのたΜじΐ
うび』『住宅近代化へのาみと日本建築協会』をץ行している。
『昭和ੜまれ関西の建築家50』に関しては第 5ষで৮れている
ので、ここでは後 2書についてུ֓をड़べたい。『なっͪΌΜ
のたΜじΐうび』は川ଜみͮえ作の「住まいのֆ本」である。
『住宅近代化へのาみと日本建築協会』は1922年（大ਖ਼11）に開
された住宅վ଄博ཡ会を中心とする歴史書である。「住宅վ଄࠵
博」は日本建築協会のॳ期における࠷大の事業であり、70周年
記念事業として、その歴史を఻え、Ҩ࢈を࠶ධ価する企画が立
てられた。*/"9ΪϟラϦーによる展ཡ会とともに、ଞの住宅
博ཡ会をؚめたऩ集ࢿྉを復ࠁし、論ߟとࢿྉղ題とซせてץ
行したものである。
1997年の80年史記念事業はόブル่յの中で企画されたた
め、70周年に比べて؆ૉ化が図られた。1996年に出版委員会委
員のࣥ筆による『ઌഐからのϝッセージʕ建築を志す人々
へ』がץ行され、1999年に『日本建築協会80年史』がまとめら
れる。年史編ࢊは౰ॳの企画にはなかったが、1996年຤にུ史
編ࢊのํ਑が立てられ、長୩部ࡣ࿠委員長、坂本勝比古80年史
ྉ研究会代表のԼでࣥ筆が進められた。1999年ࢿ 3 月にץ行さ
れたそれは235ϖージにٴͿ大࡭となった。2007年の90年史記
念事業としてはデβインΞイデΞコンϖ「都市のັྗをつくる
ʕ中೭ౡのক来をߟえる」を実施した΄か、第 7回「日本建
築協会賞」表জがおこなわれたが、出版企画は設けられていな
い。

ঝと֦େܧのۀࣄग़൛・ۀࣄজݦ　3

ै来からのݦজ੍度にՃえて、2000年からは「ಡऀと選Ϳ
『建築と社会』賞」を設けて、毎年、『建築と社会』誌に掲載さ
れた論ߟと作品からそれͧれ 2～ 4఺を選出している。
さらに創立100周年記念事業のͻとつとして、2009年から、
大阪のまͪの活性化のΞイデΞをืる「大阪ええとこそうせい
（創ੜ）プロジェクト」を実施し、「大阪かくれたええとこ࠶発見
コンクール」「そͧΖาくޚಊے ఏҊコンクール」などを実施
している。
日本建築協会の出版事業はさ΄ど໨立たないが大きな実੷を
上げてきた。ઓ前の『住宅վ଄博ཡ会出品図集』や『්人の住宅
஌ࣝ』などにはじまり、1951年には出版委員会が設けられてい

ୈ �ষ
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る。1972年からはץ行を外部の出版ऀに委託することとなり、
ൢ࿏が֦大する。1978年には創立60周年を記念して「建築技術
選書」γϦーζが企画され、さらに1984年からは「プロのϊ΢
ϋ΢」γϦーζもՃわって、ࠓ日まで100࡭を༏に௒える書੶
をץ行している。
なお、1991年から96年までに『建築と社会』の創ץ号から
1955年までが復ࠁされた。全巻がそΖっているのは協会事務ہ
だけであったから、研究のศが一ؾに高まった。

4　21世紀のมֵ

協会のਖ਼会員数は1970年に5
757໊に達したが、以後漸減し
1980年代後半に入ると2
400໊୆までԼがった。一ํで支出は๲
らみ、1990年以߱、毎年੺ࣈを計上することとなった。この事態
に1994年から会員の૿Ճに౒め、95年にはݸ人会員数は1983年
以来࠷大の2
672人、ஂମ会員口数においては96年に2
160口と
ա࠷ڈ高を記࿥した。しかしฏ成不況の長期化によって、2000
年代に入ると会員数はٸ速に減গしていく。2003年にはݸ人会
員数は2
000人をׂり込Μで1
836໊となり、翌2004年には1
358
໊にܹ減する。その後もԼげࢭまることなく、2008年には1
000
人を੾るにいたった。ஂମ会員も同様で、2001年には2
000口୆
をׂり、2004年には1
444口までԼがった。
協会はこのୀ勢を๣観していたわけではܾしてない。2000年
に「協会21世紀をߟえる委員会」を設置して、ۚ多ܿ委員長以
Լ10໊の委員に協会はどうあるべきかのࢦ਑をٻめ、その౴ਃ
が2001年 1 月にࣔされると、それをどう۩ମ化するかをߟえる
べく、同年 6月に「21世紀の協会ݕ討委員会」を発足させた。
同委員会は2002年 2 月にϗーϜϖージの創設や事務ہମ੍のޮ
཰化などのํࡦを੝り込Μだ౴ਃをఏ出した。
この౴ਃを受け、また会員数減গのঢ়況にؑみて、2004年に
は事務ہをఱຬڮの0..ビルに移し、事業の大෯なվֵをお
こなう。さらに『建築と社会』誌の減ϖージを断行するなどし
て、コスト࡟減に౒め、ࡒ政のॖ小ߧۉを図った。これにより
2005年度以߱、ऩ支はࣈࠇを֬保している。
こうしたなか、前ड़のように『建築と社会』誌の月ץ発行、
あるいは各छݦজ事業は着実に継ঝされている。また2007年に
は100周年に向けて「10年委員会」を設置して、社会にಇきか
ける活動を立Ҋ・実ફしている。

Ήすͼʹ

日本建築協会は1917年以来、一؏して「建築を௨じて社会に
としてきた。この100年は、日本の社会໋࢖する」ことをݙߩ
がࠜఈ的な変化をॏͶてきた時代であった。建築は社会的な存
であるから、社会の変化に対Ԡしてそのありようを変えていࡏ

く。建築はまた一ํで自཯したܳ術ʗ技術として、ݻ有の展開
をࣔす。日本建築協会はいわばこの三つの変数のただ中にあっ
て、建築と社会の૒ํの๬ましい࢟をඳき、ಋいてきた。
社会と建築の関܎性はときにはޓいにڞ໐して見事な成Ռを
、げ、ときには᫁Μで不ໟの時代をট来する。そこにあってڍ
日本建築協会はॳ期にはઌ֮ऀとしてのఏݴとܒ໤にそのํ向
を見いだした。ઓ後復ڵ期から高度成長期にかけては、会員ؒ
において実ફ的な஌ࣝを੔ংして交換する機関としてその໾ׂ
をՌたした。20世紀຤からは৘報の交換と発信の෣୆としてそ
の存ࡏをࣔし続けている。そのาみは社会と建築との関わりを
どう取り結Ϳか、その໛ࡧのي੻であったとݴってよいのであ
る。
そのӦみをਪし進めたのは、本務のかたわら、ୀ社後の時ؒ
を、あるいはٳ日を会務に๋げてきたແ数の会員たͪである。
ここまで取り上げてきた100年ؒの事業、あるいは論ߟはそう
したݙ਎のたまものに΄かならない。
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೔ຊ建築ڠ会ೖ会の͖ͬ ͔͚

設楽ɹ本日は、日本建築協会（以Լ、建築協会とも表記）のาみの
一部を成していらっしΌる坂本勝比古ઌੜを中心に話し߹って
いただきます。
ɹまず坂本ઌੜが日本建築協会の会員になられたきっかけ、౰
時どういうํがおられて、どういうํの影響を受けて入Ζうと
。えくださいڭわれたのかといったことについておࢥ
は神戸市の৬員をしていましࢲ、本ɹ1955年（昭和30）͝Ζࡔ
たが、ฌݝݿのӦસ՝長をしておられた光安義光さΜというํ
と、現代建築のありํについてฌݝݿとか神戸市でデΟスΧッ
γϣンする機会がありました。神戸大学にௗ田家߂ઌੜ、ౡ田
勝次ઌੜ、ݝிには光安義光さΜがおられて、ࢲもいΖいΖࢗ
ܹを受けました。ͻとつは、建築協会が1954年に始められてࠓ
も続けておられる青年建築家のݦজというのがあって、ஏずか
しいΜですが、ࢲも1957年に選Μでいただきました。
ɹそのあと、1959年 1 月に、神戸について書いて΄しいという
ことで、ͪΐうどࢲは神戸の近代建築の調査をしたり、保存に
かかわるようなこともやり始めていたものですから、ਵ筆のよ
うな形で、「神戸の֗と洋館」という文ষをߘدしました。これ
が建築協会との࠷ॳのつながりでした。
佐野ɹ日本建築協会に入られたこΖに出会ったํ、特にڧ྽な
Ϧーμーγップを持ったํはどなたでしたか。
本ɹ瀧澤眞弓ઌੜというํが大阪市立大学におられて、神戸ࡔ
高౳޻業学ߍ（後に神戸޻業ઐ໳学ߍにվশ、神戸大学޻学部の前਎）
のઌੜもしていらっしΌいました。このํは1920年（大ਖ਼ 9）東
われる΄ど活動した有ݴ大学をଔ業して「分཭೿のಆক」とژ
໊なઌੜでした。
山形ɹ坂本ઌੜは神戸޻業ઐ໳学ߍをଔ業されていますが、瀧
澤ઌੜのत業を受けていらっしΌるΜですか。そのときからだ
とずいͿΜ長いお෇き߹いになりますͶ。
本ɹそうですͶ。建築論とか、ΪϦγϟの神఼建築のこととࡔ
か、若いऀにはなかなかわからないような話、Ϣニークなお話

をいΖいΖ࢕ったことがあります。౰然、分཭೿のこともお聞
きしました。

近代建築調査委員会

本ɹ1959年（昭和34）ࡔ
6 月に日本建築協会が
近代建築調査委員会を
つくりました。ࢲはこ
の委員会によって建築
協会がたいへΜ意ຯが
ある活動をされている
ことをཧղしました。
ɹ昭和30年代といいま
すと、ઓ૪によって日
本が大きなμϝージを
受け、ഊઓで意ؾফ௜
していたあと、ઓࡂ復
成長とࡁとか高度経ڵ
いうことで、それを੝りฦしていくྗが出てくる時代です。そ
うしますと、そのこΖせっかく残っていた近代建築―౰時は
「明治建築」といっていましたʕがどΜどΜյされていくよ
うな時代に入りました。由ॹのある建෺が次々となくなってい
くので、政岡基次ઌੜが、Կか記࿥を残すඞཁがあるのではな
いかと建築協会のなかでఏҊされたのです。౰時は建෺を残す
というとこΖまでは౿み込めない時代でしたから、むしΖյさ
れるから記࿥だけは残したいというのが出発఺だったとࢥいま
す。そういうఏҊがあって、瀧澤ઌੜあたりが中心になって調
査委員会を作Ζうということになったようです。ৄしいいきさ
つは஌りませΜが、政岡ઌੜの発Ҋで、瀧澤ઌੜなどが関心を
。せられて発足したのが近代建築調査委員会でしたد
山形ɹ坂本ઌੜがお書きになっていらっしΌる記࿥によると、
瀧澤眞弓さΜが委員長で、װ事のͻとりが政岡基次さΜです

100周年記念誌第1回࠲ஊ会

回顧と展望―坂本勝比古先生を囲んで

ݹຊউൺࡔ

ग़੮ऀ

࢘会ਐߦ

ίʔσΟωʔλʔ

（तڭՊେֶ໊༪޻ज़ܳށਆ）ݹ本উൺࡔ
（会௕ݩ຿ॴ୅දऔక໾ࣾ௕ɺ日本建築協会ࣄܭ会ࣾ҆Ҫ建築ઃࣜג）໺٢඙ࠤ
（तڭज़େֶܳज़ֶ෦建築ֶՊܳࡕେ）੓তܗࢁ
ઃָఃथ（ࣜג会ࣾ҆Ҫ建築ઃࣄܭ຿ॴৗ຿औక໾ࣥߦ໾һɺ日本建築協会෭会௕）
࿨ా߁༝（େߴܳ޻ཱࢢࡕ౳ֶߍ建築Պڭ་）
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Ͷ。委員は、そのこΖの大ޚॴのํから中堅のํまで、なかに
はࠤ野ਖ਼一さΜも入っているし、௩本໠次さΜのお໊前も見え
ます。26໊という大きな調査委員会です。瀧澤ઌੜは、昭和30
年代の建築協会にとってもキーϚンのͻとりだったとࢥうので
すが、どΜなํだったのでしΐうか。
、ですからࢣにとってはԸࢲ。本ɹ瀧澤ઌੜは小ฑなํでしたࡔ
めったなことはݴえないのですが、ඇৗにหઉのたつํで、ཧ
論೿といいますか、௧྽な͝൷൑もなさるํでした。うっかり
したことをݴうと、「それはҧうよ」とはっきりݴわれるよう
な、ある意ຯでාいઌੜでもあった。一ํで、いΖいΖΞυό
イスやྭましをいただいたりということもありました。瀧澤ઌ
ੜは1920年（大ਖ਼ 9）東大ଔ業ですが、同期の大ਖ਼ 9 年組に、
治さΜ、のͪに建築協会のٱت一ઌੜ、石本ܚ都大学の৿田ژ
会長をなさるඌ崎ٱॿさΜなどがいらっしΌいました。これは
うのですが、たとえば৿田さΜ、瀧澤さΜなど分཭ࢥ然だとۮ
೿のํがҊ外、関西にたくさΜいらっしΌった。調査委員会に
は、౰時大阪市大におられた林野全孝ઌੜにもװ事で入ってい
ただいていました。だからࢲは຤੮で、えらいઌੜがたくさΜ
おられた。月に 1回ぐらい委員会を開いていました。
設楽ɹ坂本ઌੜがまだ神戸市におۈめのこΖですͶ。
ிのӦસというのは設計も׭本ɹそうです。でもあのこΖのࡔ
するし、޻事؂ཧもしますしͶ。
設楽ɹ光安ઌੜを代表として、とてもྗのあったこΖですͶ。
ிࣷ（1966年）も光安ઌੜが中心になっているΜでݝݿ本ɹฌࡔ
す。ࢲは近代建築委員会には毎回出੮させていただいていまし
た。ઙ野ਗ਼ઌੜは日本建築史の大家で、大阪市大におられまし
た。大林組からはࠓ林඙ଠ࿠さΜ、ؠ崎ਙଠ࿠さΜなど古ࢀの

ํ々です。ਢլ޻業という設උ関܎の会社の内田成೭さΜもࢀ
Ճしていただいた。それから、大阪市のۅ本ೇխさΜ、ࠤ野ਖ਼
一ઌੜ、設楽さΜのお෕様にあたられる設楽ః三さΜ、日建設
計から௩本໠次さΜ、೾ߐఌ夫さΜ、西山ӎ三ઌੜ、౰時とす
ると᭞々たるϝンόーでした。౉ลઅさΜの͝ࢠଉの౉ลಓً
さΜ、஛中޻務ళの࿯ඌ۝࿠ઌੜもおられました。܄ྑݩさΜ
は大阪のڮྊの関܎をやっておられた。大林でも஛中でも、ト
ップクラスのํ々にࢀՃしていただいていました（委員会໊฽ࢀ
র）。
佐野ɹ౰時、建築協会の中で近代建築調査委員会はきわめてॏ
ཁな意ຯを持っていたということですͶ。΄かにも委員会はあ
ったとࢥうのですが。
っていたら、瀧ࢥ本ɹ近代建築調査委員会はずっと続くかとࡔ
澤ઌੜは、ৗ設の委員会としてではなくて、あくまで時代のඞ
ཁにせまられて作られた委員会だから、ある一ఆの成Ռをڍげ
たら、それで一Ԡの۠੾りにしたらどうかということで、昭和
40年に終わりました。

ॏͳΞʔΧΠϒو

佐野ɹ調査をされて、みΜなでղಡしていったのですか。
って報告していましدྉを持ͪࢿ本ɹ委員会のときはいΖいΖࡔ
た。ࢲとか林野ઌੜとか、若い人がおもに調査する΄うにまわ
って。あまりお若くないΜですけど、近藤豊ઌੜも調査ϝンό
ーにおられました。社ࣉなどの古建築の研究で有໊なઌੜで、
部意ঊについて明るく、本もたくさΜ出している。近藤ઌੜࡉ
は大阪の学ܳ大学（現大阪ڭҭ大学）のઌੜでした。

ຊೇխɺઙ໺ਗ਼ɺۅɺྻޙɺٷ඙ଠ࿠ɺ୍ᖒᚸྛࠓɺ近౻๛ɺ（Δ͍ͯͬ࠲）Βɺ前ྻ͔ࠨ͔ͯͬ޲
ɺखౡ޹ɺ山ຊܿɺྛ໺全࣍ج೔ग़ੜɺ੓Ԭؒ࡞ਙଠ࿠ɺ࡚ؠɺࡾਙ٢ɺઃָఃޱɺງݹຊউൺࡔ
੓உɺ಺ా੒೭の֤ࢯ（19�9年ࠒɺఏࡔ：ڙຊউൺݹ）

近代建築調査委員会委員໊฽
୍ᖒᚸٷ ਆߴށ౳ڭۀ޻तɺେཱࢢࡕେֶڭत
଍ཱ޹ େࡕେֶڭत
ઙ໺ਗ਼ େۀ޻ࡕେֶڭत
஑ాٶ඙ େࡕ建築ࣄ຿ॴࣾ௕
඙ଠ࿠ྛࠓ େྛ૊ઃܭ部௕
ਙଠ࿠࡚ؠ େྛ૊޻຿؂ಜ
಺ా੒೭ ਢլۀ޻ৗ຿औక໾
ஔԘޫ ஔԘ建築ࣄ຿ॴ௕
本ೇխۅ େࢢࡕ建築ہ௕
ۙ౻๛ େֶܳࡕେֶॿڭत
໺ਖ਼Ұࠤ ҆Ҫ建築ࣄ຿ॴॴ௕
ݹ本উൺࡔ ਆࢢށ建築ہ
日ग़ੜؒ࡞ େࡕ建築ࣄ຿ॴސ໰
ઃָఃࡾ ۀ޻ਆ౔໦ࡕ
஛಺੒෉ େࡕ෎Ӧસ՝
஛தਗ਼ ෆৄ
ஔ๛࣍࿠ۄ େۀ޻ࡕେֶڭत
௩本໠࣍ 日建ઃ޻ܭ຿ৗ຿औక໾
೾ߐః෉ ௕࣍ہࣄ޻ࡕమେࠃ
੢ࢁპࡾ तڭ౎େֶژ
ྛ໺શ޹ େཱࢢࡕେֶ
෱ాேੜ ૒੕ࣾ஛ࠊ建築ࣄ຿ॴ௕
ງޱਙ٢ େۀ޻ࡕେֶॿڭत
຀໺஧ ਗ਼ਫ૊େࢧࡕళ
੓Ԭ࣍ج ੓Ԭ౔஍ࣾ௕
܄ྑݩ େۀ޻ࡕେֶڭत
本ܿࢁ ॴࣾ௕ڀݚۀ༽本ࢁ
࿯ඌ۝࿠ ஛த޻຿ళ؂ࠪ໾
౉ลಓً ౉ล建築ࣄ຿ॴॴ௕୅ཧ
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ɹ౰時、ࢲは、西ٶのୢഅさΜの本ఛ（ୢچഅेت࿠住宅、1888
年）とか、神戸のԼ山手にあったΧトϦックのڭ会（1910年）な
どについて発表しました。大阪（ఇ大）、ژ都（ఇ大）、ۚ୔࢛高
（現ۚ୔大学）、ޒ高（現۽本大学）、෋࢜ۜ行大阪支ళなどを取り
上げました。
設楽ɹこれは委員会の報告として、毎月『建築と社会』に載っ
た時期があるのですか。
山形ɹ1960年（昭和35） 1 月から 5 年ؒ、1965年 2 月まで62回
の記࿥があります。連載終ྃとともに委員会もดじているよう
です。1967年に建築協会は創立50周年を迎えますが、その௚前
までこの委員会の活動があったわけです。
佐野ɹこれはوॏなΞーΧイブですͶ。
ったΜですࢥはもうগし続けてもいいΜじΌないかとࢲ本ɹࡔ
けどͶ。瀧澤ઌੜにもچฌݝݿிࣷなどを発表していただきま
した。神戸の関܎は、だいたいࢲが受け持つことが多かった。
山形ɹۚ୔の学ߍまでありましたけれど、関西の建築というよ
りもっと広いようですͶ。関東の΄うもありましたか。
はࢲ。本ɹ関東はԕྀしていたというか、গなかったですͶࡔ
ౡの集成館（1865年）を調べに行ったことがあります。ಸྑࣇࣛ
のಸྑϗςル（1909年）とか。こういうのはわれわれが調べて報
告すると、年഑のઌੜํはたいへΜڵຯをもってくださった。
࿯ඌ۝࿠ઌੜも、ੲ、ژ都ۜ行本ళを஛中が手がけたというこ
とで、وॏな写真とࢿྉをఏڙしてくださって、原ߘも࿯ඌઌ
ੜがお書きになりました。
設楽ɹいま建築協会の100周年を前に、山形ઌੜを中心に近代
建築の࠶ಡというγϦーζをやっていますけれど、そのݩ૆み
たいなものですͶ。
。本ɹまさにそのとおりですͶࡔ

「౔建築ڷ」

佐野ɹそれまでは近代建築をきͪΜと調査しようという動きは
なかったのですか。
本ɹそれがあったΜです。1930年（昭和ࡔ 5）から31年に「ڷ౔
建築」というςーϚでやっておられます。ੲ、ә୩にあった住
༑さΜの洋館（住༑家本ఛ）とか、神戸の居留地の੺レンΨの洋
館建෺とか、東大の建築を出て、住༑の஛ࠊ建଄さΜや長୩部
Ӷ吉さΜのԼにおられた高ڮӫ治さΜなどがࣥ筆しておられま
した。ఱԦࣉの஡ӓ山のとこΖにあるܚ୔Ԃという住༑家の日
本ఉԂなども౰時紹介されていました。それが続いていたら、
さらに記࿥がいΖいΖ残ったとࢥうΜですけど。
山形ɹ「ڷ౔建築」というଊえํは、໊শからしてϢニークだと
を向けようと؟います。地Ҭと時代を代表するようなものにࢥ
いうझࢫの࠲ஊ会が建築協会で行われ、その記࿥が1931年 5 月
に『建築と社会』に掲載されています。

の民家の΄うも対象になって（஑ળӈӴ໳家ߵ）஑さΜߵ本ɹࡔ
いたΜじΌないかな。建築協会で年に 1回か 2回、ژ都や地ํ
の໊ॴچ੼の見学と਌ກ会が行われていました。東ژの近代建
築の調査は、東ژの各大学がѻっていました。
設楽ɹ東ژは各大学がばらばらにやっている。建築ஂମが主と
して取り組Μだのは建築協会だけだったΜじΌないでしΐうか。
本ɹ神戸のҟ人館がյされていくのでそれを保存しようといࡔ
うことで、新聞छになったことがありました。たまたまࢲが集
めたࢿྉがたくさΜありまして、それなら特集を組もうという
ことで、1961年、『建築と社会』 2月号に掲載されました。こ
れは瀧澤ઌੜが「居留地建築特集号によせて」という巻頭ݴを
書いてくださった。
設楽ɹどΜどΜյされるから、神戸新聞もキϟンϖーンをはっ
たりしていたこΖですͶ。
ொの山手にݩ本ɹϋッαϜఛ（1902年）というҟ人館が、神戸ࡔ
ある૬楽Ԃに移築保存されていますが、こういうのが残った。委
員会から見学に行ったこともあります。だから、近代建築の調
査がもっと続いていれば、もっと発۷できたかもしれませΜ。
これを東大のҴ֞ӫ三ઌੜʕ歴史の有໊なઌੜで、๢くな
られたΜですけど、それと都立大の໊༪ڭतをしておられるۅ
ෑ真次࿠ઌੜと、特ผに神戸のҟ人館のҐ置ͮけを『建築と社
会』に発表してもらった。ҟ人館というとつたない建෺のよう
にࢥわれがͪですが、長崎ではάラόーఛがよく஌られていま
した。神戸や横඿は明治建築として΄とΜど஌られてなくて、
౰時の日本建築協会の意ؾ込みというか、੥ෛ会社でも上の人
がϝンόーに入ってくれていましたから、஛中でも大林でも、
協ྗ的でよかったとࢥいます。
佐野ɹたしかに、いまの特集号のお話を࢕っても、ただ集める
だけではなくて、ͪΌΜと歴史的なҐ置ͮけをしたのがすばら
しい。あるछ、社会的੹೚ײのようなものがײじられますͶ。
設楽ɹそういうงғؾに઀することで、建築協会の活動にどΜ
どΜ入っていかれたのですͶ。

ॅ୐վ଄തཡ会

山形ɹ住宅の向上をめ͟すӡ動が、日本建築協会の創立のこΖ
からのςーϚとしてありました。それはしばしば坂本ઌੜもお
書きになっていらっしΌいます。日本建築協会には、そのこΖ
の関西において郊外住宅を広げていく事業に積極的に関わって
いったというޭ੷がありますͶ。
、いますがࢥ本ɹこれは和田康由ઌੜもお調べになっているとࡔ
1922年（大ਖ਼11）のळにຳ面のࡩϲٰで住宅վ଄博ཡ会が開か
れます。ͪΐうど同じ時期に、東ژの上野でฏ和記念東ژ博ཡ
会が開かれ、そこでも住宅の展ࣔをやったΜです。でも、上野
の場߹は、20～30௶の、いまでいう住宅展ࣔ場のような形でし
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た。建築協会がࡩϲٰでやったのは、そこに実際に住Μでੜ活
できることを前ఏにした住宅展ࣔですから、規໛もはるかに大
きく、設උも੔えていて、基本的にҧったわけです。
ɹ開会ࣜには、౰時の内務大ਉ後藤新ฏが来られました。みな
さΜにඇৗに関心をもってもらった展ཡ会で、その報告書もあ
りますけれど、 7万༨の人が見学に๚れています。
ɹこれについては、ย岡安（日本建築協会設立の中心人෺）さΜが
自分のϙέットϚネーを出したり、各建設会社にد෇ۚをืっ
たりしました。ある人は、「まだ出してないか」とݴわれたこ
ともあったそうですが、ย岡ઌੜにしたら、おۚを集めて事業
をやりたい、そのために自分もかなり高ֹのおۚを出されてい
る。これも建築協会でなければなしえなかった大きな事業でし
た。しかもฏ和記念東ژ博ཡ会は、東ژ෎が主࠵し政෎が後ԡ
しした、いわΏる׭Ӧの展ཡ会で、こͪらはみなさΜが協ྗし
߹って開࠵した、まったく民ؒのྗでやった展ཡ会でした。
設楽ɹ大阪はもともと民のྗがڧくて、ڮなども׭Ӧのڮはগ
なくて、という時代もありましたからͶ。
ϲٰの住宅վ଄博ཡ会はいまも残っている建෺があっࡩ本ɹࡔ
て、౰時の住宅が近代化、վྑするためのスςップとして、大
きな໾ׂをՌたしました。
山形ɹ建築協会創設から 5年後に大きな住宅博が実現している
のですͶ。౰時25棟の住宅を建て、いまでも 7 棟が残ってい
る。建෺としては 7棟ですが、特৭ある住宅地景観が残されて
いて、関西での郊外住宅の原఺のようなҨ࢈になっています。
本ɹこのあと、大ඒ野などで建築協会がόックΞップして住ࡔ
宅展を開いていますが、そのさきがけになりました。しかもそ
のとき建築協会は住宅のコンϖςΟγϣンをԿ回か開いて、若
い建築家のたま͝みたいな人にࢀՃしてもらうことで、かなり
の成Ռを上げました。いまでも޻業高ߍੜのコンϖ（「޻高ੜデβ
インコンクール」）をやっておられますが、こういう事業なども意
ຯがあったとࢥいます。そして企業やݸ人から協ۚࢍをಘて、
建築協会の事業として大きな博ཡ会をして、しかもࣈࠇを残し
ている。住宅のվྑや近代化に、建築協会がඇৗに౒ྗを෷っ
ていることは、そういう実੷をみても明らかです。

ాԂ都市

は前に田Ԃ都市について書いたことがありますが、建ࢲ本ɹࡔ
築協会は建築と同֨に、むしΖそれ以上に、都市問題、都市計
画に対して関心がありました。そのͻとつに田Ԃ都市という発
૝があります。イΪϦスのエϕネβー・ϋワーυという人が田
Ԃ都市、ΨーデンγςΟというߏ૝をଧͪ出して、それが世界
に大きなインύクトを༩えたのです。イΪϦスに行きますと、
レッνワース、ϘーンϰΟル、ϙート・αンライトなど、いΖ
いΖなとこΖに田Ԃ的都市がある。中にはインμストϦΞルビ

レッジ（޻業集མ）というとこΖもありますけれど。
ɹ日本に都市計画という֓念があまりないこΖ、田Ԃ都市問題
がクローζΞップされてきたときに、大阪市長の᮫

㆛ㆌ

一
ㆯ㆘㇁

さΜやย
岡さΜがかなり関心をもっておられた。それで建築協会ができ
てからは、特集のなかでԿ度も田Ԃ都市問題が出てくるΜです。
設楽ɹ「大

ㆠㆂ

大
ㆈㆈ

阪
㆕ㆉ

」のこΖですͶ。坂本ઌੜの書かれたものをഈ見
すると、ย岡安もそういったݙߩをしているはずですし、᮫市
長とのあるछのコラϘレーγϣンがあったようにٴݴされてい
るとこΖもあります。
本ɹ᮫さΜは1914年（大ਖ਼ࡔ 3）に、高ڃॿ໾で大阪市にෝ೚さ
れます。൴はその前にϕルΪーに留学していますから、Ϥーロ
ッύの事৘にもৄしく、交௨政ࡦが͝ઐ໳だったようですが、
田Ԃ都市のこともよく஌っておられた。英語では「λ΢ンプラ
ンニンά」ということばはあたりまえに࢖われるが、日本では
「λ΢ンプランニンά」というと、どういう意ຯだΖうとटを܏
げられる時代でした。
設楽ɹことばも֓念もなかったでしΐうから。
人ؒがੜ活していくうえでいかに楽しい環境をつ、ہ本ɹ結ࡔ
くるかということが、建築協会の活動の主流としてあるわけで
す。そういうਫ਼神を、次の100年に向けて持ってもらえるよう
になればいいとࢥいます。ΨーデンγςΟというࢥ૝はものす
͝くむずかしい。୭でもすぐにඈびつける問題ではないけれど
も、これからも建築協会としては、人ؒが住むうえでのཧ૝的
な環境なり࢓組みなりをつくっていく޻夫をして、われわれの
ઌഐたͪが೰み、そしてࢼみてきたスピϦットを఻えていく、
そういうํ向に向かっていってもらったらいいとࢥいます。そ
れをどういう形でつ͗の100年に向けてつなげていくかは؆୯
ではないとࢥいますが。

ยԬ҆ઌੜのଘࡏ

佐野ɹ日本建築協会はすべりだしのときから、ย岡さΜのࢥい
や問題意ࣝがあって、住宅
のվྑとか、都市のインフ
ラをきͪΜと作Ζうとして
いた。ある意ຯでは、ย岡
さΜがਪ進した、౰時の市
֗地建築法を全国にద༻す
るӡ動とか、ฒ行してやっ
ていたローλϦークラブの
設立とか、のͪに大阪޻業
大学を作ったりするとこΖ
に、いΖいΖな社会的な問
題意ࣝが౤影されているな
とײじます。 ໺٢඙ࠤ
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本ɹおっしΌるとおりで、1936年（昭和11）ࡔ
に『建築ࡶ誌』で建築学会の50周年記念࠲ஊ
会が開かれています。これは東大の૯長まで
された内田঵三さΜはじめࠤ、 野རࡩ、ث井小
ଠ࿠、௩本༃、山Լᆹ࿠さΜなど、౰時とし
ては᭞々たる人たͪが集まっていましたが、
その中で内田さΜがย岡さΜのことに৮れて
おられます。都市計画法ができるときの話と
して、「この都市計画に関する事߲が࠷もॏཁ
なものであり、また࠷も成ޭをऩめたものだ
とࢥいます。ʜʜこのӡ動のઌ達をつとめら
れたย岡博࢜は、わが国建築界における࠷大
のޭ࿑ऀのͻとりとして、ৗにࢲどもがଚܟ
いたしているのであります」と。
設楽ɹ関西発でそれだけ໊をはせたというこ
とですͶ。
佐野ɹย岡さΜはもͪΖΜそういう問題意ࣝ
はڧかったけれど、後藤新ฏさΜとのつなが
りとか、法Ҋをつくるための政治的なਪ進ྗもあったํのよう
ですͶ。
設楽ɹある意ຯで政治ྗがあった。
本ɹย岡さΜは後藤さΜを口આいているΜです。だからさっࡔ
き話した展ཡ会のときもわ͟わ͟開会ࣜに来ている。自らஶし
た『現代都市೭研究』（1916年）を後藤さΜにଃり、௚઀会って
口આいたと語っています。
山形ɹさき΄ども話されましたが、建築協会をഎ景にย岡安が活
༂して、᮫市長とंの྆ྠのようになって都市計画をࡦఆし、
それを法Ҋ化するのに後藤新ฏも動かしていったというߏ図だ
ったのですͶ。ย岡さΜと᮫さΜとではย岡さΜが年長なΜで
すか。
本ɹ᮫さΜは1873年（明治ࡔ 6）ੜまれで、1935年（昭和10）に
๢くなっています。ย岡さΜは1876年（明治 9）ۚ୔ੜまれで、
1946年（昭和21）に๢くなりました。ย岡さΜの΄うが 3つࡀԼ
ですͶ。
佐野ɹ大阪ローλϦークラブ設立のこΖの写真をみると、ย岡
さΜ、᮫さΜがおられて、Ճౡۜ行の੕野行ଇさΜがおられた
り、大阪Ψスのย岡௚ํさΜがいたり、だいたいいっしΐにい
ΖいΖな活動に取り組ΜでいるというײじがしますͶ。
はある講演会で、ย岡さΜのことを「՚ྷなる人຺」ࢲ本ɹࡔ
というςーϚで話したことがあるΜです。これは大阪市໾ॴを
建てたときの写真ですが（上の写真）、ย岡さΜが真Μ中におられ
る。この写真はࠓ林さΜからいただいたものです。ࠨଆの建෺
は߇ૌӃです。ࠓ林さΜの話だと、ย岡さΜはものす͝く਌分
ഽの人だったようですͶ。おຍだから田ࣷにؼりたいので 2、
3日Ջが΄しいとݴったら、「お前、おۚがなかったら田ࣷにؼ

ってもࠔるだΖう」とݴってϙέットϚネーをくださったとか
（স）。これはいΖΜな人にあげておられたようです。
設楽ɹϦーμーγップがඇৗにڧいから、小さな会߹では΄とΜ
どย岡さΜがしΌべっておられて、みなさΜは「あー、あー」
というだけだったと聞いたりします（স）。
。かれる人とそうでない人とおられたかもしれませΜͶ޷本ɹࡔ
たいへΜこわい一面もあったようです。
設楽ɹいずれにせよ、建築協会の創成期に、θロからいまの形
を作ったํですͶ。
本ɹ関西における近代建築史の研究やその発展についてৼりࡔ
ฦると、ずいͿΜ大きな足੻のあったことをೝࣝすることがで
きるとࢥいます。その一つとして取り上げられるのは、近代の
関西建築界活動の全๴を༨すとこΖなく紹介された大部なஶ作
『近代建築画譜』の存ࡏです。このஶ作は౰時の関西建築界が૯
ྗをڍげて取り組Μだとࢥわれる๲大な内༰のもので、1936年
にץ行されたこの書は、" 4版全540ϖージにわたり、写真とղ
આ文の΄か、主ཁ関܎業ऀ紹介ཝもあって充実した内༰の大ஶ
となっています。
ɹこの書の編集ސ問に෢田ޒ一の΄か、࿯ඌ۝࿠（஛中޻務ళཧ
事）やࠓ林඙ଠ࿠（大林組ཧ事、設計部長）の໊前があがっており
ます。ࠓ林さΜは、ઌにड़べた日本建築協会が取り上げた瀧澤
ઌੜの近代建築調査委員会のϝンόーとしても、たいへΜ೤心
に取り組Μでおられたことがࢥい出されます。ࢲの手ݩにある
手書きのϝモには、ࠓ林ઌੜが調べられた近代建築のϦストが
記されています。ࠓ林ઌੜは東大建築学Պを1915年（大ਖ਼ 4）に
ଔ業し、ย岡安のԼで大阪市ிࣷ（1921年）の建築にܞわったの
ͪ、大林組に移られた経歴の持ͪ主です。大ਖ਼中期より長きに

େࡕ市ி建築ݱ৔ʹͯɺେਖ਼ 8年Նɻ前ྻ͔ࠨ͔ͯͬ޲Βɺ山ܗɺڇଜɺ౉ลɺยԬɺ຤୔ɺനੴɺ
খ୩ɺᓎҪɺ͔ࠨྻޙΒӬ໺ɺ٢ాɺྛࠓの֤ࢯ（ఏࡔ：ڙຊউൺݹ）
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わたって日本建築協会の活動にগなからずݙߩされたํだとࢥ
っています。

஛݈ࠊ଄ઌੜのޭ੷

山形ɹ坂本ઌੜ、歴代の会長のことをもうগしお話しいただけ
ますか。たとえば50年前の東ാݠ三さΜや௩本໠次さΜはもう
歴史上の人෺になっておられまして、ࢲたͪにはࢿྉにある以
上は分かりませΜ。ઌੜはじかに交流していらっしΌるので、
それͧれのお人ฑなどをお聞かせいただければありがたいです。
݈ࠊは஛ࢲ、がਃし上げるのはおこがましいのですがࢲ本ɹࡔ
଄ઌੜにいΖいΖな意ຯで਌しくお෇き߹いいただき、͝ࢦಋ
をいただいた֮えがあります。ย岡さΜが๢くなったあと、た
またま෭会長でおられた஛ࠊઌੜが受け継ぐΜですが、日本建
築協会はいい後継ऀをಘて、ઓ後のいͪばΜ大変な時期を৐り
こえることができました。஛ࠊઌੜのޭ੷はย岡ઌੜとฒͿぐ
らい大きかったΜじΌないかな。幸い『建築と社会』で஛ࠊઌ
ੜの業੷や人ฑについて特集しておられる（1959年 1 月号）。それ
にਚきるとࢥいます。
ɹ஛ࠊさΜは॒川に住Μでおられて、ࢲはݸ人的にも、॒川で
஛ࠊઌੜが設計された住宅をいくつか͝Ҋ内いただいたり、新
大阪ϗςルで͝஘૸になったりしました。ࢲは住༑のことをい
ΖいΖ研究していたこともあって、਌しみをײじていただいた
のかもしれませΜ。஛ࠊઌੜは本もいΖいΖお書きになって、
おೳとかಃܳにも଄ܮがਂかった。たいへΜ͝長໋でした。
佐野ɹ஛ࠊさΜとଜ野藤ޗとࠤ野ਖ਼一は93ࡀまでੜきています。
ീ࿠さΜにしてت本ɹ௩本さΜにしても、中井進さΜや߳西ࡔ
も、ࢲはࠤ野吉඙さΜの΄か、࠷近のํは΄とΜど஌らないの
です。東ാઌੜは住吉で近くにお住みだったので、Կ度かお࢕

いしたことがありました。௩本さΜは、࠷近も日建さΜのこと
でいΖいΖおਘͶしたことがあったので、存じ上げています。
野ਖ਼一ઌੜが安井建築設計事務ॴで手がけられた大阪Ψスビࠤ
ルの૿築（๺館）はすばらしい作品で、さすがだなとࢥってお
ります。市川޺さΜも東ാݠ三さΜが始めた事務ॴを着実に発
展させておられます。ۚ多ܿઌੜはژ大のઌੜをしていらした
ので、いΖΜな意ຯで存じ上げておりました。ࠤ野吉඙さΜは
若手ですが、がΜばってここまでこられた。みなさΜ、いΖい
Ζな意ຯで日本建築協会のためにがΜばってこられたํですの
で、100周年でݦজしてさしあげたらどうかなとࢥいます。

҆Ҫ෢༤とେࡕΨεϏϧ

えていただきたいことがありまڭ野さΜにͥͻࠤ日はࠓ本ɹࡔ
す。ͻとつは、安井෢雄さΜが1919年（大ਖ਼ 8）にย岡事務ॴに
呼ばれてຬभからؼってこられて、その後、1924年にಠ立して
野ଜさΜのビルなどをやられたなかで、1933年（昭和 ಊޚ、（8
の大阪Ψスビルを建てたときのデβインのコンセプトについے
て、お෕様のਖ਼一さΜからԿかお聞きになっていらっしΌいま
せΜか。実際には安井෢雄にお会いになってはいないようです
けど。それが山口ኍઌੜの本（『自由様ࣜへのಓʕ建築家安井෢雄

఻』）にもे分紹介されていないΜです。もうͻとつ、安井෢雄
さΜのこういうझࢫでやったというようなことでԿか聞いてお
られることがあればڭえていただきたいとࢥいます。
佐野ɹৄしくは聞いていませΜし、安井෢雄もはっきりとはड़
べなかったのではないでしΐうか。山口ઌੜもずいͿΜ୳され
たのだとࢥいますが。
ɹ同時期に東ژ・日本ڮの野ଜビルデΟンά（1930年）では全
然ҧうデβインをしていますから、ࢥうとこΖはあったはずで
す。౰時の野ଜᨽ݊は新ڵのג屋さΜで、大阪Ψスはϕンνϟ
ー企業です。それͧれの建築が新しい時代のともしՐになるよ
うߟえたはずです。Ψス会社だからΨスのともしՐになるわけ
で、র明については特に大事にしたいと安井෢雄はݴっていま
す。これからの近代࢈業にふさわしい本社ビルをつくΖうとし
たときに、モμニζϜというスλイルをద༻させたのではない
かとࢥうのです。
ɹΞϝϦΧへ行って、各地を๚Ͷているときに、たとえばγΧ
ΰのΧーιン・ピϦー・スコットඦ՟ళ（1904年）、フΟラデル
フΟΞに出来上がったばかりの14'4ビル（1932年）とか、ああ
いう流ઢܕを॓したデβインに大いにܹࢗを受けているでしΐ
う。
本ɹ安井さΜがΞϝϦΧにいらっしΌったのは大ਖ਼の終わりࡔ
ぐらいでしたか。
佐野ɹまず、ย岡事務ॴにいたときに行っているΜです。
本ɹ川崎පӃの計画をΞϝϦΧの建築事務ॴといっしΐにすࡔ

（ݹຊউൺࡔ：ڙ෦෼ɺఏ）੒のϦεト࡞ઌੜྛࠓ
͜のϝϞ͸のͪʹʰ近代建築ըේʱฤ集のݪ点とͳͬͨɻ
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るときに行かれたように聞いています。
佐野ɹ1921年（大ਖ਼10）前後です。
。ってこられてまもなくですͶؼ本ɹຬभからࡔ
佐野ɹΨスビルのときにも 1回行っています。Ψスビルの設計
を始めるこΖに、大林組の大林๕ޒ࿠さΜとか、ਢլ঎会（現
ਢլ޻業）のਢլ豊治࿠さΜと一ॹです。౰時としては経ݧのগ
ない高૚ビルでしたから、ೈऑ地൫にどう建設するか、Φーν
スのエレϕーλーをどう設置するかなど、一ॹに研究したのか
もしれませΜ。もっともデβインイϝージはその時఺では΄と
ΜどかたまっていたかもしれませΜが。
本ɹΨスビルは、大阪だけの問題ではなくて、日本のモμニࡔ
ζϜ建築のなかで、ඇৗに高いレϕルにある建෺だとࢥいます
Ͷ。大阪۞楽部（1924年）をഈ見すると、クラγックなモνーフ
がたくさΜ出てくる。あれからΨスビルに転換するときのイン
スピレーγϣンみたいなものがあったのだΖうとࢥいます。大
阪Ψス前後は新しいຯのૉビル（1932年）とかೆຬभమಓの社屋
（東ژ支社、1936年）とか、モμンなものに変わっていっています
けれど。
山形ɹ建築協会に関連することですが、安井さΜは日本インλ
ーナγϣナル建築会にࢀՃしていなかったと఻えられています
Ͷ。そのなかでΨスビルが出来上がる。インλーナγϣナル建
築会のํもかなりびっくりしたl事݅zだったようですͶ。
設楽ɹいままでの流れからするとつながらないので、びっくりさ
れたとࢥいます。ΨスがҭむモμンϦビンάというのは、クラ
イΞントとしてのΨスの΄うからもԿかあったのではないかと
は૝૾するΜです。かまどで͝൧をਬいていたੜ活からいきࢲ
なりΨスコンロに大転換するわけですから。Ψスビルは 1֊、
2֊のγϣールーϜも外から見えやすいようにしつらえたとい
う形੻が、いまでも見てとれます。そういうものを大阪の市民
にΞピールするという建෺の໋࢖があったΜだとࢥうのです。
それで、いままでのクラγックではなくて、新しいモμンなੜ
活をମ現することがඞཁだった。
本ɹあの建෺の設උも新しいものをいΖいΖ取り入れておらࡔ
れると聞いています。

19�0年代͔Β80年代

山形ɹ1970年代から80年代にかけて、建築協会は௩本໠次さΜ
からࠤ野ਖ਼一さΜにόトンλッνされています。౰時は、大阪
のまͪのなかで、大阪国際ビルデΟンά（1973年）と大林大阪ビ
ルデΟンά（1973年）のπインのビルが出現したり、ロイヤルϗ
ςル（現ϦーΨロイヤルϗςル）の新館（1973年）ができるとか、い
まもランυϚークになっているものができました。80年代後半
に入ると、関西国際空港が着޻されるという時期になってきま
す。

ɹそこでࠤ野さΜにお࢕い
したいのですが、そのこΖ
の建築協会の活動でҹ象的
なことを、ࠤ野ਖ਼一さΜは
どのように話しておられま
したか。
佐野ɹその時期は、ࢲはま
だ日本建築協会のことをあ
まり஌らなかったのです
が、ࠤ野ਖ਼一には、朝食会
である建築クラブなどを௨
して、建築にか͗らず、い
ΖΜなςーϚをみΜなで語
りあって、関西の建築界をもう一回結びなおそうというࢥいが
あったようです。
設楽ɹけっこう෯広くやっていましたͶ。ࢲもまだ若かったの
で、あまりよく஌らないのですけれど。一छのαロン的な動き
もؚめて、もͪΖΜ論文・論ߟみたいなものはॏ視していたと
いますが、せっかくある਌ກஂମだから、しっかり横のつなࢥ
がりをもとうという意ࣝは૬౰もっていたとࢥいます。
佐野ɹ坂本ઌੜがさき΄どおっしΌった޻業高ߍੜのコンクー
ルは1955年（昭和30）に始まって、いまも続いています。青年
技術ऀのݦজも1954年に始まって、日本建築協会賞が1986年か
らですͶ。昭和のはじめの住宅コンϖとは内༰がҧいますけれ
ど、そういうコンϖとかݦজ੍度はずっと続けているとࢥいま
す。
本ɹཎ川੡߯ॴがいま保存؅ཧしておられるѶ屋の山༢ఛ（Ϥࡔ
υコ΢迎ෂ館、1924年）も建築協会賞を受賞されたΜですͶ。
佐野ɹ౰時始まったݦজ੍度を受け継͗ながら、いまも建築協
会は「大阪ええとこ創ੜプロジェクト」を始めたり、大阪の建
築 4ஂମ（日本建築協会、大阪෎建築࢜会、日本建築家協会近畿支部、
大阪෎建築࢜事務ॴ協会）で東日本大਒ࡂを৐りӽえるΞイデΞを
ื集したりして、੾れ໨なく、かついΖいΖな֯度から取り組
Μでいるײじがします。

೔ຊ建築ڠ会͸େࣄͳޠΓ෦

本ɹ໊古屋とか中国地ํとか各地の支部はいまも活動していࡔ
るΜですか。
設楽ɹ活動しています。ただ、いまは໊古屋の東ւ支部がいͪ
ばΜ活発で、あとはژ都支部と広ౡの中国支部だけになってし
まいました。そΜななか、東ւ支部はಠ自の環境のなかで、大
阪と連ܞしながらとても活発にやってもらっています。中国と
都は฼ମの会員数がগないものですから活動がしにくいとこژ
Ζがあります。

山ܗ੓ত
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本ɹ山形ઌੜや和田ઌੜࡔ
といっしΐに『日本建築協
会80年史』の編集やࣥ筆
をさせてもらったとき、日
建設計の長୩部ࡣ࿠さΜが
編集委員長をしておられま
した。自分が関܎していた
からݴうΜじΌないΜです
が、この『80年史』はいい内
༰で、౰時の会長さΜだけ
ではなくて、໾員をしてい
たํをみな紹介しました。
こういう記࿥はたいへΜو
ॏなものだとࢥいます。
設楽ɹࠓ回100周年記念誌を出すときも、『80年史』なくしては
成り立ͪませΜので、デーλ的なものは$%かԿかにして、100
周年史にఴ෇する形にしたいとࢥっています。
佐野ɹ人෺をもってもういっ΃Μ建築を語らせるというのはお
もしΖいですͶ。
ɹ大阪に建築の 4ஂମがありますが、ଞのஂମはみΜな、日本
建築協会の歴史の半分以ԼなΜですͶ。どういうふうに大阪の
建築界が移りかわっていったかということを஌る上では、日本
建築協会は大事な語り部になっています。そして、日本建築協
会以外の 3ஂମは、あるछの໨的を達成する、行動するஂମみ
たいなとこΖもありまして、建築協会は基൫を作るということ
で、ͪΐっと໨的がҧうかなとࢥいます。

৽͍͠ϑェΠζʹҠΔͨめʹ

設楽ɹ100周年を迎えまして、日本建築協会はこれからどうい
うとこΖにϙイントを置いて、新しいフェイζに移ればいいの
かということをみΜなで໛ࡧしています。それについて、大ઌ
ഐでいらっしΌる坂本ઌੜに͝ఏݴがありましたら、ͥͻお聞
かせください。
本ɹ建築界で日本建築協会は関西にあるという఺でඇৗにϢࡔ
ニークな存ࡏです。関西中心だから、全国的にはあまり஌らな
い人も多いとࢥうΜですけど、もうͪΐっとࢀՃしたことにϝ
Ϧットがあるというか、入っていてよかったとࢥわれるような
ことができたら、ັྗが保てるかなとࢥったりします。
設楽ɹ若い世代の人にどういうとこΖにັྗをײじていただける
かな、とࢥいます。ઌੜがࠓ日、࠷ॳにおっしΌったように、
若い人でもԿかߘدして載る、発表の場のようなとこΖがある
ということはඇৗに意ຯがあるのではないかとࢥいます。
する人で、いΖいΖお世話になったܟがଚࢲ、ॳ࠷はࢲ本ɹࡔ
ํから、こういうのがあるからԿか書いてみないか、こういう

のに入ってみないかとΞυόイスをいただきました。建築協会
のことを஌らない人が多いわけですから、あるఔ度存ײࡏがあ
るํから、若い人たͪに੠をかけてࢀՃしてもらえる機会をつ
くり、ࢀՃしたらいいことがあるʕʕというと語ฐがあるかも
しれませΜが、自分にとってߟࢀになることがあるとࢥうか
ら、というふうな༠いがあったら、৐ってもらえるΜじΌない
かな。われわれの時代とはҧうかもしれませΜが。だから޻高
ੜのコンϖなどもいいし、見学会もいい。ときどき機関誌に出
ていますけれど、いΖいΖな建築の講श会もやっておられるΜ
ですͶ。そういう੄野を広げる޻夫があった΄うがいい。100
年の఻౷はあまりにも大きい。しかし、それにあぐらをかいて
いたらいけないので、またॳ心に໭ってやっていかないと。
設楽ɹ΄Μとうにそのとおりです。いま、「6�35」といって35
以Լの集まりができていまして、൴らはこの人の話を聞きたࡀ
いという人を自分たͪで呼Μで話を聞いています。35ࡀ以Լ
って日々の࢓事がඇৗに๩しい。それをけずってでも出てきて
くれています。そうすると、θネコンにせよ、設計事務ॴにせ
よ、同じような世代で、同じような೰みをかかえながらಇいて
いる。その೰みがڞ௨していることにͮؾいたり、その中でデ
ΟスΧッγϣンをしたりできる。そういう場をఏڙすることに
は意ຯがあるとࢥうのです。
本ɹ会員同࢜がコϛϡニέーγϣンできるような機会があっࡔ
た΄うがいいですͶ。ϙπンとݽ立して存ࡏしているのではな
くて、自分が存ࡏしていることをみなさΜに஌ってもらうよう
な機会がある΄うがいい。
設楽ɹ同じことで೰ΜでいるΜだとか、そういうߟえํがある
Μだという発見をする。๯頭、᭞々たるϝンόーのなかでܹࢗ
を受けられたというお話を࢕いましたが、そΜな場をఏڙでき
ればいいなとࢥっています。
佐野ɹઌੜも࠷ॳ、日本建築協会に入られたときは神戸市の৬
員でいらっしΌいましたが、΄かのஂମとҧって、建築協会は
いΖいΖな組織にଐする人がいて広がりがあって、しかも対౳
です。日本建築家協会も建築࢜会も建築࢜事務ॴ協会も、入会
はઐ໳ऀ֨ࢿにݶఆされているわけです。
。本ɹ横のつながりがあることも大事ですͶࡔ
設楽ɹ6�35主࠵のάループが主࠵しているΞイデΞコンϖで、
そういう動きもあります。
山形ɹ『80年史』に市川޺会長のং文が͟͝います。それを見
ますと、これまで50年、60年とやってきたけれども、80年に際
して、૲創期のことを実際に஌っているํからだΜだΜ話が聞
けなくなってくる。80周年のいまから歴史のࢿྉをまとめてお
くඞཁがある、とあります。そこで坂本ઌੜにおئいして、80
年史史ྉ研究会を立ͪ上げていただいて、記念誌において「૲
創期のͻとたͪ」がऩ࿥されています。その後100周年に向け
て、ҥସえした史ྉ研究会で企画した「࠶ಡ・関西建築」とい

ઃָఃथ
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う連載記事を、100周年記念誌の一部にՃえていただくことに
なっています。
ɹ100周年の後も、関西の建築をたどっていくことが、建築協会
の活動の໾ׂのͻとつとࢥっています。坂本ઌੜはいつも「100
周年のあとはどうなるΜだ」とݴわれますが（স）。
設楽ɹみなさΜ、そうおっしΌり始めているので、100周年事
業の੹೚ऀとしてはڧく੹೚をײじます。つ͗のフェイζに移
らないといけない。もͪΖΜ、そのためには、いままでやられ
てきたことと不連続にするつもりは全然なくて、うまくつなが
りを持ͪながら、新しいཁૉもそこにՃຯしていく。それでは
Կをするか。さっきݴった若手の活動も新しいཁૉかもしれま
せΜが、それ以外にもないΜだΖうか、ということです。日本
建築協会は大阪でੜまれて、大阪でやっているΜだから。たと
えば近年大阪の都市イϕントとしてఆ着したײのある「ੜきた
建築ϛϡージΞϜフェスςΟόル」に建築協会として連ܞして
いくことによって、建築のઐ໳家以外にも活動の෯を広げてい
くことができればなどとߟえます。
佐野ɹこれはڮ௺ਈ໵ઌੜが中心となって動き出し、ӡӦ形態
を変えながら 4年続いてきた。大阪の近代建築も現代建築も෯
は広いですけど、ふだΜ೷くことのできない建෺の中をΨイυ
つきで見学できたり、建築をめぐるトークがあͪこͪであった
り。全国的にも有໊になりました。毎年10 月の຤にやるύλー
ンがఆ着しましたͶ。
設楽ɹࢀՃされているのは、もͪΖΜ建築に関܎しているํも
たくさΜいらっしΌいますが、一ൠのํの΄うが多いくらいで
す。ΨスビルなΜか長ऄのྻでした。近代建築もしくは建築に
対する一ൠの関心が広がっているようにײじています。

Ұൠのਓʹ΋໳ށを։͍ͯ

山形ɹ昭和30年代には、社会に向けて展ཡ会のྨとか、よΖず
૬ஊ会などがඇৗに੝況だったというニϡースが『建築と社会』
に載っていますが、現代は一ൠのํに向けて発信していくとい
うՄೳ性はどうですか。
設楽ɹあるΜじΌないでしΐうか。あとはわれわれのύワーの
問題でしΐうが。でないと、社会ݙߩができませΜよͶ。
佐野ɹ10 年くらい前に、஛中޻務ళのদ۾ষさΜたͪといっし
ΐに、阪ిٸమとのڞ同企画で、近代建築を見るπΞーを企画
しました。あれはઌۦ的な取り組みでしたͶ。
設楽ɹ坂本ઌੜにも講ࢣになっていただきました。
佐野ɹ一ൠのํも、ࢀՃしてみたら建築のઐ໳家のいいղઆが
聞けたとݴっておられました。建築協会୯ಠでは事業成立がし
Μどいけど、企業や建築外のஂମとλイΞップすれば、いΖい
ΖなՄೳ性がੜまれる。それͧれにϝϦットがੜまれるように
横つな͗すると、いΖΜなおもしΖいことができそうです。

います。われわれはプロの人たࢥ本ɹたいへΜいいことだとࡔ
ͪ同࢜で話し߹うことが大事みたいにࢥうけど、住宅૬ஊとか
建築૬ஊとか、もっと一ൠの人に໳戸を開いて、਌しみをײじ
てもらうようなこともඞཁでしΐうͶ。いまはそΜなことをし
なくても、べつのஂମがしているかもしれませΜが。一ൠの人
の、家を建てたいΜだけれどどうしたらいいかとか、いΖいΖ
建築についての૬ஊにのるような企画は೉しいですかͶ。
佐野ɹそういった૬ஊはஂମによって੾り口がҧってくるとࢥ
います。日本建築家協会なら、建築は建築家に頼みなさいとい
う話になっていくでしΐう。でもඞずしもそうじΌなくて、ී
௨に建てたいという人もいるかもしれないし、あるいは౔地を
ར༻してޮ཰的なϚンγϣンを建てたいという人は建設会社に
૬ஊする΄うがいいかもしれない。੾り口をどう設ఆするかに
よっていΖいΖなやりํがあるとࢥいます。
ɹࢲが建築協会に஫文したいのは、たとえば޻高ੜコンクール
をやるΜだったら、޻業高ߍにྟ時の講ࢣでڭえに行くとか、
いまある活動にԿかプラスΞルフΝをする。青年技術ऀを表জ
したら、青年技術ऀに実際に出前講࠲みたいなのをやってもら
うとか、いまあるしかけをうまくふくらませると、いΖΜなこ
とができそうなײじがします。
本ɹよき後継ऀが次々と出てこられるので、建築協会もઌ々ࡔ
頼もしいとࢥっております。ࢲもඍྗですがお໾に立てたらと
。いますࢥ
ɹこうして見てくると、関西では建築家や׭公ி、建設会社、
設උ・建材会社などがྑい意ຯで協ྗしあって、建築ਫ४の向
上やそのීٴに౒ྗを෷われてきましたが、そのഎ景に日本建
築協会の存ࡏのあることをࢥわ͟るをಘませΜ。このような఻
౷は、建築協会の 1世紀にわたる活動とڧく結びついていて、
そのことは機関誌『建築と社会』を௨して୭もがಡみ取れるの
ではないでしΐうか。
ɹ࠷後に、このような࠲ஊ会を開࠵してくださった100周年記
念事業実行委員会諸ܑの͝ް意にಞくँײの意を表したいとࢥ
います。
設楽ɹ本日は長時ؒにわたり、ありがとう͟͝いました。
ɹ� （2015年12月21日、ࣜג会社安井建築設計事務ॴにて）
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ܠ੒௕のഎࡁܦ౓ߴ

橋௺ɹ1970年代、90年代の大阪、および関西の建築に関して、
ҹ象的な事ฑなどについてお話しいただきたいとࢥいます。
上田ɹ日本建築協会がੜまれたのは1917年ですͶ。1917年はロ
γΞֵ໋の年です。ロγΞֵ໋と同時にこの協会はੜまれた。
これはඇৗにおもしΖいことです。
ɹࢲはそのこΖから1950年ぐらいまでの30年あまりをઓ૪とഊ
ઓの時代だと見ています。ഊઓ国はだいたいめͪΌめͪΌにな
るΜです。日本もഊઓの1945年から50年までは本౰にͻどい年
で、 1ઍ万人ծࢮするとか、住宅不足 5ඦ万戸とかݴわれまし
た。とこΖが日本は1950年から高度経ࡁ成長の時代に入りまし
た。それはす͝いことなΜです。
ɹなͥ1950年か、といいますと、朝઱ઓ૪がこの年に始まるの
です。日本の都市も޻場もઓ૪でյ໓しました。しかし、朝઱
ઓ૪が始まると同時にいΖいΖなઓུ෺ࢿがඞཁになってきて、
その特需で復ڵしたΜです。
ɹそれから1956年に第 2次中東ઓ૪がىきまして、スエζӡՏ
をめぐって英෹とイスラエルが手を組み、エジプトとઓ૪をし
た。そのときの主໾がエジプトのナセル大౷ྖで、൴がスエζ
ӡՏを෧࠯したΜです。これで世界がͻっくりかえった。それ
まで石油は地中ւを௨ってニϡーϤークに行き、そこからύイ
プラインでロαンθルスにӡばれて、ロαンθルスから日本に
λンΧーでӡばれてきたΜです。とこΖが、スエζӡՏが෧࠯
されたために、ϖルγϟ࿷の石油をӡͿλンΧーはインυ洋、
ଠฏ洋まわりで日本に来た。それからଠฏ洋を౉ってΞϝϦΧ
に行った。だから日本は石油がΞϝϦΧよりずっと安くなり、
それまでの 3分の 1ぐらいの価֨になった。こうして、1954年
から神෢景ؠ、ؾ戸景ؾ、い͟な͗景ؾ、ϙストい͟な͗景ؾ
が๚れ、高度経ࡁ成長が続いたのです。
ɹその次の経ࡁ成長はコンピϡーλϦθイγϣンです。ΞϝϦ
Χではコンピϡーλは܉事とӉ஦開発でしか࢖えなかったが、
日本は民ؒで࢖った。それで日本の機ցੜ࢈がものす͝く発達
した。だからഊઓ国が世界第 2Ґの経ࡁ大国になったのです。

1963年にࢲは「新住宅市֗地開発
法」というニϡーλ΢ンの法཯を
作りました。ですから、ઍཬ、ઘ
๺、多ຎのニϡーλ΢ンはすべて
関܎しています。Φイルύワーの
おかげで大規໛開発がੜまれてく
る。1979年にエζラ・ϰΥーή
ルがl+BQBO BT /P�1z、日本は世界
一だという本を書きました。しか
し、1991年͝Ζからόブル่յが
始まり、1997～98年͝Ζ日本のۜ

行が続々౗れた。そういう時代がありまして、21世紀に入って
からはその後始຤の時代です。

ϙεトϞμχζϜ

上田ɹ建築にそってਃしますと、ϙストモμニζϜというӡ動
がىきたことは͝存じだとࢥいます。「ϙストモμン」という
い出して、΄かの世界にも広がりました。建築ݴ༿は建築でݴ
の世界では一時の流行で終わってしまいましたが、఩学や社会
学、人ྨ学の世界ではいまでも真݋に議論されている、ඇৗに
ॏい意ຯを持つݴ༿なΜです。
ɹ建築でݴえば、モμニζϜは近代建築様ࣜです。それは古య主
義様ࣜに対߅してىきたものです。古య主義はΪϦγϟ以来、
石଄りの神఼で、ઓ૪でΪϦγϟ人が勝ったֆをඳいたፏֹを
掲げて神様に๋げるわけです。まさに神のための建築が西洋の
様ࣜ建築だった。とこΖが、ル・コルビϡジエ（1887�1965）とい
うஉが現れて、神の建築を൱ఆし、ଠཅ、྘、空ؒの人ؒの建
築とݴった。それが近代建築、モμニζϜです。
ɹそれに対して、ϙストモμンがىきるわけです。これはνϟ
ールζ・ジェンクス（1939�ɹ）がݴい出したのですが、ΞϝϦ
Χで日系建築家のϛϊル・ヤϚαキが設計してプルーイット・
Ξイΰーஂ地（1956年׬成）をつくった。大規໛なஂ地で、2870
戸の人が住Μでいました。とこΖが、1972年にセントルイス市
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大阪万博から阪神淡路大震災復興の時代
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খྛҮ༤（ਓͱ๷ࡂະདྷηϯλʔ্ڀݚڃһ）ɺఱ໺௚थ（ࣜג会ࣾ஛中޻຿ళऔక໾ઐ຿ࣥߦ໾һɺ日本建築協会෭会௕）
େҪঢೋ（ࣜג会ࣾେྛ૊ސ໰ɺ日本建築協会෭会௕）ɺઃָఃथ（ࣜג会ࣾ҆Ҫ建築ઃࣄܭ຿ॴৗ຿औక໾ࣥߦ໾һɺ日本建築協会෭会௕）
（तڭ෎ཱେֶಛผࡕେ）ਈ໵௺ڮ
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౰ہの手でരഁされてしまう。なͥかというと、൜ࡑの૥۸に
なったからです。ル・コルビϡジエ流にزԿ学的に設計されて
いて、୭がどこにいるかが一໨でわかる。൓面、建෺がみなೆ
面しているために࠺นの΄うは影になり人から見えにくい。そ
ういうとこΖから൜ࡑがىきたとݴわれました。
ɹνϟールζ・ジェンクスがϙストモμニζϜとݴったことに
よって、近代建築はだめだ、となった。中世の࿏地や໎࿏の建
築にؼΖう。ࢲもزԿ学的なまͪはやめよう、໎࿏のまͪにؼ
Ζうとݴった。໎࿏のまͪに住Μでいる人ؒは໎࿏の中をよく
஌っているからです。よそからやってくる人ؒはよく஌らない
から໎࿏そのものが都市の安全上の৓นだというߟえํです。
ɹこの時代に関西で 2つ、 3つ、大きな出来事があります。 1
つはઍཬニϡーλ΢ンです。1960年に大阪෎企業ہができまし
た。国家からおۚをもらうだけではなく、自分らでۚ໥けをし
ようとした。そして新しい౔地を଄成する事業を始めた。企業
。が手がけたのがઍཬとઘ๺のニϡーλ΢ンですہ
ɹこれは׬全にモμニζϜの建築で、プルーイット・Ξイΰー
ஂ地と同じです。しかし、1970年に大阪で開࠵された日本万国
博ཡ会はモμニζϜではないΜです。そのこΖࢲはژ都大学に
おりましたが万博を手఻うことになり、ςーϚにおࡇり広場を
もってきた。実はこれはありえないことでした。なͥかという
と、万博というのは࢈業ֵ໋のਃしࢠです。イΪϦスで࢈業ֵ
໋がىこり、いΖいΖな੡品を世界にചるために、1851年にロ
ンυンで࠷ॳの万博が開かれた。以後ずっと޻業੡品を13し
てചるのが万博の࢓事だった。大阪万博がそれを変えてしまっ
たのです。ࢲはおࡇり広場をఏҊして実現しました。それでॴ
؅の௨࢈省がౖったΜです。ࢲはそのとき、新しい࢈業੡品を
ചるのはいやだ、もっと文化をചりたいとࢥったのです。
ɹもう 1つ、୮Լ݈三さΜがおࡇり広場に大屋ࠜをつくられた。
これが実はϙストモμンなΜです。なͥかというと、これはڊ
大なものです。それをつくるためにはものす͝く大きなԾ設が
ඞཁになってくる。とこΖが୮ԼさΜはとΜでもないことをや
った。地上で大屋ࠜを組Μで、 6本のபでジϟッキΞップした
のです。ै来の建築޻法にはまったくなかった発૝です。これ
が万博の象௃的な、かつϙストモμニζϜな動きです。
ɹ 3൪໨に、関西空港もϙストモμニζϜ的なΜです。国際空
港をւのなかにつくるなΜて発૝は世界にまったくなかった。
大変な発૝の転換で、あのߏ૝自ମがϙストモμンなΜです。
ɹそういうふうに、ϙストモμンというのは、それまでのモμ
ニζϜに対して、新しい技術などをੜかして発૝の転換をഭる
ような大変ֵをやる。モμニζϜではやっていけないとこΖに
ϙストモμンが出てくる。関西は大阪万博、国際空港などでϙ
ストモμンを実現したわけです。しかし、いΖいΖ問題はある。
橋௺ɹ日本建築協会はロγΞֵ໋の年に創立されました。機関
誌໊を『建築と社会』とした఺に、その時代のؾ分が൓өされ

ていますͶ。社会問題をςーϚにし、都市にඞཁな新しい施設
の特集を組Μで、社会のなかで建築家、あるいは建築はいかな
る໾ׂを୲うのかをߟえるとこΖに新しいՄೳ性を見出したの
がઓ前の日本建築協会でした。
ɹさて、ઍཬニϡーλ΢ンのまͪびらきが1962年で、67年に建
築協会が50周年を迎えています。まさにઍཬニϡーλ΢ンが出
来上がり、70年の万博にいたる、モμニζϜからϙストモμニ
ζϜへの転換期ですͶ。
ɹ次に、໐ւઌੜに都市景観とデβインとか、70年代、80年代
のҹ象的なことをお話しいただけたらとࢥいます。

都市؍ܠとσβΠϯ

໐海ɹ大阪はઓ後の都市੔උに取
り組みましたが、70年代にॏཁな
事業が໨നԡしになるΜです。象
௃的なのは1970年に׬成したધ
場センλービルや大阪駅前第 1ビ
ル、୩ொ地۠市֗地վ଄事業で、
これらは実ݧ的でありઌۦ的でも
あったけれど、建෺や機ೳのߋ新
をどのようにするかが՝題になる
とࢥいます。ધ場センλービルは
交௨動຺を都心に入れるために建
෺上部に高速ಓ࿏を৐せた。ಓ࿏と建෺が一ମで、建෺が۠分
ॴ有になっているためক来の取りѻいが༰қではありませΜ。
ɹ日本のまͪは空ऻにあったこともあって、΄とΜどの都市が
歴史的地۠である都市の中心部にंをどΜどΜ入れるという選
୒をした。ઓࡂを໔れた都市では歴史的景観を残すՄೳ性もあ
ったのですが、一部のྫ外的な都市をআいて、৐り遅れまいと
してどΜどΜंを入れる。Ϥーロッύとはまったくҧうまͪͮ
くり手法に入っていきました。
ɹ「࠶開発は大阪発」とよくݴわれましたが、90年代になって
༺౳の活ۚࢿ開発をۚ༥機関に委Ͷる、後の1'*（1999年「民ؒ࠶
による公ڞ施設౳の੔උ౳のଅ進に関する法཯」施行）のはしりのよう
な౔地信託ܕの事業がどΜどΜ出てきました。それがみΜな失
ഊして20年後のいまπέになってฦってきている。どうしてそ
ういう事態になったのか。ۚࢿのऩ支ばかりをߟえて、まͪの
ক来をどうするのかという視఺がܽけていたのだとࢥいます。
ɹさき΄ど上田ઌੜから、空港をւにつくるのはϙストモμン的
という話がありましたが、そうでもないとこΖもあって、ւ上
開発はա৒開発というモμンのݖ化のようなଆ面もあります。
60年代はじめに来日したワイζϚン調査ஂは、ಓ࿏や港࿷など
関西の૯߹的な開発のਪ進をఏҊしました。それに影響されて
大阪港と阪神港の計画がݕ討され、なかにはびっくりするよう
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なすさまじい大規໛計画もありました。景ؾがよくなるにつれ
ւ上開発が次々と行われていきました。
ɹとりわけ大阪市のྟւ部には広大なຒめ立て地があります。
大阪市はそれをてこにして新しい大都市的発展を਱げようとし
たのですが、ͶらっていたΦϦンピックটகに失ഊして、開発
੔උのΪΞをかえないといけない事態になりました。ւの上は
ともかくຒめ立てたら࢖えて自分のものになるみたいな֮ࡨが
あって、౤ࢿしていきました。しかし、そこがͪΌΜと市֗化
とかར༻ができないと、౤ࢿがπέになってฦってくる。そう
いうߏ଄がりΜくうλ΢ンにもあります。大阪港とりΜくうλ
΢ンの྆ํにγンϘϦックな௒高૚ビルが建っていますが、あ
れはϙストモμンではないとࢥいます。この 2つの地Ҭのক来
に対してൈ本的な取り組みがඞཁだとࢥいます。
ɹ景観に関しては、1980年に大ฏट૬の政ࡦ研究会が出した『文
化の時代』という報告書がॏཁな໾ׂをՌたしました。これを
受けて、各地で「文化行政」「地Ҭのあるまͪͮくり」が展開し
ました。1988年にࢲが出版した『景観からのまͪͮくり』は、
このときに行われたฌݝݿの調査に基ͮいています。景観のま
ͪͮくりは着実に展開したとࢥいます。
橋௺ɹ๯頭でおっしΌった、ધ場センλービルとԼࣉொ、上࿡
にいたる市֗地の公ஂ住宅ですが、ઓ後復ڵの都市計画で、ޚ
ಊےと同じ෯の東西のಓ࿏を଄Ζうとしてなかなかできないな
かで、70年の万博にؒに߹わせるべくધ場センλービルをつく
った。ಓ࿏༻地のなかにط存建෺の移転ઌのビルデΟンάと高
速ಓ࿏と地Լమをいっせいに組みあげるというのはै来なかっ
た発૝でした。Լࣉொの住宅は空ऻのମݧもあって、まͪのな
かにビルܕでԼが঎業施設の集߹住宅をつくって๷Րଳにしよ
うとした。ともにઓ後復ڵのなかでੜまれたΞイデΞです。そ
れから、川をຒめ立てて阪神高速ಓ࿏をつくる。
ɹ1970年に駅前第一ビルが׬成し、ঃ々に復ڵの࠶開発が進み
ました。80年代から90年代ॳ頭にはϕイエϦΞに意ࣝが向い
て、関西国際空港が94年ॡ޻、同じ年に"5$、翌年85$なΜ
ですが、ւลの開発は、山を࡟りւをຒめ立てて౔地をつくる
というࣜג会社神戸ํࣜで神戸がઌ行していて、大阪のϕイエ
ϦΞがそれに続いていた。しかし、大阪のϕイエϦΞ開発が࢟
を見せたこΖ阪神୶࿏大਒ࡂ（1995年）がىき、神戸は大きなඃ
。を受けてしまいました֐
ɹ次に小林ઌੜ、神戸の70年代から਒ࡂのこΖまでについてお
話しください。

ਆށʹ͓͚Δ建築

小林ɹࢲは69年に大学Ӄを出て࠷ॳにやったのがϙートΞイラ
ンυの計画でした。神戸のྟւ部開発がࢲの࢓事で、そのあた
りの話はよく஌っていますが、建築学Պଔ業ですけど建築につ

いてはあまり௚઀関܎していませ
Μ。しかし、ࠓ日は日本建築協会
ですから、建築のことに৮れてお
きます。
ɹ阪神ؒの住宅には、とくに有໊
でもないがそれなりにͪΌΜとし
た建築がたくさΜありますが、結
1920年代から30年代につく、ہ
られたものが阪神ؒ住宅地の基本
で、それ以後、これといった建築
があるようにはࢥえませΜ。
ɹ神戸ϋーόーランυの計画を1986年͝Ζから਒ࡂ௚前の93年
ぐらいまで୲౰し、いくつか建෺は建っていったΜですけど、
あのこΖ大阪の0#1なΜかに建っている建෺よりはるかに࣭が
ѱいといいますか、大阪にはͪΌΜとした建෺があるが、神戸
にはΖくでもない建෺しかないなあというࢥいがありました。
਒ࡂのあとの復ڵ建築も、神戸にいるऀとしては見るべきもの
はないという֒ײを持っています。建築界のํはどうࢥってお
られるかわかりませΜが。
ɹそうはݴっても、ࢲは 3つだけまともな建෺が建っていると
。っていますࢥ 1つはѶ屋の若ٶ地۠の住環境੔උ事業で、後
藤༞介さΜ（(6計画研究ॴ）が計画、ߐ川௚थさΜ（現代計画研究
ॴ）が設計された復ڵ公Ӧ住宅で、ط存の戸建住宅との༥߹が
見事です。
ɹ 2つめは、長田۠真野の東৲஑コートです。真野に長年かか
わっているٶ西༔࢘܅がコーνΟネートして大阪のࣲ山௚ࢠさ
Μが設計されました。建෺そのものより、どΜな建෺をどうい
うγνϡエーγϣンでまͪの࠶建に関わってつくるかという、
ඇৗにॏཁなςーϚを持っています。
ɹ 3つめはୋ取のϖーύーυーϜです。坂ໜさΜがԾ設のڭ会
を࠶建しようということで、神田神෕のまͪの集会ॴならとい
うことでϘランςΟΞの手で建てられ、10年後に୆࿷・ᆏཬに
移築されました。これも建෺そのものの設計に意ຯがあるとい
うより、なͥそういう場ॴにそういうものをߟえ建設したかと
いう఺がॏཁなものだとࢥいます。
ɹ1970年に高さ੍ݶや༰積཰がಋ入され、景観とか建築に関す
る大きな転換になったとࢥうΜですけど、都市計画の面でいえ
ば、1980年に地۠計画の੍度がಋ入されたことが「まͪͮく
り」のスλートだとࢥいます。それまで全国一཯の都市計画が
前ఏだったのが、地۠計画によって、それͧれの地Ҭや地۠が
やったらいいというふうに転換された。それ以後、都市全ମに
都市計画法でやっていることに΄とΜど意ຯがなくなり、各छ
の地۠計画がいっͺい出てきて、各地۠がそれͧれどのように
やっていくかというとこΖに転換していく。ٯにいえば、都市
計画は地۠にϕースをおいて、そこにいる人たͪが自分たͪの
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まͪをどうするかということを基本にしたまͪͮくりに転換し
ているとࢥいます。
橋௺ɹ神戸で࠷ॳの地۠計画はどこですか。
小林ɹ真野地۠です。時ؒ的にはϙートΞイランυの΄うがͪ
ΐっとૣいかもしれませΜが、΄΅いっしΐです。ϙートΞイ
ランυは地۠計画の੍度ができたからやっただけです。景観の
΄うからいうと、神戸の都市景観৚ྫは78年ですが、神戸のま
ͪͮくり৚ྫが81年で地۠計画に߹わせて作られています。78
年から81年あたりに、神戸のそういった全国のઌۦ的なまͪͮ
くり੍度が੔උされていきました。

ւ্都市

小林ɹ࠷後に、ւ上都市の話をします。ࢲは1969年から神戸港
ϙートΞイランυのຒ立地の基本計画・基本設計を୲౰してい
ました。ઍཬ、多ຎ、西神といった内཮部のニϡーλ΢ンに対
して、ւ上のニϡーλ΢ンとしてϙートΞイランυ、࿡ߕΞイ
ランυとݴわれますけど、基本は港࿷で、ϙートΞイランυも
࿡ߕΞイランυもコンςナ෈頭をつくることに意ຯがあり、国
家事業として大半のおۚはそこに౤入されているわけです。ຒ
立地の真Μ中はધが着かないから、港࿷屋さΜとしてはどうで
もいいのです。神戸市は࿡ߕ山࿢の市֗地にฏୱな౔地もない
ことだし、せっかくだからその౔地をར༻してւ上都市をߟえ
ようということになったので、はじめからւ上に都市をつくΖ
うという意ࢥがあったとはࢲはࢥっていませΜ。౰時の原口忠
次࿠市長がどのఔ度まで意ࣝしていたかわかりませΜが。そう
いうかたͪでւ上に新しい都市をつくるのはニϡーλ΢ン開発
のなかではかなり௝しい。同じような大阪ೆ港のϙートλ΢ン
の開発などもあり、そしてྟւ部の古い࢈業・流௨施設を、神
戸ϋーόーランυとか、横඿みなとみらいというかたͪで都市
化していく。࠷後は੡మॴ੻地への਒ࡂ復ڵγンϘルプロジェ
クト)"5神戸だとࢥいます。そういった఺でも、神戸はかなり
ઌಋ的な໾ׂをՌたしたのではないかとߟえています。
上田ɹいまݴわれた原口市長というϢニークな市長は、υイπ
Ϛルク࠴をआりているΜです。日本の政෎はିさなかった。そ
して山を่して、その山の౔でもってϙートΞイランυを作っ
た。これはϙストモμンかなとࢥうΜです。
ɹそれから、関西空港ももっと空港と一ମになったศརな港を
つくればよかった。そうすれば神戸空港なΜかつくるඞཁはな
かった。りΜくうλ΢ンももうͻとつύッとしない。もっとւ
をར༻すればいいのに౔地のことしか見ない。あれはઘभを発
展させるための大阪の地Ҭエΰで、さらに広い関西という立場
に立てばもっと活༻のํ࢓があったとࢥいます。
ɹとこΖで、ژ都駅の上にレストランがたくさΜあるのですが、
10֊、11֊のレストランの૭からは๺ଆのژ都のொや๺山、東

山、西山が全部見える。観光٬の໊ॴになっているΜです。࠷
近ژ都は観光地としてのגがす͝くあがっていますͶ。あそこ
に立って͝ཡになると、これが日本か、とࢥう。๺山、東山、
西山にはమౝがͻとつもない。そΜな山は日本の大都市の周ล
にはありませΜ。ੜۨ山なΜかͻどいもΜですよ。
ɹもうͻとつ、まͪに広告ౝが΄とΜどない。東本ࣉئと西本
の大きな屋ࠜが見えるくらいで、広告ౝがないということࣉئ
はす͝いことなΜです。ژ都がこΜなに観光地として有໊にな
ってきているのは、それだけのまͪͮくりをやってきたからで
す。このことをධ価すべきじΌないかとࢥうΜです。
橋௺ɹ上田ઌੜはラビϦンス（໎ٶ、໎࿏）をキーワーυの 1つ
とされていました。ژ都においてはொ家の࠶ར༻、大阪におい
ては川ےの࠶ධ価、それから௟कの৿の研究と続く。もともと
モμニζϜ的なීวの世界ではなくて、ݻ有のものをධ価して
いこうしていらっしΌるとࢥうのですが。
上田ɹそうです。ொ家は、ࢲが学ੜを࢖ってずいͿΜ調査し、本
を 3、 ったレ࢖都ではொ家をژ書きました。そのおかげで࡭4
ストランなどがたくさΜできたので、ある意ຯで復ݖしていま
す。大阪でࢲがやったのはϦόー΢Υークです。それまで川を
എ中にしていたのを、ݰ関を川ଆにもっていった。おかげで、
だいͿ川ےがきれいになりましたͶ。かつて大阪がീඦീڮと
、われたのに対して、808のϦόー΢Υークができればいいなݴ
とࢥっています。モμニζϜの都市計画に対して、中世のີ集
した໎࿏のまͪの΄うが、Ӵੜなどの問題はありますが、人ؒ
がੜきて住む場ॴだとࢥいます。
橋௺ɹ໐ւઌੜ、༰積཰੍のಋ入や景観についてお話しいただ
けますか。

༰ੵ཰੍のಋೖと؍ܠ໰୊

໐海ɹ1970年、建築基४法のվਖ਼で༰積཰੍がಋ入されまし
た。それを୲౰した౰時の国の໾人が後に書いた文ষをಡむと、
東ژ中ฏۉしてもたかだか 2֊をӽえるぐらいが現ঢ়で、こう
したঢ়況はক来も大きくは変わらないだΖう。ہॴ的に高༰積
のビルが建つことになるが、現場で調੔すれば大きな問題はى
きない、とߟえていたようです。景観的な観఺からの現場での
調੔に期待したのではないかという研究ऀもいます。ىきてか
ら対Ԡしていくという࢓組みです。
ɹ༧૝௨り全国各地でϚンγϣン建設をܖ機とした景観ฆ૪が
ස発することになりました。地۠計画でฆ૪の発ੜを๷ぐこと
ができるのですが、後のࡇりঢ়態のとこΖが多いのが実態です。
ɹ大阪ではޚಊےの景観問題が༰積཰੍と関܎があります。༰
積཰੍がಋ入された౰ॳは、いわΏるਈ࢜協ఆでޚಊےԊಓの
建෺は高さ31ϝートルがकられました。それが1991年に見௚す
ことになり、景観論૪がىきたのです。さま͟まな議論があり
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ましたが、高さを50ϝートルに؇和した「ޚಊےԊಓ建築෺の
まͪなみ༠ಋに関するࢦಋཁߝ」ができました。ࢲもこの見௚
しをݕ討する委員会の一員になり、世界の代表的な大௨りԊಓ
の建築規੍を調べました。
ɹژ都では、1980年代のژ都ϗςルの建てସえ、1990年代のژ
都駅建てସえで、建෺高さに関する論૪がىきました。いずれ
も༰積཰੍と関܎があります。
ɹ2004年の都市࠶ੜ特ผા置法による؇和ા置で、ޚಊےԊಓ
に建つ建෺も影響を受けています。༰積཰を؇和するとそれが
高さにはͶฦる。都市࠶ੜ法は事業ऀの発Ҋが༏ઌするのでど
うしても対Ԡが後௥い的になってしまうのが実৘です。
ɹ大都市都心部における高さをؚめた建築の景観的な༠ಋは、
東ژではۜ࠲、ؙの内、大阪ではޚಊےで取り組まれています。
っているのࢥは世界のトップレϕルのいいಓ࿏だとےಊޚはࢲ
で、そこに建つ建෺についてे分議論して、そこにふさわしい
建෺とか༻్ができていくےಓをはっきり֬立していくべきだ
とࢥっています。いままでもそうした౒ྗは行われ、ͪΐっと
ずつ時代にあわせて変えながらも、一ఆのよさを保っていると
إいます。時代をઌ取りした՝題をૣめに議論して、大阪のࢥ
をなくしたくないなとࢥっています。
橋௺ɹઓ前に日本建築協会が、日本でॳめて都市計画のデβイ

ンコンϖを実施しました。大阪駅
前から中೭ౡあたりをどのように
変えるのかが՝題でした。౰時、
大都市、࿡大都市の特ผ市੍のޒ
ಋ入をめぐって議論があった。大
阪都ிࣷを中೭ౡにつくるとか、
駅前全ମをどう開発していくか、
という議論があった。そのこΖ、
日本ではいͪૣく、ޚಊےԊいと
駅前周ลがඒ観地۠にࢦఆされま
した。そのときのඒ観というのは、
まだ二֊建ての建෺ばかりのとこ

Ζを、近代的なビルデΟンά֗にしようというもので、各地ݖ
ऀはがΜばって高さඦईのビルを建てましΐうということだっ
た。
ɹঢ়況が変わったのはおそらく73年に大林組本ళと大阪国際ビ
ルがനとࠇの௒高૚ビルをڝい߹って建てたときでしΐう。以
߱、大阪においても௒高૚ビルが林立し始めた。その際、高さよ
りも༰積の話にγフトする前ఏができあがった。あとはޚಊے
にしても、ক来こうあるべきだということではなく、その時々
の規੍にैって、ޚಊےにふさわしい景観をᨳっていくように
なりました。
小林ɹ高さをܾめるのはඒ観、見た໨です。༰積というのは経ࡁ
的な価値の話でしΐう。どれだけ建てられるかという問題は、

高かΖうが横に広がΖうがどうでもいいわけで、どれだけのϚ
スが΄しいかという経ࡁ原ཧです。70年にΨラッと変わったの
はそういうことではないかとࢥうΜです。80年にまたそれはお
かしいとなった。だけど、80年代になって、ΞϝϦΧもイΪϦ
スも、民活とか、まͪͮくり系とか、経ࡁの発展だけではいけ
ないということがかなりৗࣝになっていったとࢥう。日本は80
年代後半から90年͝Ζにかけて経ࡁόブルがىきて極୺に行き
ա͗てしまった。それが่յして2000年の小ઘ内ֳの時代が来
るまで回復しなかった。
ɹまͪͮくりは80年にスλートして、そういった࠳折を経たけ
れども、95年の阪神୶࿏大਒ࡂのあとで復ݖした。さっき਒ࡂ
後の建築には見るべきものはないとݴいましたが、都市計画的
にはありました。結ہ、地Ҭや市民の人たͪがまͪを自分たͪ
の手でなΜとかしようとすることがもっとも大事だという主ு
が阪神୶࿏大਒ࡂ後の復ڵまͪͮくりで、国や市がいくら۠画
੔ཧなどをやっても、そこに住Μでいる人たͪが立ͪ上がらな
いか͗りうまくいかないということがはっきりした。神戸市で
はそれに呼Ԡするかたͪで、80年代からのまͪͮくりの歴史が
うまくੜかされたとࢥっています。
上田ɹ༰積཰੍という問題のഎ景には日ถߏ଄協議があったと
。くなってΞϝϦΧはμ΢ンしたڧがあまりにࡁう。日本の経ࢥ
それでΞϝϦΧのものをങってくれ、ということで政治交বが
行われた。そのなかで、はっきりݴえばΞϝϦΧのθネコンを
もっと日本で࢖ってくれ、とݴってきた。そのために都市のな
かで௒高૚をやらせΖ、という話です。そこで༰積཰੍の؇和
が出てくる。とこΖがそれは実現しなかった。日本のθネコン
はڧいですから、ΞϝϦΧのθネコンが入る༨地はなかった。

λʔϛφϧ։ൃ

橋௺ɹ日本建築協会の෭会長であり建設業界のॏ௟であるみな
さΜは、ઓ後の関西、大阪をどΜなふうに૯ׅされますか。
設楽ɹࢲ自਎も、うͪの安井建築設計事務ॴも、駅ビルとかλ
ーϛナルの開発をけっこうやってきましたので、それについて
গしお話しさせていただきます。
ɹଠฏ洋ઓ૪のとき、国మの駅が空ऻにૺったりして大きなμ
ϝージを受けました。終ઓ௚後は駅機ೳを復活するのがやっと
というஈ֊だったとࢥいます。国మにおۚがないので民ؒのྗ
をར༻しようという動きのなかで現れたのがఱԦࣉ駅などの民
ऺ駅で、一時代を画しました。それは地ݩのࢲమやඦ՟ళと組
Μでやるもので、1950年から60年、そして東ژΦϦンピックの
こΖまでありました。1971年に法վਖ਼で国మが出ࢿできるൣғ
が広がり、駅ビルがՄೳになりました。関西ݍでݴえば、Ѷ屋
のスςーγϣンビル、大阪駅のλーϛナルビル、いわΏるΞク
ςΟ大阪ができる。౰社はそういうλーϛナル開発のお手఻い

ਈ໵௺ڮ
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をしてきたという歴史があります。
ɹただ、これはࢲのݸ人的意見で
すが、λーϛナル開発というのは、
できるだけ駅に来られるお٬さΜ
が૿えて、事業ऀとしての国మ・
+3が५うことが໨的ですが、はた
して౰ॳ、人がまͪに出ていくよ
うな開発ができていたかとࢥいま
す。そういった視఺が現れるのは
もっと後で、2011年にΞクςΟ大
阪の૿চをやったとき、໐ւઌੜ

はじめ学ࣝ経ऀݧのํに͝ॿݴ、͝協ྗをいただいていΖいΖ
となりました。このときॳめてまͪと駅ݧえたことがいい経ߟ
の૬ޓ作༻をߟえるようになり、まͪͮくりにより近ͮいてき
たのかなとࢥいます。ඦ՟ళの中਎を見せる、駅からまͪが見
える、まͪから見て駅がよくわかる、そういう開かれた視఺が
できてきました。
橋௺ɹ໎࿏ঢ়の地Լ֗もؚめて、駅周ล部に文化的な機ೳやޘ
楽の機ೳが஝積し、ෳ߹的なエϦΞになっています。Ԥถのモ
デルではなく、関西ಠ自の開発が進Μでいるとײじます。
設楽ɹもともと阪ٸさΜ、ژ阪さΜ、ೆւさΜなど、ࢲమです
からറりがありませΜので、λーϛナルに๊き߹わせでඦ՟ళ
機ೳを持ってきたりされていた。ڌ఺をがっͪりつくるという
఻౷が関西にはあるとࢥいます。

λʔϛφϧへدΔ都৺

天野ɹࢲがۈめている஛中޻務ళはもともと໊古屋で発঵し、
1899年神戸に、それから大阪に入り、いま本ொをڌ఺にしてい
ます。఻౷的に民ؒをやっているのがฐ社の特௃的な事業ߏ଄
で、そういう企業風౔ができています。
ɹࢲがここ 8年ぐらい୲౰したのが近మさΜのあべのϋルΧス
です。近మさΜは関西でいͪばΜԊઢڑ཭が長いࢲమです。大
阪は民ؒがڧいとݴわれますが、新しいまͪͮくりを民ؒ主ମ
でやっているというイϝージがڧいです。その大きな໾ׂを୲
っているのは、+3もؚめてమಓ事業ऀではないか。
ɹ࠷近の全国の܏向をみていると、都心がλーϛナルへدって
いっている。東ژは山手ઢがありもうগし広Ҭですが、໊古屋
も明らかに駅前ですͶ。ژ都も࢛৚ががΜばっていますけれ
ど、それでも駅前にॏ఺がγフトしている。大阪もそうです。
博多も、いまఱ神地۠がかなりしΜどくなっているようにࢥい
ます。これからはコンύクトγςΟやスϚートγςΟとݴわれ
ていますが、そのなかでλーϛナルがまͪおこしの大きな֩の
1つになるのではないかとࢥいます。
ɹࢲのとこΖはさき΄ど໐ւઌੜがお話しになったޚಊےの民ؒ

ネットワークのװ事会社をやって
おりまして、ޚಊےはগし௥い込
まれている。家௞だけでみると、
とくに本ொあたりが௜Լしている
とࢥいます。大阪はいまはॎ࣠の
まͪで、中೭ౡからೆ港にむけて
横࣠をԆばすという展๬がありま
すが、なかなか進ΜでおりませΜ。
ॎでもക田と೉೾、大井さΜがや
られたなΜばύークスなどはかな
り集٬がありますが、本ொ・心ࡈ
あたりがগし௜Μでいる。そういうなかで、まͪおこしをどڮ
Μなふうにするかが՝題だとࢥっています。
ɹమಓ会社はӡ༌を中心にしていますが、人口が減গしていま
すし、郊外も人が減っているので、もうそれだけではやってい
けませΜ。しかし、実はࢲమは小林一三のこΖからԊઢ価値の
向上のために、駅前デύートのみならず、ܶ場、ඒ術館、野ٿ
場といったものをつくってきました。まさに社会そのものをつ
くっている。൴らは大きな໾ׂを୲ってきたとࢥいます。
橋௺ɹઓ前からઓ後にかけて大阪を支えてきた都心部のΦフΟ
ス֗と問屋֗が空ಎ化した。ΦフΟス機ೳはキλに集積し、৘
報のڌ఺もക田や新大阪駅周ลに集積している。これからは中
心部をどうしていくかが大きな՝題ですͶ。
天野ɹધ場全ҬでߟえていかなければならないでしΐうͶ。
橋௺ɹ都心全ମのϦϊϕーγϣンですͶ。大井さΜはઓ後の関
西・大阪をどう見られていますか。

ϗςϧ建築ͰͨͲΔ�0年代͔Β90年代

大井ɹ大林組は大阪で創業以来、125年あまりの歴史を持って
います。そのؒ、૯߹建設業としてさま͟まなプロジェクトで
関西の人たͪとともに関西のまͪͮくりの一୺を੥けෛわせて
いただいたことにまずँײしたいとࢥいます。ࢲ自਎、大阪で
ੜまれҭͪ、入社後も΄とΜど大阪でա͝しました。
ɹ「人は世につれ、世は人につれ」とݴいますが、「建築は社会に
つれ、社会は建築につれ」ともݴえるのではないでしΐうか。
日本建築協会の機関誌は『建築と社会』ですが、まさに建築に
関わるさま͟まな業界が社会に対して発信していくことで、そ
の歴史をࠁΜできているとߟえます。そこで、ϗςル建築に着
໨して70年代から90年代の流れを見てみたいとࢥいます。
ɹઓ前からあるϗςル、たとえばಸྑϗςル、ๅ௩ϗςル、࿡
Ԃϗςルなどはクラγックϗςルに分ྨされࢠߕ、山ϗςルߕ
るものでした。1964年の東ژΦϦンピックをܖ機として、東ژ
ではそれまでのཱྀ館という॓ധスλイルから西洋ࣜのϗςルが本
֨的にできてきました。ۜ࠲東ٸ、ύレス、ΦΦクラ、ニϡー

ઃָఃथ ఱ໺௚थ
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Φーλニ、高ྠ、プϦンス、そし
て外ࢿ系の東ژώルトンができ、
第 1次ϗςル時代と呼ばれていま
す。このとき『建築と社会』でϗ
ςル建築特集が組まれ、トレンυ
をϦーυしています。この時期に
関西では新阪ٸϗςルが開業しま
した。これらのϗςルの΄とΜど
は、ࡒൊ系ࢿ本、మಓ系ࢿ本でߏ
成されています。70年に大阪で日
本万国博ཡ会が開࠵され、大阪ロ
イヤル、ژ都άランυ、プラβ౳のϗςルが建設開業、大阪に
も洋風の॓ധ文化がࠜ෇くܖ機となりました。
ɹ80年代に入ると、ઌ΄どもお話があった地۠計画੍度の活
༻によって、大阪のまͪも࠶開発が進められるようになりまし
た。その࠶開発の中֩施設の 1つが、ϗςルであったようにࢥ
います。86年に0#1（大阪ビジネスύーク）ではϗςルニϡーΦー
λニ大阪、阪神ക田では大阪ώルトン、90年代に入り94年ೆ港
にϋイΞットϦージェンγーϗςル、96年、0"1（大阪Ξϝニς
Ούーク）ではఇ国ϗςル大阪が開業しています。さらに97年に
阪神西ക田開発でϦッπΧールトン大阪、2000年にೆക田開発
（ΨーデンγςΟക田）でϗςルモントレ大阪が開業しています。
これらのまͪͮくりの社会文化の形成に、ϗςルが大きな໾ׂ
をՌたしています。
ɹまたమಓ系のλーϛナル駅でも立地をੜかして高૚ϗςルが
建設されました。85年、近మ上本ொ都ϗςル、90年、ೆւ೉೾
のα΢スλワーϗςル、92年、阪ٸക田の阪ٸインλーナγϣ
ナルϗςルと、それͧれのϗςルが10年後のまͪをつくり、そ
の地の文化を新しくするܖ機になっています。
ɹ見ํをସえれば、それͧれのϗςルの開業は、社会の動向に
大きくࠨӈされています。つまり、ϗςル建築のਪ移から、ま
ͪͮくりの変ભ、あるいはまͪの文化の形成を࡯ߟできるとߟ
えます。ฐ社の 3代໨社長の大林๕࿠のݴ༿に、「建築は社会
している」がありまݙߩ建築は建設を௨じて社会文化に。࢈ࢿ
す。վめて建築と社会の関܎を実ײします。
橋௺ɹお三ํのお話は、期せずして70年代から現代までの時代
の変化のなかで、駅やϗςルなどڌ఺になる建築の変化をみる
ということでした。
ɹ次に、70年代、80年代の組織事務ॴとθネコンがՌたした໾
ׂ、技術開発、設計ࢥ૝などについてはいかがでしΐうか。

�0年代ɺ80年代のٕज़։ൃ

設楽ɹまた大阪駅の話になりますが、2011年に大阪駅のೆଆを
૿築しました。1983年に第 1期のΞクςΟ大阪ができてから30

年ऑでした。௒高૚ビルの横૿築は世界的にも௝しいだΖうと
したのは、会社のઌഐがたの֬実な技術ײいます。そこで௧ࢥ
ྗです。Χーςン΢Υールのどてっͺらを開けるわけですが、
Χーςン΢Υールをばらしたら、Ξルϛの表面ॲཧが΄とΜど
ྼ化していない。࿙ਫのあともないので、ඇৗに֬実なものを
作ってきたΜだなと、ઌഐํをଚܟし௚しました。
ɹ࠷ઌ୺の技術のਮを集めてできた建෺ですから、われわれもま
た࠷ઌ୺の技術で૿築しなければいけないということで、౰社
のਮを集めて、連結੍ৼというߏ଄形ࣜをఏҊしました。1983
年の建෺は38ೝఆをとった建෺です。それはいま࢖えませΜ。
2棟をくっつけて一つの建෺としてߏ଄計ࢉすると、ط設棟の
上૚部が地਒時に大きくৼられてしまう。かといって̎棟をผ
の建෺にすると、エクスύンγϣンが 2ϝートルぐらいになる
ということになりました。そのؒをとって、連結の੍ৼμンό
ーをؒにつないだのですが、そうすることでط設の建෺のߏ଄
的ิڧが΄とΜどいらなくなり、うまくόランスがとれたߏ଄
計画ができました。そういう意ຯでは、あのプロジェクトはそ
の時代、その時代の技術のਮを集めた建෺として、大阪のまͪ
ͮくりにݙߩしてきたのかなとࢥいます。
天野ɹ1960年から90年͝Ζまで、高度成長とモμニζϜが 2本
பで、建築の世界で行われたことは޻場ੜ޻、࢈業化、住宅系
ではΞスςϜѶ屋などが࠷ॳだとࢥいます。それから、どこま
で高૚化できるかというڝ૪。地Լもੲはજവ޻法で、上で作
ってԼへ߱Ζしましたが、新たな޻法が研究されました。
ɹもうͻとつはແபの大空ؒです。どれだけແபでスύンがの
ばせるか。その࠷後の࢟がυーϜではないか。エΞυーϜは画
期的で、பなΜてない。ؾѹだけで空ؒが作られているのです。
ɹまた、成長ઓུのなかで都市開発がわれわれのபでした。
0#1、中೭ౡ、ޚಊےのネットワークもͻとつのワークγϣッ
プのようなものでした。それも地ऀݖがつくったワークγϣップ
ですから、どうしても経ࡁ的な΄うに向くΜですけど、໨的が
いっしΐですからར֐が一கしやすい。本ொあたりでどうした
ら家௞をとれるΦフΟスビルになるかという、この一఺です。
そのためには、Լに঎業施設を入れて活性化するか、もしくは
ੲのように੩かなޚಊےにするか。「౔日なΜか人はおらΜでも
ええ、その΄うが࢈ࢿ価値があがるΜや」とݴうํもおられま
す。ですから同চҟເみたいなとこΖはあるΜですが、こうい
うものが見௚されてきて、たとえば、本屋とかデύートのエス
ΧレーλーまわりにҜࢠを置くような時代になった。いͪばΜ
ചれるとこΖに෺を置かないという、デΟςールでも進化した
世界ができてきている。省エネもݸผ化空調もそうです。
ɹその行き着くઌがわれわれの進めているワークプレイスͮく
りです。「ಇかされているのではないですよ、みなさΜ」という
ϝッセージです。࠷後にഎ中をԡしたのがόブルの่յと阪神
୶࿏大਒ࡂで、1995年がエϙックだったとࢥいます。

େҪঢೋ



39େࡕສത͔Βࡕਆ୶࿏େ਒ࡂ෮ڵの࣌୅

大井ɹ70年代は、スピーυがཁٻされました。社会が高度成長
のख़成期に入っていた。ஂմの世代が70～73年に入社する時期
を迎え、社会が活性化していた。建設需ཁもԢ੝で、とても活ؾ
があったとࢥいます。޻期୹ॖの技術として、ઌ΄どもあった
大阪駅前の޻事でٯଧ޻法がಋ入されました。地上と地Լとを
同時施޻する技術です。౰時は画期的な޻法とされましたが、
いまでは広く൚༻されています。
ɹ68年東ژでբが関ビルがॡ޻し、73年には大阪でも௒高૚ビ
ルのઌۦけとして大阪大林ビルと国際ビルがڝい߹うようにॡ
。しました。このときの技術が௒高૚技術のはしりです޻
ɹ73年、79年の二度のΦイルγϣックを受けて、省エネ技術に
ຏきがかかり、84年に『建築と社会』で組まれた高齢化社会と
ੜ活空ؒ特集がόϦΞフϦー化をଅ進しました。86年にはถ国
のΦフΟスビルにならってインςϦジェントビルがొ場し、各
社がڝい߹いました。いまでは౰たり前のΦフΟスの上げচ࢓
様はこのときに始まっています。91年͝Ζからόブルの่յが
始まり、建設業界はগし遅れてۤ境に入っていきます。
ɹ95年にىこった阪神୶࿏大਒ࡂによって、建෺の安全性につ
いてڧい関心が持たれるようになりました。それ以前にも໔਒
技術、੍ৼ技術など଱਒性についてかなり研究が進められてい
たのですが、なかなか実༻化されませΜでした。この地਒をܖ
機に、໔਒、੍ৼの技術が֨ஈに進みීٴしていったようにࢥ
います。現ࡏ、都心に建つ௒高૚の集߹住宅において、ฐ社で
は%'4という੍ৼߏ଄技術を取り入れています。
ɹ一ํで、90年代後半には省エネ技術をԠ༻して、環境に഑ྀ
したさま͟まな技術が進みました。೤ෛՙをԼげるためとώート
Ξイランυ現象の؇和のために屋上྘化技術が進化しました。
ฐ社が手がけたなΜばύークスは、都市における環境のありํ
をߟえた技術の集大成のようにࢥいます。΄かに、外૷Ψラス
面からのෛՙ௿減のためのμブルスキンߏ଄技術も進化してい
ます。
ɹこのようにみてくると、技術の進าも、社会のཁ੥、社会事
象が大きく影響しているといえます。ٯに、建築の技術が社会
に大きく影響するように、われわれももっと౒ྗするඞཁがあ
るのかもしれませΜ。
天野ɹ໔਒技術は、阪神୶࿏大਒ࡂまでにかなり開発されてい
たのですが、අ༻が 1ׂぐらい高いΜです。その 1ׂを安全と
してങいますかという話ですͶ。਒ࡂ以߱、ϚンγϣンなΜか
は໔਒でചれるようになりましたが。
大井ɹ଱਒վमଅ進法ができて技術がどΜどΜ進Μでいます。
設楽ɹ日本全ମが਒ྻࡂౡだということを࠷近೗実にײじてい
ますから、各企業が#$1、事業継続計画をしっかりߟえるよう
になりました。そういう技術に対して、たとえ部分໔਒であっ
てもඋえをしておくのが౰然というか、それをやらないと企業
としていかΜという風ைができたのは、ここे年ぐらいかもし

れませΜ。
橋௺ɹઓ後復ڵ期から70年代までの建෺をどうϦϊϕーγϣン
するのか、建てସえるのか、が問われています。それから、大
阪駅ビルのようにै来ありえなかった高૚建築の૿築という話
題もありました。ઌഐがたがつくってきた大阪の建築をࠓ後ど
うあらためていくのかが、ࠓ後の՝題だとࢥいます。
ɹ次に、阪神୶࿏大਒ࡂのあとで建築界のߟえํが大きく変わ
ったということはありませΜか。

とίϛϡχςΟࡂਆ୶࿏େ਒ࡕ

設楽ɹ阪神୶࿏大਒ࡂのときにࢲがײじたのは、ීஈのやわら
かなコϛϡニςΟがඇৗに大事だ、い͟というときにॿけ߹う
ためには、「ྡはなにをする人ͧ」ということではੜまれないコ
ϛϡニςΟのॏཁ性をײじました。
ɹࢲはϚンγϣンに住Μでいまして、地਒のときうͪのԼの֊
の࿝夫්がىきてこなかったΜです。そこで、みΜなで૭をഁ
って中に入って、たΜすのԼෑきになっている࿝夫්を見つけ
てॿけることができました。ੲのϜラ社会的なコϛϡニςΟは
ඞཁありませΜが、どΜな人がどΜな฻らしをしているかが΅
ΜやりわかっているぐらいのコϛϡニςΟは大事だと௧ײしま
した。そΜな経ݧから、建築のプランͮくりでも、たとえばコϛ
ϡニςΟスϖースをしっかりとΖうとߟえるようになりました。
天野ɹࢲもϚンγϣンに住Μでいますが、阪神୶࿏大਒ࡂのと
き80ݢが半յになって、建築のプロはࢲしかおりませΜでした
ので、ずいͿΜ活༂しました。མͪ着くまでに半年ぐらいかか
ったΜですけど、それがա͗るとまたふつうの日ৗにもどる。
ɹࢲは会社に入る前から、われわれのコϛϡニςΟはいったいど
こにあるのかとࢥっていました。まず家଒ですͶ、次に਌ੰ、
それから༑達、その次はもう会社になるΜです。「ԕい਌ੰより
近くのଞ人」という人もいますが、地ԑ社会は失われて、復活
はむずかしい。ࢲはચ୕機をやめたらどうかとࢥいました。す
ると、みΜな井戸୺に行ってચ୕しないとํ࢓ない。その井戸
୺ではいじめられるお฼さΜもいますが、それも֮ޛする。そ
ういうこともؚめてコϛϡニςΟをߏ࠶築するしかない。޷き
な஥ؒだけ集まって、というのではコϛϡニςΟはできないと
います。い͟というときにॿけ߹えませΜからͶ。コϛϡニࢥ
ςΟ論はఈがਂい。われわれ建築の世界も೉しい՝題を๊えた
ままԿे年と来ています。
大井ɹ阪神୶࿏大਒ࡂのとき、ࢲはಸྑに住Μでいて、౰日は大
阪のۈ務ઌまでԿとか出社しました。ٸۓの対ࡦ会議を開き、
ै業員のແ事の֬ೝをするとともに、すぐにิ給෺ࢿのஈ取り
にとりかかったのを֮えています。翌日にはࢲが関܎した阪ٸ
西ٶ๺口駅の現場に入り、調査、Ԡٸ手౰のஈ取りをしました。
ɹそのときにײじたのは、いまも出ていた、人の和の大きさで
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す。だれもが大変なときなのに、自分自਎以外のことに一ੜݒ
໋になる。和のྠが大きくなっていくײじでした。そのために
は、ීஈからのコϛϡニέーγϣンもඞཁですし、建築として
Կができるのかをߟえておくこともॏཁですが、われわれが持
っている%/"の継続がさらにॏཁなのかもわかりませΜ。
ɹわれわれの業界がԿをすべきか明շには౴えられませΜが、
ライフスλイルの変化にԠじて、ఏڙする空ؒは変化しなけれ
ばいけない。たとえば、70年代のࢠどもたͪは屋外で૸り回っ
ていた。ですからそのこΖのஂ地開発には、プレイロット（ࢠど
もの༡び場）がඞず設置されていました。しかし、90年代以߱、
どもたͪの༡びํも変わってきました。それなら、半屋外でࢠ
もいいでしΐうが、ήーϜを楽しめるڞ௨の空ؒがあってもい
いかなとࢥいます。そΜな޻夫をしながら、コϛϡニςΟがҭ
つ場をつくることが大੾ではないでしΐうか。
ɹ਒ࡂのとき、ࢲがܞわっていた現場は神戸大ؙでした。行っ
てみるとՐ事場の様૬でしたが、ऺ஌を集めてみるみる現場が
動いていったのはڻきでした。人のఈྗは大きなものです。
ɹ਒ࡂをମݧして、໔਒、੍ৼばかりでなく、ఱ井とนとのೲ
まりや内૷など、଱਒の技術がඈ༂的に進み、ීٴしました。

೔ຊ建築ڠ会のޙࠓの໾ׂ

橋௺ɹ࠷後に、日本建築協会がࠓ後Ռたすべき໾ׂについて࢕
います。たとえば、1980年代にόϦΞフϦーをఏএ、෱ࢱに関
して建築も対Ԡしなければならないといわれ、1981年に『建築
と社会』で高齢化社会とੜ活空ؒの特集を組みました。そこで
30年後には௒高齢化の時代がくる、それに対してະ来を見すえ
てߟえ、実ફすべきだとఏݴされています。まさにその30年後
になって、ະ来༧ଌのもと、こういうιϦϡーγϣンがあると
いうことが建築協会からఏҊされているかというとそうでもな
くて、社会の՝題に対঱ྍ法的に立ͪ向かうことが多い。ఏҊ
うのです。建築協会として、100周年のࢥの活動も大事だとܕ
ઌに、どういう活動を૝ఆされていますか。
設楽ɹ日本建築協会はもともと大阪および関西を中心とした関
西建築協会ということでスλートしました。創成期には大阪市
の都市計画的な法令の੔උに対してఏݴをするなどの活動をや
ってきたという歴史があります。それから、いΖいΖなコンϖ
を主࠵して、まͪͮくりに対するఏݴを積極的にしていくྗを
もっていた。ただ、その時代のようなಇきがいまできるかとい
うと、ͪΐっとແཧだΖうとࢥうΜです。ではԿができるかと
いうと、『建築と社会』で、ৗに社会が持っている問題఺やςー
Ϛを見つけてきて、それに੾り込むことはやってきているし、
これからもやっていけるとࢥいます。
ɹただ、ιϦϡーγϣンのఏࣔまではできていないかもしれま
せΜ。それでも議論をىשするྗはৗにキープしていきたいで

すし、それによって、社会的に、あるいは建築業界にとってࢗ
ܹになるような話が展開していければいいとࢥっています。
ɹ『建築と社会』を編集するとき、ある問題に対して、こういう
見ํがある、でもこういう見ํもある、とόランス֮ײのある
記事になるように޻夫してきたつもりですし、それはこれから
も変わらないとࢥいます。
ɹ一ํ、建築協会で、Ξンμー35の若い世代の人たͪが、フェ
イス・πー・フェイスで話をしたり、ిࢠϝールやフェイスブ
ックなどでコϛϡニέーγϣンをとったりしながら、会社を཭
れて、自分らの世代のςーϚ、問題意ࣝを見つける動きが出て
き始めた。そういう世代はとくに๩しくて、横同࢜でつながる
時ؒはなかなかないΜですけど、൴らもこれがॏཁな時ؒだと
っておりまして、๩しいなかでやってくれている。そういうࢥ
動きが大事で、ςーϚ͝との活動のプラットフΥーϜをఏڙす
ることができれば、建築協会としてはଉの長い活動を続けてい
けるのかなとࢥいます。
天野ɹ『建築と社会』のץط号の໨次を見ていますと、1971年
の特集号のςーϚが、コンピϡーλーをར༻した住宅૬ஊ、都
市エネルΪーとແ公֐化ビル、都市ੜ活と྘、企画と設計のプ
ロセス、ղମ޻法、変換期のニϡーλ΢ン、ೈऑ地൫と਒ࡂ、
変๴する建築ੜ࢈、自然とレジϟー、こΜなײじで、いまでも
いけるΜじΌないかというςーϚばかりです。
ɹ建築協会は社会性が高く、建築といったดじた世界ではなく、
都市計画よりまだ外へ広がっているのが特௃です。さき΄ど໐
ւઌੜからありましたޚಊےのいͪばΜの՝題は、あそこにϚ
ンγϣンが建てられたときに۠分ॴ有法があってചってしまっ
たら300戸のݖརऀができてしまう。ྡのビルを建てସえよう
とࢥったらいったいどΜなことになるのか。これは景観の話で
もあるし、ॴ有の話にもなるし、建築の話をはるかに௒えるわ
けです。経ࡁ学、社会学、ͻΐっとしたら఩学やྙཧ学の人、
ΞーςΟストも入れてするような話になるかもしれませΜ。い
わΏるビッάデーλでॲཧできないかというようなとこΖまで
広げられる基൫を建築協会は持っている。そういう෯の広さを
もって、これからやっていきたいとࢥいます。
大井ɹ建築協会のഔମである『建築と社会』のλイトルのとお
り、建築と社会との関܎性という視఺をもっとڧくΞピールし
ていきたいとࢥいます。たΜに建築や論文を紹介しますではな
くて、ςーϚ性をもたせて、『建築と社会』に載せる作品だから
これです、というようなݸ性をもっとڧく出していけばいいと
。っていますࢥ
橋௺ɹগࢠ高齢化時代だからこそ大都市中心部の໾ׂは大きい
とࢥいます。いまધ場でも、ΦフΟス֗のͻとつ裏はϚンγϣ
ンになっています。かつてそうであったように、業務中心では
なくて、新しく都心に来て฻らす人たͪとΦフΟスの೐わいと
の機ೳ༥߹をしたまͪに໭って΄しい。大阪だけではなく、地
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ํもؚめて日本中が都心をどうするのかという大きな՝題に௚
面しています。そのなかで、建築協会がՌたすべき໾ׂがある
とࢥいます。
設楽ɹ住Μでいる人が૿えたら、またおもしΖいまͪになりま
すͶ。一ํで、΄っておいたら住宅ばかりになるという危機意
ࣝもあります。

ʰ建築とࣾ会 へɦのظ଴

橋௺ɹ次に、ઌੜํに全ൠ的な͝意見をおئいしたい。Ճえて
日本建築協会に対してϝッセージをいただけますでしΐうか。
上田ɹ 3つあります。まずւを見Ζ、ということを大阪はもっ
とߟえてください。΢Υーλーフロントにۂઢが全然ない。し
かし、自然はもともとۂઢです。ඒしい఑を作って、その周ล
にビーν΢Υークを置いたら、たくさΜの঎業施設、ϦクϦエ
ーγϣン施設、レストランがւに面して建ͪます。そこから対
。うべきです࢖の神戸と行き来するとか、もっと大阪࿷を؛
ɹ 2൪໨は地Լを見Ζ。トンネルを見௚してくれ、ということ
です。ઓ後、高度経ࡁ成長でつくった建෺や高速ಓ࿏はあと10
年、20年したら଱༻年数がきてがたがたになります。とこΖが、
トンネルはѹॖྗで持つのでわりとڧいΜです。మےを࢖わな
い地Լトンネルをもっと૿やしてください。たとえば、東ژは
地Լమの駅が285あるが、大阪は100。駅が 1つできると、極୺
にݴえば、その駅のまわりの地価が 1ஹԁ上がるとݴわれる。
東ژが発展しているのは地Լమ網のおかげです。トンネルも଱
༻年数がありますが、うまくつくれば半永ٱ的に࢖えます。
ɹ 3൪໨は山を見Ζということです。大阪の山もඒしいΜです
よ。࿡ߕ、ੜۨ、ۚ߶׉৓。この大阪の山をめͪΌめͪΌにし
ている。Ϛンγϣンでもビルでも、山ฒみが見える、というこ
とがキϟッνフレーζにならなければならない。そのためには
山をきれいにして΄しい、ということです。
໐海ɹࢲは『建築と社会』で、1984年に「21世紀への関西��
ັྗあるொͮくりを問う」、1993年に「これからの公ڞ建築」
というςーϚの࠲ஊ会の࢘会をやりました。いずれの場߹も、
基本的に同じような話題が出てきました。ࠓ日も、大阪だけで
なく関西でߟえないといけないという話が出ましたが、その時
も同じような話題が出たのです。関西広Ҭ連߹というのがある
が、われわれの分野、建築とかまͪͮくりの分野でそういうこ
とを議論するプラットϗーϜが本౰にあるのか。学会もそうい
うことはߟえないし。
ɹࢲたͪはまͪͮくりや都市計画に関܎していて、ԕいະ来の
ことまで੹೚がある。しかし、広Ҭ的なまͪͮくりをどうした
らいいかをだれも真݋にߟえないし、お໾ॴがそういうことに
取り組むと、ࠓ度は取り߹いになってしまう。そΜなঢ়況だか
ら、『建築と社会』がͪΌΜと議論するためのプラットϗーϜに

なって΄しい。
ɹそれから、さき΄ど若い人に活༂する場をఏڙしているとい
うお話がありましたが、ࢲも長年、意ࣝのある企業άループで
研究会をつくり、若手ϝンόーをืって「ັྗのあるまͪͮく
り」に取り組む活動を行ってきました。そこで経ݧしたのです
が、՝題の౤げํにもよるΜですけど、年にԿ回か、ࡉかい஫
文をつけないで、ࡶ誌作りを 全に೚せたらいいΜじΌな׬࡭1
いでしΐうか。そういうことを௨じて自主性を஁えないと、建
築協会のϝンόー企業の৬場にもؾݩのいい若ऀがいなくなっ
て、໋令されないとできない若手ばかり૿えると、関西はもっと
暗くなるΜじΌないかなとࢥいます。৬場でͪΐっとはみ出す
ような若い人をつくるのも『建築と社会』の໾ׂではないか。
100年経ったのなら、ࡶ誌の性࣭なり取り上げるςーϚをまる
͝と変えてしまってもいいかなとࢥいます。
小林ɹ大手設計事務ॴ、大手θネコンのϦーμーのํ々がコϛ
ϡニςΟのことを大事にしておられるとはついͧࢥっていませ
Μでした。『建築と社会』というだけあるとࢥってܹײいたしま
した。
ɹ都心が住宅だらけになるのが͝心഑のようですけど、ࢲはと
てもいい話だとࢥっています。たくさΜの人が幸せに住めるよ
うなまͪになればそれでे分ではないか。それを支えるだけの
社会ྗ、経ྗࡁが大阪にはあるはずなΜです。東ژなΜかそΜ
なことを๨れて進Μでいて、ट都௚Լܕ地਒がىこったらどΜ
なことになるのかとࢥいます。
ɹ建築というのはそういうとこΖに本来࠷終໨ඪがあるという
ことを、たͿΜ100年前の建築協会のํはײじて『建築と社会』
という໊শにしたΜだΖうとࢥいます。その఻౷がଉͮいてい
るというײじがしました。とくにΏるやかなコϛϡニςΟとい
うか、ॊらかなつながりが大都市なりに新しくҭってきている
とࢥいますので、そこを大事にすればいいとࢥいます。
ɹもっとݴえば、高齢化社会とか人口減গとݴいますが、2000
年ؒの日本の人口のάラフを見ると、明治維新からあと、人口
4000万～5000万人の時代からಥ然 1ԯ3000万人になって、また
に4000万～5000万人にԼがるわけで、そのとΜがりがモμニٸ
ζϜだとࢥう。ٯにいえばそれがおかしかったわけで、とくに
この60～70年の社会のࡏりํが特ҟだったというؾがします。
そうなると、ઓ後のいΖいΖな新しい社会がすべてਖ਼しいとࢥ
わない΄うがいいΜじΌないのか。もっと大らかなؾ持ͪで、
2000～3000年のなかでこれからどうするかをߟえれば、心഑す
ることはない。ストックを࢖う、վमվળなΜて明治時代まで
は౰たり前の話で、もっと新築・開発からの転換を進める΄う
がいいとࢥいます。
橋௺ɹ本日は、ありがとう͟͝いました。
ɹ� （2016年 4 月18日、大阪෎立大学観光࢈業ઓུ研究ॴにて）
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ԣ山ɹ「21世紀を୓く」という、これからの時代の建築のあり
様を見௨すのが、࠲ஊ会のςーϚですけれども、いきなりະ来

の話をするよりも、これ
までをோめながら、現ஈ
֊でどういうことがؾに
なっているかとか、ある
いは、どのようなՄೳ性
がありそうだとおߟえな
のかなど、গしաڈをৼ
りฦりながらࠓの時代を
ಡΜでいただいて、その
上でະ来を見௨すような
進めํをしたいとࢥいま
す。
ɹまずは、住まい・住宅
を 1つの੾り口にして、
どういうঢ়況だとࢥって

おられるのか、それから、どういうとこΖにこれからのՄೳ性
がありಘるのかということについて、お話しいただきたいとࢥ
います。

ॅ· ・͍ॅ ·͍ํ͕มΘΔ

ླ木ɹ住まい・住宅について一൪ڻいたのはγェΞϋ΢スがී
௨になったことです。三世代から֩家଒に、さらにࣨݸ化が進
ΜでワンルーϜ・Ϛンγϣンに行き着くというように、住宅は
どΜどΜݸ人の空ؒへと分ղしてきましたよͶ。プライόγー
やࢲ有がઈ対という意ࣝは変わらないとࢥっていたら、いつの
ؒにか、ଞ人と空ؒをγェΞ（ڞ有）する形ࣜが一ൠ化してき
た。
ɹഎ景には経ࡁ的なཁҼなどもあるとࢥいますが、やはり਒ࡂの
影響も大きいでしΐう。つまり、֐ࡂ時などい͟というとき、
やはりྡ近ॴの人をまったく஌らないとࠔる。ීஈからそこそ
この近ॴ෇き߹いがあった΄うが安心だという実ײがあった。

それから、そもそも社会でݸ人ݸ人がばらばらに住むことが行
き着くとこΖまでいって、まったくコϛϡニέーγϣンがなく
なったことへの൓動もあるようなؾがします。
ɹ前世紀、住宅のઐ໳家がコϛϡニςΟが大事だといΖいΖな
ఏҊをしても΄とΜど動かなかったのが、ࠓはී௨にγェΞϋ
΢スが成立して、若い人が΢ェブで部屋を౰たり前のように୳
すようになったŇ こういう変化を໨ܸできるとは、長ੜきはす
るものだとࢥいます（স）。
ԣ山ɹなる΄ど。安原さΜは、集߹住宅の設計もされています。
に住むという新ڞ近のそういう݂ԑにこだわらずに、ଞ人と࠷
しい関܎性の流れをײじていますか。
安原ɹいまླ໦さΜがおっしΌったことが本౰に社会にࠜ෇い
ているという実ײは、まだないのですが、その一ํで、ઌの
「ϰェネνΞ・ビエンナーレ」で、日本館が特ผ賞を受賞しまし
た。「FOʦԑʧ」というςーϚで、γェΞの֓念をかなり৭ೱく
ؚΜだような作品が紹介されています。若い世代の建築家たͪ
のこうした࢓事が、日本ಠ自のϜーブϝントとして国際的にධ
価をಘたということは、けっこう象௃的なことであるというؾ
がします。
本多ɹ࠷近、本౰に若い人たͪに、γェΞϋ΢スとか、コレク
ςΟϰ住宅とか、そういうことにڵຯを持って、ٯにٙいを持
たずに集まってきているように見えるけれども、本౰にそのコ
ϛϡニέーγϣンの取りํ、コϛϡニςΟのつくりํが、࠷ద
ղなのだΖうかどうなのかというのは、ؾになるとこΖです。
ԣ山ɹ֬かにඇ݂ԑ関܎のڞ同居住やコϛϡニςΟͮくりにつ
いては、本෺かどうか、どのఔ度ఆ着するのかという఺でٙ問
もありますが、現象としては、着実にਁಁし始めているように
います。これがどのようなํ向に進むのか、୯にフΝッγϣࢥ
ンとして一時の流行で終わるのか、ٯに、新たなڞ同居住様ࣜ
をੜىし、多様な協同・ዛಇへ向かうのか、もうগし、見कる
ඞཁがありそうですͶ。ただ、われわれの世代は、コϛϡニς
Οとݴえば、地ԑを基൫にしておޓいにॿけ߹ったり、Կかを
一ॹに行うというີなڞ同性をイϝージしがͪですが、コϛϡ
ニςΟ自ମがもうগし手ܰで楽しいものに変༰しているのかも

ग़੮ऀ

࢘会

本ଟ༑ৗ（ઁೆେֶཧֶ޻෦ڭत）
ླ໦ɹؽ（ۙـେֶ建築ֶ෦ڭत）
（तڭ෦।ֶ޻ཧՊେֶཧژ຿ॴɺ౦ࣄ建築࢜ڃ64Ұ"(-"4）װɹݪ҆
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21世紀を拓く建築

ԣ山ढ़༞
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しれませΜ。
本多ɹ新たなڞ同居住のഎ景にも、自立して、自分のࢮ͵べき
場ॴは実家であるということの֮ײが、かなり変࣭してきてい
ることがあるようにࢥいます。人はৗにだれかのॿけをಘなけ
ればੜきていけないという֮ײの中で、それͧれのライフスς
ージにおいてඞཁとする人たͪとコϛϡニέーγϣンを取って
いくということに向かっているように見えます。
ɹですから、࠷ॳはԼ॓して、外に出て、それから結ࠗして、
小さなϚンγϣンをआりて、あるいはߪ入して、ࢠどもが大き
くなれば大きいとこΖへ移って、高齢化すれば෱ࢱをఏڙして
いるとこΖにॿけをٻめて移っていく。移ることについて、Կ
も఍߅がなくなってきているという、家に対するײじํが変わ
ってきているのかなということはࢥいます。しかし、ͻΐっと
したら居ॴをٻめて௥い込まれているかもしれないなというの
もありますͶ。あるいはؼるべき場ॴのイϝージを持つことが
出来なくなっているのかもしれませΜ。
ԣ山ɹそういう意ຯで、かつての戸建て住宅を上がりとする「住
宅૒࿡」は、もう成り立っていないঢ়況なのでしΐうͶ。
ླ木ɹ住宅૒࿡は、本家の上田ಞઌੜはじめ、いΖいΖなํが
վగ版を出されていますͶ。上田ઌੜのվగ版は上がりが 1つ
ではなく、都心高૚Ϛンγϣン、外国ఆ住、೶家・ொ家回ؼな
ど 6つになっていました。それも、ҧうのかもしれませΜͶ。
ԣ山ɹむしΖ、住まいや住みํに関して明֬な໨ඪを設ఆして、
その実現に向けて一௚ઢにۦけていくといったڧ྽な住志向が
ബになっているのかもしれませΜ。住まいに関わる価値観もر
「持ͪ家ઈ対」「戸建てઈ対」ではなく、「௞ିもܰؾでいい」
とか「集߹住宅も楽」౳々、多様化しています。まさに建前と
しての住まいから਎のৎにあった住まいへ、住まいや住むこと
にϋーυルを設ఆするのではなく、ݸ人のঢ়況や志向性にԠじ
て、住まいを自由に選べるようになってきているようにࢥいま
す。
安原ɹγェΞϋ΢スが੝Μになったのは比ֱ的࠷近ですが、ྈ
というのはੲからありましたͶ。そうした住形態が住宅૒࿡に
おけるॿ૸期ؒとしたら、ঃ々に一人前になることをڧཁする
ような社会的プレッγϟーがあったとࢥいます。γェΞϋ΢ス
に住み続ける若ऀは、そのプレッγϟーをڋ൱しているように
も見える。そうした܏向は一ൠ的にはネΨςΟϰなものと受け
取られがͪだとࢥいます。
ɹその一ํで、人ੜの࠷後を高齢ऀ向けの施設で迎えるとする
と、そっͪの΄うがΰールですͶ。それらの施設に入る人たͪ
は、現ঢ়では΄とΜど主ମ性なく入っています。現ࡏの高齢ऀ
住宅や施設を見ても、ࢲ自਎が人ੜの࠷後をա͝したいとࢥえ
るような建築はまったくない。そΜな中で、ࠓ現ࡏγェΞϋ΢
スで఍߅なく฻らしている世代の人たͪが年をとったときにこ
そ、஥ؒと住まいをγェΞするなり、ΰールの部分の選୒ࢶが

૿えていくՄೳ性がある
とࢥいます。それはわり
とϙジςΟϰな変化にな
りಘるのではないかとࢥ
いました。
ԣ山ɹそういう意ຯで、
γェΞとか、一ॹに住む
という࢟も、年代によっ
てまたҧうようなؾがし
ます。
ླ木ɹ਌ࢠ 4人家଒がඪ
४ではなくて、いΖΜな
έースが出ています。全
然஌らない人同࢜はແཧ
でも、஌り߹い同࢜が一ॹに住む実ྫはいΖいΖありますよͶ。
ྫえば、このؒ、ϋ΢スϝーΧーのํが、年഑の࢞ຓ 3人で住
む家を頼まれたと話しておられました。以前、作家の林真ཧࢠ
さΜが、࿝後、਌しい෺書き஥ؒで住むとこΖがあったらいい
のにと書かれていました。
ɹ実際に実現したγニΞ向けのڞ同居住もいくつかありますし、
のγェΞϋ΢ス世代が年をとったら、े分ありಘるのではなࠓ
いでしΐうか。
本多ɹ人ੜにおけるライフスςージのਪ移にともなって、住宅
のつくりํをどこに߹わせるかということは、ৗに不֬ఆであ
り続けますͶ。ࢠどもが、ࠓ、中学、高ߍだから、受ݧษڧだ
といって、それに߹わせて住宅をつくると、ॡ޻した్୺にも
うଔ業してどこかに出ていく。つまり、住宅がどこにλーήッ
トを߹わせてཧ૝的なものをつくるかという、その前ఏが、実
はඇৗに危うい。
ླ木ɹී௨の夫්とࢠども 2人だったとしても、そのঢ়態は実
はそΜなに長くないですよͶ。
ԣ山ɹ住む૬手も݂ԑ関܎を཭れて多様化し、ライフスςージ
も୹期ؒでめまぐるしく変化して流動的になるというのが、こ
れからもっとݦஶになるのでしΐうͶ。

ॅ୐のܭը・ઃ͕ܭมΘΔ

安原ɹ日本の住宅は、ෑ地がせまく空ؒ的な੍໿が多いせいも
あって、われわれが受けたڭҭでは、環境や住ཁٻに対してジ
ϟスト・フΟットした建築をつくることが上手な設計だという
ふうにڭえられてきたのではないかというؾがします。でも本
౰は、建築ってもうͪΐっと༨༟を持ったものであるべきなΜ
じΌないかとࢥいます。
ླ木ɹ؇やかに対ԠできるようなײじですͶ。
安原ɹライフスςージに߹わせて移り住Μでいくという流動性

ླ໦　ؽ　
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のあるやりํもいいとࢥうΜですが、そもそも空ؒ的༨༟がも
うগしあれば、住宅のՄೳ性はもっと広がるのではないでしΐ
うか。
ླ木ɹ同じ空ؒで対ԠしていくというのもありますͶ。住宅の
ྖҬでずっとϙストO-%,はどうあるべきかという議論があり
ましたよͶ。「二公ࣨモデル」とか、山本ཧݦさΜの「公ࢲ��
うのは、多様なੜ活に߹わせて住宅もࢥ近࠷。モデル」とかڞ
ҟなるฏ面形ࣜでなければいけないというのが、われわれのࢥ
い込みだったのではないかということです。ੜ活が変わったか
らといって、建築も変わらなければいけないかというのは、一
度ߟえ௚した΄うがいいؾがします。
安原ɹࢲが山本事務ॴにいたࠒに、63の「東Ӣキϟナルコー
ト」がॡ޻しました。そのときに、ླ໦成文ઌੜを͝Ҋ内した

Μです。夫්二人住まい
を૝ఆした55ฏถの住戸
を͝ཡになったླ໦ઌੜ
が、「こΜなに広かった
ら、プランなΜかどうで
もいいΜだよ」とおっし
ΌったΜです。
ɹそれは、๻にはけっこ
うγϣックだった。だけ
ど、たͿΜ、ླ໦ઌੜが
やっていた30数ฏถの住
戸に 4 ～ 5 人をどう住
まわすかという時代と、
家଒人数がॖ減化する൓
面、住戸面積は֦ுされ

ているࠓ日とでは、プランニンάの໾ׂやํ法、ߟえํがҧっ
てくるのは、౰然だということなのだとࢥいます。51$ܕは65
年前に計画されていたわけですよͶ。
ླ木ɹ家଒の多様さということをݴったら、たとえば、Ԥถの
΄うがスςップフΝϛϦーとかもっといΖいΖなλイプがある
はずですが、ผにそれͧれに対Ԡした変わったฏ面形ࣜがある
わけではないでしΐう。
ɹπー・ϕッυルーϜとか基本は৸ࣨの数で対Ԡできているの
ではないか。だから、どΜな家଒やੜ活が来てもいいような住
宅をしっかりつくっておけばよいというؾがします。いͪいͪ
部屋のつながりํを変えて計画するඞཁはないのではないか。
ɹもうͻとつは、αラϦーϚン家ఉやඪ४家଒を૝ఆした計画
が֬実に変わるとࢥうΜですよ。住宅のళ的な機ೳがまたॏཁ
になってくるのではないでしΐうか。20世紀は家଒が住むだけ
のઐ༻住居が基本だったかもしれないけれど、ࠓ後はళとか、
事場とか、住宅にもう一度いΖいΖな機ೳが໭ってくるՄೳ࢓
性はे分ある。

ԣ山ɹそのことは、࠷近૿えている、外に向かってとても開์的
な集߹住宅の計画とも関܎しているのでしΐうか。֯の部屋は
ళになるかもしれない、ళになったときは、開いている΄うが
঎ചはやりやすいということをݴう設計ऀがいます。だから、
αラϦーϚンだけを૝ఆしない、場߹によってはおళとかԿか
事ができるような住まいが出てきたときに、それが開์化の࢓
ͻとつのモϝントになることはありえますよͶ。
安原ɹいいとࢥいます。
ԣ山ɹその一ํで、集߹住宅デβインのࠩҟ化やയ然とした周
ล環境や都市との連続性といったことを໨的に、ແઅૢに開く
のは、結Ռ的にΧーςンやブラインυによるด࠯化を引きىこ
し、ޮٯՌのようにもࢥいます。
安原ɹ๻は基本的に、住宅には、外部に対して開かれた部分が
ඞཁだとߟえています。ただ、ৗに開いていないとׄ޷がつか
ないような建築にならないようにؾを෇けています。開こうと
のࡏ現ࠓ。ったときに開くことができるようにつくっておくࢥ
居住ऀにとっては、開くඞ然性がないかもしれないけれど、20
年、30年ぐらい経ったときに、そこがΦフΟスになってもいい
ですし、あるいは、ࠓは若い人が一人฻らしで住Μでいるかも
しれないけれども、30年後には高齢ऀが集まって住Μでいると
いったঢ়態も૝૾するඞཁがあるとࢥいます。そうした変化が
こると、建築の持つ意ຯがΨラッと変わるՄೳ性がある。建ى
築をつくるときに、そこまでのՄೳ性をプロάラϛンάしてお
きたいとߟえています。
ԣ山ɹそうですͶ。高齢ऀが住むというのは、なかなか、面ന
いことになりそうですͶ。かつてླ໦成文ઌੜなどは、住まい
を開くことに積極的でしたが、世の中は全然開かなかった。
ླ木ɹそうでしたͶ。まだ10年も経ってないのに本౰に変わっ
たとࢥいます。ઐ໳家が真݋にૌえても全然変わらなかったの
が、いつのؒにか、居住ऀが自ら進ΜでΦープンにしているײ
じがします。
本多ɹそのࠜݯに、プライόγーの֓念が変࣭したということ
がݴえるのでしΐうか。
ԣ山ɹたͿΜプライόγーではないとࢥいます。そうした開์
的な住まいであっても、実際には、Χーςンやブラインυでݻ
くด͟していることが多い。プライόγー֓念が変༰して開か
れたੜ活をٻرするというよりも、むしΖ、特ఆの૚がそうい
う開์的でスλイϦッγϡな建෺自ମへの関心を持ͪ始めたよ
うにࢥいます。

ૉਓ͕୓͘ ॅ·͍

ླ木ɹγェΞϋ΢スを紹介する΢ェブαイト「ͻつじ不動࢈」
を始めた๺川大༞さΜは建築出਎の人ではないΜですが、この
΢ェブ上で、୯に෺݅を紹介するだけではなく、γェΞϋ΢ス

װ　ݪ҆
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とはこういうものなのでこう住みましΐうとか、大家さΜにな
る人に向けて、γϟワーは࠷௿ 2つあるといいですよとか、 2
か月に 1回ぐらいύーςΟをやるといいですよといったӡӦの
ϊ΢ϋ΢をఏڙしたりして、γェΞϋ΢スのありํを実࣭的に
ܾめたํです。建築のઐ໳でない20代の若ऀがγェΞϋ΢スの
コンセプトを֬立し、実際に流௨させたことにڻかされます。
。じがしますײ近になってこういうྫがどっと出てきた࠷
ɹあとは、フランス現代ࢥ૝がઐ໳で、ブロάで社会全ൠにつ
いてڵຯਂい発ݴをされている、神戸ঁ学Ӄ大学໊༪ڭतの内
田थさΜは߹ؾಓもڭえておられて、自宅を建てるときに 1֊
にಓ場（֌風館）をつくってしまった（স）。
ԣ山ɹ建築に௚઀かかわっていない人たͪが、むしΖ、面നい
企画を出す。
ླ木ɹむしΖかかわっていないํ々が、住宅をより豊かにする
実ફをされているؾがしますͶ。
安原ɹ内田थさΜはあるछの中ؒڞ同ମがඞཁだという信念に
基ͮいてああいうことをやられていますͶ。
ླ木ɹそうですͶ。内田さΜの住居݉ಓ場の近ॴには、߹ؾಓ
のおఋࢠさΜが住み始めたり、ఋࢠ同࢜が結ࠗされたりしてい
る。おఋࢠさΜと関ؚऀ܎めて全部で200人ぐらいいるらしいΜ
ですが、その中で、しばしばおถなど、いΖいΖ෺々交換して
いて、(%1にはΧ΢ントされない経ࡁ現象というか、一छの地
ҬコϛϡニςΟができているみたいなことを書かれています。
ɹ住宅݉地Ҭの֩になるࢲक़みたいなものがあͪこͪに出来つ
つあるײじがします。ઓ後日本の住宅が、住むことに特化して
O-%,にఆܕ化する中で、ੜ࢈機ೳや出࢈や結ࠗࣜ・お૴ࣜな
ど、いΖΜなものが全部住宅から外部に出ていったのが、また
গし໭ってきているようなؾがします。
ԣ山ɹもう一度、住宅がϕースになって、公的な活動とか社会
性など、いままで全部ഉ出していた機ೳを引き໭し、かつての
住宅がそうであったように、ࠗף૴ࡇをؚむ様々な໾໨をแׅ
的に有するトーλル・インスςΟςϡーγϣン化するํ向に動
きかけているײ৮があります。
ླ木ɹそうですͶ。その動きを始めているのは、建築のઐ໳家
というよりは、実ફऀというか、ී௨の人のようなؾがします。
本多ɹそういう意ຯでは、住まいの形ࣜというのがඇৗに流動
化してきて、どこにでもそれͧれݻ有のものが೿ੜしಘる、プ
ロトλイプの 1つになるՄೳ性がありそうです。

ըֶ͔Β࣮ફֶへʗ世ؒʹֶͿܭ

安原ɹ建築家は、ৗにݸผのέースに対Ԡして設計をしている
ので、పఈ的にݸผղをಥき٧めればよいとߟえているふしが
あります。面നいクライΞントがいたり、ෑ地やঢ়況がී௨と
ҧっていれば、そうしたݯࢿを࠷大ݶに設計に活かせばよい。

一ํで横山ઌੜやླ໦ઌੜのように建築計画学ऀという立場で
見たとき、かつてとはҧって研究よりも現実の΄うが進Μでし
まっているというঢ়況がىこっているようにࢥいます。これか
らの建築計画研究は、そうした進Μだ現実とのؒに、どういう
関܎を築いていくのでしΐうか。
ԣ山ɹおっしΌるとおり、いまの建築計画研究は、΄とΜどが
実態、世ؒに学Μでいるとݴえます。建築計画学がԿかをつく
り出しているというよりも、世の中で、これはະ来につながる
ような動きだなとか、社会を変えるྗになるなといったものを
発見してߏ଄化し、֓念化すること、あるいは動きそのものを
֦げることが建築計画学の໾ׂかなとࢥっています。
ླ木ɹかつては、ઐ໳家による施設計画の次のプロトλイプだ
といわれている建෺を見学に行ったし、もしくは国交省の੍度
でつくったモデル第 1号ですとか、見学ઌはઐ໳家や国が作っ
たものが΄とΜどだった。とこΖが࠷近の見学ઌは民ؒ主ಋの
事ྫばかりですよ。
ླ木ɹここ数年いΖいΖ見学した中でいͪばΜインύクトがあ
ったのが、石川ݝのဠࢠԂという෱ࢱ法人が作った「4IBSFۚ
୔」という֗と、おࣉを෱ࢱ施設にコンόージϣンした小দ市
の西ᅵࣉです。同じ෱ࢱ法人がやっているΜですけれども、
「4IBSFۚ୔」は、෱ࣇ・ࢱಐ入ॴ施設や、αービス෇き高齢ऀ
住宅など、෱ࢱϕースですが、ԹઘはじめいΖいΖな機ೳを੝
り込Μだ計画で、ものす͝くいいΜです。おళやυッάランも
あって、新しく建設されたのに、いままで見たどΜな計画住宅
地よりも֗らしいΜですよ。
ɹそれからؠ手ࢵݝ೾ொのΦΨール（0("-）プロジェクトもײ
心しました。公民連ܞですがิॿۚに頼らず民ؒ主ಋできͪΜ
とརӹを出しているのがす͝い。とにかく公ڞ主ಋだったੲと
は全然ҧってきている。以前はઐ໳家が「これからはこれだ」
とݴってつくった施設や֗を、๻らが見に行ってษڧしたΜだ
けれども、ࠓは、ಠ自にڵຯਂいプロジェクトを実ફしている

ʪ֌෩ؗʫ　ઃܭ：ޫౢ༟介建築ઃࣄܭ຿ॴ（ࡱӨ：山؛߶）
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人たͪが日本各地にいて、それを学ばせてもらいにいっている
。じですײ
ɹ20世紀はઐ໳家や行政・国が建築や地Ҭ計画を引っͺってき
たΜだけれども、いまはもう明らかにϦーυする主ମが交ସし
てきていますͶ。
本多ɹ社会も建築界も建築を永く「作品」として受け入れてき
ました。それは、そのഎ後に作家のࢥ૝఩学をೝめ、それがݸ
にଐするもの、あるいは、ݸ人の࠽ೳにෛうものとして歴史を
ೝめてきた。しかし、現代は、そういう時代から、変わってき
たとݴえるのかどうかという話なのでしΐうか。
ླ木ɹそこは、本౰に೉しいですͶ。ࢲも一Ԡは建築のڭҭを
受けているので（স）、そこはやっͺりҧうだΖうというؾ持ͪ
がなくはない。
本多ɹただ、意ࣝとして、建築家の଄形的な࠽ೳということと
はҧうものがٻめられ始めてきていることは֬かのようにࢥわ
れます。
ླ木ɹ設計ଆの問題というよりも、むしΖ、Ϣーβーやクライ
Ξントなど、いままでは๣に置かれていた人たͪの中に、こう
いうのが΄しいΜだと自らݴえる人が出てきたというײじがし
ます。
本多ɹ結ہ、෺のߟえํ、Ξプローνのํ࢓が、モμニζϜだ
とか、ϦージϣナϦζϜだとか、多ذにわたりますが、ܒ໤的
なイζϜによって語られてきたものが、ずいͿΜスライυして
きているようにࢥわれます。それはٯに、あるଆ面からする
と、ඇৗにフレキγブルになってきたともݴえるし、より流動
化し、不ఆܕ化しつつある、࿮組みがなくなりつつあるという
心഑もあります。
安原ɹフΟϦップ・ジϣンιン（1IJMJQ +PIOTPO）が.0."でイ
ンλーナγϣナルスλイルやデコンストラクςΟビストの展ཡ
会をやったときに、൴は建築的にあるछのスλイルを見いだし
たわけですͶ。それに対してࠓ回の「ビエンナーレ」で、日本
の建築家たͪが出展した作品に、そういうスλイルとかイζϜ
といったڞ௨఺はありませΜ。Ϧϊϕあり、新築ありだし、や

っていることは建築的にはばらばらですͶ。
本多ɹそうすると、現代のわれわれは、どこに向かうべきかと
いうΰールを見失ったとݴえるのか。あるいは、ΰールの設ఆ
のํ࢓がもう基本的にҧうのか。そのへΜが、21世紀に向けて
のՄೳ性とݴえるのか、いい΄うのՄೳ性もあれば、ѱい΄う
のՄೳ性もありそうです。
ԣ山ɹそういう意ຯで、20世紀という時代は、ある明֬な໨
ඪがあって、その໨ඪに向けて、どうやってޮ཰的に࠷దに౸
達していくかの計画があるという、໨ඪと計画という組み߹わ
せだったとࢥうΜですが、いまօでڞ有できるڧい໨ඪがなく
なり、むしΖݸผ化した໨ඪとなり、計画も、௚ઢ的であった
り、࠷దղをٻめていくようなものじΌないようなؾがするΜ
です。手法も価値観もෳઢ的で、それを実現するのにいΖΜな
Ξプローνがあるようなঢ়況ではないでしΐうか。
安原ɹさっきの本多ઌੜの話でいうと、モμニζϜにしてもデ
コンにしても、その時代のςクϊロジーとີ઀に結びついてい
て、新しくొ場した技術でՄೳな࠷新の建築表現を໨ࢦしてい
たとࢥうΜです。現代はもっとѹ౗的にςクϊロジーは進Μで
いますけれど、建築においてはඞずしも࠷ઌ୺の表現をするこ
とがいͪばΜいいというײじでは、なくなっているΜではない
でしΐうか。むしΖどのあたりでとどまるか、ということが表
現になっている、そΜなײじがします。
ླ木ɹというか、われわれのこΖは、いつも建築についてもの
す͝く೉しい話をしていましたよͶ。 あまりにもੜ活と཭れ
ա͗ていたというか、ී௨のੜ活とはҧうとこΖで話をしてい
た。ٯにࠓはかつての൓動でඇৗにੜ活に近いとこΖの話題が
中心になりす͗ているかもしれない。また໭るようなؾもしな
くもないΜですけどͶ。

建築Ոの৬ೳ・ࣄ࢓͸มΘΔ͔ʗ૊৫とΞトϦΤ

安原ɹࢲたͪの世代でも、ී௨に設計事務ॴにۈめて建築家を
໨ࢦすというのとは、ҧうํ向に行った人たͪがけっこういま
す。多くの設計ऀが、いい建築を設計するだけでなく、࢓組み
ͮくりも同時にやらないと、結ہうまくՔಇしないということ
を実ײとして持っているようにࢥいます。本多ઌੜの世代の設
計ऀのように、大きな計画にܞわる機会はগないですが、小さ
な計画の中で、自分がわりと積極的にコϛットして、その後の
ӡӦにもかかわるというようなことをやっている人が૿えてき
ています。৬ೳそのものが変わりつつある。
ԣ山ɹ৬ೳに関してݴえば、ੲは、建築家は設計だけというײ
じだったのが、࠷近は、企画に積極的にコϛットするとか、人
を集めてくるとか、࢖いํやӡӦに関わるなど、ある意ຯ、ι
フトの世界にࢀ入することが૿えています。それから、セルフ
ϔルプやϦϊϕーγϣン౳で実際に手を動かす世界も୓いてい

ʪ4IBSFۚ୔ʫ（ࡱӨ：ླ໦ؽ）
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ます。
安原ɹ一つには、とてもෛՙのかかるڊ大な計画が、もはやগ
なくなったということがあるかもしれませΜ。そうすると、Կ
か小さなものをやるときに、空ؒのことだけやっていても෺足
りないというࢥいがあるのかもしれないですͶ。
本多ɹ若い人たͪにとっては、組織へのଐしํによって、建築
に対する態度がҟなるものになるという現実があるとࢥいま
す。つまり、ラージフΝーϜの場߹は、࢓事が入ってきたら、
ここを୲౰してくださいという話で分୲的に設計が始まるわけ
です。基本的には受஫ということが࠷༏ઌになるわけです。し
かし、計画や建築のあるべき࢟はԿかを一า立ͪࢭまってߟえ
てみることは、本来、ۉ౳に༩えられるべき՝題なのですが、
スモールフΝーϜであればある΄ど、੾実にߟえるという環境
にあるとࢥいます。
安原ɹなる΄ど。
本多ɹというのは、ී ௨にやっていったらラージフΝーϜにವま
れてしまうわけですから。やはり、社会に対して発信できる、
Կかきͪっとした回౴があるはずだとߟえ͟るをえない。その
中には、建෺を建てないということもありಘる。そういうよう
なこともؚめて、いΖΜなՄೳ性というのは、設計関܎の人た
ͪみΜなに機会ۉ౳に੹೚が՝せられているとࢥいます。

へʗ建築の୲͍ํऀࣄΒ౰͔ڞެ

本多ɹなͥそのような話をするかとݴうと、クライΞントがԿか
をܾఆするときに、自分の持っている౔地、あるいは建築の本

来あるべき࢟はどうなΜ
だΖうかというような٬
観的な൑断を実は୭もし
ていないのではないかと
わ͟るをえないことがࢥ
Ҋ外多いのです。だれが
ܾめているかというと、
「うͪの建෺はもう古い
から、建て௚さなあかΜ
な」というܾఆは、ઐ໳
家ではないΦーナーがし
ている。
ɹだから、ී௨の住宅に
しても、自分のとこΖは
どうだΖうかなと、まわ

りの人に聞けば、「もう築後40年ですか、50年ですか」と。「そ
れはもう建て௚すべきですͶ」という日ৗ的な会話を௨してΞ
υόイスされ、֬実なデーλなしでܾఆされ、建てସえられて
いくということがたくさΜىこっています。こうして多くの໊

もないوॏな地Ҭ࢈ࢿが、ิमやコンόージϣンのՄೳ性すら
。討されないままফ໓し続けているݕ
ɹそのへΜについては、建築設計ऀだけではありませΜが、もっ
と౿み込Μでߟえるべき༨地は、ແݶに残されているΜです。
その現実をきͪっとଊえるඞཁがあるようにࢥいます。
ླ木ɹཁするにΦーナーですよͶ、発஫ऀというか。ある౔地・
建෺をどうすべきかを、୭が൑断してߏ૝し、発஫するかは、
いͪばΜॏཁなことで、20世紀は、その໾ׂを主に公ڞが୲っ
て、社会を引っͺってきたけれども、ࠓ現ࡏ、公ڞのྗが明ら
かにམͪている中で、この౔地はどうあるべきかを、୭かがͪ
ΌΜとߟえなければいけない。
ɹこれに関連して、ྫえば、ઌ΄ど৮れたؠ手のΦΨールもそ
うなΜですが、࠷近、見に行って面നい施設とか、ੜきੜきし
ていていいなとࢥう場ॴは、全部「౰事ऀ」がつくっていると
いうײじがするΜです。
ɹ౰事ऀというのは、その問題についていͪばΜ真݋で੾実に
施設を市民の代ཧとして自治ମがڞえている人たͪです。公ߟ
つくるのではなく、また住民ࢀՃでもなく、その՝題の౰事ऀ
である市民が自分たͪでつくってしまうέースが૿えている。
ɹࢲがこの10年くらい研究してきた、新しい֗の居場ॴ・施設
λイプであるコϛϡニςΟΧフェも、Ӄ内ॿ࢈ॴも、োࣇऀ֐
ಐデイも、フϦースクールも、みΜな、そういう場がඞཁだと
੾実にߟえた౰事ऀが中心になってੜまれています。
ɹւ外でいうと、がΜになった人が、残りの人ੜを、පؾに立
ͪ向かってੜきੜきա͝すための施設であるイΪϦスのϚΪー
ζ・センλー。
本多ɹνϟールζ・ジェンクスのԞさΜ。
ླ木ɹそうです。νϟールζ・ジェンクスのԞさΜであるϚΪ
ー・ジェンクスさΜが、自分ががΜと਍断されたとき、治ྍする
පӃとはผに、がΜになったことを受けࢭめる場ॴがඞཁだと
いうことにͮؾいて、それでつくったのがϚΪーζ・センλー
です。フΥスλー、ήーϦー、βϋなど஌人でもあった有໊建
築家たͪがϘランςΟΞで設計して、イΪϦスにे数Χॴ建設
され、いまでは世界にも広がっています。小さい施設ですが、
これまでになかったビルデΟンά・λイプです、それもϚΪー
というݸ人໊のついた。ී௨ビルデΟンά・λイプというと社
会੍度や技術からܾまるようにࢥわれていますが、ϚΪーζ・
センλーの場߹、ݸ人の意ࢥからੜまれている。
ɹ建築計画は、建෺を࢖う人ʹར༻ऀの立場・視఺から建෺を
えることをϙϦγーにしてきたわけですが、いまや問題意ࣝߟ
のある市民は、ར༻ऀどこΖじΌなくて、新しい場やビルデΟ
ンά・λイプをつくれるΜですͶ。地Ҭにこういう場や施設が
΄しいとߏ૝し、周ғを巻き込Μで実際につくってしまう、そ
ういう実ྫがあͪこͪで出ているײじがします。
ɹさらに、その問題・ςーϚについて真݋にߟえ続けている人

ຊଟ༑ৗ
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が主
ㆀ㇋㆘

となって日々໨を഑りながらӡӦすると施設はいきいきと
する。
ɹいまのとこΖ、౰事ऀがつくる施設は、コϛϡニςΟΧフェ
など小さなものが多いけれども、ΞーςΟストの中ଜ政人さΜ
らが中学ߍをվमして実現したΞーπઍ代田3331のྫもありま
すので、ࠓ後、様々な施設規໛で、౰事ऀといえるΦーナーが
計画・建設とӡӦにܞわっていけるといいとࢥいます。
ԣ山ɹ౰事ऀが、空ؒや࢖いํの۩ମ的なイϝージをあらかじ
め持ͪつつ、建෺を発஫して、かつ、実際のӡӦまで自分たͪ
で行うということですͶ。
ླ木ɹかつて、関西には୴ಹと呼ばれる人がいて建෺や地Ҭを一
家ݴもってϚネジϝントしていましたよͶ。20世紀は公ڞが全
部やりますということで೚せていたΜだけれども、21世紀は、
現代の「୴ಹ」が୲えばいいかなとࢥっているのですが。
安原ɹ建築はڙ給・ఏڙされるものだという֮ײがঃ々になく
なってきているようなؾがします。公ڞ建築の設計をしている
ときに、໾ॴの୲౰ऀが、「Զは施主だͧ」とݴうのが、ڙ給と
いう࿮組のయܕですよͶ。࠷近はさすがにそういうことはなく
なりましたが、かつては「いや、あなたは施主じΌないです。
施主は市民です」とݴってしばしばઓいました（স）。
ԣ山ɹそういう意ຯで、公ڞはݯࡒもないし、人口が減ってき
て、施設は࿝ٺ化しつつもだͿついている。公ڞ施設࠶編の議
論もいΖいΖな自治ମで進められていて、たͿΜ公ڞがつくる
施設はこれからはあまり期待できなくて、むしΖ民ؒがいΖΜ
な公ڞ部分を୲えるようなՄೳ性があるというؾがするΜです。
ླ木ɹそうですͶ。図書館だったら、࠷近はࢲ設のϚイクロライ
ブラϦーがいΖいΖできています。特に「まͪライブラϦー」
は大阪発で、Χフェでも住宅でも、පӃでも、本୨を置いたらそ
こがライブラϦーになる。いま全国で400ぐらいできています。
ԣ山ɹ公ڞ施設の࠶編が各自治ମの大きな՝題となって、これ
から、1'*やࢦఆ؅ཧऀ੍度を積極的にಋ入しようとか、施設

の数を半分にしようとか、学ߍを中心にෳ߹化しようといった
議論が実際に進められています。
ɹしかしながら、࠷後まで、公ڞ施設は公ڞが୲う、面౗を見る
という図ࣜでプロάラϜが進Μでいるけれども、そこに、ઌ΄
どの民ؒとか、もっと小さな規໛の施設をؚめる、あるいは、
ૉ人の住民が自分たͪで公ڞ施設の؅ཧऀになり、ӡӦもϝン
ςも、さらには、転༻やվम౳も全部地ݩでやっていくという
「セルフϝンςナンス・セルフϚネージϝントܕ施設ӡӦ」を組
み込めば、ࡒ政的なղܾだけでなく、その؅ཧ・ӡӦํ法がॊ
ೈ化、多様化したり、新たな活༻ํ法が創発されるՄೳ性があ
るようにࢥいます。
本多ɹそのӡӦの組織、ӡӦମのデβインは自由ということで
すか。
ԣ山ɹそうです。
ླ木ɹなる΄どそうかとࢥったのが、2002年に/),のγϦー
ζ「変ֵの世紀ɹ社会を変える新たな主໾」で紹介されたイΪ
Ϧスの歴史的変化です。有໊な「Ώりか͝からุ場まで」とい
うํ਑、国がすべて面౗みますというやりํは、実は20世紀に
社会主義に対߅するために出てきたもので、それ以前のイΪϦ
スでは、各地のڭ会とか様々な࣊ળஂମ、いまでいう/10的な
ものが෱ࢱやҩྍやڭҭを୲うのが౰たり前だったというので
す。つまり、国や公ڞが全部やるという20世紀が実はかなり特
घな時代だったのかもしれないという話です。ͪΐうどブレΞ
政ݖが「コンύクト」という/10とのύートナーγップを進め
たときで、これはある意ຯ、ݩ々の࢟に໭ったといえるような
આ明でした。こういう流れからみても、これからの社会におい
て、あるςーϚについて問題意ࣝとビジϣンをもった౰事ऀが
自ら場をつくり活動するというのは自然なํ向のようなؾがし
ます。
ԣ山ɹまったく同ײです。公ڞの໾ׂはঃ々に小さくなってい
るようなؾがするし、そうなら͟るをಘないようなঢ়況もあり
ます。
ɹ21世紀を見௨すと、ૉ人の時代というか、ݴ༿を変えると、
かつてのઐ໳家が一ํ的に計画して、空ؒを࢖わせしめるとい
うようなトップμ΢ンから、みΜなが、特に、ར༻ऀをؚめて
いΖΜな市民が建築を企画・計画しつくることにかかわり、さ
らには実際のར༻やӡӦも進めていくϘトϜΞップへの転換が
図られるようにࢥいます。
ླ木ɹただ、市民ならだれでもいいというわけではないؾはす
るΜですよ。問題意ࣝとセンスを持っている人というのは、そ
う多くはないという実ײもあるΜです。東ژ大学のদଜल一さ
Μが『ͻらかれる建築』という本を書かれています。現ࡏ、自
分たͪでつくることができる第三世代の民主化が建築でىこり
つつあるという話です。આ明としてわからなくはないΜだけれ
ども、গなくとも広い意ຯで公ڞ性のあるものについては、だ

ʪϚΪʔζ　ロϯυϯʫ（ࡱӨ：ࡾӜݚ）
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れでもつくれるのではなく、問題についてわかってい
る人、見ࣝあるͪΌΜとしたΦーナーが୲౰した΄う
がいいというؾもするΜですͶ。
本多ɹ技術的にԿかݴう前に、きͪっとしたߟえํを
語っていただきたいわけです。ॲํᝦとしての技術的
な൑断は、その後についてくるものです。古いから、
もうもたないからというようなことはઌに出さないํ
がいい。そういうことではない風౔をつくっていかな
いといけないですͶ。
安原ɹ一ํで、ઐ໳家以外の人たͪが変わりつつある
時代に、建築のઐ໳家のڭҭ、どういう人材をҭてれ
ばいいかというようなことも、վめてߟえないといけ
ないとࢥいます。
ɹ建築学Պのڭҭํ法というのは、ੲから変わっていな
くて、もっと経ࡁのことをڭえなきΌいけないとか、
いΖΜなことをݴってくる人がよくいるΜです。けれども、そ
ういう஌ࣝは実務をԿ年かやったら自然に਎につきますから、
むしΖ、建築を௨してしか਎に෇かない、空ؒのઐ໳家として
のスキルを֬実に਎につけることを༏ઌすべきだとࢥいます。
経ࡁをڭえΖとか、コンピϡーλーをૣめにڭえ込め、という
プレッγϟーは、ҧうのではないかとࢥいますͶ。
ླ木ɹ意ࣝと見ࣝのある市民が୆頭してくるならば、結ہ、建
築のઐ໳家は、モϊと空ؒをきͪっとѻえるというのがいͪば
ΜॏཁかもしれませΜ。ੲは、建築計画のઐ໳家が、調査など
から市民の意向やཁ๬をټみ取って、これからඞཁな建෺や施
設はこうでしΐうとఏҊしていたΜだけれど、いまや֗場の౰
事ऀの΄うがセンスもイϝージもある時代なので、建築計画も
モϊにୀ٫した΄うがいいかというؾもしなくはない。
安原ɹまあまあ、ୀ٫とはࢥわないΜですけど（স）。
ླ木ɹୀ٫はだめです（স）。近畿大学では、建築計画の展開と
して、企画Ϛネジϝントができる人材をҭてようとしているの
ですが、その場߹も、モϊと空ؒをきͪっとやれることが大事
かなとࢥいます。
ԣ山ɹモϊがϕースになるのはؒҧいないとࢥうΜだけれども、
それだけじΌ、ͪΐっと次の時代には厳しいかなというؾがし
ます。空ؒのઐ໳家であることを基本として、そこからいΖΜ
なスキルを持ͪಘるような、あるいは、ଞのྖҬにาみدるこ
とは、ॏཁだとࢥうΜですよ。ཁするに、市民とともにとか、
ඒしくないけれども面നいとか、ׄ޷ѱいけれども豊かだとい
うような、Կかそういうײ性ってҭたないのかしらとࢥうΜで
すけどͶ。
ɹえてして、空ؒを中心にした建築ڭҭをやっていくと、スϚ
ートな、ׄ޷いいデβインに行きがͪだけれども、もうͪΐっ
と社会の面നさみたいなものがಡめる人ؒが出てくるといいな
とࢥいます。

ླ木 そういえば、࠷近、大阪でイέフェス（ੜきた建築ϛϡー
ジΞϜフェスςΟόル大阪）が始まったじΌないですか。あれはඇ
ৗに意義ਂい企画だとࢥいます。
ԣ山ɹあれがいいというのはʁ
ླ木ɹ市民と建築の価値をڞ有する࢓組みにҭっていく期待が
あるからです。ւ外の大都市には、行政とはผに、建築を市民に
఻えることをϛッγϣンにする組織があります。ニϡーϤーク
ならϛϡニγύル・Ξート・ιαエςΟー（.VOJDJQBM "SU 4PDJFUZ、
市ܳ術協会）。ニϡーϤーク市自ମより長い歴史があって、様々な
保存ӡ動やܒ໤活動をしています。/10ですが全然手ห౰とか
じΌない、きͪΜとした組織で、大企業たとえばγϟネルの෭
社長がཧ事だったりします。Ϛジιン֗の本部にはΪϟラϦー
や図書館もあり、建築の見学会もৗ時やっている。΢ェブαイ
トを見ると、いまニϡーϤークではこういうプロジェクトが進
Μでいるが、問題があるのでわれわれはこのようなΧ΢ンλー
ҊをఏҊしているみたいなことが載っています。市でもない、
民ؒでもない、こうしたஂମがニϡーϤークの建築を見ுって
いるײじがあってײ໏を受けました。γΧΰ建築家協会もඇৗ
にΞクςΟブなஂମです。イέフェスの発展としてこういうஂ
ମが大阪にできるといいなとࢥっています。
ɹ建築について市民とڞ有することは大੾ですが、一఺、建築
の価値というと、歴史的由来とか᤬஝が中心になりがͪなこと
は஫意すべきだとࢥいます。建築家についてのࡉかな᤬஝では
なく、この建෺のこの空ؒはこうなっているから意ຯがあるΜ
だという建築の基本的な価値を、Φーナーやະ来のΦーナーに
なる人とڞ有することが大事かなとࢥいます。

೔ຊ建築ڠ会へのఏݴ

ԣ山ɹ࠷後に、日本建築協会のこれからの໾ׂとか、立ͪҐ置

ੜ͖ͨ 建築ϛϡʔジΞϜϑェεςΟόϧେࡕ（Πέϑェε）ͰμΠϏϧຊؗをֶݟすΔࢀՃऀ
（Ө：的৔ॣ໻ࡱ）
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をどうߟえていくのか、どういうふうに変わっていくのかとい
うことについて、おߟえはありませΜか。
本多ɹ協会の月ץ誌『建築と社会』のѹ巻は編集委員会の充実
であり、各分野の۷りԼげと、連ܞに広い視野を持ͪ続けてきた
ことです。中でも若い人たͪにとって、編集や発表をすること
は、౰事ऀにとってはඇৗにۓுする機会であり、ྭみを༙き
もੲは『建築と社会』ࢲ。こしてくれるとこΖでもありますى
にϰΝナキϡラー建築をめぐる論ߟを27回連載させてもらった
ことがあり、ৼりฦってみるとਂく自分を۷りԼげる機会をい
ただいたものとँײをしております。
ɹ現代はઐ໳分野のนをղき΄ぐしていくことにॏ心が移りつ
つありますが、若いํ々がそれͧれの立ͪҐ置をݻめていくフ
Οールυであり続けることが大੾だとߟえています。
ԣ山 30代でϰΝナキϡラーに関する記事をお書きになったʁ
本多ɹそうですͶ。そういういΖいΖな動機の中で、୯なるࡶ
誌、月ץ誌ということ以上に、影響をײじている人たͪがたく
さΜいるだΖうとࢥっています。そういう意ຯでは、関西にお
いては、ඇৗに਎近なϝデΟΞでもあったということです。
ɹでも、いまのように、だΜだΜ会員数がগなくなってくると
いうのは、ͪΐっと心഑だというとこΖもあります。
ԣ山ɹޡղをڪれずにݴえば、࠶開発とか、大きい建෺をつく
ることが組織事務ॴやθネコンの中心的な࢓事だとすると、協
会を主ಋしておられるํ々というのは、どͪらかとݴえばそっ
ͪのάループであるとࢥいます。とこΖが、世の中、小さな建
෺、Ϧϊϕーγϣンなどというのが、じわじわと広がっている
のですが、小さな࢓事をする൴らの活動を受け入れきれていな
いとこΖがあるのではないでしΐうか。そういう人たͪにとっ
てもັྗのある協会になっていくと、1
000人੾った会員ももっ
と૿えるかもしれないし、それから、Ϧϊϕと新築が二極化し
ている、྆ऀをどうつなぐかということも、大きい՝題のよう
なؾがするのですが、そのಓےが見えてくるかもしれませΜ。
ɹ大きい建෺をつくらないという選୒ࢶもあるかもしれないけ
れども、大きい建෺をつくるときに、そういう小さな建෺をつ
くるϊ΢ϋ΢、ߟえํとか、ํ法が、どうੜかされるかという
ような、Կかそこでの૬ޓ௨行ができると、もっと建築って面
നくなるようなؾがします。それを、協会がつなぐ໾ׂをՌた
してくれるということの意ຯはありそうなؾがします。
本多ɹそうですͶ。実態としては、大手θネコンや、大手設計
事務ॴ、各छ関連企業のようなとこΖの支援によって支え続け
られているということがありますのでͶ。だからといって、そ
のことを記事に൓өしようという意図は、編集のଆには一੾あ
りませΜ。ないけれども、作品掲載が有ྉである఺ではଞ会と
同様であり、若い人たͪにັྗのあるものを広げていこうとい
う఺で、ϋーυルをԼげていくํ向性でありたいとࢥいますͶ。
ླ木ɹઌ΄どの続きでいうと、建෺のΦーナー向けに建築の価

値を఻えるࢼみはあってもいいのかなとࢥいます。建築は発஫
ऀがܾఆ的にॏཁですよͶ。設計ऀがいくらがΜばΖうが、発
஫内༰で、建築の価値はかなりܾまってしまう。いい୴ಹऺと
いうか、Φーナーとお஌り߹いだとࢥうので、せっかくのϝデ
ΟΞをੜかして、Φーナーとそのީิऀに建築の価値をわかっ
ていただくことを進めて΄しいです。
ɹもうͻとつは、建෺の「主

ㆀ㇋㆘

」のことです。住宅でも公ڞ施設
でもコϛニϡςΟΧフェでも、しっかりした主がいないと建෺
はࢮ͵Μですよ。近代というか20世紀は、全部公ڞがやります
ということで、地主とか、঎ళ主とか、神主とか「主」を全部
ࣺててきたΜです。とこΖが、ここはࢲが࢓੾っていますとい
う主がいないと、建築や場ॴはੜきੜきしませΜ。そういうわ
けで、主をҭてるというのはઈ対大事かなとࢥいます。
安原ɹࢲは大阪でੜまれҭって東ژで࢓事をしていますが、ஏ
ずかしながら日本建築協会のことをՉ聞にして存じ上げませΜ
でした。けれども、このようなஂମが大阪にあるということ自
ମが、実は૬౰す͝いことだとࢥうΜです。΄かの地ํ都市で
は౰然ىこりಘないですし、あるϚーέットなりΧルνϟーの
ްみがあるということを୺的に表しています。
ɹ大学のڭえࢠたͪにも、஛中޻務ళや大林組にब৬して大阪
でキϟϦΞをスλートしている連中がけっこういます。൴らは
ͻΐっとすると、数年で大阪を཭れてしまうかもしれませΜけ
れども、こういうコϛϡニςΟでかわいがってもらえれば、そ
のؒ充実した経ݧが積めるとࢥいます。
ɹそれと、この しかഈ見していないのですが、掲載されて࡭1
いるトピックが技術的な話に特化されす͗ると内向きになって
しまうようなؾがします。ࠓ日、ཎ屋ڮの駅からずっと川Ԋい
をาいてきましたが、やっͺり大阪のまͪって立೿だなとվめ
てࢥいました。それはわれわれのઌഐの設計事務ॴやθネコン
のօさΜが຺々とつくってきたまͪฒみだとࢥうΜです。そΜ
な中で࠷近見られる ň๺඿ςラスŉ のようなࢼみは、๻がࢠど
ものࠒにはなかった動きです。وॏなまͪの࢈ࢿの中にああい
うιフトの動きがىこっている。建築のϋーυだけでなく、そ
ういうまͪの࢖われํなどにもスϙットを౰てると、ઐ໳外の
ํにも楽しめるような内༰になるとࢥいます。
ԣ山ɹ「建築と社会」をはじめ、建築協会自ମは、わりに৘報集
໿ܕ、৘報交換ܕというײじなので、そういうまͪや市民に向
けてのΞクγϣンみたいなことを展開していく、もうগし۩ମ
的な動きをつくっていくという「コトのデβインと実ફ」もあ
るようなؾがします。
ླ木ɹイέフェスを৐っ取られたらどうですか（স）。
ԣ山ɹどうもありがとう͟͝いました。
ɹ� （2016年 6 月 2日、ࣜג会社安井建築設計事務ॴにて）
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建築を௨ͨ͡ίϛϡχέʔγϣϯ

߳西ɹ日本建築協会は100周年を迎えます。100年前といえば大
阪は大大阪の時代で、東ژ以上の人口を༴し、࢈業ੜ࢈高もژ
඿を௒えているような時代でした。都市がܹٸに๲ுしますと
インフラ੔උが௥いつかず、住環境がѱ化していきます。その
ような時代に、ย岡安を中心に近代建築をਪ進した建築家のϦ
ーμー達が݈全な֗ͮくりを໨的に結集し、日本建築協会が設
立されました。そして建築基४法の前਎に౰たる市֗地建築෺
法とか都市計画法の੍ఆに協ྗ、またࡩέٰの住宅վ଄博ཡ会
を開࠵し「ཧ念から実ફへ」ということをਪ進しました。ઓ後
もそういう流れを引かれるํ々が引き続き協会をӡӦされまし
た。この協会はそういうඇৗにॏいஂମであるとࢲはೝࣝして
います。
ɹ支部活動に関しましても、ઓ中から支部をつくるべきではな
いかという意見があったようですが、1947年（昭和22）にようや
く各支部がつくられました。ઓ後すぐに、ম౔の中でよくͧや
られたなとࢥってڻきました。まずژ都、それから広ౡ（ 2年後
に中国支部に໊শ変11、（ߋ月にはฌ12、ݿ月には۝भ、東ւ、 3
年後の1950年には和Վ山と続きます。
ɹその後いΖいΖな展開がありまして、1970年の万博の年に会員

6
157人、660ஂମでピーク
を迎えました。その後、গ
高齢化により会員のϦλࢠ
イΞに若い人の入会が௥い
つかず、ݸ人会員数は漸減
しています。その原Ҽは、
協会の活動がಷいというこ
とではなくて、世૬の変化
の影響が大きいのではない
かとࢥっています。中でも
インλーネットによる新し
いコϛϡニςΟのొ場が影
響しているとࢥいます。わ

れわれにとって、建築と社会をつなぐ場として、ࠓ後の協会の
活動を活性化することが、「新しい地ฏ」をめ͟して100周年の
ඇৗに大きなςーϚではないかとࢥいます。
ɹ特にࠓ日は、地ํ創ੜの時代の支部のありํが大きなςーϚ
になるとࢥうのです。それは、風౔のҧいや本部とのڑ཭とい
う地ཧ的な問題があΖうかとࢥいます。しかし日本建築協会と
して一ମとなり、その上で各地Ҭの৚݅をੜかすことがࠓ後の
՝題だとࢥいます。
ɹ日本建築協会に続いて建築࢜会、建築࢜事務ॴ協会、建築家
協会などいΖいΖなஂମができました。それらは֨ࢿや৬ೳの
ஂମなので、それͧれ໨的はҟなります。その中で日本建築協
会は建築࢜のみならず、建築にかかわるあらΏるジϟンルのݸ
人と法人が౳しくਖ਼会員として集い、建築を௨じた社会ݙߩの
ためにコϛϡニέーγϣンを大੾にしています。「֗ͮくりにߩ
、するにもݙߩ౔ͮくりにڷ、が建築協会のςーϚですが「ݙ
まずࢀՃしていただくことがスλートです。
ɹաڈの各支部さΜの活動を見ていますと、やはりそういうふう
にߟえていらっしΌるようです。講演会、講श会、見学会౳、
建築にかかわる人の技術のレϕルΞップが市民の֗ͮくりに対
する意ࣝの向上を༠発します。特に東ւ支部さΜはݦஶで、『建
築と社会』の特集号を毎年出す、「東ւの建築」というࢠ࡭を出
す、 2年毎にւ外視࡯を企画する、それから建築࢜会、建築学
会、事務ॴ協会などଞのஂମとのコϛϡニέーγϣンをີにや
られている。この活動はとてもૉ੖らしいとࢥいます。

౦ւࢧ෦の׆ಈ

ࣰ原ɹ東ւ支部は1947年に設立されましたが、1950年代にいっ
たΜٳ会という話がありました。それをまた復活させていると
こΖに意義があるとײじています。౰時、いΖいΖな建築関連
ஂମが発足していて、それらのஂମにՃ入した上で、さらに建
築協会に入ることに意ຯがあるかということではなかったかと
。いますࢥ
ɹ東ւ支部の復活のϙイントは、໊古屋市建築ہの現৬の技術

ग़੮ऀ ߳西تീ࿠（ࣜג会ࣾ౦ാ建築ॴ୅දऔక໾ࣾ௕ɺ日本建築協会会௕）
∁দོ෉（޿ౡۀ޻େֶֶ޻෦建築ֶ޻Պڭतɺ日本建築協会中ࢧࠃ෦௕）
（෦௕ࢧ຿ॴ෭ॴ௕ɺ日本建築協会౦海ࣄ԰ݹ຿ॴ໊ࣄܭ会ࣾ҆Ҫ建築ઃࣜג）Ղଇݪࣰ
௕੉തҰ（༗ݶ会ࣾ௕੉建築ڀݚॴ୅දऔక໾ɺ日本建築協会ژ౎ࢧ෦௕）

100周年記念誌第4回࠲ஊ会

支部活動をめぐって

߳西تീ࿠会௕
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部長であった一
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ࢯ
が支部長であったことに表
れているのではないかとࢥ
います。一ᅵさΜは໊古屋
の東山動২෺Ԃで、ॏཁ文
化ࡒになっているΨラスの
Թࣨを設計したํです。各
ஂମは৬ೳஂମだったり業
界ஂମだった。その中で、
行政として見たとき、建築
協会は֗ͮくりなどの話が
できる場として൑断をされ

たのではないでしΐうか。
ɹ東ւ地ํにおいて、౰ॳ、建築協会、建築࢜会、建築学会、
建築家協会の 4つのஂମが 1つのڞ同事務ॴをつくっていまし
た。いまは建築࢜会が฼ମで、建築学会と建築協会が委託して
います。さらに、 8ஂମ連བྷ会が 2か月に 1度継続して開かれ
ていて、その場で建築展౳の行事の࠵ڞを協議するなど、ޓい
に連ܞしてきた歴史があります。
ɹ建築協会は、౰ॳからの活動として、実務講श会を1956年か
ら現ࡏまで継続してきています。これは、建設業協会などにઌ
。けてやられていたようですۦ
ɹઌ΄どの一ᅵઌੜが1978年まで支部長を歴೚したあと、1979
年から1992年と長きにわたってѪ஌޻業大学の中ౡ一

ㆯ㆘㇀

ઌੜが支
部長を歴೚していました。そのとき、現ࡏの活動のϕースにな
る活動を広げてこられました。東ւ支部の活動を見ると、実務
講श会があって、講演会、見学会がある。見学会も、1992年ぐ
らいから 2年に 1度、ւ外に行ったりしています。そのؒ、15
周年史から始まって35周年史まで、 5年͝とに記࿥誌をまとめ
ています。ࠓ回、東ւ支部の歴史を調べるにあたり、վめて、
こういう記࿥は大事とࢥいました。
ɹその後、設計事務ॴۈ務の人が支部長を務めるようになって
からは、記࿥を残すより、新たな活動をしていこうという動き
が出てきたようです。いい面、ѱい面があるとࢥうのですが。
新機࣠を໛ࡧしており、౰時、すでに本部の΄うでもΞンμー
35とかやっていて、それを見ながら、40ࡀ以Լの会員を入れる
ようなことをやりました。
ɹࢲはそのこΖ建築協会に入りました。文ষを書いたり活動し
たりしている中で、21世紀に向けて新しい取り組みをߟえて΄
しいという話がありました。そこで、「人にやさしい֗ͮくり」
という取り組みをやりました。Ѫ஌ݝが「人にやさしい֗ͮく
りのਪ進に関する৚ྫ」をつくったので、Ѫ஌ݝの੕野広ඒさ
ΜにΞυόイβーになっていただき、「『やさしさ』ってԿ」と
いうγンϙジ΢Ϝを開࠵したのです。事前にษڧ会をԿ度も開
き、োがいऀஂମの人も毎回ࢀՃしてくださいました。ར༻ऀ

の人にとって建築がいかに大事かということがೝࣝできた取り
組みでした。ただ、こういったことはけっこう࿑ྗがかかる取
り組みです。
ɹいまやΖうとしているのは「 5つの立場」を意ࣝした取り組
みです。建築をڙ給する、設計、施޻、ϝーΧー、行政、ڭҭ
の「 5つの立場」にもう一回立ͪฦって、その中で意見交換な
どをしていったらいいのではないかとࢥいます。そうݴいなが
ら、現ঢ়では໾員にも会員にも行政のํがいない。どういうこ
とかとࢥって、աڈの໾員の立場ผの比཰を出してみました。
すると、10年ぐらい前から行政のํが減ってきていました。ま
た、その前はڭҭ関܎の人が減っていました。ࠓ後はόランス
のとれたߏ成にしていくべきではないかとࢥっています。
߳西ɹ行政に関しましては、࠷近の流れとして、ஂମの໾員か
ら公務員を引くという動きがあると࢕ったことがあります。
ࣰ原ɹそうなΜですͶ。
߳西ɹとこΖで、東ւ支部ではւ外πΞーを企画していますͶ。
ૉ੖らしいのは、ඞずそこに現地の事務ॴ๚問が入っているこ
とです。見学するプロジェクトの時代性も的֬にଊえられてい
て、毎年、「ૉ੖らしいな、ࢀՃしたいな」とࢥうΜです。社長
が会社を์っておいてとݴわれるのでできませΜが（স）。
ɹそれから、్中গしٳ会があったということですが、そもそ
も支部設立のときには、50人以上のϝンόーがいないとだめだ
ったΜですͶ。
ࣰ原ɹええ、そうなΜです。
߳西ɹ後΄ど、それが100人に変わったとか。東ւ支部がࢭٳに
なったときには基४をԼ回ったとࢿྉに書いてありました。い
ま基४は50人だとࢥうΜですが。東ւ支部はその後復ؼして、
80周年のときには会員が200人を௒えています。
長瀬ɹ1956年から続けておられる現場実務講श会というのは、
۩ମ的にはどΜなことをやってこられたのですか。
ࣰ原ɹいま講ࢣで来ていただいているのは、ਗ਼ਫ、஛中、大林
のํで、施޻のԾ設計画とか、現場の積ࢉといったことです。
߳西ɹそれは、࠲学としてですか。それとも、どこかの現場で
実際にやっているのですか。
ࣰ原ɹ࠲学でやっています。本部の΄うで作ってくれているς
キストを࢖ってお話ししていただいています。
߳西ɹ現ࡏ、全会員80໊ऑのうͪ໾員数が25໊とありますͶ。
ࣰ原ɹஂମ会員もؚめると100໊ぐらいで、 4分の 1が໾員で
す。ஂମ会員として入ってくる人も໾員になっています。
߳西ɹそれでは、中国支部の΄うはいかがでしΐうか。

தࢧࠃ෦の׆ಈ

∁দɹࢲもࠓ回調べてॳめて஌ったのですが、1947年（昭和22）、
原രඃ֐からまだ復్ڵ上であったときに、もう広ౡ支部（ 2

篠原佳則東海支部長
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年後に中国史部）をつくっています。ࢲ自਎はまだੜまれていな
かった（স）。
長瀬ɹ本౰に、広ౡはڻきです。
∁দɹそのとき、会員数も200໊を௒えていた。す͝い勢いで
す。ੲは藤田組、いまはフジλといっていますが、広ౡが発঵
のθネコンの会長藤田ఆ市さΜがॳ代支部長になられました。
ੲから、広ౡではフジλがいΖいΖな࢓事をやってきたことも
あって、おそらく原രඃ֐からの復ڵにおいても大きなྗを発
、Ճされてࢀいます。建築協会活動にも積極的にࢥされたとش
౰協会を広ౡにࠜͮかせたということです。
ɹそれから、広ౡ大学に建築学Պがなかったので、建築協会が
引っͺってきて、 2年後ぐらいに建築学Պを新しくつくったと
。われていますݴ
ɹࢿྉを見ると、10年΄どフジλの会長さΜが支部長をやられ
て、次は、θネコン日ڵの社長古林義ರさΜが支部長を引き継
がれた。ࢲが学ੜだった昭和40年͝Ζ、学会行事で日ڵビルに
行ったことがあります。そこには建築学会、建築協会、建築࢜
会౳の建築ஂମが事務ॴをߏえていたようです。
ɹその後、広ౡ大学が東広ౡに移転をしまして、広ౡ大学޻学
部の੻地に新しく৘報センλーがつくられました。建築学会や
建築࢜会はそっͪへ移ったのですが、౰協会はそこから分かれ
て、θネコンに場ॴおよび事務代行をおئいしています。現ࡏ
は山ཅ޻業、その前はԼ؛建設です。会社のํにװ事をおئい
するとともに事務全ൠにわたって支援していただいています。
ɹ࠷ॳのこΖには、会員数も多く౰協会は積極的に様々な活動
をしていたようですが、時代が進Μで、広ౡの建築業界がඞず
しも޷況とはݴえなくなると、各θネコンの広ౡ支ళがあまり
ྗを持たなくなって、Կかをおئいしても、本ళにおうかがい
を立てなければいけなくなりました。
ɹ特にόブル่յ以後、౰協会に入っていた多くの支ళがୀ会
するという事態がىこりました。現ࡏでは、広ౡの地場のθネ
コンと、大手θネコンの広ౡ支ళがいくつか入っていますが、
ඇৗにこͫΜまりとした集ஂになってしまいました。
ɹࢲは10年前に౰協会に入会しました。前支部長から「会員数
も減ってきたし、大学関܎の人もগないから入って΄しい」と
入会ק༠があったためです。それからいΖいΖな活動を見てき
たのですが、あまり引き継͗もなされないままࢲが支部長を引
き受けることになりました。
ɹ中国支部は来年で70周年となる΄ど長いؒ活動をしていま
す。この࠲ஊ会に向けて年഑の人から৘報をऩ集したいとࢥい
Կ人かに੠をかけたのですが、だれもはっきりしたことを஌ら
ないとݴわれるのです。事務ہが転々と変わったこともあり、
支部としていΖいΖやってきた歴史は、いまのとこΖはっきり
しないのです。ࠓ後、ࢲどもも東ւ支部のような形で、10年に
1回でも支部の記࿥を残すようにしたいとࢥっています。

ɹ 3代໨の中国支部長は建
材会社の社長青੝ൟஉさΜ
で、1970年͝Ζに建材関܎
で新しい動きがあったよう
で、10年ぐらい、毎年のよ
うに建材に関する講श会が
開࠵されました。
ɹࢲが支部長になってから
は、౰協会も一ൠ社ஂ法人
となり、支部にಠ自の活動
をすることがٻめられたの
で、支部でԿをするかを議
論しました。まず手始めに、長いؒ実施していない「建築޻事実
務講श会」を開࠵することにしました。本部作成のςキストを࢖
༻しての講श会なので講ࢣ選ఆもわりあい༰қでした。地場θ
ネコンの若手の人などがたくさΜࢀՃしてくれて、Ξンέート
の中に「大変、໾に立った」という回౴が多数ありました。そこ
で、「実務講श会を毎年やっていこう」ということになりました。
ɹまた、「大手θネコンでも以前に比べれば୹い期ؒで新入社員
研मをしているので、もうͪΐっときͪΜとした研मをした΄
うがいい」との意見が聞こえてきたので、「若手・新入社員技術
講श会」も開࠵することにしました。
ɹߋに、施޻に関しても毎年新しい技術が出ておりますので、
その中のいくつかを選୒して「中堅社員༻技術講श会」として
やっていくことにしました。これら 3つの「施޻技術に関する
講श会」を 3年ؒ継続してやってきました。毎回のࢀՃऀは30
໊から40໊ぐらいで、安ఆ的にࢀՃऀが見込めることから、こ
れからも継続的に開࠵する༧ఆです。
ɹ新しい଱਒技術や設උ関連技術などが出たときにどうしても
地ํでは遅れ遅れになるので、設計をབྷめた講श会もඞཁであ
Ζうということで、現ࡏ、४උをしています。次年度ぐらいか
らগしずつ新しい設計技術を取り入れた講श会を開࠵する༧ఆ
です。
ɹそれͧれの৬ೳஂମも技術講श会をやっていますが、それら
は΄とΜど会員向けに行われています。ࢲどもの講श会には会
員は΄とΜど来なくて、大半は会員ではない若い人です。「面ന
そうだから聞きにこよう」という人が見えています。そういう
こともあって、౰協会は෯広くいΖいΖな技術をීٴさせるに
は࠷దな協会ではないかとࢥっております。
߳西ɹ文化活動に関しては、われわれのஂମは人材をؚめて企業
の支援がඇৗに大事ですͶ。日本建築協会は建築家だけではな
くて、多様なジϟンルの人がいるとこΖがいいとࢥうΜです。
やはり東ژ一極集中で、日本建築協会は大阪に基൫があるとい
うことで、あるఔ度ϋンデΟがあるのではないか。企業のํに
もཧղをٻめて、Ξピールしないといけないとࢥっています。

∁দོ෉தࢧࠃ෦௕
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長瀬ɹ中国支部の現ࡏの会員はԿ໊ぐらいおられるのですか。
∁দɹ80周年のときには107人、50ஂମです。いまは33人、14
ஂମです。

ಈ׆෦のࢧ都ژ

߳西ɹ次にژ都支部についておئいいたします。ژ都は大阪に
近いのに、なͥ支部ができたのでしΐうか。やっͺりژ都の風
౔の特௃かなとࢥいますが。
長瀬ɹそうですͶ。支部をつくる໨的として、地Ҭならではの
ものを発信したい、やっていきたいということが、ఆ׺の第 4
৚にもᨳわれていますͶ。
ɹࢲも、ࠓ回事務ہからૹっていただいたࢿྉにॳめて໨を௨
しました。1947年にできたときのことがかなりৄしく出ていた
ので、౰時の問題意ࣝがわかります。計画や実施事業を見ます
と、いまにも௨じるようなものがたくさΜありました。まず「建
築のඒ化ӡ動」。これはৄࡉがつかめていませΜ。「ແྉ૬ஊॴ
の設置」とか「都市Ӵੜ化ӡ動」については、ઓ後ؒもなくの
時代をײじます。そして、ࠓにも௨じる「଱਒ิڧ」「出版計
画」、「ଞのいΖいΖな文化ӡ動とのλイΞップ」などです。そ
れから、その後も続いている「文化ࡒの見学」などです。
ɹژ都支部ができた年には地਒講演会を開࠵し、ژ都λワーの
建設にもかかわられたߏ଄のݖҖの୨ྒڮઌੜに「࠷近の଱਒
という講「こるかى地਒はいつ」三ઌੜにݑ々ࠤ大のژ、「଄ߏ
演をしていただいています。また、西本ࣉئの見学などが実施
されています。
ɹ支部長は 4分野から出ています。ॳ代が行政から、 2代໨が
大૔三࿠さΜというڭҭからのํです。 3代໨が設計事務ॴか
らで、 4代໨が行政出਎のํで、その次が施޻関܎のํです。
次が行政のํ、 7代໨がまた施޻出਎のํで、 8代໨が設計、
9代໨が行政。このํはژ都市の都市計画ہ長を務められたํ
で、12年ؒ務められた。次に10代໨の支部長は設計事務ॴのํ
で地Ҭ計画なども͝ઐ໳だった。そしてࢲが11代໨になるとい
うことをॳめて஌りました。ࢲは 2年໨なので、まだ΄や΄や
なΜですけれども。
ɹ会員数のਪ移を見ますと、࠷੝期で150໊ぐらいのݸ人会員
で、ஂମが31ஂମだった。それがここ20年ぐらいのؒに 6分の
1ぐらいになりました。現22໊ࡏのݸ人会員と 8ஂମというঢ়
態です。東ւ支部さΜや中国支部さΜの活動が活発なのを見せ
ていただくと、本౰にݞ਎がڱい（স）。
ɹ事務ہに、աڈの事業について調べてもらったのですが、20
年ؒぐらい、年 1回の見学会と 建築࢜講श会が主な事業だڃ2
ったということです。ࢲもそのؒ会員だったのですが、こうい
うことをやって΄しい、と積極的なఏݴもしなかったからよく
ないとࢥうΜです。そΜなことやら、高齢化やら、20年ؒの不

況やらで会員さΜが減って
いったのかなとࢥいます。
ɹ支部ができたࠒ、建築協
会、建築࢜会、建設業協会
の 3会߹同ではあるけれど
も、年10回ぐらいの見学会
とか、໾員会も年にԿ回か
ॏͶたという記࿥もありま
す。そういったことをやら
ないとだめだと௧ײしまし
た。
ɹ60周年のژ都の記念特集
号のときはࢲも編集にかかわったのでよく֮えています。あれ
を 出すのでもかなりしΜどかった֮えがあるので、東ւ支࡭1
部さΜは毎年出されているからڻきます。経ࡁ的にもす͝く勢
いのある地ҬでもあるからそういうこともできるΜだΖうなと
ࢦ都支部も来年が70周年になります。それを໨ژ。うΜですࢥ
して自分たͪでもԿかͻとつぐらいやるべきだとはࢥいつつ、
「やりましΐう」という໾員のํを૿やさないことにはだめだな
とࢥいます。
ɹそれから、不ษڧなのでお聞きしたいのですが、本部に「建
築޻事実務講श会」のςキストがあるのですか。
∁দɹそうです。 5年に 1度ぐらいϦニϡーΞルされるςキス
トがあります。
߳西ɹඇৗに実༻的でいいとࢥいます。一ൠのςキストにはこ
こまで書けないだΖうということまで書いてあります。
長瀬ɹそΜなにいいςキストがあるのですか。中国支部さΜで
は、若手・新人の技術講श会はどういったことをされるのです
か。主に集まられるのは施޻関܎のํですか。
∁দɹ施޻会社の新入社員に集まってもらって、現場へ出たら
すぐにඞཁになる技術とか、安全؅ཧに関する஫意事߲とか、
本౰にॳา的な内༰です。もͪΖΜ、各企業でもやられるので
すが、現場؅ཧを長くやられたઐ໳の人に講ࢣをおئいして、
毎年 3つぐらいςーϚをܾめてやっておりました。
߳西ɹ講ࢣは大事ですͶ。ઌൠ、東ւ支部の૯会のときに、
/),大ՏυラϚ『真田ؙ』の題ࣈを書いている፸౔लฏさΜと
いう׭ࠨ屋さΜを呼ばれたΜです。一ൠのํも来られて、とて
も੝況でした。
ࣰ原ɹ90人ぐらいでしたͶ。
߳西ɹそういうときに来られたํに、会員になっていただくよ
うにק༠すればいいとࢥうΜです。協会の活動にࢀՃしていた
だければよさがわかるΜですけど、࠷ॳにࢀՃしていただくの
が೉しい。いいコンςンπをఏڙして、まず来ていただくこと
が大事だとࢥいます。
長瀬ɹ現ࡏ、中国支部の会員さΜは 5分野おられるのですか。

௕੉തҰژ都ࢧ෦௕



部活動ΛΊ͙ࢧ55 ͬͯ

∁দɹいえ、現ࡏはͪΐっとภっています。໾ॴに長くۈめて
いた人、θネコンの人、ڭҭ関܎では大学のઌੜํです。以前
は設計事務ॴの人がたくさΜおられたのですが、ཧ由ははっき
りしませΜが、いまは΄とΜどおられませΜ。そこで、いΖい
Ζな設計事務ॴの人にお話しして、またฦり࡙いていただきた
いとಇきかけているとこΖです。
長瀬ɹژ都支部では施޻分野のํのྗをआりて実務講श会も出
来ればとࢥいますし、会員にはڭҭ分野でたいへΜ༏れた研究
と実ફに౒めてこられたํもおられるので、そういうํに講演
をしていただこうとࢥっています。ژ都はたくさΜ数د屋建築
がありますから、この前、第一人ऀの中ଜণੜઌੜに講演をし
てもらいましたら、大阪からも大勢見えて੝況でした。ࠓ後、
講演会、見学会、講श会などを組み߹わせていきたいとࢥって
います。
ɹそれと、ژ都には大学がたくさΜあります。一ੲ前とҧい家
政Պが住居系の学Պなどに変わっていますでしΐう。だから大
学ੜを૬手にした企画をしては、というଞの໾員さΜのఏݴも
あります。本部で学ੜさΜ向けに企画しておられる委員会があ
るΜですͶ。ࢀՃऀ数などそのঢ়況がわかればありがたいので
すが。
事務局ɹӡӦ委員会で、年に 1回か 2回、学ੜのために現場見
学会をやっています。ื集は毎回30人ぐらいですが、ࢀՃ人数
は෺݅や時期にもよるようで、20人から30人ぐらいですͶ。

ຊ෦とࢧ෦のҰମײ

߳西ɹとこΖで、支部をつくるときに、支部୯ಠで会ଇがあり
ますが、協会としてはผのஂମのような࢓組みになっているΜ
じΌないかとࢥうΜです。企業でߟえますと、本社と支ళと社
ଇがҧうなΜてことはないですよͶ。そのへΜについてはどう
なΜでしΐうか。
長瀬ɹ会ଇはどの支部も΄΅同じとݴっていい内༰ですͶ。
߳西ɹ΄΅同じなΜですけれども、会ଇを各支部୯Ґにつくっ
て、それが支部のルールとして成立してしまうと、本部との関
。が਌ີになりにくいですͶ܎
事務局ɹいま、一ൠ社ஂ法人日本建築協会は中国支部、東ւ支
部、ژ都支部で一ମとしての法人ですので、支部の規ఆについ
てもばらばらなものではおかしいΜじΌないかということがあ
り、΄΅౷一した各支部の規ఆをもう一度つくり௚そうという
ことで各支部におئいし、౷一したものになっております。
長瀬ɹ支部は本部のӡӦ委員会みたいなとこΖともっと連ܞを
図ってやればいいとࢥいます。
߳西ɹそうなΜです。ྫえば、支部での࠵し෺を『建築と社会』
に出すといったことはվળされてきているとࢥうΜですが、ま
だまだですͶ。支部は支部で活動しているということでいいΜ

ですけれども、全ମとして連ܞがとれているか。ྫえば、+*"
（日本建築家協会）だと各支部持ͪ回りで大会を行っています。わ
れわれの活動の原఺は建築を介してのコϛϡニέーγϣンです
Ͷ。本部と支部の交流をはかり、会員のみなさΜがそれͧれ協
会でಘたڭཆや人຺を活༻して、৬場でそれなりに࢖っていた
だくのもいいのではないかとࢥうΜです。
ࣰ原ɹڈ年、『建築と社会』の東ւ支部特集で、「『社会と建築』・
東ւでの活動をߟえる」と題して 3つのςーϚの࠲ஊ会を行い
ました。
長瀬ɹࠓ後はそういう呼びかけをさせていただきたいですͶ。
ࣰ原ɹ本部の΄うで委員会など੝Μにやられているけれども、
「たくさΜの活動をされているな」というぐらいのೝࣝしかあり
ませΜ。
߳西ɹ広報は『建築と社会』を介してີに行いたいとࢥいます。
人と人が஌り߹うというのが原఺ですͶ。
∁দɹそういう意ຯでは、ࠓ度の100周年大会には、中国支部
からも多数ࢀՃしたいとߟえています。ࠓ後は 3年に 1回ぐら
いは各支部が世話をして全国大会的な集まりをやってもいいと
。いますࢥ
߳西ɹ協会は大阪中心になっていますが、そういう機会がある
と活性化するとࢥいます。いΖいΖな࠵し෺が全協会的な࠵し
෺であるとすれば、ࠓ回の૯会などはඇৗにいいνϟンスにな
るのではないかとࢥうΜです。コΞがあって、αςライトがあ
って、ଠいύイプでつながっているというかたͪが๬ましい。
せっかくいい࠵し෺があっても、うまくつながらないというと
こΖがվળされればૉ੖らしいとࢥいます。

会員਺ݮগを൓సͤ͞Δͨめʹ

ࣰ原ɹ会員数の減গ܏向を൓転させていくためには、若いํや
学ੜにΞピールするのはとても大事だとࢥうΜです。ྫえばさ
き΄ど長੉さΜがおっしΌったように、ژ都はたくさΜ学ߍが
あって学ੜのύワーがありますから、学ੜに語りかけるような
ことをߟえていただいてࢀՃしてもらう。支部はより地Ҭにີ
઀な活動がՄೳだとࢥいます。
∁দɹ建築学会大会で論文発表しなければならない学ੜや大学
Ӄੜは、建築学会の४会員や会員になります。その΄か、֨ࢿ
を取ったりすると、その֨ࢿに関܎するஂମに入る学ੜはいま
す。その΄かのཧ由で学ੜが入会する場߹としては、東ւ支部
のように、研मとか見学会でւ外などにཱྀ行するときに、४会
員になっていれば援ॿしますよとか、いΖいΖなϝϦットがあ
れば入る学ੜもいるかもわかりませΜͶ。Կか学ੜ向けのイϕ
ントでもしないݶり、学ੜで入る人はগないですͶ。
ɹ౰協会でૉ੖らしいのは、学ੜにいΖいΖな賞を出していま
すͶ。ઓ後すぐから、޻業高ߍとか高ઐの学ੜを表জしてい
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る。それから、青年技術ऀの賞もあります。それらを受賞した
人が協会に入ってどΜどΜ活動していくというےಓをつくれば
いい。もͪΖΜ、賞を༩えるから入ってくれというわけにはい
きませΜが、賞をもらったら、ؤுって入Ζうとࢥうようなஂ
ମにした΄うがいいとࢥいます。
ࣰ原ɹそうですͶ。受賞したり、いつも作品を出している学ߍ
の人が、建築協会にそのまま入るということが、現ঢ়ではない
かもしれませΜが。
߳西ɹたしかに、特に高ߍੜに対してはフΥローもק༠もして
いないですͶ。青年技術ऀの賞はエントϦーするときに会員で
ないとだめなΜです。だから 1年は入りますが、それから続く
かどうかが問題です。
ࣰ原ɹ賞がとれるからといってק༠する場߹は多いです。
߳西ɹそれはଞの会でもそうです。いΖいΖなコンクールにࢀ
Ճするとき、ϝンόーであるというのが৚݅としてあります。
長瀬ɹ受賞した学ੜは४会員になってもらいたいですͶ。そし
てब৬のときにਖ਼会員になってもらえたらいい。
߳西ɹ本人も協会に関心があるわけですから、൴らがਖ਼会員に
なるまでコϛϡニέーγϣンをはかっていくといいですͶ。
長瀬ɹઌ΄ど、中国支部のいΖいΖな講श会のお話で、会員外の
ํがけっこうたくさΜ見えるということでしたͶ。そのとき、
入会Ҋ内なΜかを出されるΜですか。
∁দɹもͪΖΜ഑っていますが、入らないですͶ。
長瀬ɹ入会Ҋ内をັྗ的なものにするとか、Կか޻夫がいるか
もわかりませΜ。
∁দɹもうগし多くの人がࢀՃするようになれば、会員ׂ引と
かいΖいΖなことをしたい。そうすれば会員になΖうかという
こともあるとࢥいます。
長瀬ɹژ都のある会員のํも、「Կか企画をやるとき、会員૿ڧ
のために入会Ҋ内をඞず഑るようにするべきだ」とఏҊされて
いました。もっともだとࢥって、このؒからそれをやっていま
す。会員のํにも、「これを関心がありそうな人に౉してくださ
い」とݴって入会Ҋ内を༬けるといいですͶ。
ࣰ原ɹ東ւ支部の見学会はけっこうόスπΞーが多かったので
す。そうすると、όスを 1୆आりられるかどうかが問題です。
౰時はѪ஌޻業大学のઌੜがԿ人かいたので、Ѫ޻大の学ੜが
10人ऑ、学ੜྉۚでࢀՃしてくれていました。いまは߆ଋ時ؒ
が長いのでόスπΞーはやりにくいですͶ。でも、現地集߹と
なると、ࠓ度はࢀՃऀを集める౒ྗをしなくてはならない。Ѫ
大のઌੜはずいͿΜ協ྗしてくれました。東ւ支部はੲは४޻
会員がԿ人かいたようです。でもいまはいないです。
߳西ɹ材ྉ協会さΜなΜかの対Ԡを聞きますと、会අも高い。だ
からϝϦットがないと入ってこられない。そうすると、࢓事の
ऩӹにつながるような࠵し෺になっていきますͶ。建築家以外
のݸ人や法人がਖ਼会員というのは建築協会だけなΜです。そう

いう఺からいうと、われわれはඇৗにϢニークなஂମです。で
すから、ϝϦットがあるとか会අが安いといったことよりも、
建築協会にࢀՃすることによって建築界で交流をਂめ、自分自
਎を高められるということが一൪ではないかとࢥうΜです。設
立౰ॳの、֗ͮくりにݙߩするような場のఏڙを復活させたい
ものです。関西の近代建築を研究されているํには『建築と社
会』の100年ؒの記事はوॏな৘報ݯとなっています。査ಡを
ඞཁとする論文発表の場として若い研究ऀに活༻していただく
こともݕ討し、会員を૿ڧしたいとࢥいます。
ࣰ原ɹ本部の໾員の໊฽を見ると、ඞずॴଐが書いてあります。
あれはいいなとࢥいます。աڈの東ւ支部の記࿥ではどのよう
な立場かわからない人がいたりするΜです。どのような立場の
ํが会員だったのかが全員でڞ有できると、支部長はこういう
ํがやっている、さらに、建築協会全ମで「 5つの立場」がࢀ
Ճしていたことがೝࣝできます。ྫえば、一ᅵઌੜのようなํ
が東ւ支部を復活させ、支部長として長く活༂されたことを໾
員や会員がೝࣝしておくと、໊古屋市に対してもっとؾڧでݴ
っていいΜだとか（স）、原ߘ依頼などもしやすくなるのではな
いでしΐうか。
߳西ɹࠓ回、63さΜの特集号を出していただいたのは、そう
いう意ຯもあるΜです。お෇き߹いの中で、『建築と社会』の存
がධ価されるわけです。ですから、もࡏͻいては協会の存、ࡏ
っとセールスに行けば、ઌํにそれなりのことはߟえていただ
けるとࢥいます。
ࣰ原ɹ東ւ支部では、63の人がいま 1人もいないので、ࢀՃ
して΄しい。そうすると、歴史に基ͮいた新しい視఺が開かれ
ていくのかなとࢥいます。
߳西ɹ建築協会のϝンόーは、みなさΜそれなりに見ࣝのある
ํなので、さらに活動していただければもっと発展するΜじΌ
ないかとࢥっています。それにしても、やはり会員の数はඇৗ
に大事です。ఆ年になり、͝高齢になってୀ会される。それに
対して、次の若いํのࢀ画がগないので、若い人の活動を支援
して、集会や見学会、コンϖςΟγϣン౳にࢀՃして協会の活
動の価値をೝめていただける人を૿やしたいとࢥいます。
ɹ本日はお๩しいとこΖ、ありがとう͟͝いました。
ɹ� （2016年 8 月29日、ࣜג会社東ാ建築事務ॴにて）
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1917
大正6

3月30日関西建築協会設立（片岡建築事務所内）
設立委員：片岡安（初代理事長）、池田實、設楽貞雄、武田五一、波江悌夫
災害委員会・編集委員会発足　9月15日『関西建築協会雑誌』創刊
発刊の辞（09）　都市大火の危険・片岡安（09）　会報 序 本会の創立（09）　神殿建築と高天ケ原・波江悌夫（09・11）　
家相門答・葛野壯一郎（09・11）　住宅建築の改造・本野精吾（11）　名士の住宅観・村山龍平ほか（11）

大阪市都市改良計画調査会設置　都市研究会設立
日本建築士会発足　衛生工業会・日本照明学会発足
大阪市最初の小公園を6カ所開設
三越呉服店大阪支店西館（横河工務所）
橋本汽船ビル（竹中工務店）

ロシア構成主義（V.タトリン他）
『工業都市』（T.ガルニエ）出版
アルプス建築（B.タウト）
エール大学設計着工（J. G.ロジャーズ）
アムステルダム西部地区住宅（M.デ・クラーク）

1917
大正6

1918
大正7

都市と建築・都市研究生（01～12）　神戸郵便局の火災に就いて・波江悌夫（01）　
我邦の住宅改良第一策・片岡安（02～04）　官公署に於ける建築課の独立・池田實（03）　
建築の敷地に就いて・設楽貞雄（03）　座習の利害・葛野壯一郎（03）　
改良住宅・今林彦太郎訳（05）　技術家とは何ぞや・直木倫太郎（06・07）　亜米利加の田園住宅・谷本多喜冶（06～09）
女流住宅観（08・09・12）　建築の職業と其技術に就いて・日高胖（09）　計画と設計・波江悌夫（12）

小住宅改良要綱答申　米騒動
日本郵船大阪支店（曾禰中條建築事務所）
大阪市中央公会堂（原案岡田信一郎、辰野片岡建築事務所）
古河商事大阪支店・三井物産神戸支店（河合浩蔵）
大阪農工銀行（辰野片岡建築事務所）

第一次世界大戦終結
水・セメント比説提唱（エブラム）
ヘルシンキ都市計画（E.サーリネン）
フィラデルフィア都市計画（J.クレーパー）
ハリディビル（W. J.ポーク）

1918
大正7

1919
大正8

日本建築協会と改名　会誌『日本建築協会雑誌』に改題　会誌12月号休刊
片岡安ら市街地建築物法・都市計画法制定に尽力
大阪市区改正に就いて・片岡安（01）　都市の建築・池田宏（01）　建築様式の意義を論ず・波江悌夫（03・04）　
都市住宅政策・関一（05）　様式の上にあれ・村野藤吾（05～08）　住宅問題と田園都市・三宅勘一（07～10）
本邦現代住宅改良の施工法・小笠原鈅（07～10）　住宅改造・葛野壯一郎（10・11）

市街地建築物法・都市計画法・道路法公布
日本土木建築請負業者連合会設立
福徳生命保険（辰野片岡建築事務所）　大紙倶楽部（渡邊節）
横浜正金銀行神戸支店（長野宇平治）
十五ビルディング（片岡建築事務所）

イギリスの住居法・都市計画法公布
田園都市ウエルウイン基本計画（L.デ・ソアッソン）　
ベルリン大劇場（H.ベルツィヒ）　

『ガラス建築』（A.ベーネ）出版
ワイマール国立バウハウス開校

1919
大正8

1920
大正9

会誌『建築と社会』に改題　事務所移転（不動貯金銀行ビル3階）
都市計画の財政観・関一（01）　居構百選・葛野壯一郎（01～12）　大阪市市区改造計画に対して・安井武雄（04）
懸賞募集改良住宅設計案審査報告・第三部委員長小笠原鈅（04）　日本庭園考・大屋霊城（04～12）
現場監督員と請負従事員・小笠原鈅（06）　論説 建築技術家の社会に対する責務・片岡安（10）
大阪都市生活の矛盾と其建築行政・池田宏（11）　建築監督官としての任務・竹内六蔵（12）

京都帝国大学工学部建築科設置　分離派建築会発足
大阪市社会部・都市計画部設置　生活改善同盟会発足
神戸海洋気象台（渡邊節）　日本興業銀行（長野宇平治）
三菱銀行九条支店（三菱地所）　芝川商店（宗兵蔵）
第一銀行大阪西区支店（西村好時）

国際連盟成立
第三インターナショナル記念塔計画案（V.E.タトリン）
ゲーテ館（R.シュタイナー）
エスプリ・ヌーヴォー誌創刊（ル・コルビュジエ、オザンファン）

「新造型主義」発表（P.モンドリアン）

1920
大正9

1921
大正10

事務所移転（大江ビル37号室）　法制委員会・材料委員会発足
都市改造と民衆保健・横浜勉（01）　市街地建築物法の施行に際して・池田實（01）　
法隆寺古建築に就いて・天沼俊一（01～03）　会報（住宅改造博覧会準備委員会他）（04）　
住宅建築家は奈何なる態度を執るべき乎・武田五一（06）　第1・2回改良住宅設計図案懸賞募集（06・09）　
論説 現代の自治生活・後藤新平（08・09）　論説 住宅改善の要諦・葛野壯一郎（10）

借地・借家法・住宅組合法公布
大阪市第一次都市計画事業認可
大阪市庁舎（小川陽吉、大阪市臨時建築部）
大江ビル（葛野壯一郎）　北浜ビル（宗兵蔵）
大阪中央電話局東分局（山田守）　西陣電話局（岩元禄）

鉄とガラスの摩天楼計画案（L.ミース．V.ローエ）
「都市と田園のためのホール」案（B.タウト、W.コベルト）
星の教会計画案（O.バントニング）
ゾムメルフェルトの木造住宅（W.グロピウス）
テュシャンダイケンの集合住宅（J. J. P.アウト）

1921
大正10

1922
大正11

住宅号（09）　特別号（11）　
美的対象としての建築・伊藤正文（01～04）　研究 鉄筋コンクリート其の日その日・増田清（01～05・08）
附録 住宅改造博覧会記事（07～09）　住宅改造博覧会の主命・横浜勉（09）　論説 住宅改造の急要に就いて・片岡安（09）
住宅建築に対する希望・武田五一（09）　巻頭 住宅改造博覧会と人生の改造（10）　田園都市・関一（11・12）　
住宅改造博覧会を覧て・江村郊邨（11）　大阪市の電車交通に就いて・佐竹三吾（12）　

分離派建築会関西で作品展　内務省都市計画局設置
住宅改造博覧会
大阪毎日新聞社（片岡建築事務所）　高島屋呉服店（岡田信一郎）
日本海上保険（横浜勉）　山邑邸（F. L.ライト、遠藤新）
日本基督教団大阪教会（W. M.ヴォーリズ）

ヴォークレッソン別荘（ル・コルビュジエ）
理想都市案（R.アンウィン、P.ヴォルフ）
ポツダムのアインシュタイン塔（E.メンデルスゾーン）
アウト・マテネッセの集合住宅（J. J. P.アウト）
木製椅子（M.ブロイヤー）　ウィーンの市営住宅団地（A.ロース）

1922
大正11

1923
大正12

事務所移転（堂島ビル3階）　都市計画委員会・教化委員会発足　帝都復興案検討
防火宣伝号（02）
移り行く大阪の偉観・内山新之助（01）　進め過群より花園へ・大屋霊城（01～06･08）　
論説 建築の意義と建築家の責務・池田實（04）　論説 建築界の大勢・片岡安（07）　論説 関東大震災の教訓・片岡安（11）　
都市計画の経済的基礎・チャールス. A.ビアード（12）　都市計画の根本的改造・田中清志（12）

関一市長就任　創宇社建築会結成　関東大震災
大阪松竹座（大林組、木村得三郎）
堂島ビル（竹中工務店、武田五一）
大原孫三郎大阪別邸（薬師寺主計）
中央電話局上分局（吉田鉄郎）　甲南高等学校（宗兵蔵）

ストックホルム市庁舎（R.エストベル）
ルランシーのノートルダム（A.ペレー）
チリーハウス（F.ヘーガー）

『建築をめざして』（ル・コルビュジエ）出版
ワイマールのバウハウス実験住宅（A.マイヤー）

1923
大正12
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「ˎ日本建築協会」ཝの
（ɹ）の数ࣈは『建築と
社会』の号数をࣔす。
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1917
大正6

3月30日関西建築協会設立（片岡建築事務所内）
設立委員：片岡安（初代理事長）、池田實、設楽貞雄、武田五一、波江悌夫
災害委員会・編集委員会発足　9月15日『関西建築協会雑誌』創刊
発刊の辞（09）　都市大火の危険・片岡安（09）　会報 序 本会の創立（09）　神殿建築と高天ケ原・波江悌夫（09・11）　
家相門答・葛野壯一郎（09・11）　住宅建築の改造・本野精吾（11）　名士の住宅観・村山龍平ほか（11）

大阪市都市改良計画調査会設置　都市研究会設立
日本建築士会発足　衛生工業会・日本照明学会発足
大阪市最初の小公園を6カ所開設
三越呉服店大阪支店西館（横河工務所）
橋本汽船ビル（竹中工務店）

ロシア構成主義（V.タトリン他）
『工業都市』（T.ガルニエ）出版
アルプス建築（B.タウト）
エール大学設計着工（J. G.ロジャーズ）
アムステルダム西部地区住宅（M.デ・クラーク）

1917
大正6

1918
大正7

都市と建築・都市研究生（01～12）　神戸郵便局の火災に就いて・波江悌夫（01）　
我邦の住宅改良第一策・片岡安（02～04）　官公署に於ける建築課の独立・池田實（03）　
建築の敷地に就いて・設楽貞雄（03）　座習の利害・葛野壯一郎（03）　
改良住宅・今林彦太郎訳（05）　技術家とは何ぞや・直木倫太郎（06・07）　亜米利加の田園住宅・谷本多喜冶（06～09）
女流住宅観（08・09・12）　建築の職業と其技術に就いて・日高胖（09）　計画と設計・波江悌夫（12）

小住宅改良要綱答申　米騒動
日本郵船大阪支店（曾禰中條建築事務所）
大阪市中央公会堂（原案岡田信一郎、辰野片岡建築事務所）
古河商事大阪支店・三井物産神戸支店（河合浩蔵）
大阪農工銀行（辰野片岡建築事務所）

第一次世界大戦終結
水・セメント比説提唱（エブラム）
ヘルシンキ都市計画（E.サーリネン）
フィラデルフィア都市計画（J.クレーパー）
ハリディビル（W. J.ポーク）

1918
大正7

1919
大正8

日本建築協会と改名　会誌『日本建築協会雑誌』に改題　会誌12月号休刊
片岡安ら市街地建築物法・都市計画法制定に尽力
大阪市区改正に就いて・片岡安（01）　都市の建築・池田宏（01）　建築様式の意義を論ず・波江悌夫（03・04）　
都市住宅政策・関一（05）　様式の上にあれ・村野藤吾（05～08）　住宅問題と田園都市・三宅勘一（07～10）
本邦現代住宅改良の施工法・小笠原鈅（07～10）　住宅改造・葛野壯一郎（10・11）

市街地建築物法・都市計画法・道路法公布
日本土木建築請負業者連合会設立
福徳生命保険（辰野片岡建築事務所）　大紙倶楽部（渡邊節）
横浜正金銀行神戸支店（長野宇平治）
十五ビルディング（片岡建築事務所）

イギリスの住居法・都市計画法公布
田園都市ウエルウイン基本計画（L.デ・ソアッソン）　
ベルリン大劇場（H.ベルツィヒ）　

『ガラス建築』（A.ベーネ）出版
ワイマール国立バウハウス開校

1919
大正8

1920
大正9

会誌『建築と社会』に改題　事務所移転（不動貯金銀行ビル3階）
都市計画の財政観・関一（01）　居構百選・葛野壯一郎（01～12）　大阪市市区改造計画に対して・安井武雄（04）
懸賞募集改良住宅設計案審査報告・第三部委員長小笠原鈅（04）　日本庭園考・大屋霊城（04～12）
現場監督員と請負従事員・小笠原鈅（06）　論説 建築技術家の社会に対する責務・片岡安（10）
大阪都市生活の矛盾と其建築行政・池田宏（11）　建築監督官としての任務・竹内六蔵（12）

京都帝国大学工学部建築科設置　分離派建築会発足
大阪市社会部・都市計画部設置　生活改善同盟会発足
神戸海洋気象台（渡邊節）　日本興業銀行（長野宇平治）
三菱銀行九条支店（三菱地所）　芝川商店（宗兵蔵）
第一銀行大阪西区支店（西村好時）

国際連盟成立
第三インターナショナル記念塔計画案（V.E.タトリン）
ゲーテ館（R.シュタイナー）
エスプリ・ヌーヴォー誌創刊（ル・コルビュジエ、オザンファン）

「新造型主義」発表（P.モンドリアン）

1920
大正9

1921
大正10

事務所移転（大江ビル37号室）　法制委員会・材料委員会発足
都市改造と民衆保健・横浜勉（01）　市街地建築物法の施行に際して・池田實（01）　
法隆寺古建築に就いて・天沼俊一（01～03）　会報（住宅改造博覧会準備委員会他）（04）　
住宅建築家は奈何なる態度を執るべき乎・武田五一（06）　第1・2回改良住宅設計図案懸賞募集（06・09）　
論説 現代の自治生活・後藤新平（08・09）　論説 住宅改善の要諦・葛野壯一郎（10）

借地・借家法・住宅組合法公布
大阪市第一次都市計画事業認可
大阪市庁舎（小川陽吉、大阪市臨時建築部）
大江ビル（葛野壯一郎）　北浜ビル（宗兵蔵）
大阪中央電話局東分局（山田守）　西陣電話局（岩元禄）

鉄とガラスの摩天楼計画案（L.ミース．V.ローエ）
「都市と田園のためのホール」案（B.タウト、W.コベルト）
星の教会計画案（O.バントニング）
ゾムメルフェルトの木造住宅（W.グロピウス）
テュシャンダイケンの集合住宅（J. J. P.アウト）

1921
大正10

1922
大正11

住宅号（09）　特別号（11）　
美的対象としての建築・伊藤正文（01～04）　研究 鉄筋コンクリート其の日その日・増田清（01～05・08）
附録 住宅改造博覧会記事（07～09）　住宅改造博覧会の主命・横浜勉（09）　論説 住宅改造の急要に就いて・片岡安（09）
住宅建築に対する希望・武田五一（09）　巻頭 住宅改造博覧会と人生の改造（10）　田園都市・関一（11・12）　
住宅改造博覧会を覧て・江村郊邨（11）　大阪市の電車交通に就いて・佐竹三吾（12）　

分離派建築会関西で作品展　内務省都市計画局設置
住宅改造博覧会
大阪毎日新聞社（片岡建築事務所）　高島屋呉服店（岡田信一郎）
日本海上保険（横浜勉）　山邑邸（F. L.ライト、遠藤新）
日本基督教団大阪教会（W. M.ヴォーリズ）

ヴォークレッソン別荘（ル・コルビュジエ）
理想都市案（R.アンウィン、P.ヴォルフ）
ポツダムのアインシュタイン塔（E.メンデルスゾーン）
アウト・マテネッセの集合住宅（J. J. P.アウト）
木製椅子（M.ブロイヤー）　ウィーンの市営住宅団地（A.ロース）

1922
大正11

1923
大正12

事務所移転（堂島ビル3階）　都市計画委員会・教化委員会発足　帝都復興案検討
防火宣伝号（02）
移り行く大阪の偉観・内山新之助（01）　進め過群より花園へ・大屋霊城（01～06･08）　
論説 建築の意義と建築家の責務・池田實（04）　論説 建築界の大勢・片岡安（07）　論説 関東大震災の教訓・片岡安（11）　
都市計画の経済的基礎・チャールス. A.ビアード（12）　都市計画の根本的改造・田中清志（12）

関一市長就任　創宇社建築会結成　関東大震災
大阪松竹座（大林組、木村得三郎）
堂島ビル（竹中工務店、武田五一）
大原孫三郎大阪別邸（薬師寺主計）
中央電話局上分局（吉田鉄郎）　甲南高等学校（宗兵蔵）

ストックホルム市庁舎（R.エストベル）
ルランシーのノートルダム（A.ペレー）
チリーハウス（F.ヘーガー）

『建築をめざして』（ル・コルビュジエ）出版
ワイマールのバウハウス実験住宅（A.マイヤー）

1923
大正12

1917
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1926
1927
1928
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1933
1934
1935
1936
1937
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1939
1940
1941
1942
1943
1944
1945
1946
1947
1948
1949
1950
1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
1958
1959
1960
1961
1962
1963
1964
1965
1966
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
1987
1988
1989
1990
1991
1992
1993
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1995
1996
1997
1998
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2001
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1924
大正13

学説 コンクリートブロック・鉄筋コンクリートブロック・中村鎮（02～05・07）　
論説 建築物の持つ社会的意義に就いて・伊藤正文（03）　通俗建築大講習会（04）　
建築家の社会的地位・片岡安（06）　日本における住宅の変遷と其将来・武田五一（07）
論説 営繕事務統一に就いて・葛野壯一郎（11）　大江橋及淀屋橋懸賞図案概評（11）　
論説 「住宅」・佐藤功一（12）　郊外の土地区画整理・加藤善吉（12）　建築と社会・中尾保（12）

土地区画整理開始
大阪倶楽部（片岡安、安井武雄）　野村ビル（片岡建築事務所）
鴻池銀行本店（長野宇平治）　本野邸（本野精吾）
明治屋大阪支店（曾禰中條建築事務所）
塩野義製薬（茂野村建築事務所）

シュールレアリズム宣言（A.ブルトン）
オルリーの飛行船格納庫（E.フレシネー）
シュレーダー邸（G.リートフェルト）
労働者集合住宅（J. J. P.アウト）
I. G.染料会社の事務所（P.ベーレンス）

1924
大正13

1925
大正14

構造計算調査委員会発足　
我建築界の進路に就いて・片岡安（01）　板硝子の今昔・磯田次郎（01）　家族を含む自画像・本野精吾（02～04）
剛節架構の湾曲力率解法考察と其研究・大野直平（02～06）　古社寺建築に就いて・天沼俊一（03）
都市計画の思想の推移・田中清志（05）　新しき建築美・山崎萬寿夫（06）　アスファルトに就いて・細木松之介（09）　
明治大正に於ける建築観・増山新平（10～12）　大阪ビルディング新築工事概要（11）

第二次市域拡張　大阪都市協会設立
大大阪記念博覧会（天王寺公園、大阪城）

『新建築』創刊　京都帝国大学本部本館（武田五一）
大阪ビル本店（渡邊節）　野村証券本社（安井武雄）
大丸呉服店（W. M.ヴォーリズ）

国際建築の宣言（W.グロピウス）　
デッサウのバウハウス開校
ヌーボー館（ル・コルビュジエ）
アールデコ様式（装飾工業芸術展覧会）
ブリュッセル近郊団地『現代都市』（V.ブルジョア）

1925
大正14

1926
大正15

日本建築協会社団法人認可　事務所移転（中之島江商ビル5階514号室）
ビルディング号（01）
事務所建築の経済的考察・竹腰健造（01）　法隆寺五重塔と空洞の調査研究・池田谷久吉（04）
中欧の建築に就いて・上野伊三郎（05）　住宅問題と建築技術家・片岡安（07）　建築美に就いて・石本喜久治（09）　
都市計画の問題・渡邊鐡藏（11）　耐震構造上の諸説・佐野利器（11・12）

伯路社建築創作所結成　御堂筋の建設開始
大林組本社屋（大林組・平松英彦）
住友ビル1期（住友工作所）　京町堀ビル（岡部顕則）
伊藤邸（宗兵蔵・大倉三郎）　江商ビル（設楽建築工務所）
大阪府庁本館（大阪府営繕課、平林金吾・岡本馨）

R.ルクセンブルグ記念碑（L.ミース、V.ローエ）　
デッサウのバウハウス校舎（W.グロピウス）
近代建築の五原則（ル・コルビュジエ）
ブリッツジードルンク（B.タウト、M.ワグナー）
プレストレストコンクリート発明（E.フレシネ）

1926
大正15

1927
昭和2

片岡安初代会長に就任　事務所移転（大同生命ビル7階20号室）
住宅特集号（01）　震災号（04）　庭園と建築号（10）
現代文化住宅の煩悩・村野藤吾（01）　大正建築の回顧・黒田鵬心（02）　大大阪を瞥して・松室重光（03・05）
地震と家・波江悌夫（04）　懸賞論文「将来の日本住居」募集（05）　防火と建築・片岡安（06）
協会の進むべき途と雑誌の執るべき方針に就いて・池田實（07）　日本インターナショナル建築展（12）

日本インターナショナル建築会創立　金融恐慌
不良住宅地区改良法公布　第一回全国都市問題会議
大阪市集英小学校（宗兵蔵）　高麗橋野村ビル（安井武雄）
大阪中央電話局（逓信省・山田守）　
芝川ビル（澁谷五郎、本間乙彦）

国際連盟本部案（ル・コルビュジエ）
ワイゼンホフドイツ工作連盟主催住宅展（L.ミース．V.ローエ他）
ストックホルム市立図書館（G.アスブルンド）
ショッケン百貨店（E.メンデルゾーン）　
聖アントニウス教会（K.モーザー他）

1927
昭和2

1928
昭和3

都市問題号（01）　航空と建築号（07）　建展特集号（10）　博覧会建築号（12）
都市計画事業の一大危機・片岡安（01）　懸賞論文「将来の日本の住居」を読みて・古宇田実（02）
構造強度計算の変遷・八木幸次郎（03）　建築の色彩・本野精吾（05）　大阪の鉄道軌道・岡崎早太郎（06）
木造建築の保存・松室重光（08）　大阪鉄道株式会社住宅懸賞図案審査・日高胖（10）　建展と其感想・岡部顕則（10）　
大阪城天守閣再建に就いて・佐藤佐（10）　エベネザ・ハワァード翁の訃・永田生（11）　博覧会座談会（12）

総合大阪都市計画認可　
聴竹居（藤井厚二）　住友倶楽部（住友工作部）
大阪鉄道省局庁舎（鉄道省工務局建築課）
長瀬産業本社（設楽建築工務所）
松坂屋大阪店（竹中工務店、鈴木禎次）

CIAM（近代建築国際会議）結成
ケルンの鉄鋼教会（O.バルトニング）
ゲーテ館再建（R.シュタイナー）
リヨンの住宅団地（T.ガルニエ）
雑誌『ドムス』創刊（G.ボンティ）

1928
昭和3

1929
昭和4

住宅委員会発足
御大礼記念号（01）　震災予防号（02）　郷土建築号（04）　小住宅研究第1集・第2集（05・06）　
都市美観号（07）　貸家建築とアパートメント号（08）　林泉と庭園（10）　防火建築号（12）
震災予防と日本建築協会の使命・佐野利器（02）　大阪と郷土建築の一面・松本儀八（04）
貸家建築設計図案懸賞募集（06）・同展覧会（08）　最近世界の住居運動・伊藤正文（08）

鉄扉社建築会結成　大阪市改良住宅竣工（今宮）
甲子園ホテル（遠藤新）　神戸モダン寺（葛西万司）
阪急ビル1期（竹中工務店）　
神戸商工会議所（古宇田實）
関西学院（W. M.ヴォーリズ）

世界大恐慌
「最小限住宅」（CIAM）　
ソ連プロレタリア建築家協会（VORPA）結成
バルセロナ万国博ドイツ館（L.ミース.V.ローエ）　
バイミオサナトリウム（A.アアルト）　ロヴェル邸（R.ノイトラ）

1929
昭和4

1930
昭和5

震火災と建築大講演会
学校建築号（02）　建築と風致号（04）　郷土建築号（06）　木造建築の将来号（07）　明日の建築号（08）　
耐震耐火建築普及号（09）　工事と倉庫号（10）　建築工事とその材料号（12）
昭和4年の建築界を顧みて・安井武雄（01）　クラブ建築の目的と設備に就いて・葛野壯一郎（03）　建築と風致・片岡安（04）　
名古屋の郷土建築・城戸久（06）　住宅室内設備設計図案懸賞募集（07）　婦人と住宅に関する展覧会（08）

新興建築家連盟結成　地下鉄御堂筋線建設開始
『婦人と住宅知識』刊行　中央電気倶楽部（葛野壯一郎）
生駒ビル（宗兵蔵、大倉三郎、脇永一雄）
大阪市電気局庁舎（大阪市建築課・新名種夫）
東方文化学院京都研究所（東畑謙三）

英テクトン結成　組立住宅提案（W.グロピウス）　
ウィーン工作連盟住宅展（L.アドルフ他）
スイス学生会館（ル・コルビュジエ）
クライスラー・ビルディング（W.ヴァン・アレン）
ファレリス小学校と市庁舎（W. M.デュドック）

1930
昭和5
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1924
大正13

学説 コンクリートブロック・鉄筋コンクリートブロック・中村鎮（02～05・07）　
論説 建築物の持つ社会的意義に就いて・伊藤正文（03）　通俗建築大講習会（04）　
建築家の社会的地位・片岡安（06）　日本における住宅の変遷と其将来・武田五一（07）
論説 営繕事務統一に就いて・葛野壯一郎（11）　大江橋及淀屋橋懸賞図案概評（11）　
論説 「住宅」・佐藤功一（12）　郊外の土地区画整理・加藤善吉（12）　建築と社会・中尾保（12）

土地区画整理開始
大阪倶楽部（片岡安、安井武雄）　野村ビル（片岡建築事務所）
鴻池銀行本店（長野宇平治）　本野邸（本野精吾）
明治屋大阪支店（曾禰中條建築事務所）
塩野義製薬（茂野村建築事務所）

シュールレアリズム宣言（A.ブルトン）
オルリーの飛行船格納庫（E.フレシネー）
シュレーダー邸（G.リートフェルト）
労働者集合住宅（J. J. P.アウト）
I. G.染料会社の事務所（P.ベーレンス）

1924
大正13

1925
大正14

構造計算調査委員会発足　
我建築界の進路に就いて・片岡安（01）　板硝子の今昔・磯田次郎（01）　家族を含む自画像・本野精吾（02～04）
剛節架構の湾曲力率解法考察と其研究・大野直平（02～06）　古社寺建築に就いて・天沼俊一（03）
都市計画の思想の推移・田中清志（05）　新しき建築美・山崎萬寿夫（06）　アスファルトに就いて・細木松之介（09）　
明治大正に於ける建築観・増山新平（10～12）　大阪ビルディング新築工事概要（11）

第二次市域拡張　大阪都市協会設立
大大阪記念博覧会（天王寺公園、大阪城）

『新建築』創刊　京都帝国大学本部本館（武田五一）
大阪ビル本店（渡邊節）　野村証券本社（安井武雄）
大丸呉服店（W. M.ヴォーリズ）

国際建築の宣言（W.グロピウス）　
デッサウのバウハウス開校
ヌーボー館（ル・コルビュジエ）
アールデコ様式（装飾工業芸術展覧会）
ブリュッセル近郊団地『現代都市』（V.ブルジョア）

1925
大正14

1926
大正15

日本建築協会社団法人認可　事務所移転（中之島江商ビル5階514号室）
ビルディング号（01）
事務所建築の経済的考察・竹腰健造（01）　法隆寺五重塔と空洞の調査研究・池田谷久吉（04）
中欧の建築に就いて・上野伊三郎（05）　住宅問題と建築技術家・片岡安（07）　建築美に就いて・石本喜久治（09）　
都市計画の問題・渡邊鐡藏（11）　耐震構造上の諸説・佐野利器（11・12）

伯路社建築創作所結成　御堂筋の建設開始
大林組本社屋（大林組・平松英彦）
住友ビル1期（住友工作所）　京町堀ビル（岡部顕則）
伊藤邸（宗兵蔵・大倉三郎）　江商ビル（設楽建築工務所）
大阪府庁本館（大阪府営繕課、平林金吾・岡本馨）

R.ルクセンブルグ記念碑（L.ミース、V.ローエ）　
デッサウのバウハウス校舎（W.グロピウス）
近代建築の五原則（ル・コルビュジエ）
ブリッツジードルンク（B.タウト、M.ワグナー）
プレストレストコンクリート発明（E.フレシネ）

1926
大正15

1927
昭和2

片岡安初代会長に就任　事務所移転（大同生命ビル7階20号室）
住宅特集号（01）　震災号（04）　庭園と建築号（10）
現代文化住宅の煩悩・村野藤吾（01）　大正建築の回顧・黒田鵬心（02）　大大阪を瞥して・松室重光（03・05）
地震と家・波江悌夫（04）　懸賞論文「将来の日本住居」募集（05）　防火と建築・片岡安（06）
協会の進むべき途と雑誌の執るべき方針に就いて・池田實（07）　日本インターナショナル建築展（12）

日本インターナショナル建築会創立　金融恐慌
不良住宅地区改良法公布　第一回全国都市問題会議
大阪市集英小学校（宗兵蔵）　高麗橋野村ビル（安井武雄）
大阪中央電話局（逓信省・山田守）　
芝川ビル（澁谷五郎、本間乙彦）

国際連盟本部案（ル・コルビュジエ）
ワイゼンホフドイツ工作連盟主催住宅展（L.ミース．V.ローエ他）
ストックホルム市立図書館（G.アスブルンド）
ショッケン百貨店（E.メンデルゾーン）　
聖アントニウス教会（K.モーザー他）

1927
昭和2

1928
昭和3

都市問題号（01）　航空と建築号（07）　建展特集号（10）　博覧会建築号（12）
都市計画事業の一大危機・片岡安（01）　懸賞論文「将来の日本の住居」を読みて・古宇田実（02）
構造強度計算の変遷・八木幸次郎（03）　建築の色彩・本野精吾（05）　大阪の鉄道軌道・岡崎早太郎（06）
木造建築の保存・松室重光（08）　大阪鉄道株式会社住宅懸賞図案審査・日高胖（10）　建展と其感想・岡部顕則（10）　
大阪城天守閣再建に就いて・佐藤佐（10）　エベネザ・ハワァード翁の訃・永田生（11）　博覧会座談会（12）

総合大阪都市計画認可　
聴竹居（藤井厚二）　住友倶楽部（住友工作部）
大阪鉄道省局庁舎（鉄道省工務局建築課）
長瀬産業本社（設楽建築工務所）
松坂屋大阪店（竹中工務店、鈴木禎次）

CIAM（近代建築国際会議）結成
ケルンの鉄鋼教会（O.バルトニング）
ゲーテ館再建（R.シュタイナー）
リヨンの住宅団地（T.ガルニエ）
雑誌『ドムス』創刊（G.ボンティ）

1928
昭和3

1929
昭和4

住宅委員会発足
御大礼記念号（01）　震災予防号（02）　郷土建築号（04）　小住宅研究第1集・第2集（05・06）　
都市美観号（07）　貸家建築とアパートメント号（08）　林泉と庭園（10）　防火建築号（12）
震災予防と日本建築協会の使命・佐野利器（02）　大阪と郷土建築の一面・松本儀八（04）
貸家建築設計図案懸賞募集（06）・同展覧会（08）　最近世界の住居運動・伊藤正文（08）

鉄扉社建築会結成　大阪市改良住宅竣工（今宮）
甲子園ホテル（遠藤新）　神戸モダン寺（葛西万司）
阪急ビル1期（竹中工務店）　
神戸商工会議所（古宇田實）
関西学院（W. M.ヴォーリズ）

世界大恐慌
「最小限住宅」（CIAM）　
ソ連プロレタリア建築家協会（VORPA）結成
バルセロナ万国博ドイツ館（L.ミース.V.ローエ）　
バイミオサナトリウム（A.アアルト）　ロヴェル邸（R.ノイトラ）

1929
昭和4

1930
昭和5

震火災と建築大講演会
学校建築号（02）　建築と風致号（04）　郷土建築号（06）　木造建築の将来号（07）　明日の建築号（08）　
耐震耐火建築普及号（09）　工事と倉庫号（10）　建築工事とその材料号（12）
昭和4年の建築界を顧みて・安井武雄（01）　クラブ建築の目的と設備に就いて・葛野壯一郎（03）　建築と風致・片岡安（04）　
名古屋の郷土建築・城戸久（06）　住宅室内設備設計図案懸賞募集（07）　婦人と住宅に関する展覧会（08）

新興建築家連盟結成　地下鉄御堂筋線建設開始
『婦人と住宅知識』刊行　中央電気倶楽部（葛野壯一郎）
生駒ビル（宗兵蔵、大倉三郎、脇永一雄）
大阪市電気局庁舎（大阪市建築課・新名種夫）
東方文化学院京都研究所（東畑謙三）

英テクトン結成　組立住宅提案（W.グロピウス）　
ウィーン工作連盟住宅展（L.アドルフ他）
スイス学生会館（ル・コルビュジエ）
クライスラー・ビルディング（W.ヴァン・アレン）
ファレリス小学校と市庁舎（W. M.デュドック）

1930
昭和5

1917
1918
1919
1920
1921
1922
1923
1924
1925
1926
1927
1928
1929
1930
1931
1932
1933
1934
1935
1936
1937
1938
1939
1940
1941
1942
1943
1944
1945
1946
1947
1948
1949
1950
1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
1958
1959
1960
1961
1962
1963
1964
1965
1966
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
1987
1988
1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
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日本建築協会
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1931
昭和6

震火災と建築号（02）　小住宅号（04）　郷土建築号（05）　建築実務号（06）
建築と都市問題号（08）　住宅号（09）　小売店・百貨店号（10）　劇場号（12）
架構耐震論の発達・坂静雄（02）　京阪神地方住宅の調査概況・酒井勇三郎（04）　郷土建築座談会（05）
鈴蘭台・香里園生活改善懸賞募集（06）・同展覧会（12）　現代の日本建築・前田松韻（07）
大阪の区画統制の過去と現在・玉置豊次郎（08）　床及棚七種・藤井厚二（09）

満州事変勃発　大阪城公園開園　
日本綿業会館（渡邊節）　伊藤萬商店（小笠原建築事務所）
姫路公会堂（置塩章）　京都市役所（武田五一、中野進一）
朝日ビル（竹中工務店、石川純一郎）
大阪城復興天守閣（大阪市、大林組）

高層ビルの発達
エンパイアステートビル（R. H.シュレヴ、A.ハーモン、T.ラブ）
サヴォイ邸（ル・コルビュジエ）　
ヴィクトリーハウス（E.ルチェン）
バルセロナのアパート（J. L.セルト）

1931
昭和6

1932
昭和7

創立満15周年　協会紋章及協会員胸章決定　事務所移転（朝日ビル4階）
国防と建築号（03）　最新世界建築論説号（04）　建築法規号（05）　最近建築研究Ⅱ（07）
郷土建築（08）　建築構造特集（09）　創立満15周年記念号（10）
朝日ビル素描・石田純一郎（02）　緑ケ丘保健・大美野田園都市住宅設計懸賞募集（07）・同博覧会（10）　
創立十五周年を顧みて・片岡安（10）　協会の将来を語る座談会（10）　南海ビルディング建築工事を終えて・坪井誠一（11）

日本青年建築家連盟設立　日本学術振興会創立
京都洛東アパート（土浦亀城）　南海ビル（久野節）
大阪歌舞伎座（大林組、黒田茂、小田島兵吉）
大阪パンション（村野藤吾）
聖母女学院（レイモンド・サイキス建築事務所）

国際主義（近代国際建築展）
ソ連建築家同盟（SAA）結成
パリ国際建築協議会設立　私立バウハウス再建
ベルタ競技場（P. L.ネルヴィー）
フィラデルフィア貯蓄銀行（G.ハウ、W. L スカーズ）

1932
昭和7

1933
昭和8

設備委員会発足　『大阪市地質調査図表』出版
住宅号（04）　社会事業建築号（05）　新興建築号（06）　都市計画Ⅰ・Ⅱ（08・09）　学校建築（10）
世界の建築様式の傾向・武田五一（01）　断想・中西六郎（01）　小住宅プランの研究・岡田孝男（04・06）
住宅及土地経営に関する座談会（04）　大阪市に於ける社会事業の建築・新名種夫（05）
日本建築と西洋建築との関係に就いての第一印象・B.タウト（06）　都市と都市計画・吉田信武（09）

B.タウト来日　
日本インターナショナル建築会解散
大阪ガスビル（安井武雄）　自泉会館（渡邊節）
大阪三井ビル（高橋貞太郎）　京阪デパート（石本喜久治）
大礼記念美術館（前田健二郎）　淀屋橋・大江橋（大阪市）

ベルリンバウハウス閉鎖　
アテネ憲章（CIAM）
マーケットホール（E.トロハ）
パイミオの結核サナトリウム（A.アアルトォ）
夏の家（A.レーモンド）

1933
昭和8

1934
昭和9

都市武装促進委員会発足
建築材料（02）　公園（04）　住宅（05）　住宅・アパート（06）　都市武装（07）　関西風水害（11）
建築材料の重要性・松室重光（02）　欧米住宅建築界の新傾向・岡田孝男（03）　天王寺公演の沿革と全貌・椎原兵市（04）　
防盗座談会記・住宅委員会（05）　ジードルンク概要・山田守（06）　大火に対する都市の防備・中澤誠一郎（07）　
正倉院に就いて・高橋英治（08）　医療建築の諸問題・大倉三郎（10）　大阪市の風水害と復興・関一（11）

法隆寺昭和大修理　関西建材会設立　室戸台風襲来
松坂屋大阪店1期（鈴木禎次）
京都ドイツ文化研究所（村野藤吾）
白鶴美術館（竹中工務店）　琵琶湖ホテル（岡田信一郎）
大阪府立夕陽丘高等女学校（木子七郎）

ハーグの美術館（H. P.ベルラーヘ）　
べラヴｨスタ団地（A.ヤコブセン）
ロンドン動物園ペンギンプール（テクトン・グループ）
ド・ランシイのラ・ミュート都市（E.ポオドウン他）

1934
昭和9

1935
昭和10

室内装飾（02）　ホテル（03）　法隆寺（04）　住宅（05）　新建築研究（06）　郷土建築（07）
新構造・材料・施工（08）　茶室建築（10）　停車場建築（11）
建築構造設計の本領・坂静雄（01）　関大阪市長の長逝を悼む・椎原兵市（02）　法隆寺問題の今昔・伊東忠太（04）
大阪株式取引所の設計計画に就いて・竹腰健造（06）　新建築板一種・石川純一郎（08）　
近代数寄屋住宅と明朗性・吉田五十八（10）　停車場と百貨店・佐竹三吾（11）　住宅構造座談会記録・住宅委員会（12）

関一市長死去　建築統計調査開始
そごう百貨店（村野藤吾）　京都朝日会館（石川純一郎）
大阪株式取引所（長谷部竹腰建築事務所）
NHK大阪中央放送局（渡邊仁建築工務所）
国鉄奈良駅本屋（柴田四郎）　帝塚山学院（岡部顕則）

AEコンクリート開発
ハイポイントアパート（テクトン・グループ）
ベル地区の実験学校（R.ノイトラ）
ヴィープリ市立図書館（A.アアルトォ）
パリの国有動産保管庫（A.ペレー）

1935
昭和10

1936
昭和11

住居に関する問題（05）　地方計画（08）　オリンピック（10）　構造（11）
建築と社会・B.タウト（01）　日本式建築の反省・大倉三郎（04）　標準住居と我国の住居水準・西山卯三（04）
我国最初の都市計画一団地の住宅経営・加藤善吉（05）　大阪市立美術館・富士岡重一（06）　水都景観・元良勲（06）　
昇降機に就いて・設備委員会（07）　都市計画と地方計画・片岡安（08）　建築士法案一考・山口儀三郎（09）　
都市に於ける公益企業としての住宅経営・日本建築協会（11）

日本工作文化連盟結成　日本音響学会設立
防火防空建築物普及　B.タウト日本を去る
大阪市立美術館（大阪市建築課、阿部美樹志）
三菱銀行船場支店（三菱地所部）　都ホテル本館（村野藤吾）
三井銀行大阪支店（曾禰中條建築事務所）

ヘルシンキの自邸（A.アアルトォ）　
オルヴィエトの格納庫（P. L.ネルヴィー）　
カウフマン邸（落水荘）（F. L.ライト）
マドリッドの住宅（R.ベルガミン）　
ブリストルの展示住宅（M.ブロイヤー、MARSグループ）

1936
昭和11

1937
昭和12

交通建築特輯号（03）　近世日本建築文化運動特輯号（06）　建築に於ける日本的性格特輯号（07）　住宅特輯号（08）
防空建築・田辺平学（01）　建築と社会とを語る座談会（03）　茶室・澤島英太郎（04）
工業学校の建築教育・中野順次郎（05）　新日本文化運動と日本工芸・上野伊三郎（06）　
大阪府下に於ける住宅経営地調査・都市計画地方委員会（07）　住宅施工の合理化・矢田鉄造（08）　
建築士と官庁建築技術者・堀越三郎（10）　事務所に於ける設計事務・池田宮彦（10）

国産網入ガラス実用化　都市学会研究会設立
御堂筋道路完成
大阪宇治電ビル（長谷部竹腰建築事務所）　乾邸（渡邊節）
大阪市立電気科学館（大阪市経理部営繕課）
京都電灯会社（武田五一）　阪急西宮球場（阿部美樹志）

パリ万国博覧会
「建築の工業化」（CIAM）　ロックフェラーセンター（W. K.ハリソン）　
パリ万国博日本館（坂倉準三）　

『中世の伽藍の白かった時』（ル・コルビュジエ）出版
パリの国立近代美術館（A.オーベール）

1937
昭和12
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1931
昭和6

震火災と建築号（02）　小住宅号（04）　郷土建築号（05）　建築実務号（06）
建築と都市問題号（08）　住宅号（09）　小売店・百貨店号（10）　劇場号（12）
架構耐震論の発達・坂静雄（02）　京阪神地方住宅の調査概況・酒井勇三郎（04）　郷土建築座談会（05）
鈴蘭台・香里園生活改善懸賞募集（06）・同展覧会（12）　現代の日本建築・前田松韻（07）
大阪の区画統制の過去と現在・玉置豊次郎（08）　床及棚七種・藤井厚二（09）

満州事変勃発　大阪城公園開園　
日本綿業会館（渡邊節）　伊藤萬商店（小笠原建築事務所）
姫路公会堂（置塩章）　京都市役所（武田五一、中野進一）
朝日ビル（竹中工務店、石川純一郎）
大阪城復興天守閣（大阪市、大林組）

高層ビルの発達
エンパイアステートビル（R. H.シュレヴ、A.ハーモン、T.ラブ）
サヴォイ邸（ル・コルビュジエ）　
ヴィクトリーハウス（E.ルチェン）
バルセロナのアパート（J. L.セルト）

1931
昭和6

1932
昭和7

創立満15周年　協会紋章及協会員胸章決定　事務所移転（朝日ビル4階）
国防と建築号（03）　最新世界建築論説号（04）　建築法規号（05）　最近建築研究Ⅱ（07）
郷土建築（08）　建築構造特集（09）　創立満15周年記念号（10）
朝日ビル素描・石田純一郎（02）　緑ケ丘保健・大美野田園都市住宅設計懸賞募集（07）・同博覧会（10）　
創立十五周年を顧みて・片岡安（10）　協会の将来を語る座談会（10）　南海ビルディング建築工事を終えて・坪井誠一（11）

日本青年建築家連盟設立　日本学術振興会創立
京都洛東アパート（土浦亀城）　南海ビル（久野節）
大阪歌舞伎座（大林組、黒田茂、小田島兵吉）
大阪パンション（村野藤吾）
聖母女学院（レイモンド・サイキス建築事務所）

国際主義（近代国際建築展）
ソ連建築家同盟（SAA）結成
パリ国際建築協議会設立　私立バウハウス再建
ベルタ競技場（P. L.ネルヴィー）
フィラデルフィア貯蓄銀行（G.ハウ、W. L スカーズ）

1932
昭和7

1933
昭和8

設備委員会発足　『大阪市地質調査図表』出版
住宅号（04）　社会事業建築号（05）　新興建築号（06）　都市計画Ⅰ・Ⅱ（08・09）　学校建築（10）
世界の建築様式の傾向・武田五一（01）　断想・中西六郎（01）　小住宅プランの研究・岡田孝男（04・06）
住宅及土地経営に関する座談会（04）　大阪市に於ける社会事業の建築・新名種夫（05）
日本建築と西洋建築との関係に就いての第一印象・B.タウト（06）　都市と都市計画・吉田信武（09）

B.タウト来日　
日本インターナショナル建築会解散
大阪ガスビル（安井武雄）　自泉会館（渡邊節）
大阪三井ビル（高橋貞太郎）　京阪デパート（石本喜久治）
大礼記念美術館（前田健二郎）　淀屋橋・大江橋（大阪市）

ベルリンバウハウス閉鎖　
アテネ憲章（CIAM）
マーケットホール（E.トロハ）
パイミオの結核サナトリウム（A.アアルトォ）
夏の家（A.レーモンド）

1933
昭和8

1934
昭和9

都市武装促進委員会発足
建築材料（02）　公園（04）　住宅（05）　住宅・アパート（06）　都市武装（07）　関西風水害（11）
建築材料の重要性・松室重光（02）　欧米住宅建築界の新傾向・岡田孝男（03）　天王寺公演の沿革と全貌・椎原兵市（04）　
防盗座談会記・住宅委員会（05）　ジードルンク概要・山田守（06）　大火に対する都市の防備・中澤誠一郎（07）　
正倉院に就いて・高橋英治（08）　医療建築の諸問題・大倉三郎（10）　大阪市の風水害と復興・関一（11）

法隆寺昭和大修理　関西建材会設立　室戸台風襲来
松坂屋大阪店1期（鈴木禎次）
京都ドイツ文化研究所（村野藤吾）
白鶴美術館（竹中工務店）　琵琶湖ホテル（岡田信一郎）
大阪府立夕陽丘高等女学校（木子七郎）

ハーグの美術館（H. P.ベルラーヘ）　
べラヴｨスタ団地（A.ヤコブセン）
ロンドン動物園ペンギンプール（テクトン・グループ）
ド・ランシイのラ・ミュート都市（E.ポオドウン他）

1934
昭和9

1935
昭和10

室内装飾（02）　ホテル（03）　法隆寺（04）　住宅（05）　新建築研究（06）　郷土建築（07）
新構造・材料・施工（08）　茶室建築（10）　停車場建築（11）
建築構造設計の本領・坂静雄（01）　関大阪市長の長逝を悼む・椎原兵市（02）　法隆寺問題の今昔・伊東忠太（04）
大阪株式取引所の設計計画に就いて・竹腰健造（06）　新建築板一種・石川純一郎（08）　
近代数寄屋住宅と明朗性・吉田五十八（10）　停車場と百貨店・佐竹三吾（11）　住宅構造座談会記録・住宅委員会（12）

関一市長死去　建築統計調査開始
そごう百貨店（村野藤吾）　京都朝日会館（石川純一郎）
大阪株式取引所（長谷部竹腰建築事務所）
NHK大阪中央放送局（渡邊仁建築工務所）
国鉄奈良駅本屋（柴田四郎）　帝塚山学院（岡部顕則）

AEコンクリート開発
ハイポイントアパート（テクトン・グループ）
ベル地区の実験学校（R.ノイトラ）
ヴィープリ市立図書館（A.アアルトォ）
パリの国有動産保管庫（A.ペレー）

1935
昭和10

1936
昭和11

住居に関する問題（05）　地方計画（08）　オリンピック（10）　構造（11）
建築と社会・B.タウト（01）　日本式建築の反省・大倉三郎（04）　標準住居と我国の住居水準・西山卯三（04）
我国最初の都市計画一団地の住宅経営・加藤善吉（05）　大阪市立美術館・富士岡重一（06）　水都景観・元良勲（06）　
昇降機に就いて・設備委員会（07）　都市計画と地方計画・片岡安（08）　建築士法案一考・山口儀三郎（09）　
都市に於ける公益企業としての住宅経営・日本建築協会（11）

日本工作文化連盟結成　日本音響学会設立
防火防空建築物普及　B.タウト日本を去る
大阪市立美術館（大阪市建築課、阿部美樹志）
三菱銀行船場支店（三菱地所部）　都ホテル本館（村野藤吾）
三井銀行大阪支店（曾禰中條建築事務所）

ヘルシンキの自邸（A.アアルトォ）　
オルヴィエトの格納庫（P. L.ネルヴィー）　
カウフマン邸（落水荘）（F. L.ライト）
マドリッドの住宅（R.ベルガミン）　
ブリストルの展示住宅（M.ブロイヤー、MARSグループ）

1936
昭和11

1937
昭和12

交通建築特輯号（03）　近世日本建築文化運動特輯号（06）　建築に於ける日本的性格特輯号（07）　住宅特輯号（08）
防空建築・田辺平学（01）　建築と社会とを語る座談会（03）　茶室・澤島英太郎（04）
工業学校の建築教育・中野順次郎（05）　新日本文化運動と日本工芸・上野伊三郎（06）　
大阪府下に於ける住宅経営地調査・都市計画地方委員会（07）　住宅施工の合理化・矢田鉄造（08）　
建築士と官庁建築技術者・堀越三郎（10）　事務所に於ける設計事務・池田宮彦（10）

国産網入ガラス実用化　都市学会研究会設立
御堂筋道路完成
大阪宇治電ビル（長谷部竹腰建築事務所）　乾邸（渡邊節）
大阪市立電気科学館（大阪市経理部営繕課）
京都電灯会社（武田五一）　阪急西宮球場（阿部美樹志）

パリ万国博覧会
「建築の工業化」（CIAM）　ロックフェラーセンター（W. K.ハリソン）　
パリ万国博日本館（坂倉準三）　

『中世の伽藍の白かった時』（ル・コルビュジエ）出版
パリの国立近代美術館（A.オーベール）

1937
昭和12

1917
1918
1919
1920
1921
1922
1923
1924
1925
1926
1927
1928
1929
1930
1931
1932
1933
1934
1935
1936
1937
1938
1939
1940
1941
1942
1943
1944
1945
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1950
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日本建築協会
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1938
昭和13

防空と建築展　都市防火講演会　木造都市防火改修方法　
非常時に直面する新春の建築界・片岡安（01）　時局下に希望をもつ・大倉三郎（01）　
都市の型（Civic Patterns）・トーマス・アダムス・亀井幸次郎訳（03）
武田博士を憶う・片岡安、大倉三郎、新名種夫ほか（04）　大阪市地下鉄道新線に就て・伊藤和夫（06）
戦時下の建築界断想・大倉三郎（09）　日本民家の防火構造に就て・藤原義一（11）　本年度住宅建築界の回顧・小林清（12）

国家総動員法公布
日本生命本社（長谷部竹腰建築事務所）
京都競馬場（安井武雄）　第一生命館（渡邊仁）
東京女子大学チャペル（A.レイモンド）
強羅ホテル（土浦亀城）　

タリアセン・ウエスト（F. L.ライト）
ダンテウム（J.テラーニ）
フィンズベリー保健センター（テクトン）

1938
昭和13

1939
昭和14

時局と建築材料展　
忠霊塔に関する講演会
仰新年有所感・大熊喜邦（01）　本年度建築界に関する諸問題・松本儀八（01）　満洲的建築・白石博三（02）
古典建築の色彩に就て・瀧澤眞弓（03）　ブルーノ・タウト教授の追憶・上野伊三郎（04）　
連載・古建築新抄・藤原義一（04～12）　「あるぜんちな丸」を見て将来に対する希望・松田軍平（08）　
船内装飾私見・向井寛三郎（08）　ニューヨークの万国博の建築（09）

滋賀県庁舎（佐藤武史）
神戸三越百貨店（横河工務所）
若狭邸（堀口捨己）
ニューヨーク万博日本館（山脇巌）

『日本美再発見』（B.タウト）出版

第二次世界大戦（～1945）
ニューヨーク世界博
ニューヨーク近代美術館（S.ゴットウィン）

1939
昭和14

1940
昭和15

建築文化展覧会　満州移民住宅の研究　空襲に関する講演会
皇紀2600年を迎えて・片岡安（01）　連載・古建築新抄・藤原義一（01～12）　節電と大建築物・毛呂喜平（04）
言葉より見たる≫塔婆≪・瀧澤眞弓（07）　昭和十五年五月落成の四天王寺五重塔に就いて・天沼俊一、政岡基次（07）　
工場建築の2つの行き方・東畑謙三（08）

日独伊三国同盟
橿原神宮駅（村野藤吾）
四天王寺五重塔（天沼俊一）
生駒山航空道場（石川純一郎）

ストックホルム火葬場（E. G.アスプルンド）
ポーソン邸・カール邸（R.ノイトラ） 1940

昭和15

1941
昭和16

市民防空壕展覧会　戦時体制下の建築展覧会　防空壕築造指導
連載・古建築巡礼、茶室巡り・岡田孝男（01～12）　都市の性格に於ける世界的と日本的・長谷川如是閑（01）　
住宅基本空間に対する一考察・西山卯三（04）　これからの住宅と生活用具・豊口克平（04）　
軍艦「沖の島」神殿に就いて・藤島亥治郎（06）　南方共栄国内の建築設計に就いて・東畑謙三（08）　
防護室構造に関する力学の問題・坂静雄（12）

真珠湾攻撃、太平洋戦争（～1945）
岸記念体育館（前川國男）　
山口画伯邸（吉田五十八）

『空間・時間・建築』（S.ギーディオン）出版
オルチペロ格納庫（P. L.ネルヴィ）

1941
昭和16

1942
昭和17

25周年記念菖蒲池厚生住宅展覧会
建築と防空展覧会
最低限生活の要請と建設住宅の基準・西山卯三（01）　竹筋「コンクリート」の学術的研究・岩田恒（02）
施行細則（市建法）の改正・川勝建二（04）　二十五年回顧と変遷を語る・座談会（05）
日本建築家の模倣する力と創作する力・山田守（09）

大阪人絹会館（渡邊節）
甲子園竹中寮（竹中工務店）
大東亜建設記念造営計画コンペ（丹下健三）

ローマ博覧会
ブラジル教育保健省舎（O.ニーマイヤー）
ジョンソン邸（P.ジョンソン）

1942
昭和17

1943
昭和18

南方建築展覧会
女性と住生活展覧会
建築界の展望・本野精吾（01）　法隆寺と桂離宮と・谷口久正（03）
隣組共同施設を中心とした「女性と住生活」展覧会・報告（05）
戦時の家具の問題・剣持勇（11）

川西航空甲南工場（竹中工務店）
在バンコック日本会館コンペ（丹下健三）

グランブルック芸術大学博物館・図書館（E.サーリネン）
『存在と無』（J. P.サルトル）出版 1943

昭和18

1944
昭和19

会誌『建築と社会』3月号をもって休刊　4月号以降『建築雑誌』に統合
大東亜戦争第三年目の新春を迎へて・片岡安（01）
家具は如何に標準化されるか・豊口克平（01）
建築と社会を戦いに送る・編輯幹事会（03）
決戦態勢、工場管理、工場施設・川喜田煉七郎（03）

『国民住居論攷』（西山卯三）出版
『建築雑誌』『新建築』休刊

シカゴ新バウハウス、シカゴデザイン研究所として新発足 1944
昭和19
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1938
昭和13

防空と建築展　都市防火講演会　木造都市防火改修方法　
非常時に直面する新春の建築界・片岡安（01）　時局下に希望をもつ・大倉三郎（01）　
都市の型（Civic Patterns）・トーマス・アダムス・亀井幸次郎訳（03）
武田博士を憶う・片岡安、大倉三郎、新名種夫ほか（04）　大阪市地下鉄道新線に就て・伊藤和夫（06）
戦時下の建築界断想・大倉三郎（09）　日本民家の防火構造に就て・藤原義一（11）　本年度住宅建築界の回顧・小林清（12）

国家総動員法公布
日本生命本社（長谷部竹腰建築事務所）
京都競馬場（安井武雄）　第一生命館（渡邊仁）
東京女子大学チャペル（A.レイモンド）
強羅ホテル（土浦亀城）　

タリアセン・ウエスト（F. L.ライト）
ダンテウム（J.テラーニ）
フィンズベリー保健センター（テクトン）

1938
昭和13

1939
昭和14

時局と建築材料展　
忠霊塔に関する講演会
仰新年有所感・大熊喜邦（01）　本年度建築界に関する諸問題・松本儀八（01）　満洲的建築・白石博三（02）
古典建築の色彩に就て・瀧澤眞弓（03）　ブルーノ・タウト教授の追憶・上野伊三郎（04）　
連載・古建築新抄・藤原義一（04～12）　「あるぜんちな丸」を見て将来に対する希望・松田軍平（08）　
船内装飾私見・向井寛三郎（08）　ニューヨークの万国博の建築（09）

滋賀県庁舎（佐藤武史）
神戸三越百貨店（横河工務所）
若狭邸（堀口捨己）
ニューヨーク万博日本館（山脇巌）

『日本美再発見』（B.タウト）出版

第二次世界大戦（～1945）
ニューヨーク世界博
ニューヨーク近代美術館（S.ゴットウィン）

1939
昭和14

1940
昭和15

建築文化展覧会　満州移民住宅の研究　空襲に関する講演会
皇紀2600年を迎えて・片岡安（01）　連載・古建築新抄・藤原義一（01～12）　節電と大建築物・毛呂喜平（04）
言葉より見たる≫塔婆≪・瀧澤眞弓（07）　昭和十五年五月落成の四天王寺五重塔に就いて・天沼俊一、政岡基次（07）　
工場建築の2つの行き方・東畑謙三（08）

日独伊三国同盟
橿原神宮駅（村野藤吾）
四天王寺五重塔（天沼俊一）
生駒山航空道場（石川純一郎）

ストックホルム火葬場（E. G.アスプルンド）
ポーソン邸・カール邸（R.ノイトラ） 1940

昭和15

1941
昭和16

市民防空壕展覧会　戦時体制下の建築展覧会　防空壕築造指導
連載・古建築巡礼、茶室巡り・岡田孝男（01～12）　都市の性格に於ける世界的と日本的・長谷川如是閑（01）　
住宅基本空間に対する一考察・西山卯三（04）　これからの住宅と生活用具・豊口克平（04）　
軍艦「沖の島」神殿に就いて・藤島亥治郎（06）　南方共栄国内の建築設計に就いて・東畑謙三（08）　
防護室構造に関する力学の問題・坂静雄（12）

真珠湾攻撃、太平洋戦争（～1945）
岸記念体育館（前川國男）　
山口画伯邸（吉田五十八）

『空間・時間・建築』（S.ギーディオン）出版
オルチペロ格納庫（P. L.ネルヴィ）

1941
昭和16

1942
昭和17

25周年記念菖蒲池厚生住宅展覧会
建築と防空展覧会
最低限生活の要請と建設住宅の基準・西山卯三（01）　竹筋「コンクリート」の学術的研究・岩田恒（02）
施行細則（市建法）の改正・川勝建二（04）　二十五年回顧と変遷を語る・座談会（05）
日本建築家の模倣する力と創作する力・山田守（09）

大阪人絹会館（渡邊節）
甲子園竹中寮（竹中工務店）
大東亜建設記念造営計画コンペ（丹下健三）

ローマ博覧会
ブラジル教育保健省舎（O.ニーマイヤー）
ジョンソン邸（P.ジョンソン）

1942
昭和17

1943
昭和18

南方建築展覧会
女性と住生活展覧会
建築界の展望・本野精吾（01）　法隆寺と桂離宮と・谷口久正（03）
隣組共同施設を中心とした「女性と住生活」展覧会・報告（05）
戦時の家具の問題・剣持勇（11）

川西航空甲南工場（竹中工務店）
在バンコック日本会館コンペ（丹下健三）

グランブルック芸術大学博物館・図書館（E.サーリネン）
『存在と無』（J. P.サルトル）出版 1943

昭和18

1944
昭和19

会誌『建築と社会』3月号をもって休刊　4月号以降『建築雑誌』に統合
大東亜戦争第三年目の新春を迎へて・片岡安（01）
家具は如何に標準化されるか・豊口克平（01）
建築と社会を戦いに送る・編輯幹事会（03）
決戦態勢、工場管理、工場施設・川喜田煉七郎（03）

『国民住居論攷』（西山卯三）出版
『建築雑誌』『新建築』休刊

シカゴ新バウハウス、シカゴデザイン研究所として新発足 1944
昭和19

1917
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1921
1922
1923
1924
1925
1926
1927
1928
1929
1930
1931
1932
1933
1934
1935
1936
1937
1938
1939
1940
1941
1942
1943
1944
1945
1946
1947
1948
1949
1950
1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
1958
1959
1960
1961
1962
1963
1964
1965
1966
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
1987
1988
1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
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1945
昭和20

建築学会との合併は延期と常務会で決定　 太平洋戦争終結 第二次世界大戦終結
サン・ディエ都市計画（ル・コルビュジエ）
コミュニティの再建（W.グロピウス）

『有機的建築に向けて』（B.ゼーヴィ）出版

1945
昭和20

1946
昭和21

片岡安会長死去、竹腰健造会長就任
復興住宅展覧会（天王寺）

神戸サッスーンアパート（武田健三） ジェファーソン記念碑（E.サーリネン）
マイモニテス健康センター（E.メンデルゾーン） 1946

昭和21

1947
昭和22

『建築と社会』1・2号として3月に再刊　
都市復興講演会　大阪市公館懸賞入選図案展示会
就任に際して・竹腰健造（01，０２）　我が日本建築協会「かくありたい」・小崎修（01）
新らしい住生活・羽仁説子（06～08）　住宅復興とこれからの住生活・藤田金一郎（06～08）
復興設計当選案・天王寺区・西山卯三（03～05）　 復興設計当選案・南区・石原正雄（03～05）

紀伊国屋書店（前川國男）
『これからの住まい』（西山卯三）出版
『ヒューマニズムの建築』（浜口隆一）出版

バルカン自邸（R.バルカン）
ブロイヤー自邸（M.ブロイヤー）

『理想的ヴィラの数学』（C.ロー）出版

1947
昭和22

1948
昭和23

天神橋大阪建設会館に分室設置　1～6月の間会誌の発行途切れる　
セメント新規格講習会・教育委員会 建築制限規則説明会
特集・復興建築作品紹介（02）
古民家随筆・藤原義一（01）　住宅設備・伊藤正文（01）　
座談会・これからの建築はどうあるべきか・竹腰健造他9名（02,03）

東京裁判
藤村記念館（谷口吉郎）

モリス商会（F.L.ライト）
フォード自動車会社（L.カーン）
トリノ展示場（P. L.ネルヴィ）

『中心の喪失』（H.ゼードルマイア）出版
ドリップ・ペインティング（J.ポロック）

1948
昭和23

1949
昭和24

これからの住宅展　建築士法草案説明会　実際すぐ役立つ鋼構造の講習会・教育委員会　京都博覧会と鴨川踊見学会
大阪復興特集（01）
復興計画ヲ語ル（01）　復興はこれでよいか（01）

「色彩構成」について・伊藤正文（03）　法隆寺災す・中村直勝（03）　建築材料に関する座談会（04）
建築に附帯する設備座談会（05）　学制改革と建築学科・白石博三（12）

京都公楽会館（村野藤吾）
慶応大学学生ホール（谷口吉郎）

ガラスの家（F.ジョンソン）
実験住宅（C.イームズ）
映画『摩天楼』（K.ヴィダー）

1949
昭和24

1950
昭和25

伸びる住宅展覧会　建築新法令講演会　近畿法規委員会設置・法制委員会
神戸博覧会及びアメリカ博覧会見学会　地震常識に関する講演会・災害（調査）委員会　
建築士法草案について（01）　建築基準法草案・建設省住宅局（02）
座談会・名古屋の建築を語る（03）　座談会・京都の新建築を批評する（05）
これからの婦人の服装と住宅・河合玲（04）　美しい京都・森田慶一（09）　

大阪高島屋（坂倉建築研究所）
八勝館御幸の間（堀口捨己）
立体最小限住居（池辺陽）

朝鮮戦争勃発（1953年休戦）
ファンズワース邸（M. V.ローエ）
リホルム（A.ヤコブセン）

1950
昭和25

1951
昭和26

プラスチックについての講演会　建築講習会・教育委員会　南海球場見学会
建築設計はどうすれば良くなるか（01）　住宅金融公庫について・竹内佐平治（01）　
平凡・異常・石川純一郎（03）　アメリカ通信・大林芳郎（04）
志摩観光ホテルの設計について・村野藤吾（07）　建築を志す学生諸君へ・東畑謙三（08）
建築 ― 材料と設計・竹腰健造（09）

大阪女学院（W. M.ヴォーリズ）
志摩観光ホテル（村野藤吾）
阪急航空ビル（竹中工務店）
鎌倉近代美術館（坂倉準三）　森邸（清家清）　
リーダーズダイジェスト東京支社（A.レイモンド）

繭の家（P.ルドルフ）
ゼネラルモータース技術本部（E.サーリネン） 1951

昭和26
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1945
昭和20

建築学会との合併は延期と常務会で決定　 太平洋戦争終結 第二次世界大戦終結
サン・ディエ都市計画（ル・コルビュジエ）
コミュニティの再建（W.グロピウス）

『有機的建築に向けて』（B.ゼーヴィ）出版

1945
昭和20

1946
昭和21

片岡安会長死去、竹腰健造会長就任
復興住宅展覧会（天王寺）

神戸サッスーンアパート（武田健三） ジェファーソン記念碑（E.サーリネン）
マイモニテス健康センター（E.メンデルゾーン） 1946

昭和21

1947
昭和22

『建築と社会』1・2号として3月に再刊　
都市復興講演会　大阪市公館懸賞入選図案展示会
就任に際して・竹腰健造（01，０２）　我が日本建築協会「かくありたい」・小崎修（01）
新らしい住生活・羽仁説子（06～08）　住宅復興とこれからの住生活・藤田金一郎（06～08）
復興設計当選案・天王寺区・西山卯三（03～05）　 復興設計当選案・南区・石原正雄（03～05）

紀伊国屋書店（前川國男）
『これからの住まい』（西山卯三）出版
『ヒューマニズムの建築』（浜口隆一）出版

バルカン自邸（R.バルカン）
ブロイヤー自邸（M.ブロイヤー）

『理想的ヴィラの数学』（C.ロー）出版

1947
昭和22

1948
昭和23

天神橋大阪建設会館に分室設置　1～6月の間会誌の発行途切れる　
セメント新規格講習会・教育委員会 建築制限規則説明会
特集・復興建築作品紹介（02）
古民家随筆・藤原義一（01）　住宅設備・伊藤正文（01）　
座談会・これからの建築はどうあるべきか・竹腰健造他9名（02,03）

東京裁判
藤村記念館（谷口吉郎）

モリス商会（F.L.ライト）
フォード自動車会社（L.カーン）
トリノ展示場（P. L.ネルヴィ）

『中心の喪失』（H.ゼードルマイア）出版
ドリップ・ペインティング（J.ポロック）

1948
昭和23

1949
昭和24

これからの住宅展　建築士法草案説明会　実際すぐ役立つ鋼構造の講習会・教育委員会　京都博覧会と鴨川踊見学会
大阪復興特集（01）
復興計画ヲ語ル（01）　復興はこれでよいか（01）

「色彩構成」について・伊藤正文（03）　法隆寺災す・中村直勝（03）　建築材料に関する座談会（04）
建築に附帯する設備座談会（05）　学制改革と建築学科・白石博三（12）

京都公楽会館（村野藤吾）
慶応大学学生ホール（谷口吉郎）

ガラスの家（F.ジョンソン）
実験住宅（C.イームズ）
映画『摩天楼』（K.ヴィダー）

1949
昭和24

1950
昭和25

伸びる住宅展覧会　建築新法令講演会　近畿法規委員会設置・法制委員会
神戸博覧会及びアメリカ博覧会見学会　地震常識に関する講演会・災害（調査）委員会　
建築士法草案について（01）　建築基準法草案・建設省住宅局（02）
座談会・名古屋の建築を語る（03）　座談会・京都の新建築を批評する（05）
これからの婦人の服装と住宅・河合玲（04）　美しい京都・森田慶一（09）　

大阪高島屋（坂倉建築研究所）
八勝館御幸の間（堀口捨己）
立体最小限住居（池辺陽）

朝鮮戦争勃発（1953年休戦）
ファンズワース邸（M. V.ローエ）
リホルム（A.ヤコブセン）

1950
昭和25

1951
昭和26

プラスチックについての講演会　建築講習会・教育委員会　南海球場見学会
建築設計はどうすれば良くなるか（01）　住宅金融公庫について・竹内佐平治（01）　
平凡・異常・石川純一郎（03）　アメリカ通信・大林芳郎（04）
志摩観光ホテルの設計について・村野藤吾（07）　建築を志す学生諸君へ・東畑謙三（08）
建築 ― 材料と設計・竹腰健造（09）

大阪女学院（W. M.ヴォーリズ）
志摩観光ホテル（村野藤吾）
阪急航空ビル（竹中工務店）
鎌倉近代美術館（坂倉準三）　森邸（清家清）　
リーダーズダイジェスト東京支社（A.レイモンド）

繭の家（P.ルドルフ）
ゼネラルモータース技術本部（E.サーリネン） 1951

昭和26

1917
1918
1919
1920
1921
1922
1923
1924
1925
1926
1927
1928
1929
1930
1931
1932
1933
1934
1935
1936
1937
1938
1939
1940
1941
1942
1943
1944
1945
1946
1947
1948
1949
1950
1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
1958
1959
1960
1961
1962
1963
1964
1965
1966
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
1987
1988
1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
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1952
昭和27

日本建築協会35周年　建築協会35周年記念羽衣住宅展示会
これからの住宅展　沖縄事情講演会35周年記念大講演会　リヒアルト・ノイトラ講演会
ノイトラ的、ライト的・村野藤吾（07）
広島平和記念陳列館を施工して・橋本定（06）　法隆寺復原問題・藤原義一（10）
法隆寺復興・外論そのオーソドックスとパラドックス・滝澤眞弓（10）

第一生命ビル（竹中工務店）
広島平和会館（丹下健三）
日本真珠会館（光安義光）

ユニテ・ダビタシオン・マルセイユ（ル・コルビュジエ）
レバーハウス（S.O.M）
セイナッツァロ町役場（A.アアルト）

1952
昭和27

1953
昭和28

『建築と社会』特集号体制（05以降）　
創立35周年記念史（12）
燃えない都市建築展共催
座談会 これからの建築技術の学校教育はどうあるべきか（02・04・07）

「学校教育座談会」摘要・鷲尾健三（07）　近代建築構造の発展・横尾義貫（08）

富士フィルム大阪ビル（東畑建築事務所）
新阪神ビル（竹中工務店）
東京厚生年金病院（山田守）

MITオーディトリウム（E.サーリネン）
イェール大学アートギャラリー（R.カーン）
CIAM第9回開催

1953
昭和28

1954
昭和29

第1回コンクリート技能講習会　ワルター・グロピウス講演会　
日本におけるグロピウス（10）
欧米建築こぼればなし・尾崎久助（02）
地盤と基礎特集（05）
村野藤吾、岡橋作太郎、小川正、三氏鼎談（07）

近映会館（村野藤吾）
倉敷紡績本社新館（浦辺鎮太郎）
世界平和記念聖堂（村野藤吾）
神奈川県立音楽堂（前川國男）

ウルム造形大学（M.ビル） 1954
昭和29

1955
昭和30

日本における建築的伝統（01）　コンクリート（02）　
住宅問題と住宅経営（03）　設計システム（05）　
部門別建材（09）　建築設備工事分離発注問題（11,12）

三和銀行本店（山下寿郎）
伊丹市庁舎（久米建築事務所）
八雲小学校（吉武泰水）
羽田国際空港（松田・平田建築事務所）

MIT礼拝堂・講堂（E.サーリネン）
IIT建築科教室（M.V.ローエ）
ミラノ近代美術館（カルデラ）

1955
昭和30

1956
昭和31

近畿建築会館新設と同時に事務所移転
講演会・軽量鉄骨構造について
都心の団地計画（04？）

二代目通天閣（内藤多仲）
神戸新聞本社ビル（村野藤吾）
松井田町役場（白井晟一）

シャンデガール最高裁判所（ル・コルビュジエ）
CIAM解散・チームⅩ始動 1956

昭和31

1957
昭和32

建築のライフ（04）
ライトのいう建築のライフ・増田友也（04）　原子力実験室における建築の問題・A. D. Mackintosh、室井修訳（05）
地下工法に関する座談会・森田紀元、小泉昇、百々稔ほか、司会：政岡基次ほか（09）
座談会「婦人と住宅―大阪の婦人団体と語る」・河盛アイほか、司会：西山夘三ほか（10）
建築儀礼について―民俗学の立場から・林宏（12）

東海村原子炉点火　なべ底不況（～1958）
南海会館（坂倉準三）　岡山県庁舎（前川國男）
倉吉市庁舎（岸田日出刀、丹下健三）
近鉄百貨店阿倍野店新館（村野藤吾）
新桜橋ビルディング（日建設計工務）

ソ連世界初人工衛星スプートニク1号打ち上げ
ブラジリア・コンペ当選案（L.コスタほか）

1957
昭和32

1958
昭和33

尾崎久助会長就任
城（09）
正月随想：関西の建築歴史を語る・今林彦太郎、鷲尾九郎、大倉三郎ほか（01）
森田慶一・瀧澤眞弓両教授対談記 分離派建築会前後（03）
ジオデシック・ドームについて―その設計者バックミンスター・フラー氏にきく（05）

東海道線特急こだま運転開始
大阪新歌舞伎座（村野藤吾）　新朝日ビル（竹中工務店）
東京都庁舎（丹下健三）　善照寺本堂（白井晟一）
東京タワー（竹中工務店、内藤多仲）
国立競技場（建設省関東地方建設局）

米人工衛星エクスプローラー1号打ち上げ
パンナムビル（W.グロピウスほか）
トーレ・ヴェラスカ（BBPR）
シーグラム・ビル（L.M.V.D=ローエほか）

1958
昭和33

Ӌҥॅ୐లࣔ会 建築会ؗـۙ
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1952
昭和27

日本建築協会35周年　建築協会35周年記念羽衣住宅展示会
これからの住宅展　沖縄事情講演会35周年記念大講演会　リヒアルト・ノイトラ講演会
ノイトラ的、ライト的・村野藤吾（07）
広島平和記念陳列館を施工して・橋本定（06）　法隆寺復原問題・藤原義一（10）
法隆寺復興・外論そのオーソドックスとパラドックス・滝澤眞弓（10）

第一生命ビル（竹中工務店）
広島平和会館（丹下健三）
日本真珠会館（光安義光）

ユニテ・ダビタシオン・マルセイユ（ル・コルビュジエ）
レバーハウス（S.O.M）
セイナッツァロ町役場（A.アアルト）

1952
昭和27

1953
昭和28

『建築と社会』特集号体制（05以降）　
創立35周年記念史（12）
燃えない都市建築展共催
座談会 これからの建築技術の学校教育はどうあるべきか（02・04・07）

「学校教育座談会」摘要・鷲尾健三（07）　近代建築構造の発展・横尾義貫（08）

富士フィルム大阪ビル（東畑建築事務所）
新阪神ビル（竹中工務店）
東京厚生年金病院（山田守）

MITオーディトリウム（E.サーリネン）
イェール大学アートギャラリー（R.カーン）
CIAM第9回開催

1953
昭和28

1954
昭和29

第1回コンクリート技能講習会　ワルター・グロピウス講演会　
日本におけるグロピウス（10）
欧米建築こぼればなし・尾崎久助（02）
地盤と基礎特集（05）
村野藤吾、岡橋作太郎、小川正、三氏鼎談（07）

近映会館（村野藤吾）
倉敷紡績本社新館（浦辺鎮太郎）
世界平和記念聖堂（村野藤吾）
神奈川県立音楽堂（前川國男）

ウルム造形大学（M.ビル） 1954
昭和29

1955
昭和30

日本における建築的伝統（01）　コンクリート（02）　
住宅問題と住宅経営（03）　設計システム（05）　
部門別建材（09）　建築設備工事分離発注問題（11,12）

三和銀行本店（山下寿郎）
伊丹市庁舎（久米建築事務所）
八雲小学校（吉武泰水）
羽田国際空港（松田・平田建築事務所）

MIT礼拝堂・講堂（E.サーリネン）
IIT建築科教室（M.V.ローエ）
ミラノ近代美術館（カルデラ）

1955
昭和30

1956
昭和31

近畿建築会館新設と同時に事務所移転
講演会・軽量鉄骨構造について
都心の団地計画（04？）

二代目通天閣（内藤多仲）
神戸新聞本社ビル（村野藤吾）
松井田町役場（白井晟一）

シャンデガール最高裁判所（ル・コルビュジエ）
CIAM解散・チームⅩ始動 1956

昭和31

1957
昭和32

建築のライフ（04）
ライトのいう建築のライフ・増田友也（04）　原子力実験室における建築の問題・A. D. Mackintosh、室井修訳（05）
地下工法に関する座談会・森田紀元、小泉昇、百々稔ほか、司会：政岡基次ほか（09）
座談会「婦人と住宅―大阪の婦人団体と語る」・河盛アイほか、司会：西山夘三ほか（10）
建築儀礼について―民俗学の立場から・林宏（12）

東海村原子炉点火　なべ底不況（～1958）
南海会館（坂倉準三）　岡山県庁舎（前川國男）
倉吉市庁舎（岸田日出刀、丹下健三）
近鉄百貨店阿倍野店新館（村野藤吾）
新桜橋ビルディング（日建設計工務）

ソ連世界初人工衛星スプートニク1号打ち上げ
ブラジリア・コンペ当選案（L.コスタほか）

1957
昭和32

1958
昭和33

尾崎久助会長就任
城（09）
正月随想：関西の建築歴史を語る・今林彦太郎、鷲尾九郎、大倉三郎ほか（01）
森田慶一・瀧澤眞弓両教授対談記 分離派建築会前後（03）
ジオデシック・ドームについて―その設計者バックミンスター・フラー氏にきく（05）

東海道線特急こだま運転開始
大阪新歌舞伎座（村野藤吾）　新朝日ビル（竹中工務店）
東京都庁舎（丹下健三）　善照寺本堂（白井晟一）
東京タワー（竹中工務店、内藤多仲）
国立競技場（建設省関東地方建設局）

米人工衛星エクスプローラー1号打ち上げ
パンナムビル（W.グロピウスほか）
トーレ・ヴェラスカ（BBPR）
シーグラム・ビル（L.M.V.D=ローエほか）

1958
昭和33

1917
1918
1919
1920
1921
1922
1923
1924
1925
1926
1927
1928
1929
1930
1931
1932
1933
1934
1935
1936
1937
1938
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1940
1941
1942
1943
1944
1945
1946
1947
1948
1949
1950
1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
1958
1959
1960
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1986
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1989
1990
1991
1992
1993
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1996
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1998
1999
2000
2001
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2005
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2007
2008
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2016
2017
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1959
昭和34

竹腰健造（01）　都市計画 ― 大阪の場合（06）
大正時代の大阪を語る・置塩章ほか（01）　香里ニュータウンの紹介・諫早信夫（03）　
座談会 日本の現代建築の形成過程をめぐって・西山夘三、光安義光ほか（04）
座談会 西長堀アパートの壁画を中心として・吉原治良、白髪一雄ほか（04）
座談会 建築におけるローカリティについて・足立孝、浦辺鎮太郎ほか（12）

伊勢湾台風
大阪能楽会館（竹腰健造）　佳水園（村野藤吾）
大多喜町役場（今井兼次）
比叡山国際観光ホテル（圓堂政嘉ほか）
国立西洋美術館（ル・コルビュジエ）

キューバ革命
ラ・トゥーレット（ル・コルビュジエ）
グッゲンハイム美術館（F.L.ライト）

1959
昭和34

1960
昭和35

原子力利用施設（02）　公共住宅（11）
近代建築調査報告（01～1965年02）　
対談 デザインの曲がり角・吉阪隆正、足立孝、司会：浦辺鎮太郎（03）
座談会：伊勢湾台風について・塚本猛次ほか（03）　欧州のアパート建築・池田宮彦（04）
しのびよるロマンティシズム・村野藤吾（08）　海外の近代建築アンケート・東畑謙三、黒川紀章ほか（10）

日米新安保条約調印　大阪市立博物館開館
関電ビル（竹中工務店）　京都会館（前川國男）
電通大阪支社（丹下健三）　倉敷市庁舎（丹下健三）
明石天文科学館（京大建築研究協会）
輸出繊維会館（村野藤吾）

チリ地震
米原子力空母エンタープライズ進水
ローマオリンピック開催
セイナヨキの教会（アルヴァ・アアルト）

1960
昭和35

1961
昭和36

居留地建築（02）　長谷部鋭吉（03）　インテリア（05）　
自動車と建築（06）　建築と企画（08）　日本近代建築運動史（12）
座談会 長谷部鋭吉氏とその周辺を回顧する・置塩章、村野藤吾ほか（03）
生活におけるレクリェーション・今和次郎（09）　今後の建設産業のあり方・銭高輝之（10）
労務者不足問題 ― 建設労働者の現状分析・岸田成計（10）　

大阪環状線全通　第2室戸台風
本町ビル（日建設計工務、今井兼次）
大和文華館（吉田五十八）　東京文化会館（前川國男）
群馬音楽センター（A.レーモンド）
大原美術館分館（倉敷レイヨン営繕部）

ガガーリン人類初の宇宙飛行
マンハッタンのジオデシックドーム（R.B.フラー）

1961
昭和36

1962
昭和37

創立45年記念事業報告・記念講演会講演記録　講演：竹腰健造・松下幸之助（12）
都市計画（01）　公害（10）　社会福祉施設（12）
都市計画についてのイメージ― 人物論を通じて・堀新次ほか（01）　世界計画者としての建築家・R.B.フラー（02）
名古屋座談会 街造りの現状と将来・一円俊郎、城戸久ほか（03）
匿名座談会 積算・見積裏話（06）　

日本26聖人殉教記念施設（今井兼次）
新阪急ビル（竹中工務店）
尼崎市庁舎（村野藤吾）　軽井沢の山荘（吉村順三）
天王寺民衆駅（安井建築設計事務所ほか）　
新住友ビル（日建設計工務）　日本生命本館（日建設計工務）

コロンビア大地震　キューバ危機
TWAターミナルビル（E.サーリネン）
ダレス国際空港ターミナル（E.サーリネン）

1962
昭和37

1963
昭和38

社会教育の場と建築（05）　金属外装（08）
新しい空気調和設備（09）　地下街（10）　建築と芸術（11）
座談会 建築技能者教育・川岸繁夫ほか、司会：福岡正（01）　職人シリーズ（01～1965年03）　
大阪のキタとミナミ・東孝光ほか（04）　尼崎の結婚式場・田代正尚（05）　音楽喫茶・岸本幸臣（05）
金属外装について・山根正次郎（08）　今井兼次先生とガウディ・岡橋作太郎（11）

関西電力黒部川第四発電所完成
三井三池三川炭鉱炭塵爆発　文楽協会設立
梅田吸気搭（村野藤吾）　日生劇場（村野藤吾）
大名古屋ビル（三菱地所）
倉敷国際ホテル（浦辺鎮太郎）

米ケネディ大統領暗殺
ベルリン・フィル（H.シャロウン）
レスター大学工学部（J.スターリング）
母の家（R.ヴェンチューリ）

1963
昭和38

1964
昭和39

東畑謙三会長就任
プレハブ住宅（02）　オリンピック競技施設（09）　交通施設（10）
米国都市の新しい顔（FORUMʼ63Augより米国都市再開発の現状紹介）（01）
対談 外部空間の構成・芦原義信、神代雄一郎（03）　
座談会 設計者と施工者との間に横たわる諸問題・山本純孝ほか（06）　地価安定アンケート（08）　

オリンピック東京大会開催　新潟地震
屋内総合競技場（丹下健三）
東京カテドラル聖マリア大聖堂（丹下健三）
枚岡市庁舎（坂倉準三）　大阪共済会館（菊竹清訓）
甲南女子大学（村野藤吾）

アラスカ地震
カステルヴェッキオ美術館（C.スカルパ）
ゲートウェイ・アーチ（E.サーリネン）
プラグイン・シティ（P.クック）
ウォーキング・シティ（ロン・ヘロン）

1964
昭和39

1965
昭和40

尾崎久助（01）　人間工学（05）　建物と騒音（10）　中小企業団地（11）　医療施設（12）　
近代建築調査委員会報告 ― 解散の辞を兼ねて・瀧澤眞弓（02）
第1回日本建築祭の概況（02）　新しい技能工シリーズ（04～1966年03）
開発と文化財・浅野清（06）　クラスメート（06～1972年10）　
書評 西山夘三さんの〝住み方の記〟・ 今和次郎（08）　

明治村開村　名神高速道路全通
カトリック宝塚教会（村野藤吾）
戎橋プランタン（村野藤吾）　御堂ビル（竹中工務店）
ロイヤルホテル（吉田五十八）
大学セミナーハウス（吉阪隆正）

米・北ベトナム爆撃開始
シーランチ・コンドミニアム（C.W.ムーア）
ギルド・ハウス（R.ヴェンチューリ）
ソーク生物学研究所（L.カーン）
レッティ蠟燭店（H.ホライン）

1965
昭和40
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1959
昭和34

竹腰健造（01）　都市計画 ― 大阪の場合（06）
大正時代の大阪を語る・置塩章ほか（01）　香里ニュータウンの紹介・諫早信夫（03）　
座談会 日本の現代建築の形成過程をめぐって・西山夘三、光安義光ほか（04）
座談会 西長堀アパートの壁画を中心として・吉原治良、白髪一雄ほか（04）
座談会 建築におけるローカリティについて・足立孝、浦辺鎮太郎ほか（12）

伊勢湾台風
大阪能楽会館（竹腰健造）　佳水園（村野藤吾）
大多喜町役場（今井兼次）
比叡山国際観光ホテル（圓堂政嘉ほか）
国立西洋美術館（ル・コルビュジエ）

キューバ革命
ラ・トゥーレット（ル・コルビュジエ）
グッゲンハイム美術館（F.L.ライト）

1959
昭和34

1960
昭和35

原子力利用施設（02）　公共住宅（11）
近代建築調査報告（01～1965年02）　
対談 デザインの曲がり角・吉阪隆正、足立孝、司会：浦辺鎮太郎（03）
座談会：伊勢湾台風について・塚本猛次ほか（03）　欧州のアパート建築・池田宮彦（04）
しのびよるロマンティシズム・村野藤吾（08）　海外の近代建築アンケート・東畑謙三、黒川紀章ほか（10）

日米新安保条約調印　大阪市立博物館開館
関電ビル（竹中工務店）　京都会館（前川國男）
電通大阪支社（丹下健三）　倉敷市庁舎（丹下健三）
明石天文科学館（京大建築研究協会）
輸出繊維会館（村野藤吾）

チリ地震
米原子力空母エンタープライズ進水
ローマオリンピック開催
セイナヨキの教会（アルヴァ・アアルト）

1960
昭和35

1961
昭和36

居留地建築（02）　長谷部鋭吉（03）　インテリア（05）　
自動車と建築（06）　建築と企画（08）　日本近代建築運動史（12）
座談会 長谷部鋭吉氏とその周辺を回顧する・置塩章、村野藤吾ほか（03）
生活におけるレクリェーション・今和次郎（09）　今後の建設産業のあり方・銭高輝之（10）
労務者不足問題 ― 建設労働者の現状分析・岸田成計（10）　

大阪環状線全通　第2室戸台風
本町ビル（日建設計工務、今井兼次）
大和文華館（吉田五十八）　東京文化会館（前川國男）
群馬音楽センター（A.レーモンド）
大原美術館分館（倉敷レイヨン営繕部）

ガガーリン人類初の宇宙飛行
マンハッタンのジオデシックドーム（R.B.フラー）

1961
昭和36

1962
昭和37

創立45年記念事業報告・記念講演会講演記録　講演：竹腰健造・松下幸之助（12）
都市計画（01）　公害（10）　社会福祉施設（12）
都市計画についてのイメージ― 人物論を通じて・堀新次ほか（01）　世界計画者としての建築家・R.B.フラー（02）
名古屋座談会 街造りの現状と将来・一円俊郎、城戸久ほか（03）
匿名座談会 積算・見積裏話（06）　

日本26聖人殉教記念施設（今井兼次）
新阪急ビル（竹中工務店）
尼崎市庁舎（村野藤吾）　軽井沢の山荘（吉村順三）
天王寺民衆駅（安井建築設計事務所ほか）　
新住友ビル（日建設計工務）　日本生命本館（日建設計工務）

コロンビア大地震　キューバ危機
TWAターミナルビル（E.サーリネン）
ダレス国際空港ターミナル（E.サーリネン）

1962
昭和37

1963
昭和38

社会教育の場と建築（05）　金属外装（08）
新しい空気調和設備（09）　地下街（10）　建築と芸術（11）
座談会 建築技能者教育・川岸繁夫ほか、司会：福岡正（01）　職人シリーズ（01～1965年03）　
大阪のキタとミナミ・東孝光ほか（04）　尼崎の結婚式場・田代正尚（05）　音楽喫茶・岸本幸臣（05）
金属外装について・山根正次郎（08）　今井兼次先生とガウディ・岡橋作太郎（11）

関西電力黒部川第四発電所完成
三井三池三川炭鉱炭塵爆発　文楽協会設立
梅田吸気搭（村野藤吾）　日生劇場（村野藤吾）
大名古屋ビル（三菱地所）
倉敷国際ホテル（浦辺鎮太郎）

米ケネディ大統領暗殺
ベルリン・フィル（H.シャロウン）
レスター大学工学部（J.スターリング）
母の家（R.ヴェンチューリ）

1963
昭和38

1964
昭和39

東畑謙三会長就任
プレハブ住宅（02）　オリンピック競技施設（09）　交通施設（10）
米国都市の新しい顔（FORUMʼ63Augより米国都市再開発の現状紹介）（01）
対談 外部空間の構成・芦原義信、神代雄一郎（03）　
座談会 設計者と施工者との間に横たわる諸問題・山本純孝ほか（06）　地価安定アンケート（08）　

オリンピック東京大会開催　新潟地震
屋内総合競技場（丹下健三）
東京カテドラル聖マリア大聖堂（丹下健三）
枚岡市庁舎（坂倉準三）　大阪共済会館（菊竹清訓）
甲南女子大学（村野藤吾）

アラスカ地震
カステルヴェッキオ美術館（C.スカルパ）
ゲートウェイ・アーチ（E.サーリネン）
プラグイン・シティ（P.クック）
ウォーキング・シティ（ロン・ヘロン）

1964
昭和39

1965
昭和40

尾崎久助（01）　人間工学（05）　建物と騒音（10）　中小企業団地（11）　医療施設（12）　
近代建築調査委員会報告 ― 解散の辞を兼ねて・瀧澤眞弓（02）
第1回日本建築祭の概況（02）　新しい技能工シリーズ（04～1966年03）
開発と文化財・浅野清（06）　クラスメート（06～1972年10）　
書評 西山夘三さんの〝住み方の記〟・ 今和次郎（08）　

明治村開村　名神高速道路全通
カトリック宝塚教会（村野藤吾）
戎橋プランタン（村野藤吾）　御堂ビル（竹中工務店）
ロイヤルホテル（吉田五十八）
大学セミナーハウス（吉阪隆正）

米・北ベトナム爆撃開始
シーランチ・コンドミニアム（C.W.ムーア）
ギルド・ハウス（R.ヴェンチューリ）
ソーク生物学研究所（L.カーン）
レッティ蠟燭店（H.ホライン）

1965
昭和40

1917
1918
1919
1920
1921
1922
1923
1924
1925
1926
1927
1928
1929
1930
1931
1932
1933
1934
1935
1936
1937
1938
1939
1940
1941
1942
1943
1944
1945
1946
1947
1948
1949
1950
1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
1958
1959
1960
1961
1962
1963
1964
1965
1966
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
1987
1988
1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
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日本建築協会
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1966
昭和41

建具金物（04）　万国博会場計画（08）　最近の地下工法（10）　市街地改造（11）
新しいスタイルの地下街 ― Santica Townのすべて・森本泰好（02）
空調設備裏話 ― 空調設備設計施工上の失敗談とその対策（03）　違反建築防止アンケート（06）　
万国博と建築・東畑謙三（08）　1970年万国博の会場計画・西山夘三（08）　
建築工事に伴なう公害クレーム（苦情）処理事例アンケート調査について（12）

ビートルズ来日　いざなぎ景気
国立京都国際会館（大谷幸夫）
朝日放送本社・大阪タワー（大成建設）
大阪ガスビルディング増築（安井建築設計事務所）
桃華楽堂（今井兼次）　ソニービル（芦原義信）

中国・文化大革命（～1977終結宣言）
マリン郡庁舎（F.L.ライト）
ホイットニー美術館（M.ブロイヤー）
ヘルシンキ工科大学（A.アアルト）

1966
昭和41

1967
昭和42

日本建築協会創立50周年　『建築と社会』版型A4に変更　
村野藤吾氏文化勲章受章お祝いの会（建築6団体有志）
日本建築協会50周年記念号（03）　都市と流通空間（05）　モントリオール万国博（08）　最近の外装（10）
岡山城再建なる（02）　合理性と伝統美のある住まいを・松下幸之助（04）　私の見る建築観・佐伯勇（04）
大阪城公園内に建つ休憩所デザインコンクール入選作品・当選：安藤忠雄（11）

公害対策基本法公布　大阪市営地下鉄谷町線開業
大津市庁舎（佐藤武夫）　桜井寺本堂（村野藤吾）
大阪銀行協会（日建設計工務）
静岡新聞・静岡放送東京支社ビル（丹下健三）
寒河江市役所庁舎（黒川紀章）

EC（ヨーロッパ共同体）発足
ASEAN（東南アジア諸国連合）発足
モントリオール博アメリカ館（R.B.フラー）
コルビュジエ・センター（ル・コルビュジエ）

1967
昭和42

1968
昭和43

都市生活（01）　都市のいこいの場（02）
創立50周年記念事業記録号（03）　幼児施設（04）　教育施設（05）　
医療施設（06）　都市交通施設（07）　都市供給施設（08）　
群としての住居（09）　都市のアクセサリー（10）
新都市計画法の諸問題（12）

十勝沖地震　文化庁発足　小笠原諸島日本に復帰
霞が関ビルディング（山下寿郎ほか）
朝日新聞ビル（竹中工務店）
豊中市立市民会館（池田宮彦）
坂出人工土地（大高正人）

パリ五月革命
核兵器拡散防止条約調印
オリンピック・メキシコシティ大会開催
ベルリン国立美術館（L.M.V.D=ローエ）
エヴァソン美術館（I.M.ペイ）

1968
昭和43

1969
昭和44

建築産業の構造と方向（01）　老人とすまい（04）　
建築史の方向 ― 現代によみがえる過去（05）　転換しつつある住宅生産（07）　
解決をせまられる公害問題（08）　民家の系譜と保存計画（10）
鉄筋コンクリート構造耐震設計上の問題点 ― 1968年十勝沖地震被害の教訓・六車照（02）
存亡の危機にある芝居小屋 ― 呉羽座・近藤豊（03）

東名高速度道路全通　原子力船「むつ」進水
西宮トラピスチヌ修道院（村野藤吾）
OMMビル（竹中工務店）　ホテルプラザ（大成建設）
親和銀行本店（白井晟一）　
代官山ヒルサイドテラス第1期（槇文彦）

アポロ11号月面着陸成功 1969
昭和44

1970
昭和45

日本万国博覧会記念「第2回日本建築祭」建築8団体連合大会開催
設計のシステム化（04）　高層建築問題（06）　欧米における契約（07）　
工事計画（09）　ディベロッパー（10）
日本万国博におけるデザイン批評・辻野純徳、太田隆信、紙野桂人（03）
消費者の立場からみたグッドデザイン座談会・司会：館哲郎（05）

日本万国博覧会開催　天六ガス爆発事故
よど号ハイジャック事件
志摩マリンランド水族館・海洋館（大阪設計事務所）
村野・森建築事務所（村野藤吾）
芦屋市民センター（坂倉建築研究所大阪事務所）

ジョン・ハンコック・センター（SOM）
アーコサンティ建設開始（P.ソレリ） 1970

昭和45

1971
昭和46

塚本猛次会長就任
都市エネルギと無公害化ビル（02）　都市生活とみどり（04）　企画と設計のプロセス（05）
解体工学（06）　都市と港湾（07）　転換期のニュータウン（08）　
軟弱地盤と震災（09）　変貌する建築生産（10）　自然とレジャ空間（12）
コンピューターを利用した住宅相談・石村勇二（01）

環境庁発足　沖縄返還協定調印
愛知県立芸術大学（吉村順三）
京王プラザホテル（日本設計）
セスイハイムM1（大野勝彦）
ポーラ五反田ビル（日建設計）

ロサンゼルスでサンフェルナンド地震
フィンランディア・コンサートホール（A.アアルト）
デンバー美術館（ジオ・ポンティ）

1971
昭和46

1972
昭和47

冬季オリンピックと札幌（01）　600号記念号（02）　量産住宅の設備（06）
創刊号発刊当初の編集を通じて・佐藤四郎、松井昭光（02）
昭和前期の編集を通じて― 対談・岡田孝男、松井昭光（02）　
恩師上野伊三郎氏の死を悼む・星廣文（07・08合併号）　
アンケート 千日デパート火災をみて都市防災についてどう思いますか（10）

浅間山荘事件　田中角栄「日本列島改造論」発表　
第11回冬季オリンピック大会（札幌）開催　沖縄返還
西宮市庁舎（山下寿郎設計事務所）　
京都大学総合体育館（京大増田研究室）　
中銀カプセルタワービル（黒川紀章）

オリンピック・ミュンヘン大会開催
日中国交正常化
キンベル美術館（L.カーン）
ブリオン・ヴェガ墓地（C.スカルパ）

1972
昭和47

日本ສࠃതཡ会会৔ɾ͓ ৔Πϝʔδ޿Γࡇ
ʢh 建築ͱࣾ会 �ɦ���೥�݄߸ʣ

ʮݽಠ͔Βの୤٫ʕ࿝ਓの஍Ҭࣾ会ੜ活ʯ
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1966
昭和41

建具金物（04）　万国博会場計画（08）　最近の地下工法（10）　市街地改造（11）
新しいスタイルの地下街 ― Santica Townのすべて・森本泰好（02）
空調設備裏話 ― 空調設備設計施工上の失敗談とその対策（03）　違反建築防止アンケート（06）　
万国博と建築・東畑謙三（08）　1970年万国博の会場計画・西山夘三（08）　
建築工事に伴なう公害クレーム（苦情）処理事例アンケート調査について（12）

ビートルズ来日　いざなぎ景気
国立京都国際会館（大谷幸夫）
朝日放送本社・大阪タワー（大成建設）
大阪ガスビルディング増築（安井建築設計事務所）
桃華楽堂（今井兼次）　ソニービル（芦原義信）

中国・文化大革命（～1977終結宣言）
マリン郡庁舎（F.L.ライト）
ホイットニー美術館（M.ブロイヤー）
ヘルシンキ工科大学（A.アアルト）

1966
昭和41

1967
昭和42

日本建築協会創立50周年　『建築と社会』版型A4に変更　
村野藤吾氏文化勲章受章お祝いの会（建築6団体有志）
日本建築協会50周年記念号（03）　都市と流通空間（05）　モントリオール万国博（08）　最近の外装（10）
岡山城再建なる（02）　合理性と伝統美のある住まいを・松下幸之助（04）　私の見る建築観・佐伯勇（04）
大阪城公園内に建つ休憩所デザインコンクール入選作品・当選：安藤忠雄（11）

公害対策基本法公布　大阪市営地下鉄谷町線開業
大津市庁舎（佐藤武夫）　桜井寺本堂（村野藤吾）
大阪銀行協会（日建設計工務）
静岡新聞・静岡放送東京支社ビル（丹下健三）
寒河江市役所庁舎（黒川紀章）

EC（ヨーロッパ共同体）発足
ASEAN（東南アジア諸国連合）発足
モントリオール博アメリカ館（R.B.フラー）
コルビュジエ・センター（ル・コルビュジエ）

1967
昭和42

1968
昭和43

都市生活（01）　都市のいこいの場（02）
創立50周年記念事業記録号（03）　幼児施設（04）　教育施設（05）　
医療施設（06）　都市交通施設（07）　都市供給施設（08）　
群としての住居（09）　都市のアクセサリー（10）
新都市計画法の諸問題（12）

十勝沖地震　文化庁発足　小笠原諸島日本に復帰
霞が関ビルディング（山下寿郎ほか）
朝日新聞ビル（竹中工務店）
豊中市立市民会館（池田宮彦）
坂出人工土地（大高正人）

パリ五月革命
核兵器拡散防止条約調印
オリンピック・メキシコシティ大会開催
ベルリン国立美術館（L.M.V.D=ローエ）
エヴァソン美術館（I.M.ペイ）

1968
昭和43

1969
昭和44

建築産業の構造と方向（01）　老人とすまい（04）　
建築史の方向 ― 現代によみがえる過去（05）　転換しつつある住宅生産（07）　
解決をせまられる公害問題（08）　民家の系譜と保存計画（10）
鉄筋コンクリート構造耐震設計上の問題点 ― 1968年十勝沖地震被害の教訓・六車照（02）
存亡の危機にある芝居小屋 ― 呉羽座・近藤豊（03）

東名高速度道路全通　原子力船「むつ」進水
西宮トラピスチヌ修道院（村野藤吾）
OMMビル（竹中工務店）　ホテルプラザ（大成建設）
親和銀行本店（白井晟一）　
代官山ヒルサイドテラス第1期（槇文彦）

アポロ11号月面着陸成功 1969
昭和44

1970
昭和45

日本万国博覧会記念「第2回日本建築祭」建築8団体連合大会開催
設計のシステム化（04）　高層建築問題（06）　欧米における契約（07）　
工事計画（09）　ディベロッパー（10）
日本万国博におけるデザイン批評・辻野純徳、太田隆信、紙野桂人（03）
消費者の立場からみたグッドデザイン座談会・司会：館哲郎（05）

日本万国博覧会開催　天六ガス爆発事故
よど号ハイジャック事件
志摩マリンランド水族館・海洋館（大阪設計事務所）
村野・森建築事務所（村野藤吾）
芦屋市民センター（坂倉建築研究所大阪事務所）

ジョン・ハンコック・センター（SOM）
アーコサンティ建設開始（P.ソレリ） 1970

昭和45

1971
昭和46

塚本猛次会長就任
都市エネルギと無公害化ビル（02）　都市生活とみどり（04）　企画と設計のプロセス（05）
解体工学（06）　都市と港湾（07）　転換期のニュータウン（08）　
軟弱地盤と震災（09）　変貌する建築生産（10）　自然とレジャ空間（12）
コンピューターを利用した住宅相談・石村勇二（01）

環境庁発足　沖縄返還協定調印
愛知県立芸術大学（吉村順三）
京王プラザホテル（日本設計）
セスイハイムM1（大野勝彦）
ポーラ五反田ビル（日建設計）

ロサンゼルスでサンフェルナンド地震
フィンランディア・コンサートホール（A.アアルト）
デンバー美術館（ジオ・ポンティ）

1971
昭和46

1972
昭和47

冬季オリンピックと札幌（01）　600号記念号（02）　量産住宅の設備（06）
創刊号発刊当初の編集を通じて・佐藤四郎、松井昭光（02）
昭和前期の編集を通じて― 対談・岡田孝男、松井昭光（02）　
恩師上野伊三郎氏の死を悼む・星廣文（07・08合併号）　
アンケート 千日デパート火災をみて都市防災についてどう思いますか（10）

浅間山荘事件　田中角栄「日本列島改造論」発表　
第11回冬季オリンピック大会（札幌）開催　沖縄返還
西宮市庁舎（山下寿郎設計事務所）　
京都大学総合体育館（京大増田研究室）　
中銀カプセルタワービル（黒川紀章）

オリンピック・ミュンヘン大会開催
日中国交正常化
キンベル美術館（L.カーン）
ブリオン・ヴェガ墓地（C.スカルパ）

1972
昭和47
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1923
1924
1925
1926
1927
1928
1929
1930
1931
1932
1933
1934
1935
1936
1937
1938
1939
1940
1941
1942
1943
1944
1945
1946
1947
1948
1949
1950
1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
1958
1959
1960
1961
1962
1963
1964
1965
1966
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
1981
1982
1983
1984
1985
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1987
1988
1989
1990
1991
1992
1993
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1998
1999
2000
2001
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2003
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2007
2008
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1973
昭和48

建築教育（01）　泉北ニュータウンのコミュニティ施設（02）　
大阪大林ビルディング（03）　レジャーと施設（04）　大阪国際ビルディング（05）　
老人コミュニティ（06）　ヨーロッパのまちづくり（12）
大阪における二大高層ビルをみて・浦辺鎮太郎、佐野正一ほか（03・05）
村野藤吾先生を囲んで ― 建築家に話を聞く会（08）　

第一次オイルショック　円変動相場制へ移行　
江崎玲於奈ノーベル物理学賞受賞
大阪大林ビルディング（大林組）
大阪国際ビルディング（竹中工務店）
瀬戸内海歴史民俗資料館（山本忠司）

ベトナム和平協定（パリ協定）調印
チリ・クーデター（ピノチェト政権樹立）
シドニー・オペラハウス（J.ウッツォン）
クリスチャン・サイエンス・チャーチセンター（I. M.ペイ）

1973
昭和48

1974
昭和49

歴史的環境保全（01）　建築生産と流通機構の変容（06）　ビルの省エネルギー化（07）
明日の建築はどうなるか・西沢文隆、吉田光邦、加藤邦男（02）　
中京郵便局庁舎の保存に寄せて・大久保昌一（07）　作品作風 倉敷アイビースクエア（07）
建築家に話を聞く会（第2回）竹腰健造氏に聞く（10）

「中国の建築事情を聞く」発展する中華人民共和国の若い建築技術者は何を考えているのか（11）

佐藤栄作ノーベル平和賞受賞
倉敷アイビースクエア（浦辺鎮太郎）
東京海上ビルディング本館（前川國男）
顔の家（山下和正）　新宿三井ビル（日本設計）
群馬県立近代美術館（磯崎新）

ウォーターゲート事件（ニクソン米大統領辞任）
バングラディシュ国会議場（L.カーン）
シアーズ・タワー（SOM）
イエール大学英国美術研究センター（L.カーン）

1974
昭和49

1975
昭和50

図書館（01）　インテリア（03）　PC板を使用した工業化住宅（04）　社会・建築・法（05）　
建築とプレストレストコンクリート構造（07）　人間環境としてのターミナル（09）　
騒音対策と防音材料（10）　集合住宅の設備（12）
大阪 昭和50年の御堂筋・塩谷馨（06）
若手建築家に聞く―東孝光氏・安藤忠雄氏・山崎泰孝氏のやり方（06）

沖縄海洋博覧会開幕　大分地震
大阪府立青少年海洋センター（大阪府、坂倉建築研究所）
アクアポリス（菊竹清訓）
幻庵（石山修武）

サイゴン陥落によりベトナム戦争終結
宇宙船アポロ・ソユーズがドッキング　
インドシナ戦争終結
ミロ美術館（ホセ・ルイ・セルト）

1975
昭和50

1976
昭和51

建築基礎構造の問題点（02）　建築防災と法（05）
工場建築の設備（07）　鉄骨構造のジョイント（08）　
集住体のハードとソフト（09）　結露防止対策と断熱材料（10）
アンケート 建築デザインについての証言ʼ76・竹腰健造、村野藤吾、東畑謙三ほか33名（01）
読者の頁 長谷部鋭吉先生の絵画展に就いて・岡橋作太郎（12）

ロッキード事件明るみに
住吉の長屋（安藤忠雄）　ソニータワー（黒川紀章）　
大阪マルビル（フジタ工業）　中野本町の家（伊東豊雄）　
上原通りの住宅（篠原一男）

オリンピック・モントリオール大会開催
米ヴァイキング1号火星着陸
ワールド・トレード・センター（M.ヤマサキ）　
パシフィック・デザイン・センター（C.ぺリ）

1976
昭和51

1977
昭和52

ニュータウンの管理 ― 千里のフォロー（03）　
コンクリートの品質管理と行政指導の方向（04）　身障者施設（06）　
埋立地における構造問題 ― 大阪南港と芦屋浜を例として（08）
座談会「デザインの動向 ― 部分と全体」岩本博行・西沢文隆ほか（01）
ミニ開発を考える・延藤安弘（10）　お祭り広場大屋根の解体と部分保存・川口衞（10）

漁業専管水域200カイリ時代へ
日航機ハイジャック事件
ローズ・ガーデン（安藤忠雄）
阪急グランドビル（竹中工務店）
西日本総合展示場（磯崎新）

ポンピドゥー・センター（R.ピアノ、R.ロジャース）
ブロンクス開発センター（R.マイヤー） 1977

昭和52

1978
昭和53

建築技術選書、学芸出版社より刊行開始
水（02）　電波障害と建築（05）　組合方式による集合住宅計画（06）　
CAD―設計とコンピュータ（09）　ビル環境（12）　　
排除の歴史 ― 近代建築思考・西沢文隆（01）　都住創（都市住宅を自分達の手で創る会）・中筋修（06）
新しい大阪市庁舎のデザイン構想案きまる（10）　読者の頁 須磨離宮公園現代彫刻展開く（11）

日中平和友好条約調印　新東京国際空港開港
西淀川公害裁判
国立民族学博物館（黒川紀章）
愛知県陶磁資料館（谷口吉郎）
ラフォーレ原宿（入江三宅設計）

イギリスで体外受精児（試験管ベビー）誕生
イタリア広場（C.ムーア）
センズベリー視覚芸術センター（N.フォスター）
ベルリン州立図書館（B. H. H.シャロウン）

1978
昭和53

1979
昭和54

転換期の再開発（01）　コンクリートのひびわれ（04）　農村施設の変貌（07）　
庄内のまちづくり―今日の到達点と課題（09）　80年代のインテリア（10）　
建設業の労務事情 ― 悪化とその打開への試み（11）
欧米の商業空間・コモンスペースの新しい動向・足立孝（03）
座談会：住民参加とまちづくりの展望を語る・高田昇ほか（09）

第二次オイルショック
日本電気（NEC）PC-8000シリーズ販売
カプセルイン大阪（黒川紀章）
八ヶ岳美術館（村野藤吾）
小林ビル・ホリディイン南海大阪（東畑建築事務所）

ソ連、アフガニスタンへ軍事介入　
イラン革命
ゲーリー自邸（F. O.ゲーリー）
ヴェネツィア・ビエンナーレ世界劇場（A.ロッシ）

1979
昭和54

େࡍࠃࡕϏϧσΟϯάͱେࡕେྛϏϧσΟϯά
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1973
昭和48

建築教育（01）　泉北ニュータウンのコミュニティ施設（02）　
大阪大林ビルディング（03）　レジャーと施設（04）　大阪国際ビルディング（05）　
老人コミュニティ（06）　ヨーロッパのまちづくり（12）
大阪における二大高層ビルをみて・浦辺鎮太郎、佐野正一ほか（03・05）
村野藤吾先生を囲んで ― 建築家に話を聞く会（08）　

第一次オイルショック　円変動相場制へ移行　
江崎玲於奈ノーベル物理学賞受賞
大阪大林ビルディング（大林組）
大阪国際ビルディング（竹中工務店）
瀬戸内海歴史民俗資料館（山本忠司）

ベトナム和平協定（パリ協定）調印
チリ・クーデター（ピノチェト政権樹立）
シドニー・オペラハウス（J.ウッツォン）
クリスチャン・サイエンス・チャーチセンター（I. M.ペイ）

1973
昭和48

1974
昭和49

歴史的環境保全（01）　建築生産と流通機構の変容（06）　ビルの省エネルギー化（07）
明日の建築はどうなるか・西沢文隆、吉田光邦、加藤邦男（02）　
中京郵便局庁舎の保存に寄せて・大久保昌一（07）　作品作風 倉敷アイビースクエア（07）
建築家に話を聞く会（第2回）竹腰健造氏に聞く（10）

「中国の建築事情を聞く」発展する中華人民共和国の若い建築技術者は何を考えているのか（11）

佐藤栄作ノーベル平和賞受賞
倉敷アイビースクエア（浦辺鎮太郎）
東京海上ビルディング本館（前川國男）
顔の家（山下和正）　新宿三井ビル（日本設計）
群馬県立近代美術館（磯崎新）

ウォーターゲート事件（ニクソン米大統領辞任）
バングラディシュ国会議場（L.カーン）
シアーズ・タワー（SOM）
イエール大学英国美術研究センター（L.カーン）

1974
昭和49

1975
昭和50

図書館（01）　インテリア（03）　PC板を使用した工業化住宅（04）　社会・建築・法（05）　
建築とプレストレストコンクリート構造（07）　人間環境としてのターミナル（09）　
騒音対策と防音材料（10）　集合住宅の設備（12）
大阪 昭和50年の御堂筋・塩谷馨（06）
若手建築家に聞く―東孝光氏・安藤忠雄氏・山崎泰孝氏のやり方（06）

沖縄海洋博覧会開幕　大分地震
大阪府立青少年海洋センター（大阪府、坂倉建築研究所）
アクアポリス（菊竹清訓）
幻庵（石山修武）

サイゴン陥落によりベトナム戦争終結
宇宙船アポロ・ソユーズがドッキング　
インドシナ戦争終結
ミロ美術館（ホセ・ルイ・セルト）

1975
昭和50

1976
昭和51

建築基礎構造の問題点（02）　建築防災と法（05）
工場建築の設備（07）　鉄骨構造のジョイント（08）　
集住体のハードとソフト（09）　結露防止対策と断熱材料（10）
アンケート 建築デザインについての証言ʼ76・竹腰健造、村野藤吾、東畑謙三ほか33名（01）
読者の頁 長谷部鋭吉先生の絵画展に就いて・岡橋作太郎（12）

ロッキード事件明るみに
住吉の長屋（安藤忠雄）　ソニータワー（黒川紀章）　
大阪マルビル（フジタ工業）　中野本町の家（伊東豊雄）　
上原通りの住宅（篠原一男）

オリンピック・モントリオール大会開催
米ヴァイキング1号火星着陸
ワールド・トレード・センター（M.ヤマサキ）　
パシフィック・デザイン・センター（C.ぺリ）

1976
昭和51

1977
昭和52

ニュータウンの管理 ― 千里のフォロー（03）　
コンクリートの品質管理と行政指導の方向（04）　身障者施設（06）　
埋立地における構造問題 ― 大阪南港と芦屋浜を例として（08）
座談会「デザインの動向 ― 部分と全体」岩本博行・西沢文隆ほか（01）
ミニ開発を考える・延藤安弘（10）　お祭り広場大屋根の解体と部分保存・川口衞（10）

漁業専管水域200カイリ時代へ
日航機ハイジャック事件
ローズ・ガーデン（安藤忠雄）
阪急グランドビル（竹中工務店）
西日本総合展示場（磯崎新）

ポンピドゥー・センター（R.ピアノ、R.ロジャース）
ブロンクス開発センター（R.マイヤー） 1977

昭和52

1978
昭和53

建築技術選書、学芸出版社より刊行開始
水（02）　電波障害と建築（05）　組合方式による集合住宅計画（06）　
CAD―設計とコンピュータ（09）　ビル環境（12）　　
排除の歴史 ― 近代建築思考・西沢文隆（01）　都住創（都市住宅を自分達の手で創る会）・中筋修（06）
新しい大阪市庁舎のデザイン構想案きまる（10）　読者の頁 須磨離宮公園現代彫刻展開く（11）

日中平和友好条約調印　新東京国際空港開港
西淀川公害裁判
国立民族学博物館（黒川紀章）
愛知県陶磁資料館（谷口吉郎）
ラフォーレ原宿（入江三宅設計）

イギリスで体外受精児（試験管ベビー）誕生
イタリア広場（C.ムーア）
センズベリー視覚芸術センター（N.フォスター）
ベルリン州立図書館（B. H. H.シャロウン）

1978
昭和53

1979
昭和54

転換期の再開発（01）　コンクリートのひびわれ（04）　農村施設の変貌（07）　
庄内のまちづくり―今日の到達点と課題（09）　80年代のインテリア（10）　
建設業の労務事情 ― 悪化とその打開への試み（11）
欧米の商業空間・コモンスペースの新しい動向・足立孝（03）
座談会：住民参加とまちづくりの展望を語る・高田昇ほか（09）

第二次オイルショック
日本電気（NEC）PC-8000シリーズ販売
カプセルイン大阪（黒川紀章）
八ヶ岳美術館（村野藤吾）
小林ビル・ホリディイン南海大阪（東畑建築事務所）

ソ連、アフガニスタンへ軍事介入　
イラン革命
ゲーリー自邸（F. O.ゲーリー）
ヴェネツィア・ビエンナーレ世界劇場（A.ロッシ）

1979
昭和54

1917
1918
1919
1920
1921
1922
1923
1924
1925
1926
1927
1928
1929
1930
1931
1932
1933
1934
1935
1936
1937
1938
1939
1940
1941
1942
1943
1944
1945
1946
1947
1948
1949
1950
1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
1958
1959
1960
1961
1962
1963
1964
1965
1966
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
1987
1988
1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
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1973

1979
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1980
昭和55

見学会 菊正宗嘉宝蔵と記念館（02）　「大阪の近代建築ガイドマップ」頒布
80年代の都市と建築（01）　今後の省エネルギーの趨勢（02）　最近の防水工法（06）
都市景観とアメニティ（07）　水ぎわのまちづくり（09）
建築法規と行政に望むこと・白石博三（05）
鼎談 都市景観とアメニティをどう考える？・久保貞、向井正也、三輪利英（07）

松谷邸（安藤忠雄）
正面のない家（坂倉建築研究所）
神戸ポートアイランド団地（坂倉建築研究所）
宝塚市庁舎（村野藤吾）

イラン・イラク戦争　光州事件
住宅第10号（P.アイゼンマン）
マイクロメガス計画（D.リべスキンド）
アトランティス（アルキテクトニカ）

1980
昭和55

1981
昭和56

見学会 KBS京都放送会館（03）　住友海上京都ビル（07）
職能論（01）　ポートピア ʼ81（03）　災害と法——安全な環境をめざして（06）
建築物と風——デザイナーのために（08）　障害者の暮らしやすい環境と設備（12）
鼎談 神戸のまちとポートピア ʼ81・佐野雄一郎、清家清、陳舜臣（03）
追悼文 竹腰健造先生天寿をまっとうさる・津田久、福田朝生、大島靖、東畑謙三、塚本猛次（08）

ポートピアʼ81　福井謙一ノーベル化学賞受賞
ニュートラム開通
西澤文隆自邸（西澤文隆）　ナビオ阪急（竹中工務店）
神戸ポートピアホテル（日建設計）　小篠邸（安藤忠雄）
織陣・Ⅰ（高松伸）　ドムス香里（石井修）

スペースシャトル「コロンビア」打ち上げ
チャールズ皇太子結婚
コーヘン邸（モルフォシス）
ORF放送局（D.バイヒル）
メルフィス創立（ソットサス他）

1981
昭和56

1982
昭和57

福田朝生会長就任
見学会 大阪市庁舎（01）　ザ・シンフォニーホール（09）　ホテル日航大阪（08）
新たな商業空間の展開（01）　近畿の地盤と地質（04）　大阪市庁舎（第1期）（06）
ホール建築と音（07）　大スパン構造（08）　地方の庁舎建築（11）　風土・空気と人間（12）
追悼文 木下順三郎さんを偲ぶ・尾亀清四郎（06）　レポート モスクワ児童音楽劇場・松井昭光（09）

東北・上越新幹線開通
大阪芸術大学塚本英世記念館（第一工房）
松陰女子大学（竹中工務店）　逆瀬台の家（出江寛）
先斗町のお茶屋（高松伸）　大淀のアトリエ（安藤忠雄）
ザ・シンフォニーホール（大成建設）

フォークランド紛争
メルヘングランバック美術館（H.ホライン）
IBM移動パビリオン（R.ピアノ）
香港ピークコンペ案（Z.ハディド）
ラピレット公園案（B.チェミ）

1982
昭和57

1983
昭和58

事務所移転（大阪駅前第3ビル21階）
見学会 電通大阪ビル（04）
関西の建築文化を考える（01）　大阪駅とターミナルビル（06）　東海の将来と文化を考える（08）　
大阪城国際文化スポーツホール（11）　鼎談 なぜ、いま関西の建築文化か ―その先駆性と特質・小松益喜、玉置豊次郎、吉田光邦（01）　
追悼文 森田慶一先生を偲んで（05）

東京ディズニーランド開園
大阪城ホール（日建設計）　ARK（高松伸）
神戸市立博物館（坂倉建築研究所）　都住創徳井町（ヘキサ）
電通大阪ビル（槇文彦）　基督兄弟団西宮教会（出江寛）
九条の町屋（安藤忠雄）　六甲の集合住宅（安藤忠雄）

ポートランドビル（M.グレイブス）
ロヨラ法科大学（F.ゲーリー）
サンドニ病院（シリアニ）
トルレス邸（イゲーラス）

1983
昭和58

1984
昭和59

佐野正一会長就任
21世紀への関西 ― 魅力あるまちづくりを問う（01）　関西の超高層ビル（02）
京都駅南口再開発ビル（アバンティ）特集（06）　消防設備のポイント（07）
みどりとそれをとりまく人 （々08）　ディテールの思想（11）　光応用システムと建築（12）
見学記 オフィスビルの12年 ― 大阪大林ビルのインテリアについて・加藤力（10）

目神山の家8（石井修）
シャルレ本社ビル（石井修）
茂木邸（安藤忠雄）
ファラオ（高松伸）

ロサンゼルス五輪開催
シュツッツガルト美術館新館（J.スターリング）
AT&Tビル（P.ジョンソン）
イリノイ州センター（H.ヤーン）

1984
昭和59

1985
昭和60

見学会 国立京都国際会館・イベントホール（03）　都ホテル大阪（08）
大阪湾物語（01）　建築物の基礎を考える（03）
大阪国際見本市新会場（07）　建築と水の演出（08）　都市と健康・スポーツ（09）
接合 ― 人体と建築にみる（10）　伊勢湾をめぐる東海の諸問題（11）
対談 安井武雄と自由様式・浦辺鎭太郎、佐野正一（03）

つくば万博開幕　日航ジャンボ機墜落
阪神タイガース、リーグ優勝
TIMEʼSⅠ（安藤忠雄）　都ホテル大阪（村野藤吾）
インテックス大阪（東畑建築事務所）
西脇市岡之山美術館（磯崎新）

ランシーラ・ビル（M.ボッタ）
サーマイペーターソン邸（F.ゲーリー）
ゴルチェのブティック（R.アラッド）

1985
昭和60

1986
昭和61

日本建築協会賞創設
Gallery ―まち・建築・ひと連載開始

「大阪の近代建築ガイドマップ（改訂版）」頒布
これからの住空間 ― 都市型集合住宅にみる（01）　大阪市庁舎（第2期）（06）
21世紀の住居と設備（07）　CAD ―その応用と展開（09）

六甲の教会（安藤忠雄）
都住創淡路町（ヘキサ）
大淀の茶室（安藤忠雄）

ソ連チェルノブイリ原子力発電所事故
香港上海銀行（N.フォスター）
マンハッタン・トランスクリプト（B.チュミ）
ピカソアリーナ（ヤノヴィスキー）

1986
昭和61
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1980
昭和55

見学会 菊正宗嘉宝蔵と記念館（02）　「大阪の近代建築ガイドマップ」頒布
80年代の都市と建築（01）　今後の省エネルギーの趨勢（02）　最近の防水工法（06）
都市景観とアメニティ（07）　水ぎわのまちづくり（09）
建築法規と行政に望むこと・白石博三（05）
鼎談 都市景観とアメニティをどう考える？・久保貞、向井正也、三輪利英（07）

松谷邸（安藤忠雄）
正面のない家（坂倉建築研究所）
神戸ポートアイランド団地（坂倉建築研究所）
宝塚市庁舎（村野藤吾）

イラン・イラク戦争　光州事件
住宅第10号（P.アイゼンマン）
マイクロメガス計画（D.リべスキンド）
アトランティス（アルキテクトニカ）

1980
昭和55

1981
昭和56

見学会 KBS京都放送会館（03）　住友海上京都ビル（07）
職能論（01）　ポートピア ʼ81（03）　災害と法——安全な環境をめざして（06）
建築物と風——デザイナーのために（08）　障害者の暮らしやすい環境と設備（12）
鼎談 神戸のまちとポートピア ʼ81・佐野雄一郎、清家清、陳舜臣（03）
追悼文 竹腰健造先生天寿をまっとうさる・津田久、福田朝生、大島靖、東畑謙三、塚本猛次（08）

ポートピアʼ81　福井謙一ノーベル化学賞受賞
ニュートラム開通
西澤文隆自邸（西澤文隆）　ナビオ阪急（竹中工務店）
神戸ポートピアホテル（日建設計）　小篠邸（安藤忠雄）
織陣・Ⅰ（高松伸）　ドムス香里（石井修）

スペースシャトル「コロンビア」打ち上げ
チャールズ皇太子結婚
コーヘン邸（モルフォシス）
ORF放送局（D.バイヒル）
メルフィス創立（ソットサス他）

1981
昭和56

1982
昭和57

福田朝生会長就任
見学会 大阪市庁舎（01）　ザ・シンフォニーホール（09）　ホテル日航大阪（08）
新たな商業空間の展開（01）　近畿の地盤と地質（04）　大阪市庁舎（第1期）（06）
ホール建築と音（07）　大スパン構造（08）　地方の庁舎建築（11）　風土・空気と人間（12）
追悼文 木下順三郎さんを偲ぶ・尾亀清四郎（06）　レポート モスクワ児童音楽劇場・松井昭光（09）

東北・上越新幹線開通
大阪芸術大学塚本英世記念館（第一工房）
松陰女子大学（竹中工務店）　逆瀬台の家（出江寛）
先斗町のお茶屋（高松伸）　大淀のアトリエ（安藤忠雄）
ザ・シンフォニーホール（大成建設）

フォークランド紛争
メルヘングランバック美術館（H.ホライン）
IBM移動パビリオン（R.ピアノ）
香港ピークコンペ案（Z.ハディド）
ラピレット公園案（B.チェミ）

1982
昭和57

1983
昭和58

事務所移転（大阪駅前第3ビル21階）
見学会 電通大阪ビル（04）
関西の建築文化を考える（01）　大阪駅とターミナルビル（06）　東海の将来と文化を考える（08）　
大阪城国際文化スポーツホール（11）　鼎談 なぜ、いま関西の建築文化か ―その先駆性と特質・小松益喜、玉置豊次郎、吉田光邦（01）　
追悼文 森田慶一先生を偲んで（05）

東京ディズニーランド開園
大阪城ホール（日建設計）　ARK（高松伸）
神戸市立博物館（坂倉建築研究所）　都住創徳井町（ヘキサ）
電通大阪ビル（槇文彦）　基督兄弟団西宮教会（出江寛）
九条の町屋（安藤忠雄）　六甲の集合住宅（安藤忠雄）

ポートランドビル（M.グレイブス）
ロヨラ法科大学（F.ゲーリー）
サンドニ病院（シリアニ）
トルレス邸（イゲーラス）

1983
昭和58

1984
昭和59

佐野正一会長就任
21世紀への関西 ― 魅力あるまちづくりを問う（01）　関西の超高層ビル（02）
京都駅南口再開発ビル（アバンティ）特集（06）　消防設備のポイント（07）
みどりとそれをとりまく人 （々08）　ディテールの思想（11）　光応用システムと建築（12）
見学記 オフィスビルの12年 ― 大阪大林ビルのインテリアについて・加藤力（10）

目神山の家8（石井修）
シャルレ本社ビル（石井修）
茂木邸（安藤忠雄）
ファラオ（高松伸）

ロサンゼルス五輪開催
シュツッツガルト美術館新館（J.スターリング）
AT&Tビル（P.ジョンソン）
イリノイ州センター（H.ヤーン）

1984
昭和59

1985
昭和60

見学会 国立京都国際会館・イベントホール（03）　都ホテル大阪（08）
大阪湾物語（01）　建築物の基礎を考える（03）
大阪国際見本市新会場（07）　建築と水の演出（08）　都市と健康・スポーツ（09）
接合 ― 人体と建築にみる（10）　伊勢湾をめぐる東海の諸問題（11）
対談 安井武雄と自由様式・浦辺鎭太郎、佐野正一（03）

つくば万博開幕　日航ジャンボ機墜落
阪神タイガース、リーグ優勝
TIMEʼSⅠ（安藤忠雄）　都ホテル大阪（村野藤吾）
インテックス大阪（東畑建築事務所）
西脇市岡之山美術館（磯崎新）

ランシーラ・ビル（M.ボッタ）
サーマイペーターソン邸（F.ゲーリー）
ゴルチェのブティック（R.アラッド）

1985
昭和60

1986
昭和61

日本建築協会賞創設
Gallery ―まち・建築・ひと連載開始

「大阪の近代建築ガイドマップ（改訂版）」頒布
これからの住空間 ― 都市型集合住宅にみる（01）　大阪市庁舎（第2期）（06）
21世紀の住居と設備（07）　CAD ―その応用と展開（09）

六甲の教会（安藤忠雄）
都住創淡路町（ヘキサ）
大淀の茶室（安藤忠雄）

ソ連チェルノブイリ原子力発電所事故
香港上海銀行（N.フォスター）
マンハッタン・トランスクリプト（B.チュミ）
ピカソアリーナ（ヤノヴィスキー）

1986
昭和61

1917
1918
1919
1920
1921
1922
1923
1924
1925
1926
1927
1928
1929
1930
1931
1932
1933
1934
1935
1936
1937
1938
1939
1940
1941
1942
1943
1944
1945
1946
1947
1948
1949
1950
1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
1958
1959
1960
1961
1962
1963
1964
1965
1966
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
1987
1988
1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
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1987
昭和62

創立70周年記念号（附録「大阪モダニズムの精華」）（03）
見学会 梅田センタービル（03）　『昭和生まれの関西建築家50』出版
入浴物語（01）　室内の仕上床（06）　駅（07）　宝塚の街づくり― 逆瀬川駅前地区市街地再開発事業（10）
記念論文 大阪モダニズム変容の70年・向井正也（03）

国鉄民営化
梅田センタービル（竹中工務店）
芦屋市立図書館（坂倉建築研究所）
宝塚造形芸術大学（A.ヴォジャンスキー）
キリンプラザ大阪（高松伸）

ブラックマンデー
アラブ世界研究所（J.ヌーヴェル）
ルーヴル改造計画（I. M.ペイ）
ロイズ・オブ・ロンドン（R.ロジャーズ）

1987
昭和62

1988
昭和63

『建築と社会』800号（11）
見学会 京都・都ホテル新宴会場（02）　『住宅近代化への歩みと日本建築協会』出版
ホテル物語（01）　建物の外装リフレッシュ（04）　21世紀への照明（07）
集合住宅のリフレッシュ（10）　讀賣テレビ（12）
巻頭論文 「建築と社会」の歩みと将来の展望・浦辺鎭太郎（11）

なら・シルクロード博　瀬戸大橋開通
播磨屋本店円山店（竹中工務店）　花山の病院（篠原一男）
ダイキンOSAKAアトリオ（丹田悦雄）
新神戸オリエンタルシティ・C3（竹中工務店）
京都文化博物館（久米事務所）

ソウル五輪
ザ・コンストラクトラクティヴィスト展（P.ジョンソン企画）

1988
昭和63

1989
昭和64
平成元

見学会 ホテルオークラ神戸（04）　兵庫県立こどもの館（07）　宝塚造形芸術大学（09）
夢を乗せる輸送設備（01）　リゾート事情（02）　色の復権（03）
博覧会とまちづくり（06）　都市環境創造と設備Ⅰ（07）　最近の博覧会パビリオン（12）
追悼文 木下正利氏逝く・白井周二（02）　故設楽貞三さんを悼む・東畑謙三（02）
総論 色の復権・篠原一男・加藤力、北浦かほる（03）

昭和天皇崩御
大津プリンスホテル（丹下健三）　光の教会（安藤忠雄）
神戸市立須磨海浜水族園（大建設計）
森之宮スカイガーデンハウス（遠藤剛生）
神戸市新庁舎（日建設計）　ライカ本社ビル（安藤忠雄）

中国・天安門事件　ベルリンの壁崩壊
ヴィトラ家具博物館（F.ゲーリー）
プライステ（B.プリンス）
ルーヴル美術館改造計画（I. M.ペイ）
ラビレット公園（B.チュミ）

1989
昭和64
平成元年

1990
平成2

見学会 南海サウスタワーホテル（02）　クリスタルタワー（10）
商品化住宅のデザイン（01）　ニュータウン・ルネサンス（02）　国際花と緑の博覧会（06）
高強度化 ― 設計の多様化をめざして（08）　都市のナイス・プレイス（10）
和歌山県の展望と景観（11）　高級感 ― 建物の顔：完成の時代を迎えての外装材（12）
座談会 21世紀のニュータウン・磯野新、加藤育生、柏原士郎、田中直人（02）

国際花と緑の博覧会開催
松下IMPビル（日建設計）　K2ビルディング（篠原一男）
海遊館（ケンブリッジ・7・アソシエイツ）
大阪東京海上ビルディング（鹿島建設）
クリスタルタワー（竹中工務店）

ドイツ統合
中国銀行香港支店（I. M.ペイ）
サンジョルディ・パレス（磯崎新）
アトランタ（J.ヘイダック）

1990
平成2

1991
平成3

新しい都市空間づくりⅠ・Ⅱ（01・02）　オフィス・プレジャー（02）　今、京都（05）
建築家のための設備知識（05）　建築をめぐるトラブルとその解決（08） 
建築と土木 ― 構造技術の世界（11）　21世紀の住まいを考えるシンポジウム（12）
座談会 どうなる？これからの都市づくり― 初夢朝まで座談会（02）
追悼文 浦辺鎭太郎先生を悼む・佐野正一、原広司、高口恭行、藤田邦昭、前野慶太郎（08）

バブル崩壊
ホテル川久（永田・北野）　奈良市写真美術館（黒川紀章）
新南座（杉山隆）　大阪国際平和センター（シーラカンス）
千里国際学園（長島孝一）　姫路文学館（安藤忠雄）
神戸ファッションマート（昭和設計）

湾岸戦争　ソ連崩壊
音楽都市（C.ボルファーボルク）
香港工科大学（S.クワン）
ユウゼン自動車博物館（モーファシス）

1991
平成3

1992
平成4

見学会：梅田スカイビル（07）
夢物語 ― 人がかわる、街がかわる（01）　こだわりのインテリア（02）
地球環境時代の建築（05）　木構造を使ってみませんか ― 集成材による構造（07）
屋台 ― 仮設の魅力に学ぶ（10）　京のかたちと色（12）
追悼文：井出正雄氏を偲ぶ・河島勝三（03）　総論 地球環境時代と建築・末吉冨太郎（05）

丸亀市猪熊玄一郎現代美術館（谷口吉生）
オーキッドコート（Ｃ.ムーア）
千里ライフサイエンスセンター（東畑建築事務所）
滋賀県立長浜ドーム（久米設計）
神戸ハーバーランドビル（日建設計）

マーストリヒト条約（EC）
セビリア万博日本館（安藤忠雄）
ブラッケンハウス（M.ホプキンス）

1992
平成4

1993
平成5

第1回茶室見学会（10）
『建築と社会』復刻版・『建築設計者のための設備知識』出版
東海の美術館・博物館（03）　市民劇場の舞台設備（04）
環境 ― 限りある自然と建築とのかかわり（05）　都市のスカイライン（06）　福祉のまちづくり（10）
追悼文 岡田孝男先生逝く・東畑謙三、小林清、和田精一、山田博光（02）

けいはんなプラザ（日建設計）
オーガニックビルディング（G.ペッシュ）
大同生命大阪本社ビル（日建設計、一粒社ヴォーリズ）
P&G本社ビル（竹中工務店）　一心寺念仏堂（高口恭行）
梅田スカイビル（原広司）

情報スーパーハイウェイ構想
ウォータールー国際駅（N.グラムショウ）
ミスターチャンティールーム（A.チャン）

1993
平成5
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1987
昭和62

創立70周年記念号（附録「大阪モダニズムの精華」）（03）
見学会 梅田センタービル（03）　『昭和生まれの関西建築家50』出版
入浴物語（01）　室内の仕上床（06）　駅（07）　宝塚の街づくり― 逆瀬川駅前地区市街地再開発事業（10）
記念論文 大阪モダニズム変容の70年・向井正也（03）

国鉄民営化
梅田センタービル（竹中工務店）
芦屋市立図書館（坂倉建築研究所）
宝塚造形芸術大学（A.ヴォジャンスキー）
キリンプラザ大阪（高松伸）

ブラックマンデー
アラブ世界研究所（J.ヌーヴェル）
ルーヴル改造計画（I. M.ペイ）
ロイズ・オブ・ロンドン（R.ロジャーズ）

1987
昭和62

1988
昭和63

『建築と社会』800号（11）
見学会 京都・都ホテル新宴会場（02）　『住宅近代化への歩みと日本建築協会』出版
ホテル物語（01）　建物の外装リフレッシュ（04）　21世紀への照明（07）
集合住宅のリフレッシュ（10）　讀賣テレビ（12）
巻頭論文 「建築と社会」の歩みと将来の展望・浦辺鎭太郎（11）

なら・シルクロード博　瀬戸大橋開通
播磨屋本店円山店（竹中工務店）　花山の病院（篠原一男）
ダイキンOSAKAアトリオ（丹田悦雄）
新神戸オリエンタルシティ・C3（竹中工務店）
京都文化博物館（久米事務所）

ソウル五輪
ザ・コンストラクトラクティヴィスト展（P.ジョンソン企画）

1988
昭和63

1989
昭和64
平成元

見学会 ホテルオークラ神戸（04）　兵庫県立こどもの館（07）　宝塚造形芸術大学（09）
夢を乗せる輸送設備（01）　リゾート事情（02）　色の復権（03）
博覧会とまちづくり（06）　都市環境創造と設備Ⅰ（07）　最近の博覧会パビリオン（12）
追悼文 木下正利氏逝く・白井周二（02）　故設楽貞三さんを悼む・東畑謙三（02）
総論 色の復権・篠原一男・加藤力、北浦かほる（03）

昭和天皇崩御
大津プリンスホテル（丹下健三）　光の教会（安藤忠雄）
神戸市立須磨海浜水族園（大建設計）
森之宮スカイガーデンハウス（遠藤剛生）
神戸市新庁舎（日建設計）　ライカ本社ビル（安藤忠雄）

中国・天安門事件　ベルリンの壁崩壊
ヴィトラ家具博物館（F.ゲーリー）
プライステ（B.プリンス）
ルーヴル美術館改造計画（I. M.ペイ）
ラビレット公園（B.チュミ）

1989
昭和64
平成元年

1990
平成2

見学会 南海サウスタワーホテル（02）　クリスタルタワー（10）
商品化住宅のデザイン（01）　ニュータウン・ルネサンス（02）　国際花と緑の博覧会（06）
高強度化 ― 設計の多様化をめざして（08）　都市のナイス・プレイス（10）
和歌山県の展望と景観（11）　高級感 ― 建物の顔：完成の時代を迎えての外装材（12）
座談会 21世紀のニュータウン・磯野新、加藤育生、柏原士郎、田中直人（02）

国際花と緑の博覧会開催
松下IMPビル（日建設計）　K2ビルディング（篠原一男）
海遊館（ケンブリッジ・7・アソシエイツ）
大阪東京海上ビルディング（鹿島建設）
クリスタルタワー（竹中工務店）

ドイツ統合
中国銀行香港支店（I. M.ペイ）
サンジョルディ・パレス（磯崎新）
アトランタ（J.ヘイダック）

1990
平成2

1991
平成3

新しい都市空間づくりⅠ・Ⅱ（01・02）　オフィス・プレジャー（02）　今、京都（05）
建築家のための設備知識（05）　建築をめぐるトラブルとその解決（08） 
建築と土木 ― 構造技術の世界（11）　21世紀の住まいを考えるシンポジウム（12）
座談会 どうなる？これからの都市づくり― 初夢朝まで座談会（02）
追悼文 浦辺鎭太郎先生を悼む・佐野正一、原広司、高口恭行、藤田邦昭、前野慶太郎（08）

バブル崩壊
ホテル川久（永田・北野）　奈良市写真美術館（黒川紀章）
新南座（杉山隆）　大阪国際平和センター（シーラカンス）
千里国際学園（長島孝一）　姫路文学館（安藤忠雄）
神戸ファッションマート（昭和設計）

湾岸戦争　ソ連崩壊
音楽都市（C.ボルファーボルク）
香港工科大学（S.クワン）
ユウゼン自動車博物館（モーファシス）

1991
平成3

1992
平成4

見学会：梅田スカイビル（07）
夢物語 ― 人がかわる、街がかわる（01）　こだわりのインテリア（02）
地球環境時代の建築（05）　木構造を使ってみませんか ― 集成材による構造（07）
屋台 ― 仮設の魅力に学ぶ（10）　京のかたちと色（12）
追悼文：井出正雄氏を偲ぶ・河島勝三（03）　総論 地球環境時代と建築・末吉冨太郎（05）

丸亀市猪熊玄一郎現代美術館（谷口吉生）
オーキッドコート（Ｃ.ムーア）
千里ライフサイエンスセンター（東畑建築事務所）
滋賀県立長浜ドーム（久米設計）
神戸ハーバーランドビル（日建設計）

マーストリヒト条約（EC）
セビリア万博日本館（安藤忠雄）
ブラッケンハウス（M.ホプキンス）

1992
平成4

1993
平成5

第1回茶室見学会（10）
『建築と社会』復刻版・『建築設計者のための設備知識』出版
東海の美術館・博物館（03）　市民劇場の舞台設備（04）
環境 ― 限りある自然と建築とのかかわり（05）　都市のスカイライン（06）　福祉のまちづくり（10）
追悼文 岡田孝男先生逝く・東畑謙三、小林清、和田精一、山田博光（02）

けいはんなプラザ（日建設計）
オーガニックビルディング（G.ペッシュ）
大同生命大阪本社ビル（日建設計、一粒社ヴォーリズ）
P&G本社ビル（竹中工務店）　一心寺念仏堂（高口恭行）
梅田スカイビル（原広司）

情報スーパーハイウェイ構想
ウォータールー国際駅（N.グラムショウ）
ミスターチャンティールーム（A.チャン）

1993
平成5

1917
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1931
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1933
1934
1935
1936
1937
1938
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1940
1941
1942
1943
1944
1945
1946
1947
1948
1949
1950
1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
1958
1959
1960
1961
1962
1963
1964
1965
1966
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
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1988
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1994
平成6

市川宏会長就任
見学会 大阪府立近つ飛鳥博物館（01）　サントリーミュージアム（09）
コピー文化の新時代（01）　伊勢・神宮式年遷宮と神宮界隈（03）
いま、医療施設は（06）　集合住宅団地リニューアル（11）　関西国際空港（12）
総論 水と建築のデザイン― 水と人との関わり・瀧光夫（09）

関西国際空港開港
関西国際空港旅客ターミナルビル（R.ピアノ）
アジア太平洋トレードセンター（日建設計）
京都ホテル（清水建設）　松柏美術館（村野藤吾）
ドーンセンター（安井建築事務所）

金日成死去
フランス国立図書館（D.ペロー）
無限の塔（J.ヌーヴェル）
ウエスカの体育館（E.ミラージェス）
リヨンTGV駅（S.カラトラヴァ）

1994
平成6

1995
平成7

見学会 同和火災フェニックスタワー（02）
光がつくる風合の世界（01）　音 ― 騒音から操音／創音へ（02）　飛騨・美濃（03）
新しい「都市・建築」の視点 ― 阪神大震災を教訓として（09）
ライフラインと建築設備―阪神大震災を経験して（11）
総論 日本建築における光と空間・中村昌生（01）

阪神・淡路大震災（1.17）　地下鉄サリン事件
京都コンサートホール（磯崎新）
大阪ワールドトレードセンター（日建設計）
ふれあい港館（P.ブランシェ）
大山崎山荘美術館（安藤忠雄）

ヘラクレスビル（E. O.モス）
チャイナタワー（K.ヤング）
サトラス駅（S.カラトラヴァ）

1995
平成7

1996
平成8

見学会 大阪府立新図書館（03）　大阪府立門真スポーツセンター（04）
阪神大震災から学ぶ ― 21世紀へのメッセージ（01）
災害！ 非常時に生きる法体系（05）　住まいの未来像 ― 多面的な視点から考える（07）
マルチメディアがつくる世界（08）　キーコンセプトの新時代 ― OSAKA（09）
総論 キーコンセプトの新時代 ― OSAKA・橋爪紳也（09）

大阪プール（東畑建築事務所）　なみはやドーム（昭和設計）
MIHO　MUSEUM（I. M.ペイ）
大阪市立中央図書館（石本建築事務所）
みやこめっせ京都市勧業館（川崎清）
アクア堂島（竹中工務店）　OAPタワーズ（三菱地所）

アトランタ五輪開催
『S、M、L、XL』（R.クールハース）出版

1996
平成8

1997
平成9

「建築と社会」900号／創立80周年記念号
建築のロングライフ化をめざして（01）　建築と私と社会 ― 80人の眼（04）
大阪ドーム（07）　クロスワード都市OSAKA（09）　モザイク都市の住むかたち（10）
総論1 鉄ものがたり・金多潔（02）　
追悼 竹中鍊一氏を偲んで（04）

京都議定書
京都駅（原広司）　キッズプラザ大阪（安井建築設計事務所）
大阪ドーム（日建設計）　ハービスOSAKA（竹中工務店）
熊野古道なかへち美術館（妹島和代）
ゼンカイハウス（宮本佳明）

ビルバオ・グッゲンハイム美術館（フランク. O.ゲーリー）
ゲティ・センター（R.マイヤー） 1997

平成9

1998
平成10

Concrete（02）　街並みの演出 ― 最近の外構材料（04）
地球環境保全と建築（06）　心と体を元気にするインテリア（07）
建築への証言 ʼ98 ― 21世紀に向けて（09）　2001年の医療施設（11）
座談会 生活の場にみる安全・安心・奥野卓司、弘本由香里、田中直人、小浦久子（05）
追悼 東畑謙三先生天寿を全うされる・横尾義貫、佐野正一（07）

明石海峡大橋開通　長野冬季五輪開催
なら100年会館（磯崎新）
HEPFIVE（竹中工務店）
佐川美術館（竹中工務店）　びわ湖ホール（佐藤総合計画）
真宗大谷派参拝接待所（高松伸、鹿島建設）

ペトリナスツインタワー（C.ペリ）
ヘルシンキ現代美術館（S.ホール）
チバウ文化センター（R.ピアノ）

1998
平成10

1999
平成11

見学会 なら100年会館（01）
“らしさ”のデザイン（01）　都市のパブリック（04）
大阪城天守閣平成の大改修（06）　改正建築基準法 ―まちづくり・すまいづくりへの展開（07）
総論1 日本の木造建築と木質構造・坂本功（10）
追悼文 恒成一訓氏を偲ぶ・清家清（12）

大阪府立国際会議場（黒川紀章）
ワコール本社ビル（高松伸）
大阪城天守閣平成の大修理（大阪市）
堂島アバンザ（日建設計）

ユダヤ博物館（D.リべスキンド）
ドイツ連邦議会新議事堂（N.フォスター）
ミレニアムドーム（R.ロジャーズ）

1999
平成11

2000
平成12

見学会 グランキューブ大阪（01）　淡路夢舞台（02）
21世紀のデザインの動向を見る（01）　こころを癒す環境デザイン（04）
スケルトン＆インフィル（06）　100年後のメッセージ（08）
来世紀に引き継ぐ― わざ、もの、こころ（09）　21世紀の高齢者の居住環境（11）
総論 建築の精神を引き継ぐ・西村征一郎（09）

淡路夢舞台（安藤忠雄）　
HOOP（竹中工務店）
平等院ミュージアム（栗生総合計画事務所）
なにわの海の時空間（P.アンドリュー）
梅田ダイビル（日建設計）

シドニー五輪開催
大英博物館グレートコート（N.フォスター）
テート・モダン（ヘルツォーク＆ド・ムーロン）

2000
平成12
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1994
平成6

市川宏会長就任
見学会 大阪府立近つ飛鳥博物館（01）　サントリーミュージアム（09）
コピー文化の新時代（01）　伊勢・神宮式年遷宮と神宮界隈（03）
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アジア太平洋トレードセンター（日建設計）
京都ホテル（清水建設）　松柏美術館（村野藤吾）
ドーンセンター（安井建築事務所）

金日成死去
フランス国立図書館（D.ペロー）
無限の塔（J.ヌーヴェル）
ウエスカの体育館（E.ミラージェス）
リヨンTGV駅（S.カラトラヴァ）

1994
平成6

1995
平成7

見学会 同和火災フェニックスタワー（02）
光がつくる風合の世界（01）　音 ― 騒音から操音／創音へ（02）　飛騨・美濃（03）
新しい「都市・建築」の視点 ― 阪神大震災を教訓として（09）
ライフラインと建築設備―阪神大震災を経験して（11）
総論 日本建築における光と空間・中村昌生（01）

阪神・淡路大震災（1.17）　地下鉄サリン事件
京都コンサートホール（磯崎新）
大阪ワールドトレードセンター（日建設計）
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ヘラクレスビル（E. O.モス）
チャイナタワー（K.ヤング）
サトラス駅（S.カラトラヴァ）

1995
平成7

1996
平成8

見学会 大阪府立新図書館（03）　大阪府立門真スポーツセンター（04）
阪神大震災から学ぶ ― 21世紀へのメッセージ（01）
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マルチメディアがつくる世界（08）　キーコンセプトの新時代 ― OSAKA（09）
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平成10
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平成11
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追悼文 恒成一訓氏を偲ぶ・清家清（12）

大阪府立国際会議場（黒川紀章）
ワコール本社ビル（高松伸）
大阪城天守閣平成の大修理（大阪市）
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見学会 グランキューブ大阪（01）　淡路夢舞台（02）
21世紀のデザインの動向を見る（01）　こころを癒す環境デザイン（04）
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2001
平成13

金多潔会長に就任
読者と選ぶ「建築と社会賞」開始
21世紀の建築設計教育（02）　IT社会におけるきずな（04）　成熟社会をささえるまちづくり（06）
現代の日本の空間、文化を探る（07）　環境 ― 近未来に向けて今できること（08）　建築の力 都市の力（09）
保存再生の根拠を求めて・石田潤一郎（09）

狭山池博物館（安藤忠雄）　
司馬遼太郎記念館（安藤忠雄）
兵庫県立美術館（安藤忠雄）
大阪歴史博物館（大阪市住宅局営繕部、日本設計、NTTファシリ
ティーズ、C.ペリ）

米同時多発テロ
ミルウォーキー美術館（S.カラトラバ）

2001
平成13

2002
平成14

日本建築協会ホームページ開設
再生・リサイクル（02）　塗装のいろいろ（05）　
いま、インテリアデザインは（07）　建築とボランティア（09）　
時を超えて― サステナブルエンジニアリングの現在（10）
登録有形文化財の動態保存・畑田耕一（06）

日韓サッカーワールドカップ
国立国会図書館関西館（陶器二三雄）
大阪中央公会堂（坂倉・平田・青山・新日設計共同企業体）
兵庫県西播磨総合庁舎（設計組織ADH）

フォートワース現代美術館（安藤忠雄）
ロンドン市庁舎（N.フォスター） 2002

平成14

2003
平成15

佐野吉彦会長に就任 
青年技術者顕彰50年
九州の地域づくり・まちづくり（02）　
サスティナビリティ― 次世代に引き継ぐ都市・建築・暮らしのデザイン（04）　建築と五感 （05）　
コンバージョン―インテリアから発信するまちなみ（07）　介護と建築・設備（08）

積層の家（大谷弘明）　
梅田DTタワー（竹中工務店）
和歌の浦アート・キューブ（下吹越武人）
筑紫の丘斎場（遠藤秀平）

イラク戦争
セルフリッジ百貨店（フューチャー・システムズ）
ウォルトディズニーコンサートホール（F.O.ゲーリー）

2003
平成15

2004
平成16

事務所移転（OMMビル）
都市緑化（02）　愛・地球博（03）　省リスクな「まち再生」（04）　リニューアルの技（05）　
地域住民主体のまちづくりと支援制度（06）　銭湯 ― 心地よさを求めて（08）
建築家とは何か（09）　巨大地震にそなえて （10） 
21世紀の社会と建築家・馬場璋造（09）

ハービスENT（竹中工務店）　
関電ビルディング（日建設計）
国立国際美術館（C.ペリ）　
LVMH大阪（隈研吾）

シアトル中央図書館（R.コールハース）
ニューヨーク近代美術館（谷口吉生）
30 St Mary Axe（N.フォスター）

2004
平成16

2005
平成17

震災から10年（01）　建築の経済化（04）　住まい方の変化（05）　人工栽培（06）　
次世代に伝える「木」の建築／「建築と社会」1000号記念（07）
火災から守る（09）　構造の過去から未来へ（10）
日本建築協会建築クラブ休会

「建築と社会」創刊号から1000号にみる住宅と暮らしの変遷・北浦かほる（07）

構造計算書偽造問題
京都迎賓館（日建設計）　
兵庫県立芸術文化センター（日建設計）
ストロングビルディング（竹中工務店）　鉄の教会（木村博昭）
奈良県立図書情報館（日本設計、桝谷設計）

バルセロナ・アグバー・タワー （J.ヌーヴェル） 2005
平成17

2006
平成18

都市環境デザインと参加のまちづくり（01）　「地方空港の時代」―まちと共存する空港づくり（02）　
都市再生の本質 ― 光と影のはざまで（04）　変容する家族形態とあたらしいライフスタイル（05）　
設計図が伝えるもの（07）　建築物の安全・安心（08）
研究の風景（04～2011年07） 
座談会 建築の未来像 ― 100年後の世界をのぞいてみれば （11）

大阪弁護士会館（日建設計）
三重県立熊野古道センター（建築研究所アーキヴィジョン）
南方熊楠顕彰館（矢田康順、堀正人）

トレド美術館ガラスパビリオン（SANAA） 2006
平成18

2007
平成19

創立90周年
光り輝く京都の景観まちづくり（01）　学校新時代（02）　創立90周年記念 ―この10年、これからの10年（04）　
あそび考（05）　こだわりが創る住まいのカタチ（06）　住まいの設備と空間の移り変わり（07）　
建築系雑誌が伝えるもの（08）　楽しい構造の世界（12）
大正から昭和へ、日本建築協会が果たした役割の一断面・坂本勝比古（04）

なんばパークス（大林組、日建設計）
Slowtecture三木（遠藤秀平）
佐川美術館 樂吉左衞門館（樂吉左衞門、竹中工務店）

BMWヴェルト（コープ・ヒンメルブラウ）
ネルソン＝アトキンス美術館（S.ホール） 2007

平成19
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日韓サッカーワールドカップ
国立国会図書館関西館（陶器二三雄）
大阪中央公会堂（坂倉・平田・青山・新日設計共同企業体）
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筑紫の丘斎場（遠藤秀平）

イラク戦争
セルフリッジ百貨店（フューチャー・システムズ）
ウォルトディズニーコンサートホール（F.O.ゲーリー）

2003
平成15

2004
平成16

事務所移転（OMMビル）
都市緑化（02）　愛・地球博（03）　省リスクな「まち再生」（04）　リニューアルの技（05）　
地域住民主体のまちづくりと支援制度（06）　銭湯 ― 心地よさを求めて（08）
建築家とは何か（09）　巨大地震にそなえて （10） 
21世紀の社会と建築家・馬場璋造（09）

ハービスENT（竹中工務店）　
関電ビルディング（日建設計）
国立国際美術館（C.ペリ）　
LVMH大阪（隈研吾）

シアトル中央図書館（R.コールハース）
ニューヨーク近代美術館（谷口吉生）
30 St Mary Axe（N.フォスター）

2004
平成16

2005
平成17

震災から10年（01）　建築の経済化（04）　住まい方の変化（05）　人工栽培（06）　
次世代に伝える「木」の建築／「建築と社会」1000号記念（07）
火災から守る（09）　構造の過去から未来へ（10）
日本建築協会建築クラブ休会

「建築と社会」創刊号から1000号にみる住宅と暮らしの変遷・北浦かほる（07）

構造計算書偽造問題
京都迎賓館（日建設計）　
兵庫県立芸術文化センター（日建設計）
ストロングビルディング（竹中工務店）　鉄の教会（木村博昭）
奈良県立図書情報館（日本設計、桝谷設計）

バルセロナ・アグバー・タワー （J.ヌーヴェル） 2005
平成17

2006
平成18

都市環境デザインと参加のまちづくり（01）　「地方空港の時代」―まちと共存する空港づくり（02）　
都市再生の本質 ― 光と影のはざまで（04）　変容する家族形態とあたらしいライフスタイル（05）　
設計図が伝えるもの（07）　建築物の安全・安心（08）
研究の風景（04～2011年07） 
座談会 建築の未来像 ― 100年後の世界をのぞいてみれば （11）

大阪弁護士会館（日建設計）
三重県立熊野古道センター（建築研究所アーキヴィジョン）
南方熊楠顕彰館（矢田康順、堀正人）

トレド美術館ガラスパビリオン（SANAA） 2006
平成18

2007
平成19

創立90周年
光り輝く京都の景観まちづくり（01）　学校新時代（02）　創立90周年記念 ―この10年、これからの10年（04）　
あそび考（05）　こだわりが創る住まいのカタチ（06）　住まいの設備と空間の移り変わり（07）　
建築系雑誌が伝えるもの（08）　楽しい構造の世界（12）
大正から昭和へ、日本建築協会が果たした役割の一断面・坂本勝比古（04）

なんばパークス（大林組、日建設計）
Slowtecture三木（遠藤秀平）
佐川美術館 樂吉左衞門館（樂吉左衞門、竹中工務店）

BMWヴェルト（コープ・ヒンメルブラウ）
ネルソン＝アトキンス美術館（S.ホール） 2007

平成19
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1938
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1990
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日本建築協会
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2008
平成20

中井進会長に就任
PFI事業、その後（02）　まちづくり2011年宣言（04）　新ホテル物語（05）　設備に役立つ地震対策（06）　
建築と景観（08）　木造住宅を巡って（10）　建築においてROBOTが活躍する日は来るのか？（11）　自然と戦う構造（12）
大阪を中心とした郷土建築座談会（03）　
総合地球環境学研究所 ― 設計者の立場から・岡本隆（02）

朝日放送（隈研吾、NTTファシリティーズ）
La Porte心斎橋（プランテック総合計画事務所）

北京オリンピック
リーマンショック
北京国家体育場（ヘルツォーク＆ド・ムーロン）
オスロ・オペラハウス（スノヘッタ）

2008
平成20

2009
平成21

水の都 にぎわいのある未来に向けて（02）　楽しい福祉（04）　体感するインテリア（05）
建築空間が求める空気環境（06）　建築と水（07）　実用レベルで展開される施工管理のIT化（08）
地域の歴史資産を活かしたまちづくり（10）　構造家日記 ― 頭の中をのぞいてみたら（12）
再読 関西近代建築（04～2015年03）　水のインスピレーション・鈴木博之（07）

「関西の建築界／群像」（09～2015.06）

世界遺産 熊野本宮館（香山壽夫）
ロレックス中津ビル（槙文彦）
京都大学稲盛財団記念館（日建設計、三信建築設計事務所）

CCTV（R.コールハース） 2009
平成21

2010
平成22

大阪歴史博物館主催「シンポジウム関西建築界のあゆみを語る」
建築とエコ技術（02）　食と建築・都市（04）　ホスピタリティのあるケア空間（05）　太陽光発電（06）　
建築と石（07）　再生・受け継ぐ・繋がる（08）　建築ストック社会の形成への展望（10）　
LED照明の活用・将来を考える― 人・地球への思いやり（11）
京都の近代和風建築の魅力・中村昌生（10）

大阪富国生命ビル（D.ペロー、清水建設）
六甲枝垂れ（三分一博志）
中川政七商店新社屋（吉村靖孝）
ユニクロ心斎橋（藤本荘介）
龍谷ミュージアム（日建設計）

ローザンヌラーニングセンター（SANAA）
ポンピドゥー・メス（坂茂） 2010

平成22

2011
平成23

ストック活用時代の夜明け（01）　BIMは設計を変革するか？（02）　まちなかのサードプレイス（04）　
変遷する“身の置きどころ” （05）　建築と土 （07）　鉄道駅に注目する（08）　火災に強い建築を考える（10）
コンクリートという素材（11）　構造教育と社会（12）

「サードプレイス」考・舟橋國男（04）
3.11関西からのメッセージ（09～12）　

東日本大震災
大阪ステーションシティ（西日本旅客鉄道、安井建築設計事務所）
高野口小学校校舎改修（本多友常）　
六甲の住居（島田陽）

ロンドン・アクアティクス・センター（ザハ・ハディッド） 2011
平成23

2012
平成24

香西喜八郎会長に就任
自然災害に立ち向かう力を求めて（01）　今、私が思う『和』（02）　中国市場に挑む（05）
ZEB ネット・ゼロ・エネルギー・ビルを目指して（06）　建築と窓（07）　巨大地震に備える（08）
超高齢社会に求められる住まい（10）　歴史的建造物の保存活用（11）　身のまわりの世界の「構造」を探る（12）

『想定外』を繰り返さない・河田恵昭（08）

中之島フェスティバルタワー（日建設計）
梅田阪急ビル（日建設計）
Looptecture A 淡路人形座（遠藤秀平）

ルーブル・ランス（SANAA） 2012
平成24

2013
平成25

一般社団法人に移行
脱成長の時代を考える（01）　“らしくない”空間（02）　無駄から見える節電（06）
素材としての建築（09）　建築に携わるものに求められること（11）　木の街をつくる（11）　実験（12）
建築を見る写真家のまなざし・村井修（09）
座談会「素材と技術が生み出すデザイン」（10）

大阪木材仲買協同組合（竹中工務店）
ダイビル本館（日建設計）
グランフロント大阪（日建設計、三菱地所設計、NTTファシリティー
ズ、大林組、竹中工務店）　
セトレマリーナびわ湖（芦澤竜一）　ヤンマーミュージアム（日本設計）

デンマーク国立海洋博物館（BIG）
深圳証券取引所（R.コールハース）
4ワールド・トレード・センター（槙文彦）

2013
平成25

2014
平成26

エリアマネジメントの新展開に向けて（01）　融合する空間 ― 新たなる試み（02）
オフィスビル設備の変遷とこれから（05）　オフィスのこれから（06）　建築と時間（08）　
省エネ・低炭素のこれまでとこれから（09）　でっかいものはすごいぞ（11）
建築と時間・内藤廣（08）

あべのハルカス（竹中工務店）
ザ・リッツ・カールトン京都（日建設計）
竹中大工道具館新館（竹中工務店）
京都国立博物館 平成知新館（谷口建築設計事務所）
京都の集合住宅（妹島和世）

台中国家歌劇院（伊東豊雄）
1ワールド・トレード・センター（SOM） 2014

平成26

ʮ࠶ಡ　ؔ੢ۙ୅建築ʯ
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PFI事業、その後（02）　まちづくり2011年宣言（04）　新ホテル物語（05）　設備に役立つ地震対策（06）　
建築と景観（08）　木造住宅を巡って（10）　建築においてROBOTが活躍する日は来るのか？（11）　自然と戦う構造（12）
大阪を中心とした郷土建築座談会（03）　
総合地球環境学研究所 ― 設計者の立場から・岡本隆（02）

朝日放送（隈研吾、NTTファシリティーズ）
La Porte心斎橋（プランテック総合計画事務所）

北京オリンピック
リーマンショック
北京国家体育場（ヘルツォーク＆ド・ムーロン）
オスロ・オペラハウス（スノヘッタ）

2008
平成20

2009
平成21

水の都 にぎわいのある未来に向けて（02）　楽しい福祉（04）　体感するインテリア（05）
建築空間が求める空気環境（06）　建築と水（07）　実用レベルで展開される施工管理のIT化（08）
地域の歴史資産を活かしたまちづくり（10）　構造家日記 ― 頭の中をのぞいてみたら（12）
再読 関西近代建築（04～2015年03）　水のインスピレーション・鈴木博之（07）

「関西の建築界／群像」（09～2015.06）

世界遺産 熊野本宮館（香山壽夫）
ロレックス中津ビル（槙文彦）
京都大学稲盛財団記念館（日建設計、三信建築設計事務所）

CCTV（R.コールハース） 2009
平成21

2010
平成22

大阪歴史博物館主催「シンポジウム関西建築界のあゆみを語る」
建築とエコ技術（02）　食と建築・都市（04）　ホスピタリティのあるケア空間（05）　太陽光発電（06）　
建築と石（07）　再生・受け継ぐ・繋がる（08）　建築ストック社会の形成への展望（10）　
LED照明の活用・将来を考える― 人・地球への思いやり（11）
京都の近代和風建築の魅力・中村昌生（10）

大阪富国生命ビル（D.ペロー、清水建設）
六甲枝垂れ（三分一博志）
中川政七商店新社屋（吉村靖孝）
ユニクロ心斎橋（藤本荘介）
龍谷ミュージアム（日建設計）

ローザンヌラーニングセンター（SANAA）
ポンピドゥー・メス（坂茂） 2010

平成22

2011
平成23

ストック活用時代の夜明け（01）　BIMは設計を変革するか？（02）　まちなかのサードプレイス（04）　
変遷する“身の置きどころ” （05）　建築と土 （07）　鉄道駅に注目する（08）　火災に強い建築を考える（10）
コンクリートという素材（11）　構造教育と社会（12）

「サードプレイス」考・舟橋國男（04）
3.11関西からのメッセージ（09～12）　

東日本大震災
大阪ステーションシティ（西日本旅客鉄道、安井建築設計事務所）
高野口小学校校舎改修（本多友常）　
六甲の住居（島田陽）

ロンドン・アクアティクス・センター（ザハ・ハディッド） 2011
平成23

2012
平成24

香西喜八郎会長に就任
自然災害に立ち向かう力を求めて（01）　今、私が思う『和』（02）　中国市場に挑む（05）
ZEB ネット・ゼロ・エネルギー・ビルを目指して（06）　建築と窓（07）　巨大地震に備える（08）
超高齢社会に求められる住まい（10）　歴史的建造物の保存活用（11）　身のまわりの世界の「構造」を探る（12）

『想定外』を繰り返さない・河田恵昭（08）

中之島フェスティバルタワー（日建設計）
梅田阪急ビル（日建設計）
Looptecture A 淡路人形座（遠藤秀平）

ルーブル・ランス（SANAA） 2012
平成24

2013
平成25

一般社団法人に移行
脱成長の時代を考える（01）　“らしくない”空間（02）　無駄から見える節電（06）
素材としての建築（09）　建築に携わるものに求められること（11）　木の街をつくる（11）　実験（12）
建築を見る写真家のまなざし・村井修（09）
座談会「素材と技術が生み出すデザイン」（10）

大阪木材仲買協同組合（竹中工務店）
ダイビル本館（日建設計）
グランフロント大阪（日建設計、三菱地所設計、NTTファシリティー
ズ、大林組、竹中工務店）　
セトレマリーナびわ湖（芦澤竜一）　ヤンマーミュージアム（日本設計）

デンマーク国立海洋博物館（BIG）
深圳証券取引所（R.コールハース）
4ワールド・トレード・センター（槙文彦）

2013
平成25

2014
平成26

エリアマネジメントの新展開に向けて（01）　融合する空間 ― 新たなる試み（02）
オフィスビル設備の変遷とこれから（05）　オフィスのこれから（06）　建築と時間（08）　
省エネ・低炭素のこれまでとこれから（09）　でっかいものはすごいぞ（11）
建築と時間・内藤廣（08）

あべのハルカス（竹中工務店）
ザ・リッツ・カールトン京都（日建設計）
竹中大工道具館新館（竹中工務店）
京都国立博物館 平成知新館（谷口建築設計事務所）
京都の集合住宅（妹島和世）

台中国家歌劇院（伊東豊雄）
1ワールド・トレード・センター（SOM） 2014
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2015
平成27

フォー・オールの時代に向けて（01）　場をつくる―プログラムの挑戦 リノベーションのリアル（02）
あかり・文化・創造（05）　これからの学びのかたち（06）　建築の価値（08）　空き家と向き合う（09）
職人がいなくなる!!オリンピックと10年後に備えて（10）　形態にあらわれた構造（11）
座談会 「建築と文化・建築と社会」のこれまでとこれからについて（03）

「建築と社会を考える」（10～）

市立吹田サッカースタジアム（竹中工務店、安井建築設計事務所）
太子町新庁舎（坂本昭）
草屋根（藤森照信、中谷弘志）
同志社京田辺会堂（柏木由人、柏木浩一）

2015
平成27

2016
平成28

100周年記念　プレ展示会 at 生きた建築ミュージアムフェスティバル
100周年記念　近代建築見学会 ― 大阪の都市景観再見（12）　公開討論　「関西の建築界」は今、どこにあるのか？
大阪歴史博物館主催「郷土建築へのまなざしと日本建築協会」　
人の移動・物の移動・情報の移動（05）　人口減少社会のまちづくり（09）

「再読 関西近代建築 ― 論考・記事編」 座談会 都市の記憶をたどって（01）　建築・都市のユニバーサルデザイン・田中直人（01）

ロームシアター京都（香山壽夫）
枚方T-SITE（竹中工務店） 2016

平成28

2017
平成29

創立100周年記念式典（03.30）
100周年記念　近代建築見学会 ― 大阪の都市景観再見（01）
日本建築協会100年の歩みをたどる『100年史』刊行（03）

『建築と社会』100周年記念特集号（03）

2017
平成29
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2015
平成27

フォー・オールの時代に向けて（01）　場をつくる―プログラムの挑戦 リノベーションのリアル（02）
あかり・文化・創造（05）　これからの学びのかたち（06）　建築の価値（08）　空き家と向き合う（09）
職人がいなくなる!!オリンピックと10年後に備えて（10）　形態にあらわれた構造（11）
座談会 「建築と文化・建築と社会」のこれまでとこれからについて（03）

「建築と社会を考える」（10～）

市立吹田サッカースタジアム（竹中工務店、安井建築設計事務所）
太子町新庁舎（坂本昭）
草屋根（藤森照信、中谷弘志）
同志社京田辺会堂（柏木由人、柏木浩一）

2015
平成27

2016
平成28

100周年記念　プレ展示会 at 生きた建築ミュージアムフェスティバル
100周年記念　近代建築見学会 ― 大阪の都市景観再見（12）　公開討論　「関西の建築界」は今、どこにあるのか？
大阪歴史博物館主催「郷土建築へのまなざしと日本建築協会」　
人の移動・物の移動・情報の移動（05）　人口減少社会のまちづくり（09）

「再読 関西近代建築 ― 論考・記事編」 座談会 都市の記憶をたどって（01）　建築・都市のユニバーサルデザイン・田中直人（01）

ロームシアター京都（香山壽夫）
枚方T-SITE（竹中工務店） 2016

平成28

2017
平成29

創立100周年記念式典（03.30）
100周年記念　近代建築見学会 ― 大阪の都市景観再見（01）
日本建築協会100年の歩みをたどる『100年史』刊行（03）

『建築と社会』100周年記念特集号（03）

2017
平成29

▪年表作成
（折り込み年表とも）

安達英俊
酒井一光
豊田充広
吉永規夫
和田康由

1917
1918
1919
1920
1921
1922
1923
1924
1925
1926
1927
1928
1929
1930
1931
1932
1933
1934
1935
1936
1937
1938
1939
1940
1941
1942
1943
1944
1945
1946
1947
1948
1949
1950
1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
1958
1959
1960
1961
1962
1963
1964
1965
1966
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
1987
1988
1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
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˗委員会׆ಈ
現ࡏ活動中のৗ設委員会は、編集、事業、ڭҭ、出版の 4委
員会である。発足౰ॳより時代のཁٻにԠじて各छ委員会が開
設され、また終ྃしている。その主な活動を以Լにྻ記する。

˙ฤ集委員会

会誌『建築と社会』は、会員૬ޓの建築৘報誌として本会の中
心的໾ׂをՌたしてきた。現ࡏ、編集委員会は小委員会が設け
られ、月 1回の全ମ会議によって毎号の特集内༰がݕ討され、
ऩ支ঢ়況が報告されている。
2017年（ฏ成29） 3 月には、創立100周年記念号（7PM�98、௨巻

1140号）を発ץした。
編集委員会ɹɹɹ特集小委員会

・計画系分Պ会（計画系、建築計画系、
インςϦΞŋ住宅系）

଄分Պ会ߏ・
・設උ分Պ会
・施޻材ྉ分Պ会
・法令分Պ会
作品作風小委員会
広告企画小委員会

委員会ۀࣄ˙

創૲期、展ཡ会や講演会、見学会を企画ŋ開࠵していたのは
ӡӦ委員会であった。
昭和に入ると協会の組織ӡӦは໾員（ৗ務）会をはじめ、第

一部（法੍）委員会、第二部（ڭ化）委員会、第三部（ࢿྉ）委員
会、第࢛部（֐ࡂ）委員会を設置し、これら委員会に分Պ会を設
け、講演会、見学会などは、これら各委員会活動のաఔにおい
て、委員会୯ಠか߹同でదٓ計画され実施された。
講演会、見学会౳をॴ؅する組織が設置されたのは、1940年

（昭和15）2 月に設置された「会勢װ事会」であるとߟえられる。
この会勢װ事会も1947年12月 5 日に「会勢委員会」とվশされ
ているが、1949年 2 月には「事業委員会」という໊শの委員会
も設置され、会勢委員会は会員૿ڧの΄か主として見学会を、
事業委員会は講演会、࠙਌会、見学会౳を開࠵している。
この会勢委員会は、1956年 4 月のཧ事会においてվ組をঝೝ
ܾఆされ、事業の企画実施を主とする委員会の໊শは「事業委
員会」とし、ॴ؅する事業の内༰は見学会、ө画会、講演会、
展ࣔ会、࠙਌会、各छઆ明会、若い会員の集いの΄か、ଞの委
員会がॴ؅しない事業を企画実施することとされた。そして、
ै来の会勢委員会の໊শは「会勢৹議会」となった。

1971年 4 月、事業委員会の見௚しが行われ、「見学会小委員
会」、「広報小委員会」および「若い会員の集い小委員会」の 3
小委員会に੔ཧ౷߹され、広報小委員会は1998年（ฏ成10）4 月
に「৘報小委員会」とվশされた。2004年 4 月には見学会小委
員会、৘報小委員会が౷߹され「৘報見学小委員会」となり、
2006年には若い会員の集い小委員会も౷߹され、現ࡏも活発な
活動を展開している。
また2013年よりおおむͶ35ࡀ以Լの若手建築技術ऀの活動の
場として「6�35小委員会」を立ͪ上げ、若手自らの企画による
。ධを博している޷しを行い࠵

ҭ委員会ڭ˙

1954年（昭和29）より、建築ڭҭの調査・研究、講࠲౳を企
画・実施する。現ࡏは޻高ੜڭҭ小委員会が޻高ੜデβインコ
ンクールを、講श会小委員会が建築޻事実務講श会をӡӦし、
毎年開࠵している。
ҭڭ高޻後のࠓ、高ੜデβインコンクールは、1954年11月޻
について語り߹う場として、࠲ஊ会「これからの建築ڭҭはど
うあるべきか」が開࠵され、そこで建築デβインの基本ڭҭと
して「自分のߟえを自ࡏに表現できる技術のशಘが؊ཁ」との
意見があり、全国の޻業高ߍ建築Պ学ੜの設計技術の向上と঑
ྭのため、1955年度より実施されている。毎年全国から多数の
༏れた作品のԠืがあり、৹査委員会による入選作が選出され、
充実した表জࣜが行われている。
実務講श会は経ݧ豊෋な実務家の会員を༴する協会ならでは
の企画であり、大阪、໊古屋、広ౡで開࠵し、毎年多数のࢀՃ
ऀが受講している。
また2012年より、大阪෎、大阪෎建築࢜事務ॴ協会、大阪
෎建築࢜会、日本建築家協会近畿支部౳でߏ成する大阪෎住ま
い・まͪͮくりීٴ協議会にࢀ画し、諸行事に協ྗしている。

˙ग़൛委員会

1951年（昭和26）7 月、朝日ビルで「出版委員会」が開࠵され
た。同年 9月号の『建築と社会』会務ཝによれば、「Ԟ山委員
外 6໊出版委員長に小林ਗ਼ࢯをޓ選事業企画意見交換法規のイ
ンデックス作成を議す」（原文）とある。同号以前の会務ཝには
「出版委員会」の記載がなく、この会߹が同委員会としての࠷ॳ
の会議ではないかとਪଌされる。౰時の出版෺は、「主として青
年技術ऀを対象とした実際に௚ぐに໾立つ؆қཁఘのύンフレ
ット」として企画された。
1964年度に࢛つのઐ໳部会が設置された。
「部会޻施」・「設උ原論部会」・「意ঊ計画部会」・「଄部会ߏ」
で、それͧれに部会長とװ事を഑し部会୯Ґに編集委員会が設
けられ、ઐ໳書の企画が行われた。これにより「有ӹで྿価な
図書」が૬次いで出版され、建築各界に޷ධを博した。

日本建築協会׆ಈͷ記࿥
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1971年11月、「図書の委託出版について」協議された。図書の
発行を「自前」からઐ໳の「出版社」に委託し、図書の流௨ൢ
࿏はඈ༂的な変化を਱げることとなる。このことにより企画の
中にもよりいっそうの「市場性」がٻめられる結Ռとなった。
1978年 7 月、「建築技術選書」の第 1 巻『஡ࣨの話』（岡田孝உ
ஶ）ץ行。企画：日本建築協会、発行：学ܳ出版社。建築技術
選書は協会創立60周年記念出版として企画されたγϦーζであ
り、同選書の࢞ຓ編として企画されたʪプロのϊ΢ϋ΢ʫγϦ
ーζと創立70周年記念事業として企画された「選書特૷版」を
ؚめ、一大企画となった。
出版委員会では図書の企画とともに、ஶऀを講ࢣとした「講
࠵Ԇべ38回開、ࡏも実施されている。2016年（ฏ成28）度現「࠲
され、ಡऀとஶऀの交流というಠ特の企画としてఆ着している。

˙100प年関࿈ۀࣄ委員会

2007年（ฏ成19）4 月、100周年に向けて協会のཧ念である「建
築を௨じ広く社会にݙߩする」活動を10年継続して行う໨的で
「10年委員会」が設置された。学ੜが௚઀lものͮくりの現場z
に৮れられる「学ੜのための見学会」や「大阪ええとこ創ੜプ
ロジェクト」౳のΞイデΞコンϖを行った。
また、2009年 4 月には100周年に向けた記念企画の実行委員
会として「関西の建築界ʗ૾܈」と「史ྉ研究会」（連載「࠶ಡɹ
関西近代建築」）が設置された。
は、関西の建築界を取り巻く様々な分野のํ々を紹介「૾܈」
するϖージを若手会員のࢀ画をಘて、会誌『建築と社会』に掲
載、100周年時に新規原ߘとともに編ࢊし『関西の建築界ʗ܈
૾』として発ץした。
史ྉ研究会は、関西における歴史的໊建築や会誌に掲載され
た論ߟについてݸ々に取り上げてղઆし会誌へ連載、100周年
時に新規原ߘとともに編ࢊし『モμンエイジの建築 ⼨建築と社
会⼩ を࠶ಡする』として発ץした。

このଞ、活動を終ྃしたৗ設委員会、特ผ委員会活動などに
ついてはࢿྉをఴ෇$%にऩ࿥している。

˙දজとݦজ

೔ຊ建築ڠ会৆

本賞は、1986年（昭和61）の協会創立70周年を記念して創設さ
れた。建築のあらΏる分野において社会にݙߩしているݸ人ま
たはஂମをݦজし、基本的には建築෺౳の作品をআき、主とし
て業੷を対象としている。
੨年建築Ո・੨年ٕज़ऀ

組織、άループ౳からਪનされた人、自નの人を選ߟ委員会
で選ߟし、会誌『建築と社会』の青年建築家（後に ň青年技術ऀŉ）
特集でݦজしている。

有ೳな若い建築家に༐ؾを༩え、社会にԡし出し、ط成建築
家との交流の場を༩え、建築の歴史的発展と建築家の人ؒ的成
長の一ॿにしたいとのئいのもとに、1953年度の編集委員会で
企画され、1954年よりスλートし、ࠓ日にࢸる。
ੜのදজۀઐ౳の༏लଔߴ・ߍߴۀ޻

1952年度から、全国の޻業高ߍの༏लଔ業ੜに対し、本会よ
り表জঢ়をत༩している。
なおఴ෇$%にはࢿྉ不足により1952年度から1972年度まで
の表জ݅数の記載はない。

ఴ෇$%ऩ࿥ɹه࿥σʔλ
˞Ұ部ʰ日本建築協会��೥࢙ʱΑΓసࡌ

⿟日本建築協会会ଇ
⿟日本建築協会ఆ׺
⿟໾һ໊฽
　ྺ୅会௕ɾ෭会௕ɾཧࣄɾৗ຿ɾࣄװ౳
　໊༪ސ໰ɾ໊༪会௕
　໊༪ਖ਼会һ
⿟ධٞһ૯会ɾධٞһ会ɾཧࣄ会の։࠵
⿟ࢧ部نఆ
⿟ࢧ部໾һ
⿟会һ਺ɾऩࢉܾࢧのਪҠ
⿟ৗઃҕһ会ʢྺ୅ҕһ௕ɺओͳ活動಺༰౳Ұཡʣ
　ฤूҕһ会
ҕһ会ۀࣄ　
ҭҕһ会ڭ　
　ग़൛ҕһ会
⿟活動Λऴྃͨ͠ৗઃҕһ会ʢྺ୅ҕһ௕ɺओͳ活動಺༰౳
Ұཡ　h ��೥࢙ʱΑΓʣ
建築σʔλʔγʔτฤूҕһ会
๏੍ҕһ会
๏نҕһ会
ॅ୐ҕһ会
౎ܭࢢըҕһ会
ҕһ会֐ࡂ
ௐࠪҕһ会֐ࡂ
ઃඋҕһ会
౎ࢢ෢૷ଅਐҕһ会
建ࡐҕһ会

⿟ಛผҕһ会
会੎৹ٞ会
会੎ʢཧࣄʣҕһ会
ըҕһ会ا

⿟ग़൛ਤॻҰཡ
⿟ߨश会౳
⿟࣮຿ߨश会౳
⿟തཡ会ɾలཡ会
⿟建ٞŋ௠৘ŋҙݟॻ
⿟日本建築協会৆
⿟ಡऀͱબͿʰ建築ͱࣾ会ʱ৆　ड賞者一覧
⿟青年建築家・青年技術者　ड賞者一覧
⿟工高生デザインコンクール過去テーマおよびड賞者一覧
⿟工業高校・高ઐ等の༏秀ଔ業生の表彰
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ࣥච者一覧（本書ࡌܝॱ）

߳西تീ࿠ （͜͏ ͟ ɾ͍͖ ͸ͪΖ͏ ）

1944年૔ෑ市ੜまれ。大阪大学޻学部ߏ築޻学Պ建築コー
スଔ業、同大学Ӄम࢜՝ఔमྃ。現ࣜג、ࡏ会社東ാ建築
ॴ代表取క໾社長。一ൠ社ஂ法人日本建築協会会長。

石田५一࿠ （͍͠ ɾͩ͡ ΎΜ͍ͪΖ͏ ）

1952年ࣛࣇౡ市ੜまれ。ژ都大学޻学部建築学Պଔ業、同
大学Ӄ博࢜後期՝ఔ研究ࢦಋೝఆୀ学。޻学博࢜。現ࡏ、
。त。ઐ໳は日本近代建築史・都市史ڭણ維大学ܳ޻都ژ
主なஶ書に『関西の近代建築』（中ԝ公論ඒ術出版）など。

石川༞一 （͍͔͠ΘɾΏ͏ ͍ͪ）

1967年東ژ都ੜまれ。岡山大学文学部史学Պଔ業。ژ都෎
立大学大学Ӄੜ活Պ学研究Պम࢜՝ఔमྃ、ژ都ܳ޻ણ
維大学大学Ӄܳ޻Պ学研究Պ博࢜՝ఔ学Ґ取ಘ、学術博
࢜。現ژ、ࡏ都市文化ࡒ保ޢ՝（建଄෺୲౰）にۈ務。ઐ໳
は近代建築史、住宅史。୯ஶに『近代建築の໷明けʕژ
都۽૔޻務ళ・洋風住宅建築の歴史』（୶交社）、『ژ都の洋
館』（光ଜਪ古書Ӄ）、ڞஶに『民ܳӡ動と建築』（୶交社）など。

平井௚樹 （ͻΒ ɾ͍ͳ͓͖）

1984年ಸྑݝੜۨ市ੜまれ。ژ都ܳ޻ણ維大学ܳ޻学部
଄形޻学Պଔ業、同大学Ӄܳ޻Պ学研究Պ଄形޻学ઐ߈
および଄形Պ学ઐ߈मྃ。博 （࢜学術）。ژ都ܳ޻ણ維大学
ϕンνϟーラϘラトϦー研究員を経て、現ࡏ、ਗ਼ਫ建設ࣜג会
社技術研究ॴ研究員。日本の近代建築や近代化Ҩ࢈に関す
る歴史的研究とその保存・活༻をઐ໳ྖҬとする。

ͩ·ͨ） ೭ߒ田ۄ ɾͻΖΏ͖）

1973年ੜまれ。ژ都ܳ޻ણ維大学大学Ӄ博࢜後期՝ఔम
ྃ。同大学文化Ҩڭ࢈ҭ研究センλー特೚ॿڭを経て、現
ܳ・大手前大学ϝデΟΞ、ࡏ 術学部।ڭत。博 （࢜学術）。ΞϝϦ
Χ建築史、近代建築史をઐ໳ྖҬとする。༁書に『近代建築
保存の技法』（ࣛౡ出版会）など。

三宅୓໵ （Έ΍ ɾ͚ͨ ΍͘）

1983年豊中市ੜまれ。ژ都ܳ޻ણ維大学大学Ӄ博࢜後期
՝ఔमྃ。博 （࢜学術）。現ژ、ࡏ都ܳ޻ણ維大学デβイン・
建築学系ॿڭ。ઐ໳は近代建築史、博෺館史。主なஶ作に
『近代日本ʪ௠ྻॴʫ研究』（ࢥ文ֳ出版）、『দϊ井֮治の建
築υローインάʕニϡーϤークで学ΜだϘβール建築』（ژ
都ܳ޻ણ維大学ඒ術ࢿܳ޻ྉ館）など。

΋ͱɾ͔͔͞） ݹ本勝ൺࡔ ͭͻ͜ ）

1926年中国青ౡ市ੜまれ。੍چ神戸޻業ઐ໳学ߍ（現神戸
大学޻学部）建築学Պଔ業。޻学博 （࢜東ژ大学）。神戸市
޻$0.04ローϚセンλー留学、ઍ༿大学*、װҭ委員会主ڭ
学部ڭत౳を経て、現ࡏ、神戸ܳ術޻Պ大学໊༪ڭत。建
築史、デβイン史ઐ߈。おもなஶ書に『明治のҟ人館』（朝日新
聞社）、『西洋館』（小学館）、『阪神ؒモμニζϜ』（ڞஶ、୶交
社）など。主として近代建築史を研究。

佐野吉඙ （͞ͷɾΑ͠ ͻ͜ ）

1954年神ಸ川ݝੜまれ、西ٶ市にҭつ。東ژཧՊ大学޻学
部建築学Պଔ、同大学Ӄमྃ。現ࣜג、ࡏ会社安井建築設
計事務ॴ代表取క໾社長、東ژཧՊ大学大学Ӄ٬員ڭत、
ถ国建築家協会໊༪フェロー会員。日本建築協会ݩ会長。
主な作品に「東ࣚژ留ビルデΟンά」「小林੟心ঁࢠ学Ӄ小学
。など「ࣷߍߍ

山形政昭 （΍·͕ ɾͨ·͞ ͖͋）

1949年大阪市ੜまれ。ژ都ܳ޻ણ維大学ܳ޻学部建築学
Պଔ業、同大学Ӄम࢜՝ఔमྃ。޻学博࢜。現ࡏ、大阪ܳ
術大学ܳ術学部建築学Պڭत、建築史、建築計画ઐ߈、とり
わけ日本の近代建築、住宅建築をઐ໳ྖҬとする。主なஶ書に
『ϰΥーϦζの建築』（創ݩ社）、『ϰΥーϦζ建築の100年』（創
。社）などݩ

設楽ః樹 （ͩ͠Βɾ͞ ͖ͩ）

1949年神戸市ੜまれ。神戸大学޻学部建築学Պଔ業、同大
学Ӄम࢜՝ఔमྃ。1973年ࣜג会社安井建築設計事務ॴ
入社。現ࡏ同社ৗ務取క໾ࣥ行໾員。࠶開発事業や都心
の開発プロジェクトに多くܞわる。主な作品にژ阪क口駅前࠶
開発、大阪市中ԝԷച市場本場࠶੔උ事業、大阪駅α΢ス
ήートビル（چΞクςΟ大阪）૿ 築など。

和田康༝ （Θ ɾͩ΍ Α͢͠ ）

1948年大阪市ੜまれ。大阪޻業大学建築学Պଔ業、同大学
Ӄ޻学研究Պ建築学म࢜՝ఔमྃ。現ࡏ大阪市立都ౡ޻
業高౳学ߍ建築Պඇৗۈ講ࢣ、博 近代住宅史を。（学޻࢜）
ઐ߈、とりわけ大阪の長屋と郊外住宅地をઐ໳ྖҬとする。
主なஶ書に『まͪ に住まうɹ大阪都市住宅史』（ڞஶ、ฏຌ社）
『近代日本の郊外住宅地』（ڞஶ、ࣛ ౡ出版会）́ か。

上田ಞ （͏͑ ɾͩ͋ ͭ͠）

1930年大阪市ੜまれ。建築学 ・ऀ建築家。ژ都ਫ਼՚大学໊
༪ڭत、上田ಞ都市建築研究ॴ主ژ。࠻都大学大学Ӄ޻
学研究Պमྃ後、建設省、ژ都大学޻学部ॿڭत、大阪大
学޻学部ڭत、ژ都ਫ਼՚大学ඒ術学部ڭत౳を歴೚。1970
年の日本万国博ཡ会でおࡇり広場を設計し日本建築学会特
ผ賞を受賞。歴史や文化に関するஶ作も多い。ஶ書に『日本
人とすまい』（ؠ೾書ళ）、『流民の都市とすまい』（᱋々ಊ出版）
など多数。

໐海๜੽ （ͳΔΈɾ͘ ʹͻΖ）
1944年青৿ݝੜまれ。ژ都大学大学Ӄम࢜՝ఔमྃ。޻
学博࢜。ฌݝݿ技ژ、ࢣ都大学ॿ手を経て大阪大学ڭत。
現ࡏ大阪大学໊༪ڭत、関西大学٬員ڭत。都市計画、都
市環境デβインがઐ໳。日本都市計画学会ݩ会長。αントϦー
学ܳ賞、不動࢈協会賞౳を受賞。主なஶ書に『都市の自由空
ؒʕಓのੜ活から』（中公新書）、『都市のັྗΞップ』（編
ஶ、学ܳ出版社）、『都市のϦ・デβインʕ持続と࠶ੜのまͪ
くͮり』（編ஶ、学ܳ出版社）ଞ多数。

小林Ү雄 （͜͹΍ ɾ͍͠ ͓͘ ）

1944年໊古屋ੜまれ。神戸大学ଔ業、大阪市立大学大学Ӄ
म࢜मྃ。ࣜג会社都市ŋ計画ŋ設計研究ॴ、ࣜג会社コ
ー・プラン、神戸山手大学ڭतを経て、現ࡏ、人と๷ࡂະ来セ
ンλー上ڃ研究員、ฌݝݿ立大学特೚ڭत。地Ҭ計画、市֗
地੔උから住民主ମのまͪ くͮりまで広い分野の都市プラン
ナー。主な業務に、神戸港ϙートΞイランυ基本設計、神戸ϋー
όーランυ੔උ計画、)"5神戸基本ߏ૝など。

天野௚樹（͋·ͷɾͳ͓͖）
1949年大阪෎ੜまれ。ژ都大学建築学Պଔ業、同޻学研究
Պम࢜՝ఔ建築ઐ߈मྃ。1975年ࣜג会社஛中޻務ళ入
社、2004年設計部長、現ࡏ、取క໾ઐ務ࣥ行໾員。「ๅ௩大
ܶ場」「೻ຏ屋本ళੜ野૯本ళ」などを設計。��

大井ঢ二 （͓͓ ɾ͍͠ ΐ͏ ͡）

1949年大阪市ੜまれ。大阪市立大学޻学部建築学Պଔ業、
同年大林組入社。大阪本ళ設計部長、౷ׅ部長、本社ࣥ行
໾員設計෭本部長、現ࡏ同社ސ問。1995年～2005年大阪
市立大学޻学部建築学Պඇৗۈ講ࢣ。主な作品に「ϗςルモ
ントレ大阪（Ϛルイト西ക田ビル）」「ϗςルモントレઋ୆」「なΜ
ばύークス঎業棟」「志ຎ観光ϗςルϕイスイート」「毎日์ૹ
新館」౳。

橋௺ਈ໵ （͸͠ ͮΊɾ͠ Μ΍）

1960年大阪市ੜまれ。ژ都大学޻学部建築学Պ、同大学Ӄ
学研究Պ博࢜՝޻学研究Պम࢜՝ఔ、大阪大学大学Ӄ޻
ఔमྃ。޻学博࢜。現ࡏ、大阪෎立大学21世紀Պ学研究機
業ઓུ研究ॴॴ長。建築࢈त、大阪෎立大学観光ڭ特ผߏ
史、都市文化論ઐ߈。日本デΟスプレイデβイン研究賞大賞、日
本観光研究学会学会賞など受賞。ஶ書に『明治の໎ٶ都市
ʕ東ژ・大阪の༡楽空ؒ』（ฏຌ社）、『広告のなかの໊建築ɹ
関西編』（Ճౡ出版会）、『ੜきた建築大阪』	140̗ 
など多数。

ླ木ؽ （ͣ͢ ɾ͖ͨ ͚͠ ）

1957年Ѫ஌ݝ豊ڮ市ੜまれ。東ژ大学޻学部建築学Պଔ
業、同大学Ӄ博࢜՝ఔ୯Ґ取ಘୀ学。博 、ࡏ現。（学޻࢜）
近畿大学建築学部ڭत。建築計画、環境行動研究、特に人
の居ํからの環境デβイン、計画住宅地のߏ࠶築をઐ໳ྖҬ
とする。主なڞஶに『建築計画ಡ本』（大阪大学出版会）、『まͪ
の居場ॴʕまͪ の居場ॴをみつけるʗつくる』（東洋書ళ）
など。

本多友常 （΄Μ ɾͩͱ΋ͭ Ͷ）

1948年東ژ都ੜまれ。1972年ૣҴ田大学ཧ޻学部建築学
Պଔ業、同大学大学Ӄम࢜՝ఔमྃ。1972～1998年஛中
"1977～1979年	務ళ޻ " 4DIPPM PG "SDIJUFDUVSFଔ業
、
1998年～2013年和Վ山大学ڭत。現ࡏ、ઁ ೆ大学ڭत、建
築計画・設計。主なஶ作に『Ώらぐ住まいの原ܕʕ自然発ੜ
的建築を୳る』（学ܳ出版社）、『建築ϊート』（ڞஶ、新建築
社）、主な設計に「थ林の家」「高野口小学ߍम復」がある。

安原幹 （΍͢͸Βɾ΋ͱ͖ ）

1972年大阪市ੜまれ。東ژ大学޻学部建築学Պଔ業、同
大学Ӄ博म࢜՝ఔमྃ。山本ཧݦ設計޻場を経て2008年
。तڭ学部।޻ཧՊ大学ཧژ東ࡏ同設立。現ڞ64"(-"4
主な建築作品にň܈അݝ೶業技術センλーŉň西ຑ෍の集߹
住宅ŉň཮前高田市立高田東中学ߍŉなど。

ԣ山ढ़༞ （Α͜ ΍·ɾ͠ ΎΜ͚͢）

1954年෱岡ݝੜまれ。1985年東ژ大学大学Ӄ޻学系研究
Պ建築学ઐ߈博࢜՝ఔमྃ。۽本大学޻学部建築学Պॿ
手、大阪市立大学大学Ӄॿڭत౳を経て、2005年より大阪
市立大学大学Ӄڭत。建築学、都市計画・建築計画。ஶ書に
『住まい論』（์ૹ大学ڭҭৼڵ会）、『これからの集߹住宅
くͮり』（থ文社）など。主な作品に「大阪市立大学高原記念館」

「ਫ上ଜ立౬山小学ߍ」「ീ代市Ӧ西ยொஂ地」など。

ࣰ原Ղଇ （͠ͷ͸ΒɾΑ͠ ͷΓ）

1964年Ѫ஌ݝੜまれ。໊ 古屋大学޻学部建築学Պଔ業、同
前期म࢜՝ఔमྃ。現ࣜג、ࡏ会社安井建築設計事務ॴ
໊古屋事務ॴ෭ॴ長݉企画部長。日本建築協会東ւ支部
長、特ఆඇӦར活動法人ࢠども݈康フΥーラϜཧ事。主な作品
に、あいͪ小ࣇ保݈ҩྍ૯߹センλー、豊ڮ市΄いっ΀、Լ࿊
ԹઘපӃ、ذෞݝ立ر๬がٰこどもҩྍ෱ࢱセンλーٴびذ
ෞر๬がٰ特ผ支援学ߍ΄か。

高দ隆෉（͔ͨ· ɾͭͨ ͔͓）

1948年東広ౡ市ੜまれ。広ౡ大学޻学部建築学Պଔ業、
同大学Ӄम࢜՝ఔमྃ、5FYBT "�. 6OJWFSTJUZ大学Ӄ博
࢜՝ఔमྃ。1I�%�ɹ現ࡏ、広ౡ޻業大学޻学部建築޻学
Պڭत、建築ߏ଄ྗ学、建築ߏ଄学ઐ߈。とりわけ、ߏ଄ղ
ੳ、߯ 『଄ߏ߯』଄をઐ໳ྖҬとする。主なஶ書にߏ଄、଱਒ߏ
。など（ஶ、৿๺出版ڞ）

長瀬博一 （ͳ͕ ɾͤͻΖ͔ͮ）

1941年ژ都市ੜまれ。ژ都ܳ޻ણ維大学ܳ޻学部建築޻
ܳ学Պଔ業。現ࡏ、有ݶ会社長੉建築研究ॴ代表取క໾。
設計活動のかたわら大阪޻業大学空ؒデβイン学Պඇৗۈ
講ࢣとして̒年ؒ、設計演शを୲౰。主な作品に「ژ都市෢
ಓセンλー本館」「ロイヤルΦークϗςル」（以上ಠ立前୲౰）、
「:.$技術開発センλー」「国際文化ࣨڭ」（ピッπόーά大
学内）、஡ 「ࣨᅁ҇」́ か。ஶ作に『ੜ୩家住宅主屋保存मཧ
。事報告書』（文化ிఏ出）޻

安達ӳढ़（͋ͩ ɾͪͻͰͱ͠ ）

1974年、ژ都ܳ޻ણ維大学建築ܳ޻学Պଔ業、౉ᬑઅ建
築事務ॴ入ॴ。1980年、安達英俊建築研究ॴ主ژ、࠻都
建築ڃ学म࢜、一޻、学मྃ޻ણ維大学大学Ӄ଄形ܳ޻
࢜、「ଜ野藤ޗの設計研究会」委員（1998～）。2015年、日本
建築学会業੷賞受賞。ஶ書に『ଜ野藤ޗ建築Ҋ内』（ڞஶ、
5050出版）など、建築作品に「ΪϟラϦー・ΞーςΟスロンά」（ژ
都市）など。

ञ井一光 （͔͞ ɾ͍͔ ͣΈͭ）

1968年東ژੜまれ。東ژཧՊ大学޻学部建築学Պଔ業、東
学系研究Պ博࢜՝ఔ中ୀ。大阪歴史博෺޻大学大学Ӄژ
館学ܳ員。ઐ߈は建築史。ஶ書に『૭からಡみとく近代建築』
（学ܳ出版社）。ڞஶに『大阪໊ॴ図ղ』（140#）など。୲౰し
た展ཡ会に特ผ展「ଜ野藤ޗɹやわらかな建築とインςϦΞ」、
特集展 。など「౔建築へのまな͟しと日本建築協会ڷࣔ」

๛田ॆ޿ （ͱΑͩ ɾΈͭͻΖ）

1961年大阪市ੜまれ。1984年ژ都ܳ޻ણ維大学ܳ޻学部
建築学Պଔ業。同年ࣜג会社∁দ組（現∁দ建設ࣜג会
社）入社。現ࡏ、∁দ建設ࣜג会社東ژ本ళ設計本部部長。
近畿建築࢜会協議会『ͻΖば』編集委員、一ൠ社ஂ法人日本
建築協会৘報見学小委員会小委員長、『建築と社会』編集
委員を歴೚。

吉Ӭ規෉ （Α͠ ͳ ɾ͕ͷΓ͓ ）

1980年大阪෎ੜまれ。和Վ山大学γスςϜ޻学部環境γ
スςϜ学Պଔ業、同大学Ӄम࢜՝ఔमྃ。޻学博࢜。2008
年から本多環境・建築設計事務ॴ。2012年から0⒏DF GPS
&OWJSPONFOU "SDIJUFDUVSF 主࠻。現ࡏ、ઁ ೆ大学・ژ都଄
形ܳ術大学ඇৗۈ講ࢣ。主な建築作品に「ಃثまつりのある
家」「ϤγナΨヤ」「ֽ野࡛౮୆ࣷ׭چվम」など。
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。ॿいただきましたみなさま、まことにありがとう͟͝いましたࢍ͝
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日本建築協会の動静 会　誌 社　会
・参考資料：『大阪都市住宅史年表』1987年3月／島田勝次編「近代建築史年表」『建築と社会』1959年１月／日本建築協会『日本建築協会８０年史　1917ー1996』1999年3月

1867～
慶応3

◦1889　設楽貞雄、工手学校造家学科卒 ◦1868　明治維新
◦1870　工部省設置
◦1873（1877?）　工部大学校開校
◦1875　工学寮に造家学科設置

1877～
明治10

◦1877　第１回内国勧業博覧会
◦1879　工部大学校造家学科第1回卒業
◦1882　世界経済恐慌
◦1886　造家学会創立

1887～
明治20

◦1889　設楽貞雄、工手学校造家学科卒 ◦1887　 造家学会『建築雑誌』発行。工手学校創設
◦1889　大日本帝国憲法発布
◦1894　日清戦争（〜95）
◦1896　淀川大洪水

1897～
明治30

◦1897　片岡安、武田五一、東京帝国大学工科大学造家学科卒
◦1903　武田五一、京都高等工芸学校教授
◦1904　池田實、東京帝国大学工科大学造家学科卒
◦1905　大阪に辰野片岡建築事務所開設

◦1897　造家学会を建築学会に改称
◦1898　E. ハワード、田園都市構想
◦1900　セセッション展
◦1904　日露戦争（〜05）

1907～
明治40

◦1907　設楽建築工務所開設
◦1910　波江悌夫、東京帝国大学工科大学建築学科卒
◦1912　おきな会・大正会・建坊会などから関西建築協会設立へ

◦1909　北の大火。大阪府建築取締規則公布
◦1911　建築業協会・建築士会創立
◦1912　南の大火

1917
大正6

◦関西建築協会設立
◦災害委員会・編集委員会発足

◦『関西建築協会雑誌』創刊 ◦大阪都市計画調査会設置
◦都市研究会設立
◦日本建築士会正式発足
◦ロシア革命

1918
大正7

◦片岡安ら市街地建築物法・都市計画法に尽力 ◦小住宅改良要綱答申
◦米騒動

1919
大正8

◦日本建築協会に改名
◦大阪住宅経営株式会社からの改良住宅懸賞募集及

び審査の委嘱を受託
◦『日本建築協会雑誌』に改題

◦市街地建築物法・都市計画法・道路法公布

1920
大正9

◦改良住宅設計博覧会 ◦『建築と社会』に改題 ◦大阪市社会部・都市計画部設置
◦生活改善同盟会発足
◦分離派建築会発足
◦国際連盟成立

1921
大正10

◦法制委員会・材料委員会発足
◦住宅改造博覧会に向けて改良住宅設計図案懸賞募

集を３回実施

◦借地・借家法・住宅組合法公布

1922
大正11

◦桜ヶ丘住宅改造博覧会

◦第1輯第1号　◦第1輯第11号

◦分離派建築会、関西で作品展
◦内務省都市計画局設置

1923
大正12

◦都市計画委員会・教化委員会発足
◦関東大震災調査
◦帝都復興案検討

◦関東大震災
◦關一第7代大阪市長に就任（〜35）

1924
大正13

◦通俗建築大講演会 ◦建築家の社会的地位・片岡安（06） ◦土地区画整理開始
◦財団法人同潤会設立

1925
大正14

◦構造計算調査委員会発足 ◦大阪市第二次市域拡張
◦大阪都市協会設立
◦大大阪記念博覧会（天王寺公園、大阪城）
◦治安維持法・普通選挙法公布

1926
大正15
昭和1

◦日本建築協会社団法人認可

◦通巻100号(03)

◦伯路社建築創作所結成
◦御堂筋建設開始

1927
昭和2

◦片岡安会長就任 ◦震災特集 ◦不良住宅地区改良法公布
◦日本インターナショナル建築会・建築展
◦金融恐慌

1928
昭和3

◦建築知識普及展覧会

◦都市問題号(01)

◦大阪市不良住宅地区指定
◦総合大阪都市計画内閣認可
◦CIAM（近代建築国際会議）結成

1929
昭和4

◦住宅委員会発足
◦貸家建築に関する展覧会

◦鉄扉社建築会結成
◦大阪市改良住宅竣工（今宮）
◦世界大恐慌
◦「最小限住宅」（CIAM）

1930
昭和5

◦震火災と建築大講演会
◦婦人と住宅展覧会
◦『婦人の住宅知識』出版

◦建築大観号(01)

◦新興建築家連盟結成
◦地下鉄御堂筋線建設開始（1933年開業）

1931
昭和6

◦鈴蘭台・香里園生活改善住宅展覧会 ◦満州事変勃発
◦大阪城公園開園・天守閣落成

1932
昭和7

◦紋章決定
◦大美野田園都市住宅博覧会

◦日本青年建築家連盟設立
◦日本学術振興会創立
◦国際主義（近代国際建築展）

1933
昭和8

◦設備委員会発足
◦上野芝・千里山花壇附近住宅博覧会
◦「安く住み良い住宅」の博覧会

◦創立満15周年記念号(10）

◦B.タウト来日
◦日本インターナショナル建築会解散
◦アテネ憲章（ＣＩＡＭ）
◦日本、国際連盟脱退

1934
昭和9

◦都市武装促進委員会発足

　　　　　　　　　　　　　　◦通巻200号（06）

◦法隆寺昭和大修理
◦関西建材会設立
◦室戸台風襲来

1935
昭和10

◦關一市長死去
◦建築統計調査開始
◦ＡＥコンクリート開発

1936
昭和11

◦日本工作文化連盟結成
◦防火防空建築物普及

1937
昭和12

◦表紙コンペ１等 ◦日中戦争勃発
◦御堂筋道路完成
◦パリ万国博覧会

1938
昭和13

◦防空と建築展 ◦国家総動員法公布

1939
昭和14

◦第二次世界大戦勃発
◦価格統制令・地代家賃統制令・

国民徴用令公布

1940
昭和15

◦日独伊三国軍事同盟調印
◦大政翼賛会発会

1941
昭和16

◦太平洋戦争勃発
◦住宅営団法・貸家組合法公布・

金属類回収令公布

1942
昭和17

◦会旗制定
◦菖蒲池厚生住宅展覧会

◦創立25周年（05）
◦通巻300号（10）

◦米Ｂ25爆撃機日本本土初空爆

1943
昭和18

◦『菖蒲池厚生住宅展図譜』出版
◦女性と住生活展覧会
◦菖蒲池厚生住宅完成

◦学徒戦時動員体制確立要綱発表

1944
昭和19 ◦『建築と社会』休刊、「終刊号」（03）

◦4月号以降『建築雑誌』を配布

◦軍事教育全面強化方策発表

1945
昭和20

◦建築学会との合併は延期 ◦米軍、広島・長崎に原爆投下
◦ポツダム宣言受諾
◦終戦
◦国際連合成立

1946
昭和21

◦片岡安会長死去
◦竹腰健造会長就任

◦日本国憲法公布

1947
昭和22

◦京都・広島・兵庫・九州・東海支部発足
◦『明日の都市復興』及び『大阪市区公館地区復興設

計』出版
◦『建築と社会』1・2号再刊

◦教育基本法・学校教育法公布
◦臨時建築等制限規則公布

1948
昭和23

◦建築省発足　
◦東京裁判判決

1949
昭和24

◦これからの住宅展覧会 ◦住宅対策審議会成立
◦法隆寺金堂火災
◦湯川秀樹ノーベル物理学賞受賞

1950
昭和25

◦和歌山支部発足
◦伸びる住宅展覧会
◦神戸博覧会

◦住宅金融公庫法・建築基準法・建築士法公布
◦朝鮮戦争勃発

1951
昭和26

◦出版委員会発足 ◦公営住宅法・土地収用法公布
◦日本都市計画学会設立
◦サンフランシスコ平和条約調印

1952
昭和27

◦法規委員会発足
◦35年記念事業「羽衣住宅展」開催
◦ノイトラ講演会

◦日本住宅協会設立
◦宅地建物取引業法・耐火建築促進法公布
◦農地法公布

1953
昭和28

◦創立35年記念史

◦「創立35年記念史」特集

◦梅田地区中心にビル建設進む

1954
昭和29

◦教育委員会発足
◦青年技術者賞創設

◦土地区画整理法公布

1955
昭和30

◦第1回工高生デザインコンク－ル（以下毎年開催）

　　　　　　　　　　　　　◦通巻400号（04）

◦日本住宅公団法公布

1956
昭和31

◦建築士会、建築家協会の事務を協会が受ける ◦日本道路公団法公布
◦都市公園法公布

1957
昭和32

◦住宅委員会、住宅相談所設置
◦第１回現場実務講習会

◦水道法公布
◦駐車場法公布
◦名古屋地下街完成

1958
昭和33

◦尾崎久助会長就任 ◦特集/関西の建築 ◦下水道法（現行）公布

1959
昭和34

◦建材委員会・近代建築調査委員会発足 ◦伊勢湾台風
◦キューバ革命

1960
昭和35

◦「近代建築調査委員会報告」１月号から連載開始 ◦住宅地区改良法公布
◦日米新安保条約調印
◦大阪市立博物館開館

1961
昭和36

◦毎日放送テレビ番組「建築の広場」「建築に生きる人た
ち」に協力

◦45周年

◦国鉄大阪環状線全通
◦市街地改造法公布
◦第２室戸台風
◦ガガーリン人類初の宇宙飛行

1962
昭和37

◦『ふるさとのすまい』出版、1962年度
　毎日出版文化賞受賞

◦阪神高速道路公団発足
◦国産第1号原子炉点火
◦キューバ危機

1963
昭和38

◦南海電鉄沿線に建つ新住宅設計コンク－ル

◦通巻500号（09）

◦新住宅市街地開発法公布
◦関西電力黒部川第四発電所完成
◦米ケネディ大統領暗殺

1964
昭和39

◦東畑謙三会長就任
◦工高生デザインコンク－ル10周年記念作品展

◦名神高速道路開通
◦東海道新幹線開通
◦オリンピック東京大会開催

1965
昭和40

◦「住宅よろず相談所」開催、会場阪神百貨店 ◦明治村開村
◦米、北ベトナム爆撃開始

1966
昭和41

◦ビートルズ来日
◦いざなぎ景気
◦中国・文化大革命（1977年終結宣言）

1967
昭和42

◦関西の建築50年回顧展

◦日本建築協会創立50周年記念号（03）

◦公害対策基本法公布
◦EC（ヨーロッパ共同体）発足
◦ASEAN（東南アジア諸国連合）発足

1968
昭和43

◦『建築デ－タシ－ト』出版 ◦都市計画法公布（旧法廃止）
◦文化庁発足
◦小笠原諸島、日本に復帰

1969
昭和44

◦超高層建築講習会 ◦都市再開発法公布
◦東名高速度道路全通
◦アポロ11号月面着陸成功

1970
昭和45

◦第2回日本建築祭を万博お祭り広場で挙行
◦『架構・空間・人間』出版

◦「日本万国博と技術開発」特集（03）

◦日本万国博覧会、大阪で開催
◦天六ガス爆発事故

1971
昭和46

◦塚本猛次会長就任 ◦沖縄返還協定調印
◦大阪府・神奈川県公害防止条例公布
◦環境庁発足
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1972
昭和47

◦講演会「千日デパ－ト火災に学ぶ」
◦建築クラブ復活

◦通巻600号記念（02）

◦冬季オリンピック札幌大会開催
◦沖縄返還
◦日中国交正常化

1973
昭和48

◦『建築と社会』のシリーズ「都市の開発的保存」ＳＤ選
書として刊行

◦都市緑地保全法公布
◦第一次オイルショック
◦円変動相場制へ移行
◦江崎玲於奈ノーベル物理学賞受賞

1974
昭和49

◦国土利用計画法・生産緑地法公布
◦佐藤栄作ノーベル平和賞受賞
◦国立公害研究所、筑波に発足

1975
昭和50

◦旧四会連合工事請負契約約款の改正 ◦沖縄国際海洋博覧会開催
◦大分地震
◦ベトナム戦争終結

1976
昭和51

◦「建築と音楽」クセナキス・吉阪隆正・高橋悠治講演 ◦オリンピック・モントリオール大会開催

1977
昭和52

◦『建築データシート』ハンドブック版出版

◦日本建築協会創立60周年記念号
◦通巻660号（03）

◦漁業専管水域200カイリ時代へ
◦日航機ハイジャック事件

1978
昭和53

◦日中平和友好条約調印
◦新東京国際空港開港
◦西淀川公害裁判

1979
昭和54

◦第二次オイルショック
◦東京サミット
◦米中国交正常化

1980
昭和55

◦『大阪の近代建築ガイドマップ』出版

◦通巻700号記念（07）

◦イラン・イラク戦争
◦光州事件

1981
昭和56

◦ポートピア ʼ81開催
◦福井謙一ノーベル化学賞受賞
◦スペースシャトル「コロンビア」打ち上げ

1982
昭和57

◦福田朝生会長就任 ◦新耐震基準施行
◦大阪21世紀協会発足
◦東北・上越新幹線開通

1983
昭和58 ◦特集：関西の建築文化を考える

◦通巻730号（01）

◦東京ディズニーランド開園

1984
昭和2

◦佐野正一会長就任 ◦ロサンゼルス五輪開催

1985
昭和60

◦男女雇用機会均等法成立
◦つくば万博（国際科学技術博覧会）開幕
◦日航ジャンボ墜落

1986
昭和61

◦日本建築協会賞創設 ◦ソ連チェルノブイリ原子力発電所事故

1987
昭和62 ◦『昭和生まれ関西の建築家50』出版

◦第１回日本建築協会賞表彰（第７回まで継続） ◦創立70周年記念号（03）　

◦景気バブル期に突入
◦国鉄民営化

1988
昭和63

◦『住宅近代化への歩みと日本建築協会』出版

　　　　　　　　　　　　◦通巻800号記念特集（11）

◦日本オゾン層保護法公布、施行
◦瀬戸大橋開通

1989
昭和63
平成1

◦昭和天皇崩御
◦佐賀吉野ケ里遺跡で国内最大級の弥生時代環濠集落確認
◦中国天安門事件
◦ベルリンの壁崩壊

1990
平成2

◦特集：商品化住宅のデザイン（01）

◦国際花と緑の博覧会大阪で開催
◦バブル崩壊はじまる
◦東西両ドイツ統一

1991
平成3

◦創立75周年 ◦湾岸戦争
◦ソ連崩壊

1992
平成4

◦『建築と社会』復刻版出版（〜1995） ◦地球サミット
◦日本世界遺産条約批准

1993
平成5

◦第3回日本建築協会賞表彰
◦『建築設計者のための設備知識』出版

◦環境基本法制定
◦北海道南西沖地震
◦チェコとスロバキアが分離

1994
平成6

◦市川宏会長就任 ◦関西国際空港開港
◦純国産大型ロケットＨⅡ1号機打ち上げ成功

1995
平成7

◦阪神・淡路大震災（1.17）
◦地下鉄サリン事件

1996
平成8

◦広島市原爆ドーム世界遺産に指定
◦アトランタ五輪開催

1997
平成9

◦建築クラブ『話のはなし』出版

◦通巻900号記念（03）　　　　　◦創立80年記念特集（04）

◦京都議定書採択
◦環境影響評価法成立
◦イギリス領香港、中国に返還

1998
平成10

◦明石海峡大橋開通
◦冬季オリンピック長野大会開催

1999
平成11

◦『日本建築協会80年史　1917〜1996』出版

◦ダイオキシン対策特別措置法成立
◦台湾大地震

2000
平成12

◦第1回読者と選ぶ建築と社会賞創設 ◦循環型社会形成推進基本法成立
◦介護保険制度開始

2001
平成13

◦金多潔会長就任 ◦国土交通省発足
◦米同時多発テロ（9.11）

2002
平成14

◦都市再生特別措置法公布
◦土壌汚染対策法・自然再生推進法成立
◦日韓サッカーワールドカップ

2003
平成15

◦佐野吉彦会長就任
◦青年技術者顕彰50年

◦日本郵政公社発足
◦十勝沖地震
◦イラク戦争

2004
平成16

◦近代建築シリーズ（協会と阪急電鉄との共同企画、4回） ◦景観法公布
◦新潟県中越地震
◦スマトラ島沖大地震

2005
平成17

◦1000号記念号（07）

◦構造計算書偽造問題
◦ロンドン同時多発テロ
◦愛知万国博覧会開催

2006
平成18

◦石綿被害救済法公布

2007
平成19

　　　　　　　　　　　◦創立90年記念特集（04）

◦エコツーリズム推進法公布
◦新潟県中越沖地震

2008
平成20

◦中井進会長就任 ◦歴史まちづくり法公布
◦オリンピック北京大会開催
◦リーマンショック

2009
平成21

◦「関西の建築界／群像」連載開始 ◦裁判員制度導入

2010
平成22

◦「シンポジウム関西建築界のあゆみを語る」
　主催：大阪歴史博物館、後援：日本建築協会

◦小惑星探査機はやぶさ帰還

2011
平成23

◦東日本大震災（3.11）
◦東京電力福島原子力発電所事故

2012
平成24

◦香西喜八郎会長就任

◦特集：巨大地震に備える（08）

◦東京スカイツリー開業　

2013
平成25

◦一般社団法人へ移行 ◦2020年オリンピック東京開催決定
◦和食、無形文化遺産に登録

2014
平成26

◦あべのハルカス開業
◦御嶽山噴火

2015
平成27

◦マイナンバー（個人番号）通知開始
◦スポーツ庁・防衛装備庁設置

2016
平成28

◦「郷土建築へのまなざしと日本建築協会」
　主催：大阪歴史博物館、後援：日本建築協会

◦特集：おもてなしと建築（07）

◦熊本地震
◦北海道新幹線開通
◦オバマ米大統領、広島訪問　

2017
平成29

◦日本建築協会創立100周年
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